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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　快かい晴せいは、いつも曇っている。

　武道館に空はない。けれど悠はるかな蒼そう穹きゆうを目指すように、籠こ手てに包まれた右手を掲げてみた。視界の悪い銀の格こう子しにももう慣れた。今では身体の一部のような心地さえする面の隙間から、快晴は吊つるされた日章旗を捉えた。

　その旗の意は、太陽。晴天。曇りなく世界に晴れ渡る、自分の名。

　けれどこの場所に立つといつも、遠き日に封じた雨を、頰に降らせたくてたまらなくなる。




『笑えよ、カイセー』




　身体は震える。身を焦がす灼しやく熱ねつとは対照的な、孤独の寒さに。




『せっかくいい名前、してるんだからさ──』




「……もう、無理だよ」

　凍いてつく視線を、彼方かなたへ。剣を握る己の手は、とうに人のカタチをしていない。

　何もかもが手遅れだった。どうしてこうなるまで放っておいた。

「捨てられなかったよ。僕は、馬鹿だな」

　もう、いないんだと分かっている。それでも、夢を見たかった。

『只ただ今いまより、第七十八回全国高等学校剣道大会、男子個人の部。決勝戦を始めます──』




　一歩、二歩、三歩。寂せき寥りようの剣を携えて、世界の中心で静かに抜いて。

　立ち上がる前の一瞬、快晴は悲しみに目を閉ざす。

　憧れ続けた、つるぎのかなた。

　そこに彼は、もういない。





×　×　×






　吹雪ふぶきは、いつも燃えている。

　場所も空気も選ばない。彼女が通り過ぎれば、そこは烈火の冬になる。世界は凍る。灰へと変わる。熱く胴をさらった一刀が、そのまま心を叩たたき折おる。

　相手のかじかんだ手が、二度と剣を握らないこともある。それでいい。

　悲願を果たすそのときまで、春なんて来なくて構わないから。

「夢は、捨てたの」

　真っ白な装束と防具に身体を包んで、吹雪は追いすがるように手を伸ばす。

　かつての夢。誰かの背中。冬を落とした鬼の正体。

　つるぎのかなたに求めてみても、この手に残るは虚無ばかり。

「……寒い」

　置いて行かれた。

　だから、この身を燃やしてただ走る。

　かつて失った大切なものが、戦場を駆け抜けた果てに待っているのだと信じて。
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　悠ゆうは、遥はるか天を見上げる。

　田舎の夜空は黒く遠く、真珠をばらまいたような星月夜が陽よりもまばゆい。何度も登った山の頂上で、悠は星の視線から逃げるように手を伸ばした。

「最後の約束、守るから。……他は、もう、捨てるよ」

　笑ってみる。

　少しは上う手まくなれたはず。だが、やはり未熟者めと怒るだろうか。それもいいなと、肩をすくめて視線を下げる。

　小柄で儚はかない自分の母親が、小さな墓石の前で、目を瞑つぶって拝んでいた。




『悠。お前が、母さんを守っていけ』




　星の向こうから、過去が聞こえる。

「……かーさん。例の届け出、出しといて」

「……分かった。本当に、いいのか？」

「うん、決めたんだ」

　今度こそ、ちゃんとやれる。やり直すことができる。

　何よりも満足で嬉うれしいはずだ。なのに。

「さよなら、──」

　呪いが解けたその瞬間、左手の震えが止まらなかった。
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「じゃあそろそろ学校行くな、かーさん。今日は仕事、どんな感じ？」

「七時……、いや待て。やっぱり定時にオフィスから出るぞ！」

「え、ええ？　かーさん、昨日も定時だったじゃん。無理しなくていいんだぞ」

　早朝の玄関。悠ゆうはカバンを背負い、ドアノブを握りながら、真新しい靴の爪先をとんとん鳴らした。うん、いい履き心地だ。早く都会を歩いてみたい。

　悠が笑って頷うなずき振り返ると、同じ顔をした母がいる。強く、首を横へと振っていた。

「無理なんかしていない。今日は、息子と一緒に夕ご飯を食べたいんだ」

「……うん、分かった。晩ご飯、楽しみにしてる。それじゃ、行ってきます」

　いつもの癖で返事を待たずに家を出ようとする。しかし、後ろから肩を叩たたかれた。

「待て、悠。……忘れ物だ。作ってみた」

　普段は凜りんとした母が、照れ臭そうな顔で右手を突き出している。その手には、雑な風ふ呂ろ敷しき包みのお弁当箱があった。

　悠が目を丸くする。それから同じ照れ臭そうな笑顔を作って、両手で愛を受け取った。

「いってらっしゃい、悠。頑張ろう、お互い」

「うん、かーさんも。……じゃあ、行ってきます！」

　意を決して、扉を開く。

　新しい、水みな上かみ家けの朝が始まった。
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　県立藤ふじの宮みや高校二年Ｅ組の一年間もまた、この朝から始まる。新学期一発目のホームルームはクラス全員の自己紹介だ。ひとり、またひとりと個性に富んだ挨拶をしていく。

　城きの崎さき俊しゆん介すけは、新しいクラスを見渡す。見知った顔も多い中に、ふと目に留まる奴がいた。

「……んー？　あんな奴、うちの学年にいたっけか？」

　ワックスを付けた髪を触りながら記憶の中を探してみたが、心当たりは見つからなかった。ちょうど、自己紹介の順番が奴に回る。城きの崎さきはクラスメイトに交じって拍手を送った。

　教室の一番奥の窓まど際ぎわ席せきから、今まで存在感を消していたその男が前に出る。

「えっと、みつ……、じゃない。水上悠です。よろしくおねがいします」

[image: ]

　背筋がぴしっと伸びた、綺き麗れいな立ち姿。

　まず何よりそれが、城きの崎さきの印象に残った。整った顔立ちや優しそうな笑顔、若干アシンメトリーに伸びた茶色っぽい前髪がその次に目立つ。穏やかな雰囲気は、昼寝中の猫のよう。

　驚いたのは、身長がそれほど高くないことだった。

　平均ちょい上の自分より微妙に低いくらい。なのに、なぜかその姿が大きく見えた。

「実は俺、三月からこっちに越してきたばっかの転校生です。なんで、こっちのことが全然分かりません。色々教えてくれたら嬉うれしいです。趣味はランニングと散歩、落語鑑賞……かな。あと、特技はストップウォッチ止めです。五分までなら、絶対誤差一秒以内にできます」

「はは、まーじで？　ムダにすげーけど、それって何に使うんだよ」

　城きの崎さきはリアクションを取ってやる。いいヤツそうだから、早くコイツが馴な染じめたらいい。

　そう思っての軽いアシストを、転校生はしっかりと受け取ってくれたらしい。片目を瞑つぶってから、温和そうにへにゃへにゃ笑っていた。

「ほんとにな。……で、最後に苦手なことか。苦手なことは、友達を作ることです。頑張るので、どうか仲良くして下さい。よろしくお願いします」

　こいつと友達になってみたい。

　理屈じゃなく城きの崎さきはそう思い、チャイムと共に席を立って話しかけていた。







「よー、転校生。オレ、城きの崎さき俊しゆん介すけなー。チャラいんで下で呼んでくれると嬉うれしいぞ」

「お！　さっきはありがとな。助かった……、俊しゆん介すけ。俺、水上悠な」

　ちゃんと呼んでくれて、結構嬉うれしい。そう思っていると、城きの崎さきの隣めがけて元気な突風が吹いた。エネルギーの正体はすぐに分かった。喋しやべる前から既に雰囲気がやかましいのだ。

「おはようテンコーセーくん！　うちも混ぜて！　うちもちっひとかちっひーって呼んでー！　二にの宮みや千ち紘ひろ、二にの宮みや千ち紘ひろやで！　清き一票よろしくおねがい！」

　ベリーショートに黄色のヘアピン、明るくうるさい関西弁。全人類は大体友達の千ち紘ひろの圧を、悠はさらっと笑顔で受け止めた。

「よろしくちっひ。関西弁かわいいな」

「せやろ！　でも惜しい！　それはな、関西弁じゃなくてうちがかわいいんやで！」

「うん、そうな。ちっひかわいい。元気だし。俺は好きだぞ」

　照れずに、そう捌さばかれる。千ち紘ひろロボは動作を停止し、簡単にオーバーヒートした。

　爽やかな雰囲気でチャラさがないから、嫌な感じが全くしない。

「……ぼけ殺しやめてや。照れるやんか……」

　さっきまでのやかましさはどこへやら。千ち紘ひろの蚊の鳴くような声に、城きの崎さきは笑った。

「やるなー悠。ちっひー、防御クソザコなんだよな。一目で分かった感じ？」

「いや、なんとなく。でもそういう勘はいいほうだと思う。……ちっひかわいい。かわいい！」

「や、やめてや！　どつくぞ！　じゃあうちはテンコーセーくんのこと、ゆーくんって呼ぶからなっ！　ほら女子から下の名前やで、照れるやろー？」

「二人のときは呼び捨てでいいからな、『千ち紘ひろ』」

「いやぎゃぁああっ！　やめて！　お願いやめてっ」

　気が合いそうだな、と城きの崎さきは笑う。定番の、あの質問をしてみたくなる。

「なー、悠。向こうでは部活、どんなの入ってたんだ？」

「……あー。中学では一年ぐらいやってたけど、張り合いがなくてやめちゃった。以降ずっと帰宅部。俺は中々やるぞ。全国大会も優勝した」

「めっちゃ覇気なさそうな大会やなソレ……。でも、そうなんや！　ゆーくん帰宅部かぁ！」

　千ち紘ひろの目がきらんと光る。城きの崎さきがそのアイコンタクトを受け取った。

　了解。このチャンスは逃せない。悠が少し目を逸そらしてたのが気になるが、今は些さ細さいな問題だ。細かいことはいいからとりあえず押しまくろう。

「悠、さっき勘がいいって言ってたよな！　オレ、何部だと思うよ？」

「んー……。よし分かった、軽音部！」

「あー、ゆーくん惜しい！　あともうちょいやったのに！」

　千ち紘ひろのわざとらしい言葉に合わせるように、城きの崎さきも大げさに頷うなずく。じゃあ何部なのって突っ込まれたらこっちの負けだ。勢い。とにかくそれのみだ。

「なあ悠、オレたちの部活見にこねえ？　実は、ちっひーと一緒んとこ入ってんだよ。それで、春だから人連れてくるノルマとかあってさー。協力してくれるとすげー助かるんだけど」

「転校したばっかやからヒマやろ？　お願い！　来るだけ！　先っちょだけやから！　もしほんまに来てくれたら、今度の日曜、きのっちとつきっきりで東京とか案内するから！」

「……お？　それ惹ひかれんなあ。見に行くだけでいい？　それだけで東京案内してくれんの？」

　食いついた。城きの崎さきの目が光る。この感じならあと一押しだ！

「するする！　ヨユーでする！　東京なんか電車ですぐだから遠くもない。エンリョすんな！」

「……じゃあ、いいぞ！　交渉成立だな。最近ずっと暇だし、部活に入んのもいいかもな」

　はい、言げん質ち取った。もう逃げられないざまあみろ。千ち紘ひろと城きの崎さきの顔が邪悪に歪ゆがむ。

「そういえば、二人って何部なんだ？　聞くの忘れてた」

　一手遅い。どんくさい。でも、鍛えたら──きっと強くなれるよ転校生！

「「剣道部！」」
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「何が惜しいだよ。最初と最後の文字しか合ってなかったじゃん……」

　その夜。悠は食卓で愚痴をこぼしながら、夕食のハンバーグを食べていた。大きさは不ふ揃ぞろいで、焦げてるモノもあれば生焼けのモノもある。宣言通り定時退勤の母親製だ。

「ん？　どうした悠、何か言ったか？」

「いや、何も。……あ、こら、携帯見ながら洗い物禁止。また仕事か？」

「ち、違う、これは仕事じゃない。そう、プライベートなやり取りだ」

　プライベート？　座右の銘はワークワークバランス、水上綾あや華かにそんなもんあったっけ？

　そう思ったけれど、悠は言えない。

　今日もやっぱり、この時間帯に母がいることに違和感を覚えてしまっていた。というか何を話せばいいんだろう。無言を埋めるように、意識的に話す。

「こっち、人多いよなー。電車とかやばすぎるんだけど。俺、近々チャリ通にしようかな？」

「何キロあると思っているんだ……、と言いたいが。悠には杞き憂ゆうか。しかし別の問題もあるぞ。都会は信号が多いんだ。直線距離で考えると、すぐに遅刻するぞ。通行人も多いし」

「多すぎると何でも嫌になるよな。そういうわけで、ちょっとは反省しろよなかーさん」

　悠は椅子の背もたれに体重を預けて、広々ゆったりのはずのリビングを指差した。

　圧倒的に、狭い。モノが多すぎるのだ。

「持って来すぎだ！　段ボール地獄かよ！　もっと捨てても良かったのに」

「だ、だって、もったいないじゃないか。『だいじなもの』は捨てられないんだぞ？」

「有休とエリクサーを最後まで余らせる奴のセリフだ……」

　部屋のあちこちに、掃いて捨てるほどの段ボール。悠は目を細めて、その中でも一番いらなさそうで重そうな箱を指差した。荷造りした記憶がなかった。

「アレとか。絶対捨てたほうが良いいだろ。誰も使わ──」

「それを捨てるだなんてとんでもない！」

　急に語気が強くなって、悠は驚く。そんなに抵抗しなくてもいいのに。

　全くしょうがないなと息を吐き、悠はぱちんと両手を合わせた。

「よし、ごちそうさま！　じゃあ水上家の掃除鬼こと俺が、ちょっと今から本気出してやる。かーさんは食器片付けてて。……よし！　最初の犠牲者はお前だ！　くたばれ！」

　隣の段ボールを指差す。その箱には『雑誌』と書いてあった。

「ま、待て息子。それも、もったいな──」

「シャラップかーさん！　俺、かーさんが雑誌とか読んでるの見たことないぞ！　いらない何も！　捨てちまおう！　水上家の人間に足りないのは、断捨離なんだ！」

　悠は乱暴にガムテープを破って中身の雑誌を取り出し、近くにあった紐ひもで素早く括くくる。それからサンダルを履いて、部屋から出た。向かった先はマンション常設のゴミ捨て場だ。重い鉄てつ扉ぴを開くと、乱雑にそれらを投げ捨てる。

　勢いで、紐ひもの縛りから一冊外れてしまった。表紙がこちらを見てきて、悠はぎょっとする。

「こんなもんまで持ってきてたのか……。いつ買ったんだか」

　ゴミ捨て場の中で、ふうと息を吐く。同時に、クラスでのことがまた頭によぎった。

「……どうしようかな、部活」

　腕を組み目を瞑つぶり考える。複雑に曇った顔をして。

　奇くしくもその表情は、打ち捨てられた雑誌の表紙を彩いろどるその男とそっくりだった。





×　×　×







　乾いぬい快かい晴せいの表情が、いつかその名のように晴れ渡るときはやってくるのだろうか。

　幾多の偉業を成し遂げてなお、その男は一度も笑みを見せたことがない。この日もまた、彼は一つの偉業を成し遂げたが、依然とその表情に変化は見られなかった。

　全国高校総体個人の部、優勝。高校一年生で、まだ十五歳でのことであった。

　完全なる勝利、という賛辞がまさに相応ふさわしい。特に決勝戦の模様は圧巻である。

　始まったときには、もう終わっていた。その一言に尽きる。

　開始、僅か数秒のことだった。審判は試合が始まったときからその姿であったかのように、揃そろって彼の赤旗を上げていた。

　会場がどよめく。それを捨て置くように、すぐに二本目が始まった。

　相手方の打突が激しく繰り出される。しかし、彼は冷然と見切り、鍔つば迫ぜり合あいへと入る──。

　目で追えたのはそれまでだった。気づけば、彼の姿は彼方かなたへと消えていた。遅れて大地を叩たたき割わるような強烈な打音と、踏み込みの振動がやって来る。異論の余地無く、決まっていた。

　伝家の宝刀、乾快晴の引き面だ。会場が、割れんばかりの歓声で包まれていた。納刀を行い、乾選手が戦衣を解くと、烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの短髪が外界に躍り出る。

　閉じた両目に長い睫まつ毛げが目立っていて、強さとは真逆の儚はかなさすら感じさせるようだ。仄ほのかに中性的な面影が残るその顔立ちは、やはりその血を分けた『剣姫』とどこか似ている。優勝杯と賞状を受け取った彼が、頂点に立つ者としてその名を呼ばれる。

　依然として、その表情に笑みは見られなかった。




　──優勝おめでとうございます。乾選手。最強の名を担になうに相応ふさわしい、圧巻の試合でした。

「ありがとうございます。相手の甘さに救われた試合でした。まだ、未熟です」

　──謙虚ですね。しかし、乾選手が頂点に立ったという事実に変わりはありません。十分に、誇って良いのではないでしょうか。

「僕が、頂点、ですか。……すみません。喜ぶことが、できません。僕より強い人がいるので」

　──なるほど。剣道人らしい、素晴らしいお答えだと思います。最後に一つだけお聞かせください。乾選手はこれから何を目標にされるのでしょうか。やはり、連覇でしょうか？

「……いえ。違います」

　このとき一瞬だけ、微量ではあるが初めて乾選手の口角が上がったように見えた。だが、その表情は勝者が見せるものとしてはどこか悲しげだ。緩みなどでは、断じてないのだろう。

「僕が、目指していたのは。……たったひとつの、はるかです」

　乾快晴の表情が、いつかその名のように晴れ渡るときはやってくるのだろうか。

　きっと、やってこない。

　永遠の曇り空のように満足を知らない姿勢こそが、彼の最強たる所以ゆえんなのだから。
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「……いつ読んでもひでぇ雑誌だな。そりゃ売れねぇわ」

　黒くろ瀬せ誠まことは、黒縁眼鏡の奥の濁った目を更に細めて、その背を剣道部部室の壁に預けた。もう放課後なのにまだ練習が始まらないのは、体育館で一年生向けの部活紹介をしているからだ。

　相変わらずこの学校は面倒くせぇことばっかして。どうせ剣道部に入る奴なんか、紹介されようがされまいが自動的に入って来やがるんだからほっとけよ。そう愚痴を吐こうとしたら、同じく道着姿の同期、城きの崎さき俊しゆん介すけが目の前で唸うなっていた。

「くっそー。悠の奴、ムリヤリ誘ってくりゃ良かったなー……。転校生だから色々あんだろうけど、何も担任が邪魔することねーのに。なー、クロ？」

「……何の話だよ。くだんねぇ愚痴か？　聞いてもいいけど金取んぞ」

「そう言うなよー、相変わらず冷てえなあ。そんなんで人生楽しい？」

「最高だ。この目を見て分かんねぇか？」

「……荒あら川かわみたいに濁ってるけど、マジで楽しい？」

　藤宮高校剣道部に、二年の男子は二人いる。

　チャラそうな城きの崎さき俊しゆん介すけと、いつもダルそうな黒瀬誠だ。

　黒縁眼鏡に自分の名前、そして発言内容。だいたい黒いから、クロである。

「なークロ、さっきから何読んで……」

　城きの崎さきが雑誌の表紙を覗のぞき込こんでくる。雑誌名を見るなり、白目を剝むいていた。

「ク、クロが剣道の雑誌読んでる……!?　やーばい、近々絶対雪降るわ」

「それで練習中止になんなら、毎日読んでやんだけどな。……スマホの電池が切れてよ」

　ぱたん、と片手で雑誌を閉じる。一年前の『剣道ジャーナル』の表紙を飾る男と目が合った。高校生が表紙を飾るのは異例中の異例だが、『乾快晴』なら何でもありだ。心底うんざりで、黒瀬は城きの崎さきに向かって雑誌を雑に投げつける。

「欠陥競技なんだよなぁ。乾が出られる時点で。連盟、いい加減ルール変更しろよ」

　剣道。竹刀を持って、防具を着けて、相手と四分間の試合をする競技だ。

　先に二本取るか、時間切れになった時点で得本数が多いほうの勝ち。かつて柔道にあったような効果や有効はなく、判定による決着もない。区分は男子か女子か、個人戦か団体戦かのみで、体重別の階級制も存在しない。言い訳できない純粋な剣の実力が問われる競技だ。

　だからこそ、全国を制した者は、正真正銘日本で一番強いということになる。

「……あー、はいはい。これ、去年乾が全国個人で優勝したときのヤツじゃん。見た見た。こいつが同い年って意味分かんねぇよなー。遠すぎて、もはや異世界って感じじゃねー？」

「現実見ろよ。異世界じゃねぇ。……同じ地区だろうが」

「大魔王からは逃げらんねーってやつか。クソゲーだなー。何か裏技ねーのクロえもん？」

　二人して遠い目になってしまう。同い年である以上、乾快晴の引退は待てない。この悪夢をどう解決するか、黒瀬が考えてみると二案浮かんだ。

「現実的に考えて狙撃しかねぇだろ。刺すのは殺し屋でも無理そうだ」

「さっすが頭脳担当、ジーニアス！　けどあいつ、弾丸でも避けそうじゃねー？」

　城きの崎さきは軽くへらへら笑っていたが、自分としては笑う気にもなれない。エネルギーの無駄だ。もっと現実的な案を発表してさっさと話を打ち切ろう。たった一言でいい。

「諦め──」

「オレもいい案思いついたぞ！　六大道場から、有望そうなの連れてくりゃいいんだ！」

　タイミング悪く、言葉を遮られる。

　いい案と言いつつ、他力本願なところがどうしようもなくこいつだなと黒瀬は思う。

「あったな、そんなの。何か、独自に大会とかやってるやべぇとこだろ」

「そうそう。錬れん心しん館かんとか御み剣つるぎ館かんとか石いす動るぎ剣けん友ゆう会かいとか、つえーとこ色々あんじゃん。全部は忘れたけどさ、あそこの強いヤツ引っ張ってきて高校向けに育てんの。それならいけんじゃね？」

　全国各地に点在する、国内最強を冠する六大道場という剣道場がある。その歴史は剣道の発展と共にあり、数々の名だたる剣士たちを輩出してきたことでも有名だ。時代が流れた現代でも、六大道場には強者たちが集っている。

「……無理だろ。現状、乾が二年でも最強なんだぞ。一年以下に倒せるか？」

「そこがアレの面白いとこじゃん。クロ、知らねーの？『蒼そう天てん旗き』の独自ルール」

　蒼そう天てん旗き六大道場大会。通称、『蒼そう天てん旗き』。

　六大道場に籍を置く者のみが出場できる、数ある剣道大会の中でも一ひと際きわ異質な独自大会だ。

　出場区分は男子と女子で分かれ、個人戦と団体戦がある。ここまでは普通の剣道大会と同じだが、全日本剣道連盟とは関わりのない独自大会であるため、特殊なルールがいくつかある。

「あれさ、年齢区分二つしかねーの。十八歳以下と、それ以外の一般の部。ほんとに五歳と高校生が戦ったりするんだぜ。なかなかやばい光景だろ」

「……普通に不公平じゃね？　技とか竹刀の長さとかよ」

「んにゃ、だからそこは全部平等にすんだよ。上段、二刀流、突き技なんでもありだ。だから、突き技取って勝つ中学生とかもいんだぜ。いわゆる無差別級って言っちまっていいかもなー。表のインハイより、裏の蒼そう天てん旗きがホントの最強決定戦だって言う奴も多いんだぞ？」

　最強。その言葉を聞いて、黒瀬がすっくと立ち上がる。果たしてその言葉がある場所に、奴がいないなんてことがあるのだろうか。試しに部室の棚を漁あさり、蒼そう天てん旗きを特集している『剣道ジャーナル』を手に取ってみた。日付は二年前と少し古いが、これでいい。やっぱりな。

「……何笑ってんだクロ？　『剣ジャ』がおもしれーとか病気だぞ」

「つまんなすぎて笑うしかねぇんだよ。現実は非情である、ってやつだ」

　黒瀬が、大会結果のページを開いて見せる。





　──第六十九回蒼そう天てん旗き六大道場大会。十八歳以下、男子個人の部。

　優勝：乾　快晴　15歳（錬れん心しん館かん）






　不毛な議論にオチがついたのを見計らうかのように、部室の扉ががちゃりと開いた。

「待たせたな。そろそろ部活紹介に剣道部の番が回る。用意してくれないか」

　百八十を超える上背に、片手で竹刀を扱える広い肩幅。最後に何より鋭い眼光。強そうだ。頼もしいを通り越してもはや怖い。

　三年、江え坂さか仁じん。部内一の実力者にして、剣道部の男子部長だ。

　道着姿に胴垂れまで着けた完全武装の彼を見て、黒瀬は目を細めてため息をつく。間違いなく今年も新入部員は少ない。だって今からこれが一年生の前に立って挨拶するわけなのだ。逆効果なんだよなぁ……。

「なんだ、二人して。どうしてそんなに不景気な顔をしている？」

「別に。乾の奴が宝くじまで買い占めやがって、萎えるよなって言ってただけです。おれら庶民は夢すら見んなと」

「……んん？　黒瀬は一体何のことを言っているんだ。なぜ乾の名前が出てくる？」

「ねー、仁サン。仁サンって、蒼そう天てん旗きとか出ないんすか？　好きそうじゃない？　最強とか」

「……ああ。六大道場の話か。まあ確かに興味はあるが、俺は公立中の部活剣道出身だからな。自分とは全く縁のない話だと思っている」

　そんなものよりと、江坂は右手に握っていた竹刀の根本で自分の肩をとんとん叩たたいた。

「俺の中ではやはり、高校総体が一番だな。やはり部活で勝つことに意味がある。……今年こそ、秋しゆう水すいに勝って全国に行きたい。なんとしても」

　剝むき出だしの熱意を真まっ直すぐに向けられて、二人は無意識に目を逸そらしてしまった。

「まぁ、まずは部員入れなきゃ、フル出場すら難しいわけですけどね。……おら、いくぞ俊しゆん。カギ閉めてくれ。早く行かねぇとまた立たち花ばな先輩に蹴られんぞ」

「それはマジ勘弁！　つーかあの女帝、生徒会長なのに粗暴すぎんだよなー……。ちっとは幸ゆき村むら先輩を見習ってくんねーかなー」







　城きの崎さき俊しゆん介すけは、最後に部室を出てカギをかける。外に出ると風が暖かい。空を揺蕩たゆたう桜の花弁が、春の到来を感じさせた。

　城きの崎さきは春が大好きだった。悠のように新しい人間との出会いもあるし、顧問の教師も忙しくなるからあまり練習に来ない。楽で最高だ。休みも多いし。……そう思っていたら。

「ああ。そういえば先程、佐さ々さ木き先生と会ってな。来週日曜の休暇はなしになったぞ」

「ええっ、リアリー!?　マジすか!?　なんで!?」

　大げさに叫んでしまった。隣の黒瀬なんて、虚こ空くうを見つめて気絶している。

「練習試合が入ったんだ。出稽古に来たいと、先方から突然お達しがあってな」

　マジか、悠に謝んなきゃ。イヤだな──「相手は女子校だぞ」

　なんて思うわけねえじゃん、剣道大好き！　マジ最高！

「相手どこっすか!?」

「……それがな。俺にも訳が分からんのだが、なんと桐とう桜おう学院だ」

　絶句する。だから言ったのに。クロが剣道雑誌なんて読むからだ。

「来週、『吹雪』が吹く。……その日までに、せめて強い奴でも勧誘できたらいいんだが」
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「じゃあ水上、申し訳ないが名札は来週まで待ってくれるか。服装検査はパスできるように、会長の立花に話を通しておくから」

「分かりました。へー、こっちにはそういう検査があるんですね。向こうはユルくて」

「だろうな。初日からパーカーがっつり着込んでるもんなお前。……で、水上。何か心配事はないか？　転校したばかりだから、色々あるだろ。何でも相談してくれていいんだぞ」

　職員室の扉を出る前に、教師にそう言って微笑ほほえまれる。だから悠も、柔らかく笑い返した。

「ありがとうございます。でも、自分でなんとかしますから」

　顔に反して意志は固い。大丈夫。きっとうまくやってやるのだ。

　悠は決意を新たにして、職員室の扉から出る。目の前を一年生たちが通りかかった。

「部活、どうする？」「とりあえず陸上部見に行こうかなー」

　部活。

　その一言で、悠の脳裏に一杯食わされた「剣道部！」の声がフラッシュバックした。

　ああ、剣道。──汗臭い、武道！

　絶対に、行くべきじゃない。でもあのクラスメイト二人とは、今後の付き合いもある。

「どうしたもんかな。安請け合いするんじゃなかった。……でも、東京案内かぁ」

　見に行くだけ。話を聞くだけだ。そう考えると行ってもいいかなと思えるが、近づかないほうが賢明なのは確かだ。無視して帰って家事をする？　でも、それだと今後の友人関係は？

「んー。さっき、なんとかするって言ったばっかりだしな……」

　悠は葛藤を繰り返し、フラフラと階段を下りていく。南校舎一階の扉を出ると、右手前には南門が、左手前には体育館が見えた。決断の時だ。

　悠は目を瞑つぶって三秒考え、こくっと頷うなずき、意を決して右手の門へと進もうとした。

　けれどそのとき無駄にいい悠の目が、体育館の前で腕を組み、首を傾かしげている女の子を捉えてしまった。

「なあ。何か困りごと？」

　彼女が、振り返る。春風が揺らす長い黒髪を引き連れて。

　悠の中で、一瞬時間が停とまった。……綺き麗れいだ。思わず、ため息が出てしまうほどに。

「あ、えっと。……実は、そうなの」

　頭が良さそうで、まるでモデルさんみたいな子。

　悠の第一印象はそれだった。身長が自分と同じくらいだから、百七十近くはあるだろう。

　学校指定のセーターから覗くネクタイの色は赤色で、どうやら一年生らしい。

　薄赤眼鏡が光る、彼女の怜れい悧りそうな横顔が物もの憂うげな色に染まっている。それだけで、どこか人を惹ひき付つける色気があった。理性をくすぐる唇が、言葉を紡つむぐ。

「友達に部活見に行こって誘われてて。いいよって言っちゃったものの……実は、あんまり行きたくないの。だから、すごく迷ってて」

　明確に、彼女がため息をつく。今度は声に出して、おおっと悠が反応した。

「奇遇だな。俺も全く同じ状況なんだ。転校初日だから頑張ろうと思ったんだけど、なんか裏目った感じになっちゃって。どうしようか考えてる」

「あ、そうなんだ。仲間だね。……転校？　入学じゃなくて？」

「うん。……あ、そっか。名札ないから分かんないよな。俺、二年の水上」

　彼女がびくっと震えて、眼鏡の奥の瞳が大きくなる。色んな動作が絵になる子だ。

「せ、先輩だったんですか？　すみませんっ、失礼なクチ利きいちゃいました」

「ああ、いいよいいよそんなの。君は……深ふか瀬せ、って言うのか」

　悠が、胸についた名札を見てそう尋ねる。うん、大きくてとても良い。

「はい。深瀬史し織おりって言います。深瀬で、いいですよ。……先輩は？　下のお名前、なんて言うんですか？」

「悠だ。水上悠。悠って、呼んでくれて構わないから」

　この前千ち紘ひろを上う手まくいじれたから、調子に乗ってイタズラを仕掛けてみる、が。

「うーん。そういうのは、仲良くなってからじゃないと嫌です。ごめんなさい、水上先輩」

　全く動じていなかった。千ち紘ひろが弱すぎたのか、この子のレベルが容姿含めて高いのか。

　分からないが、歯ごたえを感じて好みの子だった。

「いや、謝んないでくれ。そういう感じでハッキリしてくれる子は好きだ。逆に俺が謝るよ。しょーもないこと言って悪かった」

　潔いさぎよく、ぴしっと頭を下げて謝る。目を丸くしている史織に構わず、そのまま言葉を続けた。

「体育館の前にいるってことは、バスケとかバレー部に行くのか？」

「……あ。はい。私、身長高いので熱烈に口説かれちゃって。悪い気はしないんですけど……」

「けど？」

「……その。誘われてるのは『私』じゃなくて、『身長が高い人間』じゃないですか。それが、なんか嫌なんです。すっごく。私は、『私』だから誘われたいんですもん。性格悪いの分かってますけど、そこは、やっぱり、譲りたくないというか……」

　この子、わがまま。けれどスポーツをやるのなら、きっとこれぐらいが丁度いい。微笑ほほえましくなって、悠は笑った。

「いいんじゃないか？　わがままでも。深瀬は多分、何始めてもすぐに上う手まくなるよ。だから、好きな部活をじっくり選べばいいと思う」

「……あ、ありがとうございます」

　なぜか史織は驚いていたが、それも少しの間のことで、すぐにまた腕を組んで悩み始めた。

「うーん。どうしようかな……。部活はどこか見に行きたいんですよね。今度は絶対、運動部がいいんです」

「なるほど。じゃあ陸上部とかどうだ？」

「無理です。私、走るの嫌いなんで！」

　なぜそれで運動部に入ろうと思った。悠はそう突っ込みかけるが、決めるのは史織だ。どんな部活を選ぼうとも、口出しするつもりはなかった。

「あ、そうだ。じゃあ、剣道部とか──」

「正気か？　絶対やめとけ！」

　なのに、つい脊髄反射で悠は史織を止めていた。

「痛いぞ。臭いぞ。いつまでも楽しくならないぞ！　先生からしごかれるのは日常茶飯事で、頑張っても貰もらえんのは身体の痣あざくらいだ！　落ちつけ！　やめとけって！　黄色い声援どころか奇声しか浴びられない競技だぞ！　勝っても喜べないし！　知ってるか？　ガッツポーズしたら一本取り消しになるんだぞ？　それって一体どうなんだ？　大体なあ！　『文化だから』『伝統だから』とか言えば理不尽が何でも許されると思ってる、剣道のあの感じ！　俺は！　本っっっ当に！　良くないと思うね！」

「……………詳しいですね？」

　はっ、と悠は正気に戻る。

　苦虫を嚙かみ潰つぶして青汁で流し込んだような顔で、呟つぶやいた。「やってたんだ。昔」

「あっ、そうだったんですか。じゃあ今は？」

「辞めた。帰宅部。家事手伝い。洗濯物たたんでドラマの再放送見てるよ」

「じゃあ、ちょうどいいじゃないですか。一緒に行きましょうよ、剣道部」

「……今の俺の話、聞いてたか？」

「聞いてましたけど」

　長い髪の毛を耳へとかけて、史織はしたたかな笑顔で言い切った。

「私、みんなが右行けって言うと、左しか行きたくなくなるんですよね」

　こいつ知ってる。剣道に向いてる女だ。

「行ってらっしゃい。俺は忠告したからな。ご愁傷様」

　スタンプで会話を打ち切るような笑顔で手を振り、逃走のために背を向ける。

　すると、きゅっと制服を摑つかまれた。どきりとして、振り向く。

「ま、待ってください。どこ行くんですか？」

「……か、帰るよ。俺は嫌なんだ」

「付いてきてくれないんですかっ？　そんな、一緒に行きましょうよ。暇なんでしょう？　せっかくお会いできたご縁じゃないですか！」

　さっきまでとは打って変わって、捨てられた子犬のような目で見られ、悠がぐらつく。何だこの女は。所作のひとつひとつが蠱こ惑わく的てきで、わざとなのかと疑いたくなる。正直、このまま何も考えずに付いていってやりたい。だが、誘惑に乗ったら最後、待っているのは剣道だ。

「……悪い。せっかくだけど、遠慮しとくよ」

　何もいいことがないから、もう近づかない。そう決めた。

「……そんな」

　なのに。

「逃げちゃうん、ですか？　……先輩」

[image: ]

　自分で決めたのに。

　その言葉だけは、いつまで経たっても素通りできない自分がいた。ぐっと、奥歯を嚙かみ締しめて空を見る。そこには誰もいないのに、見られているような気がして仕方がなかった。

「深瀬。……制服、離してくれないか」

「あっ！　ご、ごめんなさい！　その、さっきから私、わがままばっかり言ってっ」

「いや、いいよ。わがまま言えって言ったのは俺だしな」

　苦笑する。そして、心中でひとり言い訳した。これは、後輩と仲良くなるため。新たに自分が頑張ると決めたことなんだから、今回ばかりはノーカウント。……それで許してほしい。

「分かったよ。負けだ負け。見るだけだからな？　後輩」
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「見学に来た奴、全員に入部届を書かせましょ。大丈夫、円香まどかの胸でも揉もませれば一発よ」

「いいわけないよ!?　わたしの胸はご新規さん向け十連ガチャじゃないんだよっ!?」

「うっせーわねー。胸くらいイイじゃない別に。減るもんじゃないし」

「減るよっ！　色々減るってば！　纏まといが自分のを揉もませればいいじゃない！」

「えー。あたしの胸は高いのよ。あんたほどないし。やっぱり無駄に余ってるところから配るべきじゃない？」

「人の胸を外れみたいに言わないでよっ！　好きで余ってるわけじゃないんだからね!?」

　部活紹介が終わり、練習前の剣道場。

　女子剣道部副部長、幸ゆき村むら円香まどかは憤慨していた。白道着の右肩に、ひとつ結びで乗せているセミロングの髪が怒りでぶんぶん揺れる。石せつ鹼けんのような匂いが香った。

「あーもー、贅ぜい沢たく言うんじゃないわよこのわがままボディ。手段なんて選んでる場合？　とにかく部員入れなきゃ話になんないの。男女最低一人ずつ、特に女子！　部活滅びるわよ！」

　女子剣道部部長、立たち花ばな纏まといは長椅子の上で偉そうに足を組み、竹刀の先で円香まどかを指した。端整な彼女の狐きつね顔がおが不機嫌に歪ゆがむと威圧感が出る。

　だが、円香まどかには効かない。剣先を摑つかんで、にこっと笑った。

「でも、ぜったい纏まといのせいだよねえ。女子が来ないの。……悔い、改めよーね？」

「……な、何言ってんのよ、こーんな美人が部活にいるのよ？　人が来ないのは剣道とあんたたちのせいでしょ！」

「へー？　そっか、そうだよねえ。美人会長さんがいるんだもんねえ。うんうん、全部わたしたちのせい。道場の鏡さんも、世界一きれいなのは纏まといって……あれあれ？　おかしいなー。すっごく明るい髪色が映ってるんだけど。気のせいだよね？　こんな見た目してたら、誰も寄って来ないもんね。毛先のパーマもきっと幻だよねー。そんな性格みたいに曲がった毛先、あるわけないもんねー。ねえ？　校則の権ごん化げ、『自称』美人生徒会長さん？」

　円香まどかの圧力に身を引き、纏まといが震える。また腹はら黒ぐろ狸たぬきを起こしてしまった。

「……に、人間、外見だけじゃ」

「外見って、中身の一番外側なんだよ？　とーぜん、心が綺き麗れいな会長さんはそこもちゃんとしてるんだよね？」

「………………………………ぅるさぃ」

「あれれー？　どうしたの纏まとい、元気ないね。旦那さん呼んで慰めてもらおっかー？」

「だ、旦那って何よ！　江坂は関係ないでしょ!?」

「あれあれー？　誰も江坂くんとは言ってないよー？　ねえねえどうして？　どうしてそう思ったのかな？　それより最近進捗どうなの？　ねえねえ、早く教えてよ。ねえねえ」

　纏まといはしばし真っ赤になってやられっぱなしになる。が、ついにキレた。

「うが────っ！　うるっさいッ！　ぶん殴るわよ！」

「きゃー♪　助けて千ち紘ひろー♪」

　円香まどかは纏まといから逃げ、道場奥で話している二年生の塊に突っ込んだ。その中から千ち紘ひろをチョイスし、ためらうことなく盾にする。

「えっ？　なになに？　ちょっ、巻き込まんとってやユキさん!?　クロちゃん助けて！」

「同情するから金をくれ」

「なんでそれだけで金取んねんっ！　ひぃいい、痛いの嫌やぁ！　きのっちぃ！」

「ちっひー死んでも悠が入ればプラマイゼロだよなー。なあ、埋め合わせどうするよ？」

「あほ！　先に助けろ！　うちが埋められてまうやろが！　ほんま最悪やこの二年コンビ！　……うう。ゆーくん、はよ来てぇ！」

　そうやってしばらくみんなで遊んでいると、道場奥の用具庫の扉が開いた。竹刀を整えた江坂が戻ってきたのだ。

「よし、そろそろ体操を始めるぞ。……二にの宮みやはなぜボロボロなんだ？」

「うちが一番知りたいですよそんなん！　……あ、ぶちょー。はーちゃん、委員会でかなり遅れる言うてました」

　はいっと手を挙げ、この場にいない最後の二年生、藤ふじ野の葉は月づきの不在連絡をする。江坂が分かったと頷うなずくと、円香まどかがきょろきょろと辺りを見回した。

「あれっ、八や代しろくんはどうしたの？　一年生って、もう授業終わってるよね？」

「用具庫にいる。竹刀袋の中身を高校用に入れ替えるそうだ。……しかし、一年か。どうにか他にも確保しないとな。まずはメンバーを揃そろえなければ、前回の成績を超えるなど夢物語だぞ」

　剣道の団体公式戦は、五人制だ。

　最低三人でも出られるとはいえ、足りないポジションは二本負けの不戦敗になる。これはかなりのハンデとなるから、まずは全員揃そろえなければ始まらない。

　藤宮高校剣道部は現状、男子四人、女子四人、である。纏まといの瞳がめらっと燃えた。

「何度でも言ってやるわ。絶っっっ対、最低でも男子一人と女子一人を入れること。特に経験者は、殺してでも入部させるのよ！　分かってんの江坂！」

「……分かっている。一々うるさいぞ。大体だな、お前がそんな厳いかつい見た目をしているから」

「あんたにだけは言われたかねーのよ！」




　そんな剣道部の様子を知る由よしもなく、深瀬史織がついに剣道場への扉を開いた。

「こ、こんにちは。……あの、剣道部の、人たちですか？」

　一瞬の静寂。それから、大熱狂が巻き起こった。

「うわあっ、かわいい子だあ！　きゃー！　ふ、副部長の幸ゆき村むらです。見学ですかっ!?」

「は、はい」

「……あたしよりかわいいんだけど。何、この嬉うれしいのに喜べない気持ち。歓迎したくないわ」

「お前は十秒前の自分を殴ってこい。……部長の江坂だ。ありがとう。こんなむさ苦しいところに、本当によく来てくれた」

　華々しく迎え入れられる史織を見て、悠も続く。道場の中へ、ひょこりと顔だけ出した。

「おおっ、ゆーくん！　ほんまに来てくれたんやー！」

「悠、おまえマジでいい奴だなー。騙だましてこんなとこに呼んで悪かった！」

　すぐに、城きの崎さきと千ち紘ひろが喜色満面で迎え入れてくれる。それが嬉うれしい。

「いいよ。見るだけって約束だからな」

　来て良かった。悠は素直にそう思う。

　見学用の長椅子に座るよう促されたが、今は二人と話したい。道場へと足を踏み入れる。

　両足を揃そろえて、鋭角十度くらいの礼。それは完全に無意識から出た所作だった。

「……あっ」

　冷や汗が背筋を流れ落ちてから、悠はようやく自分がしでかしたことに気が付いた。

　道場に入るとき、礼をしろ。

　去るときは、正面に背中を見せず、礼をしろ。

　そんなことが身体に染しみ付つく理由は、この世に一つだけしかない。

　部員全員が、殺人鬼めいた笑顔を浮かべる。




　──お前。経験者、だな？




「しまっ──」

　ピラニアの水槽に叩たたき込こまれたような悠の断末魔が、道場全体に響き渡った。
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「死ぬかと思った……」

「熱烈歓迎でいいじゃないですか。私は情熱的なの、嫌いじゃないですよ？」

「……俺は愛情表現は控えめがいい」

　史織と悠は、部員に誘導された長椅子に座って見学を始める。練習は素振りと体操が終わり、部員全員が面を着け始めたところだった。

「今から何するんですかね？」

「切り返しだろうなー。で、終わったら大体基本打ち。技打ち。打ち込み。終わったら休憩した後、地稽古っていう組み手みたいなのをやる。それも終わったらかかり稽古して、もっかい切り返しして終わり、かな。大体どこの道場も、基本の流れ自体は変わらないはず。あとはこれにどんな肉付けするかだけど、それは……。あ、ほら始まった」

　道場の上手、つまり入り口から一番遠い最さい奥おうの位置に立った江坂が、部員が二人一組になったのを見届け、号令をかけた。

「礼」

　面と籠手を着け、防具を完全装備した部員が互いに一礼する。三歩歩いてから左腰に構えた竹刀を抜き、そのままキャッチャーがミットを構えるような格好でその場に座った。両かかとは床から浮いている。互いの剣先は触れる程度の間合いで交差して、僅かにぶつかり合う。かちり、と竹の擦れ合う音が道場に響いた。

　これは蹲そん踞きよという儀式で、練習も試合も剣道は必ずこの動作から始まる。

　全員が蹲そん踞きよから立ち上がるのを確認し、江坂が小さく一呼吸。空気が通った雄々しい声を、腹の底から引き出した。

「切り返し、始めッ！」

「しゃああああああッ!!」「ヤァあああッ！」「おぉおおあああ!!」

　道場が、闘争心で満たされる。

　近くでいきなり風船が割れたように、史織はびくりと身体を震わせる。いきなり人が獣に変わったような感覚に驚いているのだろう。一方の悠は、微動だにしていなかった。

「……久しぶりだな。稽古見んの」

　部員の叫び声をそよ風のように受け、悠は顎に右手を当て稽古を見始めた。

　目の前で、円香まどかが竹刀を構えている。かけ声を発して闘気を纏まとった彼女が、正中線を起点に竹刀を振りかぶる。そして綺き麗れいな放物線を描くよう、相手の頭に向かって目一杯振り下ろした。

「めぇんっ！　りゃああっ！」

　重く、けれど心地よい快音が、地鳴りを呼び込むような踏み込みと共に道場へと抜けていく。

　その音を引き連れて、円香まどかは気勢の乗った体当たりを相手にぶつけて下がらせる。「はあァッ！」大きく振りかぶって右面、その次は切り返して左面を進みながら打っていく。

　荒々しく、だけど綺き麗れいに。そしてできるだけ速く。

　元立ち（受ける側）は鋭く切り返される左右の面を、床と垂直に構えた竹刀で互い違いに防御する。道場はたちまち、竹刀がぶつかりあう花火のような破裂音でいっぱいになった。

　前に右、左、右、左。四本打ったら今度はバックしながら右、左、右、左、右──。

　最後に相手と間合いを取って、一足一刀に入り直す。それから面打ちで抜けて振り返る。

　切り返し。『剣道の大事な要素が全て入っている』と言われる代表的な練習だ。

　どんな道場でも稽古は切り返しから始まり、最後に切り返しをして終わる。

「す、凄すごいですね。あんなにドンって踏み込んで、足痛くないんですか？」

「……ちゃんと踏んでれば痛くない。足の裏が奇声発せる面つらの皮と同時に厚くなってく」

　悠が、目を細める。焦点を、『八代』という垂れネームが付いた男に合わせた。さっき聞いた話だと、入ったばかりの一年生らしい。速くて荒い切り返しをしていた。

「あッ、やべ！　今のミスった！　もっかい打っていいすか！」

　やかましい。よく吠ほえる犬みたいだ。

　最後に抜ける面打ちがご不満だったらしく、黒瀬という男にワンモアをねだっている。すごく嫌そうに彼が構え直したところを見ると、ダルかったのだろう。悠にも分からないでもなかった。「ッしゃああ──────メェぇえんっ！」

　今度こそ、重いストレートのように圧のある大きな面打ちが決まった。速度の塊が黒瀬の横を抜け、スケーターがジャンプするように振り返る。右みぎ踵かかとに着けたサポーターに焦げ付くような摩擦がかかっていて、隣に座る史織が感嘆の息を漏らしていた。

「はやい……。一番、はやかったかも。おんなじ一年生なんだ」

「んー。一年ってことは……今年、十六歳、か？　……んー」







　いきなり低くなった悠の声に、史織がまたびくりとする。自分のように目が悪いわけでもないのに、遠くを見るみたいに目を細めている。視線が鋭くて、少し怖い。

　どうしたのだろう。嫌がってた割に、来てからは結構楽しそうだったのに。……もしかして。

「あの、先輩。……無理矢理連れてきて、すいませんでした」

「ん、え？　どうした？　無理矢理？　なんで？」

「だって、やっぱりつまらなさそうですもん。……私がごねたから、気を遣ってくれてたんですよね？」

　史織が、またやってしまったと渋面を作る。どうにも自分はわがままなのだ。努めて出さないようにしているのに、たまに抑えられなくて漏れてしまう。そんな風にへこんでいる自分に更に気を遣ったのか、悠は苦笑して首を振っていた。

「いや、そんなことない。気なんか遣ってないよ。来て良かったって思えた。本当だぞ？　引っ張ってきてくれてありがとうな」

　会ったときからずっと、真まっ直すぐ丁寧に気持ちを伝えてくれてどきっとする。けど、そんな人だからこそ余計に分からない。

「じゃあ、どうしてそんなに不機嫌そうだったんですか？」

「……さあなー。内緒。でも、今は不機嫌というよりヘコんでるだけ」

「……へこむ？」

　苦笑する悠は、一向にこちらを見ようとしてくれない。

「後輩相手に気も遣えなかったから。駄目だよなー、俺」

「べ、別にそこまで気にするほどのことでもないと思いますけど……」

　答えが返ってこない。彼はまた、頰ほお杖づえを突いてつまらなさそうに遠くを見ている。

　その姿はまるで、飼い主に先立たれた猫のように寂しそうだった。
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「ゆーくんゆーくん。楽しんどるー？」

　悠が呆ほうけて練習を見ているうちに、時間は吹っ飛んでいってしまったらしい。自分たちのもとに、面を外した部員たちがやって来た。

「……ちっひ。剣道が楽しいわけないだろ？　毎日やってるなら分かるだろ」

「あっはっは、まあな！　しんどい！　あつい！　帰りたい！」

　教室で会っても道場で会っても、千ち紘ひろは喜色満面元気マシマシ油カラメだ。その後ろでローテンションの黒瀬が、しみじみと悠の意見に首肯していた。

「分かる。分かりみしかねぇんだよなあ……。基本的に終わってんだよなぁ、剣道って」

「大体打って反省打たれて感謝とかどんだけドＭなのよって話よ。終わってるわね」

「かばえる点が皆無だな。ハマる奴はどうかしている。夏は暑いし、冬は寒い。しかも裸足はだしだぞ。正気の沙汰とは思えん」

　黒瀬に続いて、男女部長の纏まといと江坂もうんざりした顔をする。

「えっ、あの、ちょっと、皆さん剣道部ですよね？　す、好きでやってるんですよね？」

　ひとりだけ、史織は戸惑っていたが。副部長の円香まどかが、史織の肩をぽんと叩たたいて首を振る。

「深瀬ちゃん、落ち着こうよ。剣道部の人間が剣道好きなわけないでしょう？」

「いやいやいやいや!?　何言ってるんですか!?　急に日本語が不明なんですけど！　わ、私一年生ですよ？　もっといいとこアピールしましょうよ！　誘い方おかしいですって！」

　おかしくない。むしろ親切だ。

　悠のその気持ちを、城きの崎さきが代弁してくれる。

「そりゃ入ってくれたら嬉うれしいけど、一応ほんとのこと言っとかなきゃな。すぐ辞められちゃったら意味ねえし。大体さー、頑張ってもモテねえんだぞ？　球技みたいに見せる場ないし、奇声出すし！」

「あほ、それはきのっちやからモテへんねん。うちを見てみろ！」

「モテてねえじゃん！」

「ああっ、これや！　これこれ！　この扱いを待っとってん！　ゆーくんも見習って！」

「でもちっひかわいすぎて俺噓うそつけないし……」

「だからそれをやめろて言うてるんやろぉっ！」

　真っ赤になって暴れる千ち紘ひろの攻撃を笑いながら躱かわす悠に、江坂が話しかける。

「どうだ、水上。剣道部は。地獄の道連れは多いほうがいい」

「……うーん。好きじゃないんで、剣道。もうたくさんです」

　前へと踏み込まれて、悠は無意識のうちに一歩下がる。そこへ追撃を仕掛けるように、円香まどかがずいっと踏み込んだ。

「そんなこと言わずに！　だってもったいないよっ！　経験者なんでしょう？　わたしすっごい羨ましいよ！　やろうよ剣道！　ひとりだけ逃げるなんてずるいよ！」

「に、逃げ……。い、いや！　本当に俺は」

　なかなか煮え切らない態度でいると、舌打ちが一つ聞こえた。

　音源の正体を追うと、『八代』の垂れネームを着けた男だった。

「やる気ないヤツ入れても無駄じゃないっスか。経験者っつっても、どーせ弱いんでしょ。嫌なら先輩たちも辞めたっていいんスよ」

　尖とがった犬歯も相まって、なんか飢えてる犬みたいな奴だなと、若干悠には面白い。

　一年期待の星、八代操みさお。

　性格のように尖とがった髪をがしがし搔かいて、彼は冷水機を求めて道場外へと消えていった。学年が離れていれば、多少の生意気なんてご愛あい嬌きようだ。悠が去りゆく八代をニヤニヤ見つめている一方で、同い年の史織は上う手まく流せなかったようだ。眼鏡をくいっと上げて光らせている。

「……生意気ですね、あいつ。きっとモテないと思います」

　何がおかしいのか、聞くなり纏まといが隣で爆笑していた。

「はいはい、あんたそーいう娘ね！　ようこそ剣道部へ！」

「しおりん、典型的やなー。よー一言多いって言われるやろ？　うちもうちも！」

「千ち紘ひろは一言じゃ済まないでしょう？　あ、でも女の子の友達少なそうだよね、史織ちゃん」

「い、いきなりなんですかっ！　そ、そんなこと全然、当たって……る……？　あれ……？」

　真実に気付いて震える史織を見かね、部長の江坂が助け舟を出す。日頃女子陣と接する身として、色々思うところがあったのだろう。

「その辺りにしておけ。せっかく見に来てくれたのに、二度と来てくれなくなっても知らんぞ。水上も、今日は是非、最後まで見ていってくれ。試合稽古をするんだ」

　江坂の発言に、悠が目を瞬かせる。剣道部は普段、組み手のようなものをやることはあっても、試合稽古は中々やらない。それをする、ということは。

「近いうちに練習試合とか公式戦でもあるんですか？」

「おお、流石さすがよく分かっているな。来週の日曜、練習試合をやることになってな」

「……来週の日曜？　あれ、案内、は？」

　悠のじとっとした両目が、千ち紘ひろと城きの崎さきの二人を睨にらむ。かすれた口笛がハモっていた。

「水上、深瀬。剣道は勧めづらいが、剣道部はいいところだぞ。ぜひ気に入ってくれ」

　江坂の言葉も右から左。悠はにっこり笑顔で、二人に言った。

「くたばれ。やっぱり剣道部なんて絶対入ってやるもんか」
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　その日の夜。悠は自室のベッドで寝転がりながら、携帯でＬＩＮＥを立ち上げた。


［シユンスケ］今日、悪かったなー。ホント急に入っちゃった試合なんだよ

［Yu.M］いいよ、不可抗力なら仕方ない！　じゃあ、そろそろ寝るなー

［千紘］待ってゆーくん、振り替えいつにする？　来週以降やったら、練習休みの日に！

［Yu.M］そのことだけど、もういいやー。東京は自分で行くし、俺なら一人でも大丈夫

［Yu.M］じゃあ、また。来週日曜はよろしく



　悠は目を閉じる。自分で打った最後の一文に唸うなってしまった。

　この流れは良くない。確実にずるずる引き込まれている。……しかし。

「反則だよなあ。この名前出してくんのは……」

　悠はＬＩＮＥを操り、友達一覧からその名前をタッチする。

　藍あい原はら瞳ひとみ。懐なつかしい名前だった。悠は寝落ちするように目を閉じて、今日の試合稽古の見学途中にあったことを思い出す。







　道場に、優しげな熊が入ってきた。

　思わずそう錯覚するほどの、縦にも横にも大きい体たい軀くだ。部員全員が一斉に「こんにちはっ！」と礼をする。

『うん。止めなくていいから、続けてください』

　歳としのほどは五十を超えているだろうか。髪には白髪も交ざっている。しかし、低く通る声や立ち振る舞い、そして澄んだ光が灯ともる双そう眸ぼうは、歳としの衰えというイメージからは縁遠い。一度見たら、忘れられそうにない。

『……あの。佐々木先生、でしたよね。確か』

　だから悠は、忘れていない。彼の仏のような笑顔が、悠を歓待した。

『ええ。……お久しぶりです、悠くん。来ていたんですね』

『はい。どうもヘンテコな縁があるみたいで。……そうか。この学校、だったのか』

　悠は慌てて言葉を探そうとする。しかし、何を話せばいいのか分からない。そんな悠の様子を佐々木は悟り、達人らしく先手を取った。巨体を折り曲げて、恭うやうやしく。

『頼みがあります、悠くん』

『ちょっ!?　あ、頭上げてくださいよ!?』

『藍原くんに、会いたくありませんか』

　悠は、目を丸くする。会いたい名前をこんなに急に出すのは、反則だと思った。

『来週の日曜。彼女が、教え子を連れてここに来る。だから、会いに来ませんか。お願いします。君の時間を、私にください』

　どうか、と。その男は願うように言った。

『君に、『剣姫』を見て欲しい』




「……けんき、ねえ」

　薄く笑って、悠はスマホをベッドに落とす。ヘンテコな縁だ。早く切りたい。

　このまま寝てしまおうと目を閉じた瞬間、控えめなノックが自室の扉を揺らした。




「悠。取引先の人に茶菓子を貰もらったんだが、一緒にどうかな。ホットミルクを入れるぞ」

　母は、おそるおそる扉を開く。ぎこちない笑顔で提案すると、同じ顔が返ってきた。

「いや、太るからいいや。帰宅部だし。今日はもう寝るよ」

「そ、そうか。じゃあ、お茶はまたの機会にしよう。必ず。……悠。学校はどうだ？　何か心配事はないか？　ア、アレだぞ。頼りない母だが、いつでも頼ってくれていいんだぞ？」

「……うん。ありがとう。いつか、かーさんに甘えるな」

　言葉の真意を、母は受け取る。逃げるように扉を閉めようとした。

「待って、かーさん。……俺、来週日曜出かけてくる。部活見てくるよ」

　うん、知っているよ。

　そんな言葉を、吞のみ込こんだ。

「分かった。頑張るんだぞ。……私も、頑張ってみる」

　扉を静かに閉める。そして、そのまま背中と頭を預けた。

　いい息子だ。わがままも言わないし、どこに出しても恥ずかしくない。……ただ。

「私のせい、ですよね。……お義と父うさん」

　震える手で頰を押さえる。そしてもう片方の手で、ポケットの中の携帯を握った。きっと共犯者から連絡が入っているだろう。後ろめたい。それでも、やめるつもりはなかった。

「大人、だものな。……私は、魔王でいいんだ」

『だいじなもの』は捨てさせない。たとえ、どんな手段と道具を使っても。





［藍原瞳］頑張ります。今度こそ、絶対に。
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　吹雪ふぶきが、剣を構える。

　宝石のような瞳の中で火花が散った。その火種はやがて防具を纏まとった全身に灼しやく熱ねつとなって行き渡り、ついには烈火の叫びとなって空気を裂く。

「ヤぁああああ───────────ッ!!」

　対たい峙じする者は声を失う。死にたくないと後ずさる。しかし覚悟を決めた雪の剣けん姫きに、慈悲などありはしなかった。

「めェんッ！！！」

　氷を叩たたき割わるような重い一刀が、相手の自信ごと真っ二つ。疾風の如ごとく相手の隣を抜き去り、吹雪は次を問うため振り返る。足りない。足りない。……もっと！

「ふ、吹雪、ストップ！　竹刀が、壊れています！」

　諫いさめられ、自らの手に握る刀を見る。確かに打突部位が砕けていた。

　水を差されてむくれたくなるが、これでは仕方がない。主将の言葉に従い、吹雪は納刀の動作を行った。

　すぐに自分の竹刀袋のもとに駆ける。近くにいた同期の部員がぎょっとしていた。

「あんた、それ……。壊した、の？」

「うん。折れちゃうとは思わなかった。……由ゆ季きさんが、打たれすぎるせい」

　物足りない。つまらない。報われない。つい、戦うことをやめたくなる。

　しかし、できない。早く戦場あそこに戻らなければ。立ち止まっている暇など、自分にはないから。

「……吹雪ってさ～。そんなに強くなって、将来何になりたいの～？」

「何度も言った。……そんなもの、もう、ない」

　新しい刀を手に取って、目の前にかざす。凍った自分の目が映ったような気がした。

「夢は、捨てたの」

　溶けない氷のような言葉。吹雪に春は、まだ遠い。
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「春、だなあ。……はーあ」

　乾いぬい快かい晴せいは、剣道場の床に行儀悪く背中を預けた。顧問がいないので大の字に寝転がる。

　私立秋しゆう水すい大学付属高校はスポーツ名門校で、当然剣道場もいい木を使っている。床がひんやりとして気持ちが良かった。道場の窓から吹いた春風が、快晴の頰をなぜる。

　屋外の部活は、きっと外気が気持ちいい時期なのだろう。妬ましくて仕方なかった。

　快晴は昼寝でもするように、綺き麗れいな二ふた重え瞼まぶたを閉じる。最近伸びてきた前髪がどこか鬱陶しい。切る暇がないほど練習漬けなのだ。おかげで、せっかくの春なのに散歩もできていない。

「楽しくないなあ。剣道……」

　春夏秋冬、快晴の剣道に対する気持ちはいつもそれだけだ。

「うるっせーぞこの馬鹿！　散々遊んどいて何言ってやがる！」

　副主将、橋はし倉くら崇たか仁ひとにキックされる。胴垂れを外して胴着姿だったので、もろにボディに入ってしまった。

「……痛い。パワハラですよ、橋倉先輩」

「おめーが言うな！　ところ構わずパワーぶん回しやがって。ちっとは気ぃ遣えねーのか、この殺さつ戮りくマシンが。俺っちにいらねー仕事増やすなよ。誰があいつらのケアすると思ってんだ？　瀧たき本もとのハゲも影かげ下したのクソガキも、糸切れた人形みてーになっちまってるだろうが！

　おめーさあ、仲間の自信潰してどうする気なんだよ？」

　焦げ茶の髪の毛をがしがし搔かいて、橋倉は顔を苛いら立だちに歪ゆがませる。西欧の血が半分混じった顔立ちは端整で、どんな顔をしても人を惹ひきつける華々しさがある。練習場所は別だが、女子剣道部にも彼のファンは多いらしい。実力のほうも折り紙付きだ。

「どうするって、どうもしないですけど……。気を遣うって、何を？」

「あんまり無邪気に遊んで人間ぶっ壊すなって言ってんだよ、剣道星人」

「……うーん」

　快晴は身体を起こし、腕を組んで考えてみる。首を傾かしげた。

「僕の練習にならないし。そんなの、弱いほうが悪くないですか？」

「……はいはい、ピポパポ。また星から電波受信かよ。やってらんねー」

　肩をすくめて笑われた。心外だ。だが、好意的な笑顔だと思う。少しは反省すべきなのだろうか。……でも、何を？　何かまずいこと言ったっけ？

　悩んでいると、またしても橋倉に笑われた。

「露骨すぎんだよ、おめーは。もっとバレねーようにやれ。さすがに決め技全部逆胴だけってのはやり過ぎだ。プライド砕け散るどころの話じゃねーぞ」

　逆胴。その技の名を聞いて、快晴の目は輝き出す。

「一番、好きな技なんです。カッコいいじゃないですか。残心とか含めても、一番」

　快晴が、汗に濡ぬれた手拭いを右手に持って技を振った。

　高い頂点から、右に向かって弧を描く。そして命中したら、胴体を裂くように手元に引くのだ。確実に殺し切るために。

「まーだからこそ、喰くらった側は一生忘れねーんだけどな。俺っちも胴技は一番好きだぞ。一番強え、技だからな。……そういや、吹雪ちゃんも抜き胴得意じゃなかったか？」

「嫌な名前を出しますね。萎えるからほんとにやめてくださいよ……」

　また快晴の顔が露骨に曇る。けれどそれ以上に、橋倉がキレていた。

「おめー贅ぜい沢たくすぎんだよ！　俺っちのゴリラみたいな姉貴と交換しろってか紹介してくれ！」

「別にあんなの、好きに持ってってくださいよ。こっちからお願いしたいくらいだ。……何が剣姫だ。かぐや姫みたいにわがままばっか言って」

　お姫様の望みはひとつ。自分の敗北。だから色んな者と対戦した。

『竜の巣穴』と呼ばれた石いす動るぎから来た者も、それから『鬼が棲すむ山』と呼ばれた御み剣つるぎから来た者も。けれど今の六大道場には、望みを叶かなえる者はどこにもいなかった。

「橋倉先輩も、挑戦しますか。愚妹の課題に」

「お？　まじか？　俺っちは結構ハイスペックだぞー？　クリアしちまっていいのか？」

「是非。『僕より強い人』だそうなので」

　自分はもう、諦めた。だから挑んで来ないで欲しい。

　そういう言外の意を置いて、快晴は道場を出ようとする。しかし途中で一つ、思い出した。

「そういえば先輩。バレなきゃやっていいんですか？　さっきの縛り」

「ん？　いいさ。だってんなもん、喰くらっちまうほうがわりーだろ。実際俺っちに当たったか？」

　快晴はむっとする。今日、唯一入れられなかった男を睨にらんだ。

「逆胴だけは二度と貰もらわねー、べろべろばー。……あとよ、おめーコレ試合で一発も打ってねーだろ。実用化もできてねーもんが当たるかよ。あんま、先輩舐なめんな」

　本当は打たないんじゃない。今までずっと、打ちたくなかっただけだ。

　だが、それを今さら言っても負け惜しみになってしまう。……だから。

「じゃあ今度、橋倉さんに打ちますよ。逆胴」

「はーん？　やれるもんならやってみな。じゃあ、なんか賭けっか？」

「そうですね。……もし入れられたら、どうしよっかなあ。そのときは」

　きっと未練も、断ち切れているだろうから。

「辞めようかな、剣道。……それじゃ、次の練習があるので。お疲れ様でした」

　快晴は礼をし、道場を出る。そして部室へ帰る道中で唸うなって考えた。

　さっき怒られた理由以上に分からない、永遠の謎について。

「みんな、熱烈だなあ……。あんな妹のどこがいいんだ？」
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「へっくし！」

　誰かが噂うわさをしている。絶対お兄だ。死ねばいい。

　練習での不完全燃焼も相まって、乾吹雪はぶすっと顔を燻くすぶらせる。

　一年前に名顧問を迎え、一気に強豪校に名を連ねた私立お嬢様校こと、桐とう桜おう学院の稽古でも彼女は満足しなかった。剣道場で正座をした吹雪が、雑に右手だけで胴垂れを外す。練習のためにポニーにしていた髪も、同様に解いた。

　烏からすの濡ぬれ羽ば色いろという言葉がまさにピッタリな、彼女の瑞みず々みずしい黒髪が道場に躍る。名前のように真っ白で綺き麗れいな肌とのコントラストも相まって、道場に残る誰もが目を留めてしまう。控えめな胸に、切なさを喚起されるほど綺き麗れいなうなじ。それから、整いすぎな小顔。同性である桐とう桜おう部員の誰から見ても犯罪級にかわいくて、ついお近づきになりたくなる。……が。

「足りない。こんなの、全然話にならない。……舐なめてるの？」
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　全身から迸ほとばしる殺気が、誰にもそれを許さない。鋭い視線に捉えられたら最後、問答無用で斬られてしまいそうだ。吹雪に話しかけようとしていた新入生たちが、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　けれど同級生の三み刀とう愛あい莉りは、そんな殺気なんて一切気にしない。構わず吹雪の背後に忍び寄り、すぱこーんと頭を叩たたいた。

「……痛い。何するの、愛あい莉り」

「馬鹿はあんただっつ～の。この万年欲求不満～。何が足りひんね～ん」

　たまに出るエセ関西弁は中学の友人の影響だが、とても下手だ。上う手まいのは剣道と人の彼氏を奪うこと。武道に似つかないギャル感のある愛あい莉りが、泥棒猫のように吹雪の隣に滑り込む。

「藍あい原はら先生との地稽古、凄すごかったじゃん。相手はあの『殺さつ人じん姫き』だよ～？　もう満足しときなってば」

「良くない。だってあの人、上段じゃなかった。本気じゃないのに勝っても意味ない」

「え～？　ぜ～たく言うなよお姫サマ。中段でもあの人、十分クレイジーっしょ」

「やだ。……絶対やだ！　わたし相手に本気じゃないとか、絶っ対ゆるさない！」

　この子、わがまま。

　けれどこれほどのかわいさと強さがあれば、まあ許されてもいいのかな。

　愛あい莉りは一瞬納得しかけるが、それはそれとして、どうしても許せないことがひとつある。

「じゃあちょっとは男相手にも本気になってあげな？　あんた、この前ま～た他よ所そのガッコの男子に告られてたでしょ。しかもイケメン。……え～っと、これで何人目だっけ？

　へ～い、林りん檎ご～」

「ははっ、呼ばれて飛び出て！　林りん檎ご氏サーバの吹雪ＤＢに全てお任せ！」

　吹雪のお話と聞いて、少し離れたところで防具を片付けていた大おお貫ぬき林りん檎ごがしゅばばっと駆けてきた。

　身長が高く、折れそうなほど細く瘦せている彼女には、どことなくインドアの気風がある。

「告白された回数二十五回、うち男性十九、女性六、キー重複を除くと男性十五の女性三。ついでに桐とう桜おう学院（女子校）抱かれたいランキング二年連続第一位！　いじょう！」

「よっ、さすが林りん檎ご氏～。……じゃなくて、話逸それちゃった。この前の男、どうしたん？　吹雪、フリーだろ？　顔ジャニ系だったし、あれはいけるっしょ！」

「いらない。斬った」

　冷然とした顔で一刀両断。隣で林りん檎ごが両手を合わせてなむなむしていた。

「……ねえ林りん檎ご。あたしこいつ嫌いなんだけど。見捨ててイイ？」

「ま、待って！　林りん檎ご社がクレーム対応するのでどうか他社にだけはっ！」

「ふん。別に、見捨てていい。勝手にしたらいい。……恋愛で剣道強くなるわけない。時間がもったいない。顔なんて面つけたら一緒。弱い男とかありえない。

　最低でも、わたしより強くて。……それから」

　その先に続く言葉が何なのか、桐とう桜おう部員ならみんなが知っている。それこそが乾吹雪を手に入れるための、単純明快にして難攻不落の無理難題だ。愛あい莉りは諦めたように肩を落とす。

　もう知らん。営業終了だ。

「林りん檎ご、二人で帰らね？　サイゼで化学の課題やろ～よ」

「ウォルター氏の課題か、あれは中々鬼畜。でも理系ならこの林りん檎ご氏にまかせてほしい！」

「……………え？　か、だい？」

　吹雪がその名の如ごとくフリーズしている。でも知らん。授業中に寝ている奴が悪いのだ。

「行くよ林りん檎ご。あたしたち友達だよな～？」

　背の高い林りん檎ごとバランス悪く肩を組み、道場から去ろうとする。が、進めない。

　振り返ると、宝石のような瞳を潤ませているチワワが袴はかまを引っ張っていた。

「……ま、待って。見捨てないで。ひ、ひとりじゃ、死んじゃう……」

「……はっ。これが『剣けん姫き』とか呼ばれてるの、マジ受けるんだけど」

「大丈夫！　殿様商売アップルサポートが吹雪の高校生活を終身保障！」

　愛あい莉りは吹雪の頭を雑に撫なでながら、ため息をつく。こうやって自分たちが甘やかすから、ますます剣道以外何もできなくなっていくのだ。どうしよう。誰か早急に貰もらってあげて？

　もうこの子一人じゃ生きてけないよ。なのにどんどん捻ねじれていくよ。一体誰のせいなんだ？

「……快晴くん。吹雪が売れ残ったら、絶対キミのせいだかんな～？」
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「ただいまー……」

　夜よ更ふけ。快晴は電気の点ついていない玄関に、ポケットから取り出した鍵で入る。腕時計が示す時刻は、もうすぐ零時だ。

　学校の練習の後、六大道場である錬れん心しん館かんに練習に行く。そうすると帰宅する頃にはこんな時間になっている。けれど今さらそのことに、何の感慨も湧かない。あとは風ふ呂ろに入って寝るだけだ。そして朝起きると、学校の朝練に行って、深夜ここに帰ってくるまでを繰り返す。

　辛つらいが、仕方ない。玄関で防具を下ろして、光が漏れる居間への扉を開いた。

「おかえりなさい、快晴。お風ふ呂ろ沸いてるわよ。それとも先にご飯、食べちゃう？」

「じゃあ、お風ふ呂ろで。……はあ。疲れた」

「いつもお疲れ様ね。……ねえ、ちょっと頑張りすぎじゃない？　母さん、いっつも心配。そんなに生き急がなくたっていいのよ？　他にも楽しいこと、たくさんあるんだし」

　全くその通りだ。快晴は苦笑する。

　できることならそうしたい。でも、自分にはその資格がないのだ。

「じゃあ、吹雪が許せば剣道辞めようかな。言っといてよ」

「バカねえ。辞める気ないなら最初からそう言いなさい。……あと、直接こっちにも」

　母がテレビを見ながら、ソファで寝転がっている物体を指差した。口開いてよだれが出ている、完全なアホ面で寝ている愚妹だった。着てるのは上のＴシャツだけで、下は下着のみ。ついでにテーブルには食べかけのお菓子が放ほったらかしだ。

　快晴に頭痛が襲いかかる。

「霊長類としてクオリティが低すぎる……。これが本当に人気あるの？　ありえないよ……」

「今日は難しい勉強の課題やって疲れたんだって。ころんと寝ちゃった。日曜に練習試合もあるみたいだし、稽古も気合入ってるんじゃないかしら。母さん、なんだか起こせなくって」

　深いため息をついて、妹が散らかしたモノを片付ける。そして、ソファの前で腰を落とした。

「……萌もえないゴミだなあ。今すぐ捨ててやりたいよ」

「こらこら。そんなでも、お嫁さんに行くときはきっと快晴泣いちゃうわよー？」

「旦那に同情してるんだよ、それは」

　本当にどうしようもない奴だ。快晴は、仕方なく吹雪をお姫様抱っこする。

「上に捨ててくる」

　抱えたまま階段を上る。途中、吹雪が身じろぎしだした。どうやら寝言を言いそうだ。こういうところだけ見れば、まだ昔みたいにかわいい──。

「……むぃ……。おにぃ、しね……」

「階段から転がしてやろうかこいつ……」

　吹雪ルームを開いて、ベッドに安置する。間違っても運んできたことは内緒だ。勝手に部屋に入るなとかでどうせキレる。兄はただ、黙って見守るだけだ。

「お嫁さんに行くときか。……取り越し苦労だけどね」

　後ろ手で静かにドアを閉めて、天井を見上げる。そして目を、ぐっと瞑つぶって自嘲した。

「……早く、泣かせてくれよ。吹雪」
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「あー、そろそろ結婚したーい。どうして男できないんだろー？　見る目ないよねー、男って」

　見る目あるからそうなってんだろと吹雪は思うが、暴虐顧問、藍あい原はら瞳ひとみにはスルーが安定だ。

「先生。そういえば今日、どうして藤ふじの宮みや高校で稽古なんですか？　突然すぎて聞けなかった」

「んー？　先生の私情でーす」

　後ろから、適当なことばかり言う顧問を睨にらんだ。身長は自分と同じくらいだから多分百六十程度。ゆるふわな天然パーマの髪は肩くらいの長さで、風に揺れると花みたいな香りがした。

　今日は日曜日のお昼前。藤宮高校への出稽古当日だ。

　現地集合ではなく、桐とう桜おう学院に一旦集合してから出発となった。吹雪は自分の防具と竹刀を担かついで藍原に付いていき、車に積み込むことにする。

「なにー、乾さん？　先生に何か恨みでもあるー？　視線、痛いよー」

　時々漫画みたいなことを言ってどきりとさせる彼女が振り返る。目尻が下がった妖艶な顔つきは、人を堕落させる魔女のような印象を抱かせる。それに、限界突破級の胸。

　吹雪は我が身を振り返って、ないものはないと悲しみの唇を嚙かむ。

「むしろ、何で恨まれてないと思ってるんですか？　あの稽古、人道に反する罪」

「あはー。それは、あんたたちがヘタクソなのが悪いんじゃーん。先生は、キレーにできたら五回で終わらせてあげるーって毎回言ってんのにー♪」

「婚期を逃せ。地獄に落ちろ」

　桐とう桜おう名物、無限かかり稽古。最初は「五セット綺き麗れいにやれたら終わりねー♪」とかだけ言って、いざ始まったらそんな数字は蜃しん気き楼ろうのように消えてなくなる。

『はーい乾さんがサボったからゼロからやりなおーし♪』

『大おお貫ぬきさーん、何で倒れてんのー？　そっかー、また最初からやりたいんだー』

『三み刀とうさーん、声忘れてるよー。取りに帰んなきゃー。はーい、みんなで最初からー♪』

　まさに鬼畜の所業。慣れてくると、五セットと言われた時点で「おっ、今日は五十セットくらいかな？」などと悟ってみんな笑い出す。

　武道という名の免罪符。関わったものは全員地獄行き。それが剣道。

「うるせー。まー、キレイな花にはトゲがあるって言うしー。しゃーないよねー？」

「かわいくて彼氏できない女には何かある。先生は、その典型」

「乾さんが言うー？　それ」

「わたしは作れないんじゃなくて作らないだけ」

　童貞の強がりみたいなことを言い出した吹雪に藍原は笑う。ポケットからキーを取り出し、トランクを開いた。そこで、吹雪が首を傾かしげる。

「先生、これ、なんですか？　一個ずつ多い。先生の？」

　やけにボロボロの竹刀ケースと防具袋が、いつも見る藍原愛用のモノの隣に鎮座していた。御剣と書いてあるから道場の関係なのだろうが、使っているところを見たことがなかった。

「んーん。……それは、ゆーしゃ装備だからね。先生には、着けられないかな」

　聞いたことのない藍原の声音に振り返ると、吹雪はぎょっとした。まるで彼女が、怯おびえている少女のように見えて。

「どの面下げて、また起きろって言うのかな。あたし、何もできなかったのにね」

　緩くて生徒に人気の先生。厳しくて無慈悲でみんな大嫌いな『殺人姫』。

　そのどちらにも今の藍原は当てはまらなくて、吹雪は言葉を失ってしまう。

「……そんな顔しないでよー、乾さん。先生だって、ふつーの二十四歳なんだよ。まだまだ子どもだし迷うんだってば」

「え。……よ、よく分からないけど。二十四歳は、大人では？」

「あは。先生もそう思ってた。乾さんくらいの頃はねー」

　謎の防具を前に彼女は腕を組んでいる。どうやら、何かを迷っているようだった。

「……ねえ、乾さん。聞きたいことがあるの。顧問命令だよ」

「何ですか？」

「先生のこと、好き？」

「世界で二番目に憎い。大っ嫌い。わたしの楽しいＪＫライフ、返してほしい」

　即答する。あんな稽古を付けてくる奴のことを、好きになれるはずがない。

「でも。……楽しいだけで終わるより、ずっといいから。そこだけは、感謝してます」

「うん。……うん。よし。乾さんなら、そう言ってくれると思ってたぞー♪」

　藍原が、いつもの調子に戻る。防具を完全に積み込みトランクを閉じ、吹雪のほうを向く。

　彼女がぱぁん！　と両手で自分の頰を打った。

「よし、行くよ。乗んな」

「はい、先生」

　この人になら、まあ付いていってもいい。そう思える顔だった。

　藍原がエンジンのキーを回す。火が点ついたようなその音と共に、彼女が言った。

「ぶつかってきてくれてありがとうね、乾さん。……だから、次もお願い。ぶつかってあげて。そしたらきっとね。……きっと、待ってるから」

「……わたしに、何が待ってるの？」

　何でも知っている大人に、正解を問う。

「なーいしょ。妬やけちゃうから、教えてあげなーい♪」

　返ってきた答えは、満開の桜のように咲き誇る、明るい子どもの笑みだった。
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　結局、藍あい原はらは何のことを言っていたんだろうと、吹雪ふぶきは腕を組んで藤ふじの宮みや高校の体育館前で立ち尽くす。他の部員たちはもう中に入ってしまったが、吹雪だけは藍原の車に防具を積んでいたので、彼女の戻りを待つ必要がある。

　藍原は男子部長の江え坂さかという大きい人に連れられて、駐車場を探しに行ってしまった。

　……暇だ。きょろきょろと、藤宮高校の設備を見回す。

　素朴だ。お嬢様校仕様の自分の学校より、やっぱり色々ボロい。ただ、この伸び伸びとした素朴な雰囲気は自分的に好みかもしれない。

　そうやって学校を見回していると、

「ねえねえボロいでしょ、うちの学校。乾いぬいさんには珍しい？」

　女子部長と名乗った立たち花ばな纏まといに肩をとんとん叩たたかれた。

　他部員の誘導が終わったのだろう。ギリギリの明るさを攻める派手髪は、確かに吹雪には珍しい。

「うん、少し。でも、嫌いじゃない。のびのびしてる。桐とう桜おうは、規則とかとても窮屈」

「あらありがと。生徒会長としては嬉うれしいわね。……うーん。乾さん、ほんとかわいいわー」

　生徒会長という単語で、吹雪の意識がぶっ飛んだ。

　えっ、冗談じゃないの？　本気で？　吹雪に数多あまたのカルチャーショックが襲いかかる。特に、人見知りを知らないこの挙動。初対面の自分をなでなでしたりほっぺた引っ張ったり。

　この人、おかしい。

「た、立花さん、変」

「あら、どうして？」

「だって、わたしが……」

　怖くないの？　と聞きたくなる。一応、剣姫とか呼ばれているのだ。ウザい男が寄って来なくて助かってもいるが、同時に他校の女生徒も寄ってこなくなる。それが、普通だ。

「わたしが何？　かわいいでしょって？　その通りよねー。こんなの触っとかなきゃ損だわ」

　とん、とデコを軽く突かれる。

　顔を上げると、彼女の悪いた戯ずらっ子のような笑顔があった。

「こーいう子をぼっこぼこにしても許されるから、剣道って好きよ」

　あ。わたし、この人好き。

　吹雪のしっぽがぶんぶん振られる。

「吹雪って呼んで、立花さん。絶対、大将来てね。死んでいただくから」

「ん。纏まといでいいわよ。……ああもう、ほんっとかわいい。ねえ、吹雪は彼氏いるの？」

「いない。邪魔。纏まといさんは？」

「残念ながらあたしも今はね。こんな美人、ザコに売るのはもったいないでしょ？」

　こくこくと吹雪は頷うなずく。わたしも。わたしも強い人以外無理。

　そうやってじゃれていると、藍原と一緒に江坂がこちらに戻ってくるのが見えた。あの人も、こんな感じかな？

　わくわくしながら待っていると、纏まといが突然頭に両手を置いてきた。

「あ、あのね吹雪。ちょーっとだけ、心に留とどめておいてほしいんだけどね？」

「うん。なに？」

「……………………………盗とっちゃダメ、よ？」

　ねえわたしこの人超好き。持って帰っていい？　甘えるように吹雪からしばし抱きついていたが、電気が走ったように感じていきなり離れた。左ひだり踵かかとを立ててぎゅっと回転、黒曜の瞳をかっと開いて、迫り来る弾丸を捉える。顔の前に左手を構えて衝撃に備え──来た！

　ばしっ！

「……痛い。鍵を上から投げないでください。粗暴にもほどがある」

「捕れたんだからいいでしょー♪　乾さん、車から防具降ろしてきて。あとで先生も行くからキーはそのまま挿しといてね。……あと、それから」

　藍原の声音が変わる。さっきから、その防具に関わると、ずっと。

「『アレ』もちゃんと、持ってきてね。お願い」

　吹雪はこくりと頷うなずき、ようやく練習に入れると、南門の前に停とめた車のもとへダッシュする。すぐに後ろに回り込んで、トランクを開いた。

　防具袋は三つ。竹刀袋も三つ。普通に考えれば二分割して運ぶところだが、さて、どうしよう。まずは、この問題の謎の防具から──。

　箱の中へと潜り込んだ吹雪は、まだ、何も知らない。

　その手に摑つかんだものこそが、長年探し求めていた希望の光だということを。
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　そして悠ゆうもまた、自分を待ち受ける出会いを知らずにいる。

　時を同じくして、悠は学校の最寄り駅から南門に向かって歩いて来ているところだった。

　電車の中で偶然会った、史し織おりと一緒に。

「日曜も出るって偉いなあ。真面目だ。やっぱ眼鏡かけてるから義務化してんの？」

「人の眼鏡をビジネスみたいに言うのやめてくださいよ！　これは紛まごうことなきガチ眼鏡です！　なんならかけてみますか？　一瞬でクラッとして吐きますよ。ほら、ほら！」

「あーもういいもういい。分かったから。歩きにくいよ」

　寄ってくる史織を邪魔邪魔と払いのける。すると、彼女は意外そうに目を丸くしていた。

「……どうした？　急に固まって。帰るなら今のうちだぞ？」

「か、帰りませんよ！　あれだけ言われたら逆に見てやろうってなるじゃないですか！」

　普通ならない。この子はやっぱり、剣道向きのあまのじゃくだ。

「……こういう反応されるのは初めてというか。……なんか、そっけなくないですか？」

「当たり前だろ？　深ふか瀬せとは適切に距離置かないと。危ないもんお前」

「ちょ、ちょっと！　なんでそんな地雷女みたいに思われてるんですか!?」

　むっとしているところが、年下っぽくて微笑ほほえましい。けれどこの子には本当に、あんまり深入りすべきじゃない。

「だってお前、上う手まくなりそうな感じがするもん。だから嫌だ」

「……なんで。つ、強い女の子は、嫌いですか？」

「いや？　そんなことないよ。強い人間は大好きだ」

　悠は、心からの気持ちを口にする。

「どこかにいるならぜひ会ってみたいな。強い、女の子」




　その出会いは、唐突に訪れた。

　門の近くに停とまっている車のトランクが、ごそごそ揺れているのが見える。不思議に思って寄ってみると、近くについた瞬間に動きが止まった。同時に、悠の中の時間も停とまる。

　光り輝くような美少女が、中から這はい出でてきたからだ。

　身体には三つの防具袋を通していて、三つの竹刀袋を抱きかかえるように持っている。こんなに剣道具が似合う子は見たことがない。……なぜだ。素通りできない。

　悠は、彼女が抱える防具のひとつに向かって、ふらふらと吸い寄せられていった。
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　探し求めて、ようやく見つけた。……防具と竹刀を一度に運べるベストポジション！

「……ょし。ぃける……」

　吹雪は、剣道場でそうするように力強く一歩を踏みしめる。

　すぐに、ふらふらと身体が揺れ始めた。……大丈夫。このまま保てば自分ならいける。

「いやいやいや、いけてないって！　待て！　歩くな止まれ！　危ないから！」

　後ろから突如やってきた謎の男に、あっけなく姿勢を崩される。竹刀袋を全部奪い取られてしまった。不覚だ。鍛錬が足りない。……というより。

「なに。あなた、誰。返して」

　へにゃっとして弱そう。顔はかっこいいけど、邪魔。

　吹雪が、知らない人にいきなり触られた犬のように牙を剝むく。奪われた三本のうち二本を、半ば飛びかかるような勢いで奪い返した。

「あっ、こら！　無茶すんなよ！　桐とう桜おうの子だろ？　ひとりでこの量を運ぶのは厳しいって。手伝うよ。……あ。俺、水みな上かみ悠」

「知らない。聞いてない。早く返して」

「横暴すぎる！　そっちが名前聞いたんだろ!?　とにかく任せろって」

「やだ。ひとりで大丈夫。だって、わたしだもん。信じて」

「あの震え方で何を信じたらいいんだ！　あーもう無理無理！　絶対返さない！」

「……あ、あの、先輩方。落ち着きましょうよ。ここに三人いて、行き先みんな一緒なんですから、三分割したらいいじゃないですか。それが一番合理的です」

　横から現れた頭の良さそうな美人に、吹雪が元からくりくりした目を更に丸くした。

　綺き麗れいだ。すらっとしてすごく大人っぽい。でも、敬語？　まさかこれで年下？　うそ……。

　道場では一歩も引かない吹雪が、思わず後ずさる。

「け、剣道部の人なの？　でも、これは……」

「ここでモメてる時間と体力、練習に使ったほうが効率的だと思いますよ」

　ぐぬっ、と唸うなる。

　要領悪い子脳筋ちゃんなのは悲しいほどに自覚していた。理詰めで殴られるとすぐに何も言えなくなる。また一歩、吹雪が下がった。

　そんな風に隙を晒さらしてしまったからなのか。びっくりするほど鮮やかに、男に防具袋を一つ奪い去られてしまった。

　それは藍原から意味深に任された、例の防具袋だ。

「はい、もうこれ俺のだからな！　二度と手放さないぞ！　だって、こんなに──」

　返せ。

　そう言って飛びかかることが、しかし吹雪にはできなかった。

「……なんで、ここに……」

　まるで急に血でも凍り付いたかのように、彼が色を失っていったから。

　その顔の理由を問う機会を、吹雪は失う。後ろから、猛然と藍原が走り寄ってきたからだ。




「悠坊っ！」

「……瞳ひとみ」

　顔も雰囲気も、数年会ってないのに全く変わってないなと悠は思う。それだけに、変わってしまった自分がどこか恥ずかしく、同時にこんなことをした彼女が恨めしかった。

「……深瀬。悪いけど、この子連れて先行っててくれ。コレは俺が持ってくから」

「乾さん、先生からもお願い。先に練習、しといて」

　有無を言わさない圧力に、分かりましたと二人は答える。すぐに道場に駆けていった。

　その姿を見届ける。悠は瞳のほうを向けないまま、右手で髪を搔かいた。

「……悪質なイタズラだぞ。考えたの、瞳か？　なんか、らしくない気がする」

「うん。あたしたち、かなー。確かに向いてないよね。すぐバレちゃった。……ごめん、ね？」

「……その泣きそうな顔やめろよ。いっつも卑ひ怯きようだぞ。……せっかく、会えたのに」

　決めた。この件は後でゆっくり聞くとして、今は保留だ。

　悠が、瞳に正対する。面おも映はゆさを持て余したような、等身大の高校二年生の笑顔で。

「久しぶり、瞳。なんか、その。……会いたかったよ」

「……うん。うんっ。あたしも。あたしもー、ずっと会いたかったー！　話したいこととか、頼みたいこととか、許してほしいこととか、たっくさんあるんだけど」

　ずいっ、と藍原は一歩前に出て。

「まずは、ぎゅっと抱かせてー？」

　すすっ、と悠は一歩後ろに下がる。

「いや、いやいやいや。……落ち着いて考えたほうがいい。俺もう、高校二年生だから」

「はぁ!?　何言ってんの!?　まだ高二でしょー？　おとなしく姉ちゃんに抱ーかーれーろ♪」

　悠は脱だつ兎との如ごとく、全力疾走──をしようとしたが、制服を摑つかまれて無理だった。

「キツい！　マジでキツい無理無理無理無理！　やめよう!?　なあ、ほんとにマジで！　姉ちゃん高校教師だろ!?　職業倫理的にマズいって！」

「本能的によければオッケー♪　……はぁぁ。『姉ちゃん』って言った。『姉ちゃん』って言ったなー！　しゅきぃー！」

　ストレスで、禿はげてしまわんほどの愛。

　恥ずかしすぎるが、思い出される遠い日々のことが、やはり懐なつかしくて仕方なかった。
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　剣道、よく分かんない。

「きゃ────あああァああッ！」「てッ、めぇえええ───んシゃァっ!!」

　けれどこの『非日常』は嫌いじゃないなと、長椅子で見学中の史織は思う。

　桐とう桜おう学院と藤宮高校の練習試合は二試合目。桐とう桜おう学院は二連戦だ。一試合目は藤宮女子との試合で、今は藤宮男子との試合になる。史織は試合から一旦目を切り、道場隅に立てかけられているホワイトボードを見た。

　先せん鋒ぽう、次じ鋒ほう、中堅、副将、大将と書かれた欄の下に、それぞれ人の名前が書いてある。

　全体のルールはなんとなく分かってきた。五人戦って、勝ち数が多いチームの勝ちだ。勝ち数が同じ場合は、チーム全体が取った一本の数で勝ちを決める。それすら同じだったら、多分、チームから一人出して代表戦とかいうやつになるんだろう。流し読みした雑誌に、そういう単語が書いてあった記憶がある。

　史織は貰もらった古い『剣道ジャーナル』を胸元に抱きしめ、スコアを見た。

「桐とう桜おう学院、強いんだな……」

　さっきの女子戦は五対零で桐とう桜おうがストレート、今も副将戦確定前で一対零だ。最近強くなって、去年は県予選の決勝まで行ったと聞く。男子とまで互角というのは、普通なのだろうか？

「どおォッ、しゃあああああ─────ッ！」

　ばしーっ、といい音がする。江坂が相手の近いところで胴を打って、後ろに下がった。

　おお、これはイッポン入ったんではなかろうか？　と、史織は審判の三人を見てみる。

　微動だにしていなかった。

「剣道、よく分かんない……」

「色々と初見殺しだからな。現状、オリンピック化はないと思う。剣道をＫＥＮＤＯにされるのも微妙だろうし」

「あっ、水上先輩。お話、長かったですね。……今の、なんで入ってないんですか？」

「元打ちだから。そんなんじゃ斬れてません、ってことだよ。……隣、座るな」

　いいですよと言う前に、悠がぴたっと隣に座る。近くてちょっとドキッとした。

　同じタイミングで、時計係の千ち紘ひろがぴりぴりとブザーを鳴らす。これは、試合時間の四分が終わった音だ。

　江坂と桐とう桜おう女子の副将二人が、白い正方形で描かれたコートの中心にある、バッテンを挟んだ二本の開始線にそれぞれ戻った。竹刀を静かに構える。

　そして主審の纏まといが、左手に持つ白旗──藤宮男子の色を、左斜め上にぴしっと上げた。

「勝負あり！」

　江坂の勝利で、スコアは大将戦を残して一対一。つまり勝負の行方は、大将戦次第となる。

「江坂先輩は、部長で、一番強い……んですよね？　どうして大将じゃないんですか？」

「副将に一番強い奴を置くってのは、強いところがたまにやるからなくはない。……でもまあ多分、八代くんがワガママ言ったんじゃない？　乾さんとやりたいですって」

　白線前でぴょんぴょん跳ねる八代を見て、悠がくすくす笑う。

　何がおかしいのだろうかと、史織は首を傾かしげる。

「やっぱりあの人、強いんですか？　見ててもあんまり分かんなくて」

「……強くは、ないんじゃないか？　多分」

「あれっ、そうなんですか？　じゃあ、どうして八代は？」

「だってどんな男も、美人とやれたら嬉うれしいだろ。同じ空気吸えるだけで嬉うれしいよ」

　史織はすぐに、その言葉が噓うそだと分かった。どんな男もって、そこは噓うそ。

「……先輩、さいてーです」

　それから、自意識過剰な自分も。

　だって見破った根拠が、『先輩は自分といるのに楽しそうじゃない』だったから。







「知ってる。だから、あんまり関わらないほうがいいかもな」

　史織を捨て置いて、悠は試合前の二人の背中を見つめる。

　左腰から右肩、右腰から左肩と背中に通した胴どう紐ひもの交差点にはチーム分けのタスキがある。八代の背には白色が、そして『剣姫』の背には、紅色のそれが付いているはずだ。

『目がねー。離せない子がいるんだよー』

　さっき猫ねこ可か愛わいがりしてきたとき、瞳がそこまで言っていた。一体どんな子なんだろう。

　答え合わせのように、今、試合が始まる。

　審判二等辺三角形の頂点、主審の纏まといが、両手に持った旗で「前へ」と入場を促す。八代と吹雪が白線の中に入って、三歩で蹲そん踞きよできる位置で立ち止まった。

　小さく礼。「お願いします」の声が重なる。同時、悠の声が無意識に漏れた。

　一歩、二歩、三歩。『剣姫』が威風堂々、世界の中心で剣を抜く。……ああ。

「綺き麗れいだ」

「始めっ！」

「ヤぁああああ────────────────ッ!!」

　豹ひよう変へんの叫びが、道場を吞のみ込こんだ。誰もの視線が、吹雪に吸い寄せられてしまう。飛び抜けた風格とは、そういうものだ。美しい中段構えで中心を制圧し、ぐいぐい圧倒的に攻めていく。まるで教科書みたいに綺き麗れいな攻めだと悠は思う。

「先輩。……どうですか？　乾さんは」

「上う手まい。頭一個くらい抜けてるよ。なかなかお目にかかれないな」

「そうなん、ですか？　私、ルールが分からないので、何が強いのか分かんないんですよ。貰もらった雑誌にも、当たり前過ぎて試合の解説とかは載ってないし……」

　ぺらぺらと史織が捲めくる雑誌を見て、悠は再びぎょっとする。

「また『剣ジャ』かよ……。捨てても捨てても出てきやがって。ルールなら俺が教えてやるから、これは置いとけ」

　史織の手から雑誌を奪い、長椅子の誰も座っていない傍はたに置く。悠が試合コートを指した。

「あの正方形が試合場で、真ん中のテープでできたバッテンが中心。そこからちょっと離れた位置にある小さなラインが開始線。あそこで剣を合わせて、蹲そん踞きよっていう変な儀式やってから開始。試合時間は高校だと四分で、先に二本取ったほうが勝ちだ。旗が三本中二本以上上がれば一本になる。基本的にこれだけか？」

「……あ、はい。そういう基本的なことは見てたら分かるんですよ。けど──」

　八代と吹雪の戦況を見る。二人は右拳と右拳を合わせて密着していた。

　鍔つば迫ぜり合あい──格闘技で言えば、クリンチだ。

　そこから吹雪は後ろに飛とび退のき、強く小手を放った。

「ッ手ぇ────！」

　桐とう桜おう部員が歓声を上げて拍手する。しかし、審判は誰も旗を上げないままだ。

「今の、何で入ってないんですか？　当たってるじゃないですか」

「ん、今の引き小手？　ないない、さっきも言ったけど元打ちになってるから。竹刀の先っぽから三十センチくらいのところに結び目あるだろ？　中なか結ゆいっていうんだけど。刀準拠だから、剣先から中結の間で当てないと殺傷力なしの元打ちとみなされて無効になるんだよ」

「だりゃっ、らああああ！」「八代、決めきれ！　甘いぞ！」

「……今のはちゃんと先っぽで当たってましたけど、あれも違うんですか？」

「江坂部長が言ってた通り、決めきってないからな。踏み込み浅いし残心取ってないし。さっきから二人とも、打って当たったあとは声出してカッコつけてるだろ？　面とか胴だと通り抜けてるし、小手だったら打った場所で竹刀を止めてる。

　あれは、残心っていうんだ。いわゆるキメ。殺し合いだったら、当てても相手がまだ生きてるかもしれないだろ。だから油断しないように、心を残すって書いて残心をとる。弓道とかにもあるんだぞ」







　悠が解説を終えると、史織はゆっくりと眼鏡を外した。ハンカチで拭く。剣道って、ちょっと初見殺しすぎない？　……深呼吸してから、史織は再び試合に集中する。

　趨すう勢せいが今、決しようとしていた。

　緊張は一瞬。吹雪の翻弄するような素早い足さばきが前へ前へと躍り出る。踵かかとを立てた左の五指には床をもぎとるような力が籠もっていたが、それを感じさせないよう、吹雪はそよ風のような軽さで間合いに入る。ふっと剣先を下げた。明確な隙だ。糸が切れたのを感じ取り、八代は全力で面に飛ぶ。「っ、め──」

「ッ手ぇ─────────ええええっっしゃああああああ、ヤあァッ！」

　それが吹雪の垂らした釣り糸だと気付かず。

　今まさに動こうとする八代の右手に、吹雪の竹刀が綺き麗れいに吸い込まれていく。ばこんと心地の良いい音と一緒に、三本の赤旗が上がった。

「小手あり！」

「うん、決まったな。あれがほんとの一本だ。見えたか？」

「え、あ、今のって、面が入ったんじゃ……？」

「の、前に小手が入ってる。出で小ご手てだな。相手が出てくる瞬間に合わせて小手打ち。一番良く見る技だなあ。試合で百本決まり技が出たら、四十本くらいは今の技になると思う」

　解説を聞きながら、史織の両目は打ち終わった吹雪を追っていた。

　彼女は排熱のように息を吐き、無言で副審二人の後ろをゆっくり回って開始線に戻っていく。さっき一緒に歩いた、かわいいお人形さんのような吹雪は面影もない。完全なる別人だ。面から覗のぞく黒い瞳に、灼しやく熱ねつが宿っているよう。……それだけじゃない。見えた。

　潤んだ白桃のような唇が、渇きの言葉を紡つむいでいるのを。




　──足りない。




「二本目！」

「っしゃァああああ─────────やあぁッ!!」

　前へ。前へ。前へ──じゃないと、追いつけない！

　吹雪は空の踏み込みと共に、竹刀を自在に操り相手に牽けん制せいをかける。完全に女子離れした速度と変化だ。

　しかしそれだけでは、男子の土俵で戦う八代には通じない。もう釣られっかと冷静に看破し、スキを見つけて面に跳ぶ。「りゃあぁァア!!」

　吹雪が反応して竹刀で受ける。打突を捌さばいて、けれど体重を受け止めることはせず、ひらりと躱かわすように引き面を打った。「めェん！」

　──あぶねえ。八代がカンで、首を右に反らしてどうやら正解。

　竹刀はクリーンヒットせず、引いた吹雪と八代の間に大きな間合いができたが。

　それを吹雪は、一秒足らずに詰め切った。

　──速ぇ！

　吹雪の速度を見誤ったこと。先に一本を取られていたこと。理由はともあれ、八代はそのとき微弱に焦あせる。それが思考なき一刀に繫つながった。

　反射で乾けん坤こん一いつ擲てき得意の面打ち──いいぞ残心取って決めちまえ！

　空虚な皮算用だった。

　捉えにいった吹雪の頭が消えている。どこだと探している時点でもう遅い。彼女の頭部と切り返した刀は、既に八代の懐ふところなのだから。

「っ、タぁああああ──────ッ！」

　先に旗が上がって、まるで後から打音が追いついてくるよう。

「胴ありっ！」

　八代の胴が、竹が弾はじける音と一緒に攫さらわれていった。ほう、と悠が息を吐く。

「綺き麗れいな抜き胴だなー。額縁に入れて飾っときたいレベルだ」

「……あの、先輩」

「ん？」

「一緒に見てて思ったんですけど。何だかんだ言って、先輩って結構剣道好きですよね？」

　鳩はとがバズーカを喰くらったような顔。それぐらい面めん喰くらった顔の後、悠はいつもの下手くそな笑顔で静かに首を横へと振った。そして後輩相手に、一切の手心なしで強く言い切る。




「大っ嫌いだ。生きててほんとに一回も、楽しいと思ったことないよ」




　勝負ありを纏まといが告げて、両校が整列する。二対一。桐とう桜おう学院の勝利。両校生徒は、道着を着ている自分の顧問のもとに指示を仰ぎに行く。

　しかし、佐々木も藍原も、片手を前に出してそれを差し止めた。

　藍原が、佐々木のもとへと歩いていく。

「佐々木先生。もう一試合、女子で。……そこで、いいですかー？」

「ええ。私の子たちも、全員負けたままでいたくはないでしょう。……というのは、口実で。私もただ、見たいだけなのですが」

　佐々木が微笑ほほえむ。藍原は、なんだか泣きそうに笑い。逃げも隠れもしない、凜りんとした声でその名を呼んだ。

「悠坊。……次の試合、出てよ」

　藤宮高校も、桐とう桜おう学院も、何を言っているんだとどよめきが起こる。

　静かなのは、ただ、呼ばれた悠だけだ。腕を組んで、まるで眠るように閉じていた彼の目が、ゆっくりと開く。

「正直、言われると思ってた。……イヤって言ったら？」

「あはー。考えてないや。どうしよっかな。ここで泣くかもー」

「……瞳はいつも、ズルいよな」

　間延びした適当な答えを、悠は期待する。それならば、たとえ身内でも斬ることができる。

「うん。知ってる。嫌っていいからね、悠」

　返す刀は、冷気を帯びて張り詰めた声。心底愛した、姉弟子の声だった。

「そんな無理なこと、今さら言うなよ」

　悠が、天を見上げる。

　窮屈な天井。親の仇かたきのように睨にらみつけて、そして悼いたむよう目を閉じる。

「………………家族の頼み、か。……今日だけでいいかな。瞳」

「……うん。あたしからは、それ以上望まない」

「……佐々木先生も、いいんですか？　こんなのが試合出て」

「愚問です、悠くん。私が君を拒むはずがない。私は大人で、教師だ。……それから」

　悠は、優しい熊が眠りから覚める瞬間を見届ける。剝むかれた牙が鈍くて眩まぶしい。

　その輝きの正体を、悠は知っていた。

「同じ『御剣の刀』として、私は君を逃がしたくない」

　懐なつかしい名前。もう二度と、聞きたくない名前。

「……分かりました。……俊しゆん介すけ」

　なのにどうしてだろう。やはり身体に馴な染じんで、笑ってしまった。

「更衣室、案内してくれよ。東京よりは近いだろ？」
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　剣道場のすぐ近く、体育で生徒が使う体育館一階の男子更衣室。

　そこで悠は、自分の防具袋と竹刀袋をどかっと下ろす。

　隣で城きの崎さきが喜んでいた。

「悠とはやっぱヘンな縁があるよな！　後でオレとも試合やんね？」

「えー、やだよ。喧けん嘩か良くない。キライだ。……友達なら、喧けん嘩かはやめよう」

　二人で話していると、黒くろ瀬せも更衣室に入ってきた。手に、一本の竹刀を持っている。

「よう、水上。ご愁傷さん。やっぱ他人の不幸って最高すぎんだよなぁ。せいぜい苦しめ」

「黒瀬って、典型的な日本人体質だよな……。それは？」

「クロでいい。……三サブ八ハチだ。やんよ。お前、どうせ持ってねぇだろ」

　剣道は、中学、高校、それ以上と竹刀のサイズが違っている。中学は三尺七寸、高校は三尺八寸、それ以上は三尺九寸だ。公式戦はこのレギュレーションに沿わないと失格となる。

　悠は苦笑し、黒瀬から竹刀を受け取った。

「サンキュ。確かに三サブ八ハチは持ってなかった。鍔つばは自分のがあるからいいよ」

　竹刀袋を解く。そのさまを二人がまじまじと見つめてくるので、気になった。

「何？　男の着替えに興味あんの？　……帰っていい？」

「おれより先に帰んのは許さねぇ。おれは誰より早く帰るが。……お前、御剣だったんだな」

「やっぱ強ぇの!?　てかお前、藍原先生とも親しいしさー！　何者なんだよ！　ずりい！」

　きょとん、と一瞬悠が固まる。

　それから作る顔を考えて、いつものように柔らかく、ぎこちなく笑った。

「残念ながら、水上悠には、輝かしい成績等は一切ございません。ご愁傷様でしたー。……突然現れた転校生が実はめちゃくちゃ強くて、部の力になってくれるって？　それはちょっと、夢の見すぎじゃないか？　他人にしては都合が良すぎる」

「はは、まーな。でも、そうだったら楽できんのになと思ってさ。……じゃ、後でな」

　城きの崎さきがたたっと駆けていく。けれど黒瀬は、すぐには外に出なかった。

　じっと、笑った悠の顔を見て。

「夢、ねえ。……おまえさあ」

「なんだ？」

「……いや、やっぱ何でもね。ちょっとサボりたかっただけだ。あばよ」

　今度こそ、完全に一人になる。悠は防具袋の前で、真犯人の顔を思い浮かべた。

『それを捨てるだなんてとんでもない！』

　ここでもまた、捨てきれずに拾ってしまう。それがどうしようもなく母らしい。

　本当に、余計なことばっかり。せっかく最後の賭けの最中なのに。胴元が前提を投げるなよ。『だいじなもの』はもう大事じゃない。

　だから捨てられるはずなのに、今あるこれは一体何だ？

「…………ああ、そっか」

　思い至って、苦笑を一つ。答えは単純。

　この道を選んだら最後、死ぬまで消えないステータス。

「呪われてて、外せないんだな……」
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　着装を整えた悠が、道場に入ってくる。

　胴と垂れと竹刀と、左脇に抱えた面と籠手。そして手拭いを口にくわえていた。浅く息を吸うと、汗を吸った竹と防具が混じった、鼻の奥に届く独特の匂いがする。絡からんでくる部員たちを適当に追い払い、悠は道場で体操を始めた。身体中のあらゆる部分を、入念に伸ばして。

　そんな悠の左肩を、江坂が叩たたいた。

「切り返しを受けてやろうか、水上。基本打ちも、少しなら時間を融通できるぞ」

「……いや、気持ちだけもらっときます。大体二年くらい離れてるんで、アップよりもぎりぎりまで身体をほぐしたいかな。試合中に腱けん切れましたとか、笑い話にもなんないでしょ」

「そうか。お前がそれでいいのなら俺は構わない。……相手だがな」

　江坂が親指でホワイトボードを指す。女子軍に交じった水上と、乾の名前が対たい峙じしていた。

　さて、御剣出身のこの男はどんな顔をするのか。江坂は部長として、悠を測ってみる。

「楽しいデートになりそうですね。妬やけますか？」

「……ああ。さっきは押しが足りなくてな。別の男に取られてしまった」

　笑っている。すぐに、個人として好きになってしまった。次に口説く人間を心に決めて、江坂は背中を叩たたいて去ることにする。……よし、主審をやろう。

　こういうモノは、近くで見るに限るのだ。
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「お互いに、礼っ！」「よろしくお願いします！」

　拍手をして両陣営が下がる。先せん鋒ぽうの円香まどかとその相手は開始線の近くに残り、主審の江坂、副審の黒瀬・城きの崎さきも配置についた。戦乙女プラス、余計なやつイチの準備は万端──。

「始めっ！」

　両軍が拍手。高い二人の掛け声が二つ、道場の中で混じり合う。倍速動画のスピード感で動き始めた桐とう桜おうの先せん鋒ぽうが早速小手面を放つが、読んでいた円香まどかは防御しながら間合いをゼロに。鍔つば迫ぜり合あいから、両校の試合は始まった。

　白、藤宮高校のオーダーは先せん鋒ぽう、幸ゆき村むら。次じ鋒ほう、藤ふじ野の。中堅、二にの宮みや。副将、立花。大将、水上。

　赤、桐とう桜おう学院のオーダーは先せん鋒ぽう、速はや水み。次じ鋒ほう、大おお貫ぬき。中堅、三み刀とう。副将、柏かし倉くら。大将、乾だ。

　桐とう桜おう学院のオーダーは公式戦と同じガチモード。だからどうしたと藤宮女子は相手を睨にらんだ。

「部長命令よ。一人一殺で全員殺害。異議のある奴は今すぐ切腹ッ！」

　纏まといの目が燃えている。据わっていると言っていい。

「まじ殺す必ず消す絶対潰す呪ってやる生まれたこと後悔させてやる」

　面を着けてる、確か藤野という小柄な子は、止めどない怨えん嗟さの念を早口で述べていて。

「…………………………」

　逆に口から生まれたはずの千ち紘ひろは、黙って静かな闘気を滲にじませていた。




　悠は、ほっと息をする。どうやらみんな、ちゃんと自分を見ていない。

「幸ゆき村むら先輩。中心取ってー」

　気付けば、口に手を当てて声を出していた。団体戦に座るのは何年ぶりのことか。考えていると、視線の先で竹刀が弾はじけた。共に一足一刀、交差した竹刀が起こったのは同時。

「めぇん！」「やりゃぁあ!!」

　選択したのはお互いに面で、どちらの剣も頭に当たる。

　相あい面めんと呼ばれるシチュエーションだ。

　どちらが先に当たったか、それはコンマ一秒以下の世界だが、その僅差を分かつものこそが、鍛錬によって培つちかわれた実力にほかならない。

「面あり！」

　だからやはり、現状旗が上がるのは桐とう桜おう学院だ。その後も円香まどかは粘ったが、とうとう取り返すことはできず、時間切れの音が鳴ってしまった。

「勝負あり！」

　円香まどかが、目に見えて落胆して帰ってくる。無念を拳に込めて次じ鋒ほうの胴にタッチした。

「ごめん、葉は月づき……」

「いい」

　葉月が出陣するのを見届けて、円香まどかは自陣に戻って面を外す。何も言えなかった。

「ユキさん、気にせんとって。うちが取り返してくるから。……絶対、負けへん」

　入れ替わりで面を着けた千ち紘ひろが、力強く剣を握って立ち上がる。彼女が遠くへと竹刀を振りに行ったおかげで、次じ鋒ほうと中堅の二人がいなくなった。「……円香まどか。ちょっと来なさい」

　纏まといはしょぼくれた同期を目の前に呼び、両肩に手を置いた。

「あんたヘコみすぎ。悪いクセよ」

「うん……。分かってるんだけど。……ほんとやだな。どうしてわたし、こんなに弱いのかな」

「別に落ち込まなくてもいいんじゃないですか？　いい試合でしたよ」

　悠は励ますよう、円香まどかに笑いかける。

「ありがとう。優しいね、水上くん。……でも、だめなものはだめだよ」

「そういうこと言ってると、本当に下手になりますよ。いいところはうぬぼれて、悪いところは考えてさっと直しましょう。楽なほうに逃げちゃダメです」

「…………う、うん。ありがとう」

　あ、しまったと悠は口元を押さえる。

　こういうのは本当に良くないのだ。控えないと。

　冷静になって隣を見ると、正座している纏まといがニヤニヤしてこっちを見ていた。

「いいコト言うじゃない水上。入部しなさいよ。もっと円香まどかとイチャつけるのに」

「……ごめんなさい。黙ります」

「そ、そんなこと言わないでよっ！　……わたし、本当に、嬉うれしかったよ？」

　何だかムズムズして、微妙に居心地が悪い。大将だから面を着けるまでまだ余裕があるので、史織のところへ行くことにした。ひとり長椅子で、借りてきた猫のようになっている。

「……あ。先輩。やっと来た。あの、もいっこ教えてくれませんか？」

　けれど悠がやってくると、返却済みの猫くらいにはなった。面白くて笑ってしまう。

「やっぱり根が眼鏡だよな、深瀬は。なんだ？」

「真面目のこと眼鏡って言うのやめてくれませんかね……。あの、今、桐とう桜おうの人の旗が、斜め下に出てるんですけど。あれ、なんですか？」

　二人で「止め」がかかっている試合を見る。葉月が場外から開始線に戻っているところだった。主審の江坂が左手で両方の旗を持ち、空いた右手で指を一本立てた。

「反則、一回」

「今聞こえたかもだけど、あれは反則。剣道にもファールがあると思えばいい。反則二つで一本になっちゃうから、基本的に取られたくないんだ。途中で消えないしな。反則には色々あるけど、代表的なのは三つだ。鍔つば迫ぜり合あいが不正、竹刀を落とす、それから、場外に出る。今見たやつがまさにそれ。だから、試合するときは位置に気を付けるんだ。例外的に外に出ていいのは、一本キメて残心を取ってるときだけ。そのときは自由」

「……外に出てキメて、それでも一本入らなかったら？」

「残念ながら反則。超マヌケな感じになってみんなに笑われる」

「うーん、なるほど。相当自信ある変態じゃないと無理ってことですね」

　言い方よ、と笑ってみる。再び試合を見てみると、葉月が桐とう桜おう相手にいい試合運びをしているのが見えた。実力は完全に相手のほうが上だが、気後れしていない。技の選び方も冷静だ。

　剣道は、試合時間の中で勝ち切るのがかなり難しい。

　これは引き分けになるな、と悠は断じた。

「そろそろ戻るな。……まあ、もうすぐ俺もやるんだけどさ。あんまり面白い内容になるとも思えないし。離れたところで、ゆっくり見てろよ」

「はい。……あの、先輩」

　声に振り返ると、史織がなぜかそっぽを向いている。

「ど、道着姿。意外と、かっこいいですね」

「……今度制服のときに言ってくれよな、それ」

　こんなに悲しい褒め言葉はないと、心の底からそう思った。
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　刀を納めて葉月が戻る前から、勢い余って千ち紘ひろは試合場に入る。

　マナーが悪い。けれどそんなことを気にしている余裕など何ど処こにもない。口から生まれたと揶や揄ゆされるいつもの唇を真一文字に結んで、眼光を特別な相手へと向けた。そしてそれは、対たい峙じする愛あい莉りも同じ。隠す気なんて微み塵じんもない殺気を、自分にだけ聞こえるよう形へ変えた。

　殺す。

「始め！」

　反則すれすれのタイミングで、二人は江坂の声を遮り、火花の如ごとく打ち合っていた。

「ッしャア！」「きああああああああッ！」

　それは豹ひよう変へんと言ってもいい。両軍、味方のはずの人物に驚きを禁じ得なかった。

「ち、千ち紘ひろ、何だかいつもと違わない……？」

「あら、知らないの？　有名じゃない。あいつら、中学の同期よ。『清きよ船ふね中三本刀』と言えば……ってそうか。円香まどか、高校からだったわね」

　喧けん嘩かという言葉がこれほど似合う戦いもなかった。打突部位が防具を外れてもお構いなし。体当たりで相手が転こけても剣を止めず、愛あい莉りは追い打ちの面を何度も放った。

「止やめ！」

　手なんて差し伸べない。自分で立てと、背中を向けて愛あい莉りは開始線に戻る。

「始め！」

　均衡を破るきっかけは、その再開だった。冷静になった千ち紘ひろの頭が再び熱に侵される前、最善の一択を選び出す。白黒付けることを望むよう、相面を誘う。そして愛あい莉りはそれに乗った。

「っ手ェ─────えええええ！　しゃああああっ！」

　だから、冷静なほうに旗は微笑ほほえむ。千ち紘ひろが得意とする出で小ご手てがばこんと決まった。

「小手あり！」

　そして、取ってなお千ち紘ひろは緩まなかった。彼女の勝因は、それに尽きるのだろう。




「勝負あり！」

　藤宮は先せん鋒ぽうが負けて次じ鋒ほうは引き分け。そして今、中堅が勝ってスコアは一対一だ。気合十分に纏まといは立ち上がり、試合へと赴いていく。入れ違いに帰ってきた千ち紘ひろが悠の隣にへたり込むのと、纏まといの試合が始まるのは同時だった。悠は試合から目を切り、千ち紘ひろのケアをする。

「おつかれ、ちっひ。気合入ってたな」

「っ……はっ、はっ……。……ふ、っ。へ、へへ。……あり、が、と……」

　肩で息をして、呼吸もままならないまま千ち紘ひろが笑った。咳せき込こみながら面を取る。四分間、全力で動き続けていたことがよく分かる。瀕ひん死しだった。

「死にそうだな。ちょっと色っぽい。いっつもこうなんの？」

「あは……。ギャップ、もえやろ？　今日は、ちょっと、特別なんよ」

　桐とう桜おう陣営に向けた千ち紘ひろの視線を追う。よほど悔しかったのか、試合相手の三み刀とうという子は籠手をつけた手で床を殴っていた。

　千ち紘ひろが、悪い顔で笑う。初めて見る顔だった。

「ライバルって言うたら、ちょっと恥ずいけど。……あいつだけには負けたない。死んでも。

　ゆーくんにはおらんの？　そういう相手」

「……んー。俺にはおれへんなー。わからへーん」

　千ち紘ひろの言葉をエセ関西弁で受け流して、いつものように適当に笑う。それからぺこりと正面に一礼して、面にかかった手拭いを手に取り広げた。デコすれすれを攻めて、前髪が全部上がるように。頭皮に沿った手拭いのラインが耳に当たったら、端と端を前で交差する。右辺は左のこめかみに。左辺は右のこめかみに。

　ぎゅぎゅっと力いっぱい引っ張って、手拭いは完了だ。

「……ゆーくんって、すぐ部活辞めたんやでな？　見えへんなー」

「部活はな。……身体に染しみ付ついたもんはじーさんになっても忘れないよ。呪いみたいに」

　蝶ちよう結むすびになった面めん紐ひもの輪状部分を二回引っ張る。ぱつんぱつんと、気持ちのいい音がした。

　深呼吸をひとつ。それから両手に籠手をぐいっとはめて、竹刀を持って立ち上がった。

「じゃあちょっと、行ってくるかな」

「うん、頑張り！　……今日、ほんまにごめんなぁ」

　千ち紘ひろはすまなさそうに頭を下げる。

「でもなー？　うち、ゆーくんと一緒に遊べて嬉うれしい！」

　けれど、上がった顔はやっぱりいつも通り明るかった。

　悠は何と答えれば良いか分からず、手だけを振って広い場所へと出る。竹刀を振ってみた。

　身体が重い。とても酷ひどい。でも仕方ない。これでいい。天井を見上げ、自嘲した。

「瞳のところ、行くか」







「──引き分け！」

　金星、と言っていい。死力を尽くして、纏まといは強豪校のキャプテンと引き分けた。つまり試合は円香まどかの一本負けと千ち紘ひろの一本勝ち、その他は全て引き分けの一対一のまま。

「よーし行くか。……上う手まく、できるといいけどな」

　全ては、大将戦次第だった。
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　彼が、何か藍原と話している。けれど、吹雪はその内容を聞こうとは思わなかった。

　藍原のお気に入りかなんだか知らないが、今すぐぶっ飛ばしてやる。そう思っていたら。

「なあ。ひょっとして、前にどこかで会ったことある？」

　急に話しかけられた。首を傾かしげて、垂れネームを確認する。……が、なかった。

「名前、どうしたの。ないよ」

「ああ、これ？　……捨てたんだ」

「……よく、分からないけれど」

　答えは一つ。男だろうが女だろうが、顔が良かろうが悪かろうが関係ない。

「覚えてないし、覚える気もない。他に、言うことはある？」

　凍いて付つけ。恐れろ。邪魔する奴は全員殺す。

　そういう思いで睨にらんでやったのに、笑い返されたことがとても癪しやくに障った。

「……お手柔らかに」

　名の知らぬ彼が、対岸に帰っていく。その背に向かって、面の中で独り呟つぶやいた。

「できない。わたし、手が硬いから」

　試合終了のブザーが鳴る。それは幾度となく聞いてきた、氷の戦場が自分を呼ぶ合図だ。

　瞳が、すっと凍っていく。……早く審判。「前へ」と言って。

　時間が勿もつ体たいない。こんなところで立ち止まる暇は、自分にはないのだ。

「前へ」

　だって、わたしが目指すのは──。
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「ねえねえー、藤宮の綺き麗れいな一年ちゃん。お名前何て言うのー？　隣、座っていーいー？」

「あ、はいっ。藤宮高校一年の、深瀬史織です」

　史織ちゃんねー、と頷うなずいて、藍原は史織の隣に座った。

　綺き麗れいだ。大人の自分でも妬やけるくらい。悠を強奪されたら、ちょっといじめる。

　でもかわいい弟分が惹ひかれることはないだろう。この子からは血の匂いがしないから。

「史織ちゃん、初心者でしょー？　剣道、やったことないよねー？」

「はい。だから、水上先輩に色々教えて貰もらっていて……」

「だよねー。……あのさー。悠坊、乾のこと何か言ってた？」

「あっ、はい。ぼけーっとして、上う手まい、綺き麗れいだ、頭一つ抜けてるって言ってました」

「そっかー。……綺き麗れい、かあ。だよねー」

　頰ほお杖づえをついて苦笑する。

　かつて、同じことを言われ続けた女としては微妙だった。

「とうとう悠坊は、一回も『強い』って言わなかったねー」

「……それ、何か違うんですか？　綺き麗れいでもいいじゃないですか」

「んーん。嫌だよ。すっごい傷つく。……ブスって言われるより、泣きたくなる」

　藍原は、ポケットから携帯を取り出す。使う機能は動画。共犯者とは、そういう約束だ。

　今さらになってしまったホームビデオに、彼の姿が映し出される。

「綺き麗れいな『だけ』だって言われてるの。頭百個も千個も抜けてる奴からしたらねー」

　ああ、始まる。泣きそう。でも我慢。

　だって自分は大人で、無理矢理起こした悪者なんだから。

「……ごめんね、史織ちゃん。先に謝っとくね。……もう、戻れないと思うからさ」

「えっ？」

「ちゃーんと、責任取って貰もらうんだよー」

「始め」の声が道場に響く。開いた道場の窓から、春風と呼ぶには生やさしい烈風が吹いた。

「おはよう、『剣鬼』。……起こして、ごめんね」

　史織の隣に置かれた『剣道ジャーナル』のページがめくれて、彼の名を呼ぶ。





　──第六十八回蒼そう天てん旗き六大道場大会。十八歳以下、男子個人の部。

　優勝：御剣　悠　14歳（御み剣つるぎ館かん）
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　何が起きているのか、全く分からなかった。

「止やめっ！」

　並の男子では吹雪の相手にならないことも、誰に対しても一歩も引くことがないことも。桐とう桜おう部員なら誰でも知っていることだ。

　だからこそ、夢幻のように信じられない。右斜め下、吹雪の方向に伸びる赤旗が。

「反則、一回！」

　下がった足が、線を割った。引くを知らないあの無双の剣姫が、自分から。

「始めっ！」

　震える、吹雪の唇。それは恐怖か、寒さのせいか。

　どちらも違う。それは間違いなく、歓喜の震えだった。

「っしゃぁ───────ァアアア!!」

　立てかけたホワイトボードが揺れるほどの、彼女の高い咆ほう哮こう。曲線的に剣先を変化させ、吹雪は敵の喉元に揺さぶりをかけた。一瞬刺突かと見み紛まがうくらい、速さと重みに満ちている。

　かかれ、動け引け、どっちに避ける！　吹雪の踏み込みが床を揺らした。

　悠は動かない。動く必要もないと目を細めた。

　迫られた三択が全て虚であることを瞬時に見切り、ただ前へと竹刀を伸ばす。

　同じタイミングで、曲線から生じた吹雪の本命──出がしら面が躍り出る。しかし、確かに本命だったはずの吹雪の一刀は、そのとき既に意味を失っていた。ぱしりと面めん金がねに当たった音がするだけで、打突がそれ以上続かない。吹雪の身体が動きを止めた。止まるしかないのだ。

　悠の竹刀が、寸分違わず彼女の喉元に付けられているから。

　自分の勢いがそのまま喉元に返ってくる。呼吸が止まる──だけど！

　下唇を強く嚙かんだまま、吹雪は細胞のひらめきで引き面──と見せかけた引き小手！

　連続打ちを警戒し、面を守りにいくと手首が落ちる二段策だ。

　が、判断が光る吹雪の一撃を、悠は埃ほこりでも落とすように無感動に払った。「ッしゃあっ」

　たった今吹雪は引き技を放ったばかり。従って間合いは十分に離れている。なのに彼から繰り出された追い面は、距離を無視した伸びで彼女に襲い掛かった。だめだ、やられる──！

　ばこん、と鈍い音がした。吹雪の、肩口から。

　それは防御が間に合わないと判断した彼女が、咄とつ嗟さに首をひねって回避したことを意味する。

　悠は瞠どう目もくし、ほうっと息を吐いた。鍔つば迫ぜり合あいになった彼女の目の前で。

　あれ避けるのか、という感心もある。けれどそれ以上に、彼女の歪いびつな笑顔が語っていた。

　もっと。もっと。もっと──たまらない！

　道場に沈黙が満ちる。けれどこの場にいる全員は、心の中でたった一つの言葉を叫んでいた。

　何より誰より問いたい彼女が、心の中で畏れと共に、つるぎのかなたへ問いかけた。

　あなたは一体、何者なの──？

　右足親指の爪先に痺しびれが走る。その触覚が脊髄に届くより前、吹雪は既に跳んでいた。

　引っかかった気がした。勝利へのか細く見えない糸が。正しさの保証などどこにもないが、数多あまたの戦場を駆け抜けてきた自分の身体を吹雪は信じた。

　行ける。一秒を、凝縮しろ──！

　面打ち。全く同じ軌道のものが悠から返ってくる。相打ちになるがそれだけでは終わらない。連続技にすぐに繫つなげた。間合いゼロから放つ引き技だ。憎き兄の姿をイメージして、竹刀で左に弧を描く。人生最上位に入るほど力強く打てた珠玉の引き胴が、がつんと激しい音を二つ鳴らした。……二つ。全く同じ音が、吹雪の胴にも鳴っている。

　意味の理解を後回しにして、吹雪は更に小手面を放った。

　面、引き胴、小手面。僅か一秒間に放った四連撃には、吹雪の全てがこもっている。

　その一本も、決まることはなかった。まるで鏡を相手取るように、同じ技で打ち消されて。

「ィやァアアア!!」「っ」

　剣の余勢で弾丸となり、吹雪は体当たりを仕掛ける。悠は足と下腹に力を込めバランスを取ったが、そこで小さなハプニングが起きた。勢い余った吹雪が、悠の袴はかまを踏んづけてしまう。

　二人は、絡からまるように激しく転倒していった。「止やめ！」

「っ、てて……」

　咄とつ嗟さにかばえることができて良かった。そういう競技だが、もう人を傷物にしたくない。

「大丈夫か？」

　面越しに見ても分かる。整っていて綺き麗れいな顔だ。こんなに苛烈でも絵になるくらい。

「そういうのいらない！　ちゃんと本気でやってくれないと死んでやるから！」

　剣姫は一人で立ち、背を向けて颯さつ爽そうと開始線へ戻る。その姿を見て、悠の唇は弧を描いた。

『そういうのいらねぇんだよじじい！　ちゃんと本気でやれっ！』

「……だよな。俺も、そうだった」

　遅れてゆっくりと立ち上がる。もう、時間だ。

　体内ストップウォッチを止め、答え合わせをするように、動画を撮っている藍原を見る。すると彼女は携帯から顔を覗のぞかせて、無邪気な笑顔とピースサインをくれた。

　悠もまた、口元を僅かに緩ませる。試合前の彼女との一幕を思い出して。

『一本勝ちにしといてねー。四分たっぷり、試合しようよ』

『ん？　いいけど、なんで？』

『昔いっぱい教えたでしょー？　デートの時間は、長いほうがいいの』

『……分かった。じゃあ残り二十秒になったら、かわいい顔でピースでもしてくんない？』

『んー？　いいけど……、悠坊には必要ないでしょ？　身体で分かるんだから』

『まあ、ちょっとした剣への復ふく讐しゆうかな』

　武道は、ガッツポーズ厳禁。もちろん、ピースサインも許されない。

『平和に行こう。今日の迷惑料はそれでいいよ。姉ちゃんと、喧けん嘩かしたくない』

　束つかの間まの夢を見終わって、悠は天井を見上げる。

　身体からだは戦いを忘れなかった。体内時計は狂いなく時を示した。それはあのときから、自分の時が止まったままなのだと冷酷に突きつけられているようで、ただ哀かなしい。

　もう一度目を閉ざす前に、対たい峙じする吹雪の瞳を見る。

　光の宿った、宝石のように綺き麗れいな瞳。きっと剣を愛しているのだろう。直視に堪えず、目を逸そらした。

　心の中で、彼女に頭を下げる。ごめんな、と。

　上う手まいのも分かる。綺き麗れいなのも分かる。けれどこの程度じゃ、眠たすぎて話にならない。

　夢は終わり。帰ろう。一人きりの場所へ。

　竹刀を下げて、世界の中心に歩いて行く。目を瞑つぶって、深く息を吸った。

　もう誰も寄せつけないよう、縁ごと全て断ち切るのなら。

　やっぱり、最後に選ぶのはあの技がいい。
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　鼓動がうるさい。頰があつい。どくんどくんと脈打って、竹刀の先にも血が通ったみたい。

　溶けて、死んでしまいそうだ。

　この人は一体何者なんだろう。垂れに名前がないことが、焦じれて惜しくてたまらない。

　吹雪は先刻の四本を思い出す。鏡を見るようだったのは、選んだ技が偶然同じだったからじゃない。見てから、向こうが同じ技で打ち消してきたのだ。それはつまり、相手のほうが格段に速くて余裕があるということ。吹雪は己が高みにあるからこそ、一つの結論に辿たどり着ついた。

　手を抜かれている。

　気付けば、熱に浮かされた身体は勝手に言葉を紡つむいでいた。

　屈辱だ。けれどそれ以上に見てみたくなった。鏡の後ろに隠れている、彼の本当の姿を。

　世界の中心で、吹雪は再び剣を構えた。五感が鋭くなっていく。

　剣の重さ。息を吸う音。彼の鋭くなっていく両眼。それから……匂い？

「始めっ！」

　諦めたはずの春が、そこにあった。




「我ァあああッ殺ャ─────────アアアッ!!」




　声が違う。吹雪が唾を飲む。

　金属走る面金の向こうで、紅あかく焰ほのおのように激しい瞳と目が合った。

　竹刀を握った手が熱い。心の中が燃えている。跳びたい。もっと自由になりたい。自分の全てを引き出して、この人にぶつかってみたい──！

　歓喜の震えは竹刀に伝達する。中心を寄越せとゆさぶってみたが、悠は微み塵じんも揺らがない。

「っ！」心臓が下がれと命じている。

　重心のブレを一切感じさせない鮮やかな足運びで、悠は一気に間合いを詰めてきた。

　疾はやい。怖い。でも引くな！

　この試合初めて、悠の竹刀は中心を離れて始動した。その剣は蛇のように生きている。竹刀が曲がっているのかと見み紛まがう変則的な動きで、吹雪を殺とりにかかっていく。吐き出しそうなほどのプレッシャー。──どこなの、どれを狙ってるの!?

　全てを狙っているようにも思えるし、そうでないようにも思える。吹雪の刹那の逡しゆん巡じゆんを待たず、悠の竹刀は中心に回帰し、ついに前へと襲いかかった。

　速すぎて常人なら動くこともできない。けれど吹雪は、咄とつ嗟さに最高の防御方法を取った。

　右小手と面を相手から隠し、竹刀を握る左手を右腰へ。面、小手、胴。全ての打突箇所を同時に隠す裏避けだ。咄とつ嗟さに出すのは最も難しい。……そのはず、だった。

　時間が止まる。スローモーションになった世界の中で、吹雪は確かに目にしたのだ。

　禍まが々まがしく牙を剝むいた、鬼の表情を。

　止まった世界の中で悠は動き出す。中心からの最短距離で、面へ向かうはずだった竹刀が頂点で右へと弧を描く。

　美しい軌道だった。

　まるで時の隙間を縫うようなその一刀は、裏避け唯一の隙に向かって吸い込まれていく。

　その技は引き技以外で唯一後ろに残心を取る特殊技で、最も旗が上がりにくい。打突箇所には本来大小二本の刀が差してあり、生半可な一撃では刀が通らないとみなされるからだ。

　正確無比かつ極限の一刀を、相手の左胴へ。

　そのまま返す刀を手元に引いて、相手の胴体を刀ごと真っ二つにたたっ斬る。入れば観客が一斉に沸き立つその技の名は。




「どォ────オオおぉおっしャぁあああッ────ッ!!」




　逆胴。吹雪の左腰に、雷が落ちる。
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　ずっと見ていた鏡が壊れる音がする。刀は空間を引き裂いて、本当の姿を導き出した。

　天井しかないはずの剣道場。

　なのに吹雪はつるぎのかなたに、そのとき悠はるかな空を見た。

「ど……胴あり！」

　道場がどよめく。吹雪もただ呆ぼう然ぜんとするばかりだ。なのに悠は当然とばかりに、上がっている三本の白旗を一顧だにせず開始線に戻っていった。我に返った吹雪も、急いで戻る。

「始め！」

　ああ、終わらないで──。

　そんな吹雪の心の叫びを無視するように、悠がいきなり大きく三歩下がった。

　何のつもりだと瞠どう目もくする。すると魔法のように、ぴたりと時計のブザーが鳴った。

「止やめ！　……勝負あり」

　両陣営から拍手が起こる。それは試合終了時に行う形式的なものだが、道場にいる誰もが心からのものを贈っていることに疑いはなかった。




　悠は、騒がしくなった道場で面を外す。視界が広い。空気がおいしい。けれどどこか窮屈な感じだけは、いつになっても消えないままだった。

　深呼吸すると、少し落ち着く。すぐに黒瀬に返さねばと思い、竹刀を見た。

「げっ！」

　試合前はなんともなかった打突部位が、もはや修復不可能レベルでささくれていた。

　謝りにいかなくては、と立ち上がる。すると。

「待て」

　大きな男が、目の前に立ちはだかっている。

　その男は年上。どけ、と言えるはずもない。

「逢あい引びきの誘いがある。乗ってくれ。もはや主審の距離では物足りないんだ」

「……押しの強すぎる男は嫌われますよ、江坂部長」

　バカだなあ、と思う。わざわざこっちに来てまで、また同じことをしている自分に。

「悪いな。今度の相手だけは、どうやら誰にも譲れんらしい。……賭けをしてくれ、水上悠。一本勝負だ。俺が負けたら好きにしてくれ。お前の願いを、俺ができる範囲なら何でも叶かなえてやる。金銭でも、人の斡あつ旋せんでも、時間でも。お前が望むものを何でもやろう。……だが」

「部長が勝ったら？」

「剣道部に入ってくれ。頼む」

　悠は、言葉が出ない。年上の男が、こんなに大きな男が、臆面もなく頭を下げているのだ。

　自分のような出来損ないに、誠心誠意。

「どうして、そこまでして……」

「この部は俺の全てだ。だから勝つために、お前が欲しい」

　あまりにも、真まっ直すぐな言葉。悠は目を見ることができずに顔を逸そらした。

　そして手放せなかった左手の剣を、全ての憎しみをぶつけるように、強く強く握りしめる。

「……後悔しますよ。きっと」

　断れなかった。……断ち切れなかった。自分の刀が、きっと錆さび落おちていたせいだ。

　そのことを憎む自分があまりにも自分で、悲しいと感じた一日だった。







[image: 四合目：水上、部活入ったってよ]




　鬼が、哭ないている。

　高く、遠く、無人の凍土で鳴る鎮魂の鐘のように、その声は万人の耳を悲哀で包んだ。

　地鳴りと共に、激烈な一刀が再び誰かの胴体に迸ほとばしる。「胴あり！」

　振り返らない。鬼は喜色を失った。背中だけがただ遠く、歩いた場所から氷になっていく。

　その後姿に、誰も追いすがることができない。なのに、なおも彼は闘争を続ける。応えてくれる誰かを探すよう、言葉を失なくした鬼は代わりに剣で問いかける。

　何ど処こだ。いったい何ど処こにいる。今さら勝ち逃げなど許さない。この剣、どこに向ければいい！

「面あり」「小手あり」「突きあり」「胴あり──勝負あり！」

　要らない。こんなものは要らない。河原で価値のない石を積み上げても、地獄では価値ある何かに変わらない。分かっている。けれど代わりを求めるには、人はあまりに脆もろすぎて。

　ああ、鬼になんてなりたくなかった──。

　人を辞めた彼の呟つぶやきに、照らせなかった太陽は、ただ柵の向こうから唇を嚙かんで見守るのみ。

　悲しい剣だった。

　悲しくて、獰どう猛もうで、破滅的で。だからこそ、儚はかなく美しかった。




『……やめてよ』

　けれど。

『やめてくれ。みんな拍手をやめてくれっ！　この声が聴こえないのか!?』

　どうして僕はあそこじゃなくて、こんなところに立っているのだろう。

『僕に泣くなと言ったのは、君だったんじゃないのか！』

　どうして僕は、こんなにも弱い。




　言葉は鬼に届かない。最後の一刀が弾はじける音が、全てを吞のみ込こみ消えていく。床に散らばった竹の破片が目に映る。どうやら壊れてしまったらしい。しかし砕けた得物はそのままに、鬼は次を問うためそのまま構えた。誰だ。次は誰だ。あと何人斬ればいい。

　どこまで行けば俺は、もう一度奴に会える──？

　生涯焦がれ続けた、つるぎのかなた。

　そこにいたはずの誰かは、地獄を探してもいなかった。
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「快かい晴せい。……快晴。起きなさい。ご飯できてるわよ」

「……ああ。ごめん母さん。すぐ起きる」

「朝練ないとはいえ、珍しいわね。自分で起きてこないなんて」

　自室で快晴は目を覚ます。背中を触ってみると、寝汗がぐっしょりだ。目覚ましの音にも気付かないほど眠りが深かったらしい。蒼そう天てん旗きの夢を見るのは久しぶりだった。

　窓の外を見ると、激しい雨。湿度が関係したのだろうか。

「今日はいつもと逆ねえ。吹雪ふぶきなんて母さんより先に起きてたのよ。朝練ないのに」

「……道理で雨だと思った」

　雨でも中止にならないなんて、剣道はもう少し野球を見習えと思いつつ、快晴は持ち前の寝覚めの良さでパパっと制服に着替え、階段を下りる。

「あれ、父さん。もう出るの？」

「おお、雨だと電車止まるからな。出るよ。……なあ快晴。吹雪がヘンだ」

　玄関で革靴を履きながら、父は怪け訝げんな顔をしている。

「ヘンって、何が？　バカはいつも通りでしょ」

「それは知ってる！　違うんだ！　な、何か、嫁入り前みたいな感じなんだよ！」

「……何言ってんの。眠いの父さん？　心配しなくても誰も引き取らないよ、あんなの」

　そうかなあ、と納得してない父を玄関先まで見送り、快晴はリビングの食卓につく。誰にでもなくおはようと声をかけ、まずは夢のせいでカラカラになった喉を潤した。

「……おはよう、お兄ちゃん」

「げっほ！」

　もはや幻となった敬称。しかも熱に浮かされたような声で返ってきて、快晴はむせた。

「きも。きたな。お兄、最低」

「お前が気持ち悪いこと言うからだろ！」

「……何も言ってない。いいからお兄も、早く食べたら？　……遅刻するよ」

　誰だ、こいつ。快晴は言葉を失う。

　いつもなら朝は必ず無言だし、兄に気遣いなんて絶対しない生意気の塊なのだ。

「お前、何かあったのか？　熱があるんじゃないのか？」

「ある、かも……。ねえお兄。水みな上かみって名前、知ってる？　みずのうえで、水上」

「水上？　僕の高校で？」

「違う。剣道で」

　快晴は腕を組んで数秒考えるが、誰も思い浮かばなかった。

「いや、知らないな。県内でも全国でも蒼そう天てん旗きでも、そんな名前の奴は見たことない」

「そう。やっぱりお兄は無能すぎ。……ごちそうさま。もういい」

「あら！　吹雪、残してるじゃない！」

「なんだか、昨日から胸がいっぱい……」

　母と快晴に衝撃が走った。いつもは日本昔ばなし盛りのご飯を三杯食べるのに？

「母さん、こいつ吹雪じゃない。誰かに斬られて入れ替わった？　……今日、雪かな」

「……あら。もしかして母さん、お赤飯とか買うべき？」

　妙に浮かれている母も謎だし、ご飯そっちのけでソファに座り、スマホで動画を見始めた妹も謎。快晴にとって、女性というものはときに火星人よりも未知だ。

「昨日帰ってきてから、ずーっと部屋で動画見てニヤニヤしてるのよ。貰もらったとかで。母さん知らないんだけど、昨日って何かイベントでもあったの？」

「いや、普通に出稽古って聞いたけど……。確か、佐さ々さ木き先生の学校だったかな」

　快晴は朝食を摂とりながら、動画に夢中の妹を見る。スカートくらい穿けこのバカ。

「……ふ、ふふ。ふふっ、ふふふ……」

　だらしなく緩んだ頰を数秒おきに戻そうとして、それでも嚙かみ殺ころせないらしい。

　ぶっちゃけ言ってキモい。一体何を見てるんだろうと、覗のぞき込こむほど快晴はバカじゃない。後ろに行ったら蹴られる。馬と一緒だ。だから流れてくる音だけで判断した。

　毎日聞いてる竹の音。それから、豹ひよう変へんしている吹雪の声。すぐに何の動画か分かった。

「そんなに気持ちいい勝ち方をしたのか？」

　羨ましかった。自分はあの日から、一度だって剣道で笑ったことがないのに。

「ううん。……負けたの。完璧に、負けちゃった」

「はっ？」

　だったらどうして荒れてないと言いかけて、やめる。吹雪が心臓と左腰を押さえながら、雪のように真っ白な肌を紅潮させて丸くなった。「やっと、見つけた」

　長雨の中、やがて吹雪が持つ液晶に刀の雷が落ちた。

　人の身には到底放てぬ軌道と咆ほう哮こう。快晴の心臓が、一ひと際きわ高く鳴って身体を震わせた。

「……吹雪」

　知っている。快晴はその音を知っている。

　天井から落ち、人生を変えた雷を。瞳の雨を拭った一筋の光を、忘れられるはずがない。

「それ、見せてくれっ！」

　春を洗い流すような雨の中。快晴はようやく、探し続けた相手を見つけた。
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「水上、それ、見せて。資料集、忘れた」

　六限の移動教室、日本史の時間。

　悠ゆうが窓まど際ぎわ席せきで雨の止やんだ外を見ていると、隣のちっちゃな女の子に袖をつままれた。

　藤ふじ野の葉は月づき。ボブヘアーにいつも同じ表情の、剣道部の二年女子だった。

「お？　はーちゃんの頼みならぜひ。でも隣に女子いるから、そっちに借りていいんだぞ」

「嫌。資料集は、口実。水上と、喋しやべりたい」

　無表情で、どきっとすることを言う。

　意外に男キラーなのかもと悠は笑い、すぐに机をくっつける。そこに資料集を広げ、座りやすいように葉月の椅子を引いてやった。

　葉月が、ミリ単位で目を丸くする。何かに驚いているようだった。

「水上、異性の姉弟、いる？　……女子慣れ、感じる」

「……そうかぁ？　気のせいだと思うけどな。俺、一人っ子だよ。母親と二人暮らし」

「でも、桐とう桜おうの藍あい原はら先生、『姉ちゃん』って言ってた。藤野、聞いた」

「うあ、それ恥ずかしいから絶対内緒な……。資料集代として」

　悠が授業についていって、資料集のページを捲めくる。自分の歴史も、少し話すことにした。

「瞳ひとみは俺が小さい頃から、御み剣つるぎでずっと一緒にいたから。だから姉ちゃん。でも瞳だけじゃないぞ。他にも、兄ちゃん姉ちゃんはいっぱいいたんだ。……みんなバラバラになっちゃって、最後は俺だけ置いてかれたんだけどな」

「置いて、いかれた？」

「追えなかったんだよ。はじめまして、御剣悠でした。実家は道場です」

「……そう。……だから、あんなに」

　続く言葉は何なのか、悠には分からない。考えていると、葉月がフリーダムに資料集のページを勝手に捲めくっていった。弥生時代が一気に幕末にワープ。微笑ほほえましくて撫なでたくなる。

「おーい、はーちゃん？」

「土器、つまらない。女は黙って、幕末」

　葉月の小さな手が、ページに癖をつけようとする。しかし、途中で止めた。

「もう、癖、ついてる。水上も、仲間？」

「……恥ずかしいとこばっか見つけんなよ。どうせ俺は、こっちに生まれてたらなーとかたまに考えちゃう永遠の中二病だよ。かっこわる」

「……そんなことない。試合中だけは、かっこよかった。乾いぬい吹雪、ざまあ」

　小さな指で、腕を突かれた。

　一々ドキドキさせられて悔しいから、悠は少しやり返してみる。

「だけは余計。……だろ？　はーちゃん、結婚する？」

「嫌。水上、タイプじゃない。そういうの、千ち紘ひろにやって。うざい」

　何の慈悲もなく一刀両断。吐血する思いで天井を見上げていると、チャイムが鳴った。

　ああ。今日も授業が終わってしまった。

　悠は大きなため息をつくが、対照的に葉月の顔は気持ち輝き出す。

「行く。また、遊ぼ。水上で遊ぶの、面白い」

「……タイプじゃないんじゃなかったの？」

「女子は別腹、無限」

　そう言って彼女は、自分が座っていた机から、隠していた自分の資料集を取り出した。

　悠が固まる。とどめとばかりに、葉月は滅多に見せない満面の笑みを解禁してきた。

「おいしかった。また、部活でね」

　とことこ去っていく葉月の姿を、正視できない。つい窓の外を見る。

「……都会の女の子、レベル高すぎだろ。みんなこんな感じなの？」

　雨露を宿した葉桜が瑞みず々みずしい。始まりの四月も、もうすぐ終わり。

「……くそードキドキする。地稽古でやり返しとくか……」

　水上悠は、剣道部に入っていた。
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「ラスト一本な、やしろん。延長なし、二言なしだぞ」

「うるせえ、分かってるッつの！　つかやしろんって言うんじゃねえ！」

　元気いいっすねー、と呆あきれて笑い、悠は道場上手で竹刀を構える。

　時計をちらりと脇見した。本日の練習も終盤。お互い相手を取って組み手する稽古、地稽古の終了まであと十分だ。区切りは太鼓の音で行うものもあれば、こうやってお互い申し合わせるものもある。

　最後の一本勝負は、基本ガチ勝負。

　ただ、自分より目下の人間と戦う場合は、わざと最後の一本を取らせてやることも多い。

「ほぉら胴ぉ─────ッ！　はい即死ー。やしろんスペランカーかよ。お疲れー」

　悠は面倒だからやらない。ガラッガラの隙として面を晒さらしたら八や代しろが飛び込んできたので、容赦なく爆弾のような返し胴を炸さく裂れつさせた。『アホは死ね』。シンプルな御剣の教えだ。

「ぐ、くっ……！　てめえ、もう一本だ！」

「ダメ。さっき二言なしって言ったじゃん。そもそも命は二つないんだぞ。軽率すぎ」

「で、でもよ……まだ時間あるからいいだろ!?」

「いやー。お客さん、後ろの列見てみ」

　人外アトラクション水上悠、既に三人待ち。今日は本当に休みなしでフル稼か働どうだ。

　やっぱり新設って人気あるんかねえと自嘲して、八代を諭す。

「ちゃんと頭使って出直しな、ランク九十。……あ、あとさっき言ったやつ、頼めるか？」

「……ちっ。わぁったよ！　男に二言はねえ！」

「よし。そういうとこ好きだぞ、やーしろん♪　その顔であと三十分は働けるぅー」

　うるせえ殺すぞ！　ときゃんきゃん騒いでるのを無視して、悠は刀を納めた。次の相手が連続で来ようとするが、一旦右手を突き出し差し止め、後輩のもとに走る。

　用具庫の有りモノを無理矢理探してきたから、胴のサイズが合っていない。けれど身体ピッタリの白道着や、裾を下ろした纏まといのお下がり白しろ袴ばかまが、よく似合っていた。

「道着姿、意外と似合ってるぞ。後輩」

「わざわざおちょくりに来たんですか暇ですねっ！　どうせ防具に着られてますよ！」

　面から何までフル装備の史し織おりが、ぎこちない動きでぷんすか怒る。防具は動きづらいのだ。

「伝令に来た。このあとやしろんに来てもらうから、あいつで避ける練習しときな。あいつここで一番素早いから、ドカッと経験値貰もらえるはずだ。……試合、出るんだろ？」

「う。はい、生意気ですけど。……分かりました。八代でガマンします」

「ははっ、相変わらず生意気だな。頑張れ。満足、させてくれるんだろ？」

　ひっそりとあの日の意趣を返すと、面の中で史織が真っ赤になっていた。

「む、蒸し返さないで下さいよ！　先輩、ほんっと最低！　はやくどっか行ってください！

　……私、一人で大丈夫ですから！」

　振り回してきた史織の竹刀を笑いながらひょいっと躱かわして、悠は自分の位置に戻った。

「ゆーくん、遊ぼ！　早よ！」

「出たな妖怪関西弁。さっさと祓はらってやるぞ。……ちっひはまあ、七十ってとこ？」

「えっ？　何が？　体重!?　うちそんな重ないよ!?」

「いや、顔面偏差値。大好き、ちっひ」

「うあ─────っ！　うるさいうるさいうるさい！　早よやるでっ！」




　じゃれつく犬。弾はじける竹刀。

　それを見届けて、女子主将の纏まといは腕を組み、壁にもたれた。

　そのまま見学中の一年生たちを見る。新入部員の女子は、史織を含めて三人。男子も八代と奴を入れたら三人だ。みんな、よく入ってくれたものだと思う。……それから。

「どうした、立たち花ばな。具合でも悪いのか？」

「江え坂さか。……新入部員を見てたのよ。よく入ったもんよね、と思って」

「確かにな。本当に嬉うれしい誤算だ。人が多いに越したことはない」

「そっちもそうだけど。……あんた、今の水上と八代見てた？」

「ん、ああ」

　決まり技は面返し胴。相手が打ってくる面を右斜めにした竹刀で受け、そのままカウンターで胴に打ち込む技だ。避けながら打つ抜き胴よりは安全だが、受ける、打つの二動作が必要になるため、速さがないと絶対に決まらない。

「あたし、目がおかしくなったのかな。受けるのと返すのと、同時に見えたのよね」

「奇遇だな。俺は耳も狂った。音が重なってたぞ。というか今も響いてる」

「そ。超常現象水上ファイル、大ヒット放映中ね。……ねえ、あんたに聞きたいんだけど」

　纏まといは気が短い。ミステリーを読むときは、考えずに次々先を読んでしまいたい。

「一体あんた、どうやってあいつを入れたわけ？　そんなに口説くの上う手まかった？」

「……なに？　操ったのはお前じゃなかったのか？　お得意の口車ゴールド免許とやらで」

「あんな大型特殊の免許取った覚えないわよ。だってあんた、何か話してたじゃない」

「……ああ。アレか」

　纏まといに問われ、江坂は苦笑する。籠手を着けた手で喉を押さえると、嫌な光景が蘇よみがえった。

「いや。俺は袖にされてしまったよ。文字通り、引導を突きつけられてな」

「……何よ。何なの？　犯人なし？　そんなオチってあり？」

「考えても分からんものは仕方がないだろう。……望みも言わんしな。謎だ、あいつは」

　二人揃そろって、千ち紘ひろ対応中の悠の姿を見る。

「はいめーん！　おしまーい。ちっひアツくなるとすぐ出小手やおまんがなー」

「ううう……！　なんで今の擦り上げれんねん!?　インチキやインチキっ！」

　遊ばれている。女子部のエースが。大きな息を吐いてから、纏まといは目を細めてみる。

　どうして入ってくれたのか。そんな謎よりも、遥はるかに大きなミステリー。

「……そもそもこんなに強いのに、どうして辞めてたのかしらね」





×　×　×






「黙想ォ──！　……止やめ。正面に、礼！　先生に、礼！」「ありがとうございました！」

　生徒が座礼をすると、対面に正座する佐々木も座礼を返す。今日は練習に参加しなかったから、黒いジャージ姿だ。身体をぴしりと正し、佐々木は二列に座った生徒たちに笑いかけた。前列には上級生組が、後列には初うい々ういしい一年生組が正座している。

「皆さん、今日もお疲れ様でした。……うん。列が二列になると、やはり人が増えた実感があっていいですね。四月も、残すところあと数日。そして今日で、仮入部期間は終わりです。ここにいる皆さんで、今年の部活メンバーは確定しました。改めて、よろしくお願いします」

　城きの崎さき俊しゆん介すけは、いつも教室でするように辺りを見回す。

　ぐっと両拳を握りしめている円香まどかがかわいい。ツンとしてる八代はかわいくない。

　けれどそれくらいの愛あい嬌きようは大目に見てやる。だって、自分は今年から先輩なんだし。

「……と、いうわけで。少し大型連休のお話をしましょうか。今年も連休頭に、武人錬成会のお誘いを頂いています。ありがたく出させていただきましょう。これは江坂くんと立花さんからもう展開しているでしょうが、一年生もいますし改めて。それと連休終わりくらいに、未定になっていたところがありますね。あそこは皆さんが良ければ、休みとしましょう」

「っしゃぁア！」

　隣の黒くろ瀬せが吠ほえる。練習中の声より全然元気すぎて笑ってしまった。

　見ると、他の部員も同じように喜んでいる。やっぱり休みは最高だ。自分もその日は絶対に昼まで寝ていることだろう。城きの崎さきは深く頷うなずく。

「それでは、皆さん風邪を引かないように。本日は解散！」

　ありがとうございました、と部員全員が一礼した。




　悠が、光の速さで防具を片付ける。その様を城きの崎さきに笑われた。

「なーに急いでんだ？　もう練習終わったんだからゆっくりしろって」

「いや、仕事が終わったら早く帰るんだ。俺がかーさんの手本にならないとな！」

「な、なんでそんなに必死なんだ？　てかお前さあ、ほんと凄すげえな！　まーじで同じ人間とは思えねえ。ちっと感動した」

「……寂しいこと言ってくれるじゃん、人類。お供えに英語の課題でも写させてくれー」

「英語ならオレよりクロだな。……でも、すげーよ。お前なら、乾だって倒せるんじゃね？」

　悠が腕を組んで、数秒考える。だが、そんな名前に心当たりはなかった。

「いぬい？　誰？　はーちゃん、知ってる？」

「…………水上。正気？」

　この世のものを見るとは思えない目で葉月に見られて、極大の精神ダメージを負う。

　もしかして何か、地雷踏んだのか？　悠は冷や汗をかき、もう一度懸命に考えてみる。

「…………あっ。ああ！　思い出した！　この前、練習試合に来てた桐とう桜おうの子か！」

「いや、それはそれで合ってんだけどさ。……お前、まーじか。まじで知らないのな、最強兄妹きようだい。……てか、乾快晴知らないのは百歩譲って、言わないと吹雪ちゃんも思い出せないって」

　二人の、引いた視線。それを浴びて、悠の身体が固まる。嫌だ。この視線は好きじゃない。

　早く道場から出たい。身体はそう叫んでいるのに。

「いぬい、かい、せー？」

　なぜだろう。口が、その名を紡つむいでしまった。頭に、影絵のようなノイズがちらつく。

「乾快晴。『笑わない男』だ。吹雪ちゃんの兄貴だよ。今、一番強いって言われてんだぞ。ほんとに知らねーの？　あいつ全国とか蒼そう天てん旗きとか、あらゆる大会全部優勝してんのに」

「……ごめん、知らない。俺、公式戦も中一の夏しか出たことないし、時期がかぶらなかったんじゃないかな、多分。……ふーん。お兄ちゃんがいるんだな。ありがと、覚えとくよ」

　既視感の正体は、結局摑つかめず。悠は、逃げるように道場を去ろうとする。

「なー水上。このあと、クロとか二にの宮みやとかとどっか寄るかって言ってんだけど、お前は？」

「悪い。本日の営業はおしまいだ。ちょっと、疲れた。また今度な」

　本当のことだった。悠は排気のように息をついて、体育館の外で立ち止まる。

「……ほんと、ダメだな。練習は上う手まくやれたのに」

　疲労は身体のせいではないはずだ。この程度の練習、三周してもお釣りが来る。

　なのに色んなものが、靄もやのように身体を包んでいるような気がした。

　つい、宵空を見上げる。

「おーい、水上くーん。おつとめ、ご苦労さま」

　振り返る。女子副部長の幸ゆき村むら円香まどかが、にこにこ笑っていた。手拭いをだらりと手に下げて。

「あのねえ。ちょっと、教えて欲しいことがあるんだー」

「おっ？　どうしました、幸ゆき村むら先輩？　この剣道ＡＩ、水上悠に教えられることならなんでも！　引き技から投資信託まで、部活に入ったからにはみんなの役に」




「水上くん、部活、楽しくないでしょ？」




　斬られた、と思った。

「あっ、よーやく後輩の顔になったね。……よかったあ、一本取れてあげて」

　今日立ち合った誰よりも、彼女が一番、強く大きく優しく見えた。

　言葉が紡つむげなくなる。そんな自分を見ても、彼女は柔らかく笑っていた。

「ごめんね。……でも、練成会まで待ってみて。わたし、あれ、大好きなんだ。みんなと一緒に、沢山戦えるから。だから、色んなものが見えてくるようになるの。……君にも何か、いいものとの出会いがあってくれたら、わたし嬉うれしいなあ」

　後ろから歩いてきた円香まどかが、羽根で触れるように優しく悠の背中を撫なでる。

「他た人にん任まかせにして、ごめんね。……弱くて、恥ずかしいな」

　その手が、震えていた。円香まどかの姿が消えてしまうまで、悠はその場で立ち尽くす。

　こんなに強い人がいるんだ、と思った。

　半はん端ぱな刀を振り回すだけの自分が、ひどく卑小に思えて仕方なかった。





×　×　×






「小ぉッ手ぇ─────────ええええ…………、ええっ!?」

　噓うそや～ん、と三み刀とう愛あい莉りは自分で打ったのに信じられない。吹雪に出小手が入ってしまった。

　ありえん。なんでこんなに簡単なん？「彼女のグチ聞いたげる～」とか言って恋愛相談の流れからそのまま彼氏ぶん盗るくらい簡単だった。

　あの乾吹雪が、剣姫が、こんなに簡単なワケがない。

「ふ、吹雪～。今のでラスト一本だったけど……。やり直す、よね？」

「……ううん。わたしの、負け。もういい……」

「カモンアップルサポ～ト！　ウイルス入った～！　何もしてないのにこわれた～！」

　今日は藍原が職員会議でいないから、地稽古の雰囲気が気持ち自由だ。

　向こうから、大おお貫ぬき林りん檎ごが召喚に応じる。

「き、きさまら情弱はいつもそうだ！　何かしたから壊れるの！　原因しっかり切り分けて！　お願い林りん檎ご氏は神じゃないインターネットが壊れたってなんなのもうヤダいじめないで……」

　何やらトラウマを刺激されている林りん檎ごに構わず、愛あい莉りは吹雪の両肩を摑つかんでゆさゆさ揺する。

「ど～したの吹雪。もっと足りない足りないしろよ～！　あたしが落ち着かないじゃん！」

　林りん檎ごも、吹雪の身に何かあったのかとおろおろし始める。反応を見た。

　宝石のような瞳が、うるうるして今にも泣きそうだ。

「……りんご、あいりぃ……。たすけて……。わたし、変。こわれちゃった……」

　二人に、変なときめきが走る。テクニカルサポートがこれは一大事だと問診に入った。

「ヘ、ヘンとは何？　具体的にいつからどうおかしいか林りん檎ご氏に切り分けておしえてほしい！」

　問いかけられて、吹雪は言語化を試みる。両手で心臓を押さえながら。

「で、出稽古から。……試合で負けてから、ボーっとしたり、にやにやしたり、いらいらしたり。……それから、……どきどきするの。打たれてから、胸がいたくて、いっぱいで……」

　二人が顔を合わせる。そして国会答弁のように粛々と、愛あい莉りが手を挙げた。

「三み刀とうぼーえーだいじん」

「そ、それはですね、いいですかそれはですね。……恋かと、思うのでありますが～？」

　審議結果。……面の中、真っ赤になった吹雪がこくり。

　まるで、溶けてる雪のようだった。

「林りん檎ごォ！」

「全員集める！　練習終わったら、集合っ！」





×　×　×






「作戦タ────────イムっ！」

　認めるッ！

　愛あい莉りの号令のもと、桐とう桜おうレギュラー五人娘は部活帰りＪＫの聖地、サイゼリヤに集っていた。

　本日の乙女会議の主役は、吹雪。驚天動地のイベントに、みんなが目を輝かせる。




「では始めましょうか、皆さん。ええ、落ち着きましょう。まずは紅茶でも一杯」

　桐とう桜おう学院主将、柏かし倉くら由ゆ季きは黒髪ストレートの髪を耳にかける。伸びた背筋や話し方からは、隠しきれない気品が滲にじむ。優雅な所作で紅茶を口に運んだ。彼女はまさに、深窓の令嬢。

「あちゅっ！　あちゅいですっ！」

　見た目だけは。

　その隣で、由季と二年間を連れ添った童顔の相棒がブラックコーヒーを口に運ぶ。

「あー、やっぱファミレスのって不ま味ずいな。まあ原価から考えりゃマシか」

　でも、中身はしっかり大人だ。桐とう桜おう学院の頼れるちっちゃなアネゴ。

　速はや水み桜さくら子こは、カップをテーブルに置いて腕を組む。

「あと、林りん檎ごと愛あい莉りの人選ほどマズくもない。なんで男の話なのにアタシらだよ」

「何を言っているのです桜子。男の話といえば、この私。ハンムラビ法典に載っていますよ」

「林りん檎ご～。さくちゃん先輩だけで良かったんじゃね～？」

「大丈夫、愛あい莉り以外は皆似たようなもの。林りん檎ご氏は様式美って大事だと思うオタクなのである」

「……あの。私、これでも、キャプテンなんですけれど」

　由季は涙目になるが、今日に限ってはこれ以上言わない。周りを見ると、どうやらみんな同じ気持ちのようだった。にやにやした顔を四つ並べて、彼女に向ける。

「ふーぶーきー♪」




「う……！　か、かえるぅ……！」

　吹雪が、沸騰する。荷物を持って逃げようとするが、すぐに愛あい莉りと林りん檎ごに阻はばまれた。そしてたたみかけるように三年組に頭を撫なでられて身動きが取れなくなる。詰んだ。みんなずるい。

　特に、桜子だ。そんな風に優しく手を握られたら、もう何もできなくなってしまう。

「水上くんだろ？　分かる分かる、あれはちょっとカッコ良すぎたな？」

「林りん檎ご氏はなんだか強すぎてフリーズしてしまった。すごく吹雪らしい。かわいい」

　林りん檎ごなんて、聖母のような笑みを浮かべてこっちを見てくる。

「……う。……うぅ……。やめて……」

　恥ずかしくて悶もだえていると、隣で由季が高級そうなハンカチで頰を拭っていた。

「遺憾です……。うちのかわいいお姫様が、突然現れた男に傷物にされてしまうなんて……」

「オマエはもう少しダメージ仕様になれよ。……なあ、吹雪。水上くんの、どこが良かっ──」

「は、はじめてだったの！　お兄より強いかも、って思える人！」

　ああ、やっぱりうちのお姫様はこうじゃないと。

　みんなが顔を合わせて笑う。そして吹雪は全身を動かして言い訳していた。

「ま、まだ分からないから！　わたし、ひ、人を好きになったこととか、ないから。これが……その、……こぃか、……どうとか、分からないもん！　か、勘違いしないで！」

　全く、どこまでもほっとけない人をダメにする女。

　由季たちは頭を撫なでながら、吹雪の力になることをすぐに決めた。

「でも、会いたいんでしょう？　……頑張りませんと。まずは、情報収集からですね」

「それはそうだけど、どっから集めんだ？　やっぱり、藍原せんせーか？」

「待って欲しい！　鬼畜氏は敵の可能性が大！　あのふたりの雰囲気、林りん檎ご氏の同人ビッグデータがなんだか怪しいと警鐘をリンゴン鳴らしており……」

「ハッハッハ。心配ご無用～。そこでこの愛あい莉りさんが活躍しちゃうんだな～」

　愛あい莉りは、カバンから校則違反のスマートフォンを取り出す。そして高速両指フリック入力で奴を呼び出した。大体十五分後くらいだろうか。

　すぐに不用心なバカが釣れた。

「愛あい莉りー！　来たぞー！　ひっさびさに清きよ船ふね中のみんな……は……どこ？」

「よっ、二にの宮みや。あんたバカだからほんと好き。ま～座りなよ。……座れって」

　出会って五秒、いきなり拉致。

　怖い笑顔の桐とう桜おう五人娘に囲まれ、千ち紘ひろは椅子に座らされる。身動きができなかった。

「な、何!?　何よ!?　うち、なんかした!?」

「あんたに罪はないけどさ～。……洗いざらい、吐いてもらおうじゃん？」

「お願いしますよ、二にの宮みやさん。悪いようにはしませんよ」

　由季が、メニューを顔の横に持って邪悪に笑う。札束で殴る準備はできていた。

　はっ、と千ち紘ひろが気付く。探る気やな？　うちの高校の弱点とかを！

「う、うちは何も喋しやべらへんもん！　絶対！　何があっても！　桐とう桜おうには屈せへんからな！」

　巨大な影が、千ち紘ひろを包む。彼女の背後には、イタリアンレストランにありがちな、『最後の晩ばん餐さん』の模写が飾られていた。





×　×　×







［千紘］ゆーくん。銀貨三十枚って、今やったら三千円くらいかなあ？　おいしかったー！



「……ちっひはさっきから一体何のことを言ってるんだ？」

　風ふ呂ろ上あがりの悠は、タオルで頭を拭きながら適当に携帯をスクロールする。サイゼには勝てなかったよとか訳の分からないことを始め、好きな食べ物、異性のタイプに好みの服装。それから、ぐっとくる異性の仕草は何？　とか。色々。

「まあ確かに、耳に髪かけんのとか、授業だけ眼鏡かけるとか、そういうのは好きだけど」

　そんなの別に、中身を好きになんなきゃあってもなくても同じじゃね？　と心底思う。

　むしろ刺さったのは、中盤辺りに紛れてきたこの質問だ。


［千紘］結婚するなら、どんな女の人がいい？



「……家庭を顧みる人、ってのは贅ぜい沢たくかな？」

　零時前、一人きりの食卓で苦笑する。人間、ないものねだりがしたくなるものだ。

「別にもう、気にしてないのにな」

　千ち紘ひろとの会話を閉じて、だいぶ前に既読が付いた母への会話を開いた。


［Yu.M］防具のこと、怒ってないよ。部活もしっかり楽しんでるから。

［Yu.M］今日はパスタ二種だから、早く帰っておいでよ。ソースから作ったぞ？

［母］ありがとう。でもごめんなさい。今日は仕事で帰れそうにない。先に寝ていて下さい。



　明後日あさつては練成会。ということは、今日は連休の真っ最中だ。なのに。

「……すーぐ仕事に逃げる。母親失格だぞ？」

　普段言えない軽口も、独り言ならいくらでも言える。でもまあ、仕方ないかなとも思う。

「俺も人間、下手くそだもんな。……そこはやっぱり、親子かな」

　ぎくしゃくした関係も、喧けん嘩かしてなくなってしまうよりかはずっといい。

　殴り合ったら最後、目の前から誰もいなくなってしまう。

　それだけは、嫌だった。

「……ん？　なんだ？　瞳？」

　ぴこん、と通知音。バナー表示された新着メッセージをタッチした。


［藍原瞳］言うの忘れてたけどこの前の動画、乾さんにあげちゃった。事後承諾めんごー♪



「鬼かよ……」

　自分が負けた動画渡すとか。しかも、あんな屈辱的な内容。自分ならデータを破壊する。

「あんなの見て喜ぶ奴、よっぽどの変態だろ……。絶対友達になりたくないな」

　リビングの電気を消し、自室に戻る。本日は、閉店。
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「ああ、無限に見られるなぁ……。眼福すぎる。もっかい見よ」

　乾快晴は、いつかの妹と同じ不気味な顔で、練習終わりに動画を見ていた。明日の練成会に備え、防具袋と竹刀袋でいっぱいの秋しゆう水すい部室はとても狭い。なのに快晴がそんなだから、他の部員がドン引いて、橋はし倉くらのスペースまで寄ってくる。

「おい、狭せめーだろ影かげ下した！　瀧たき本もと！　男が汗臭い身体で寄ってきてんじゃねー！　殺すぞ！」




「だだだって乾センパイがなんか壊れてて怖いんすもん！　おらこんなセンパイ嫌だー!!」

　橋倉の隣で震えているのは一年の影下彰あきらだ。常にクラスの中心にいそうな、瞳の茶色いその少年は、実は溢あふれんばかりの才覚を期待されている特待生だ。中学三年時からレギュラー内定と呼ばれていて割と怖いものナシだった彼にも、コレは別格だ。




「お、俺も流石さすがにこれはアウトじゃ……。気持ちが悪ぅなる」

　そして、一年時からレギュラーを守り続けてきた主将の瀧たき本もと龍りゆう伍ごもそれは同じのようだ。筋骨隆々の百九十超えの体たい軀くとスキンヘッドは秋水のトレードマークで、よく『技の橋倉、力の瀧たき本もと』と並び称されていたものだ。不気味に携帯を見て笑う、『笑わない男』が入部するまでは。

　橋倉がまた仕事を増やされ、ため息をつく。

　単身、快晴にクレームを付けに行った。

「おい快晴、さっきから何見てんだよ。逸品か？　裏ルートにしか出回ってないヤツか？」

「はい。妹モノです。乱暴されちゃう感じの」

「そ、それは流石さすがに……業が深すぎねーか？」

　けどまあ、こんだけ強くて容姿まで整ってやがるんだから、せめて性癖の一つや二つ、手が付けられないくらい捻ねじれてないとバランスが取れない。

　橋倉は怖いもの見たさで、後ろに回り込んで動画を覗のぞき込こんだ。その様子を、影下と瀧たき本もとはそおっと見守ることにする。

　初めは、露骨にがっかり。

「んだよ、剣道かよ。おめーやっぱ変態すぎだろ……」

　次は、ぱっと明るく。ちょっとの希望。

「お、吹雪ちゃんじゃん。なんだよ、妹モノってそういうことか」

　その次。眉をひそめて、画面に顔を近づける。

「……ん？　こいつ、誰……」

　そして最後。まるで呪いのビデオでも見たように、顔を驚きとわななきに染めた。

「……あ、あ、あ……。ああ─────っ!?　こ、こいつ……、御剣じゃねーか！」

　その名を聞いて、瀧たき本もとの巨体が跳ね上がる。電流が流れたようだった。

「何っ!?　噓うそ言うなや！」

「噓うそじゃないですよ。……ああ、良かった。やっぱり先輩たちも、彼を知ってるんですね」

「馬鹿野郎！　俺っちがこいつのこと忘れるわけねーだろ！　は、なんで、はぁっ!?」

　快晴が、なぜか誇らしげ。

　そして橋倉は異常に騒ぎすぎだろと、影下は不思議で仕方ない。

「皆さん、何騒いでんすか？　その『ミツルギ』とかいう人、強いんです？」

「つっ、強えなんてもんじゃねえよ！　鬼神だこいつは！　中一の夏で全中優勝しちまうような化けモンだぞ！　おめーなんで知らねえんだよ！」

「なんでって言われても……。オレにとって、全中覇者は常に乾センパイですよ？」

　瀧たき本もとが、続いて快晴の動画を覗のぞき込こむ。偉人の生前映像を見るかのように、唸うなった。

「ほんまに御剣じゃ。生きとったんか……。影下は、知らんのも当然じゃの。アイツは、蒼そう天てん旗きしか出んかったからな。中一の夏に三位、冬に準優勝。中二の夏は棄権で冬は優勝。けど三年からは、どこにも出とらん。辞めたとも、事故や病気で死んだとも言われとった」

「……いや。いやいやいや。そんな強いのに、なんで大会出てこないんですか？」

「僕にも分からない。……けど、今となってはどうでもいいんだ」

　快晴は携帯をしまい、今度は練成会のプリントを手に取った。参加校の欄を見て唇が緩む。

「会える。……ずっと、待ってたんだ」

　剣道の予定なのに、明日が楽しみで仕方なかった。
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　五月、連休の早朝。

　悠ゆうは防具セットを持って、バス停に立っていた。あくびをしたタイミングでバスが来たので乗り込むと、迷惑千万な大きな防具を前に置いて座っている乗客がいた。祝日早朝のバスは人が少ないから、背筋を伸ばした綺き麗れいな姿勢がよけいにオーラを際きわ立だたせる。

「あ、部長。おはようございます。偶然ですね」

「ああ、おはよう。お前もこの線だったのか。……座れよ」

「では失礼して」

　後輩は立ちますとかそういう遠慮はなく、悠は江坂の隣に座った。防具が邪魔で狭かった。

「練習試合はいつぶりなんだ？」

「んー、どうだろ。練成会みたいな試合ラッシュは、多分中二ぶりくらいですかね」

　剣道部は、大型連休や長期休みになると、練成会という名で練習試合を行うことが多い。

　大きな体育館などにたくさんの学校を集め、三校から四校で成るリーグ戦を、組み合わせを変えながらひたすら繰り返していく行事だ。試合数は多ければ二十に達することもあり、最後には全校入り交じって好きな相手と戦う地稽古もある。まさしく試合漬けの一日となるのだ。

「いい行事だ。色んな相手ともできる。公ではないから色んな技も試して遊べる。何より、一番の戦いに向けて最高の調整になるからな」

「一番の戦い、とは？」

「インハイ予選。もう来月か。負ければ、三年は基本的に引退だ」

　個人戦は六月の上旬、団体戦は中旬に行われる。八月開催の全国大会に行けるのは個人だと上位二名で、団体は優勝校のみだ。ほとんどの剣道部は、この公式戦をひとつの区切りとして代替わりする。七月、八月にも独自開催の剣道大会はあるが、任意参加のため強豪校以外はあまり関係がない。

「早すぎ。人を熱烈に誘っといてすぐ消えるなんて、部長もなかなか悪人ですね」

「心配しなくても、今年は夏まで残ってやるさ。……届け出は認められたのか？」

「はい。先生のパワーなんですかね。言ったら、すぐにＯＫ返ってきましたよ」

　転校生は、申請が認められない限りしばらくは試合に出られない。悠のような家庭事情は『やむを得ない事情』の一つとして明記されているので、申請が通ったのだ。

「良かった。それだけが懸け念ねんだった。……今年こそは、秋しゆう水すいに勝つ。絶対に」

「乾いぬいさんの、お兄ちゃん、でしたっけ。やっぱ勝ちたいんですか？」

「それは無論な。というか、お前が乾を知らないのが意外だった」

　そんなことを言われても、知らないものは知らない。

　悠はいつも通りへにゃへにゃ笑い、ごまかした。

「あんまり人間には、興味ないんで。でも、みんな強いって言いますよね」

「そうだな。異次元の強さだ。……昔はあそこまでではなかったんだがな。強いと言っても時々負けるし、一本取られることも多かったし、全国決勝はいつも薄氷一枚の勝負だった。常識的な強さだったよ。だが、才能が開花したのかな。中三になってから、劇的に手が付けられなくなった。特に引き面だ。本当に見えない」

「……ほえー」

「やりたくなったか？　今日は秋水も来るから、運が良ければやれるぞ。運が悪かったら、インハイ個人の枠を実力で勝ち取ればいい。乾は必ず出てくるから、嫌でも戦うことになる」

　インハイ予選には、全員が出られる訳ではない。個人戦の枠は、一校につき二人だ。先生の独断で決める学校も多いが、藤ふじの宮みや高校はとある伝統的な方法で選手を決めていた。

　悠もその方法について聞いた。が、別段思うところは何もなかった。

「どっちでもいいです。やってもやんなくても。……そんなことよりも、今日頑張ることのほうが大事だ」

　あの日からずっと、円香まどかの言葉が頭から離れなかった。




『水上くん、部活、楽しくないでしょ？』




「……今日でみんなと、仲良くなります。折角入ったんだから、部活は楽しみますよ」

　大丈夫、上う手まくやる。自分ならやれる。……いや、違う。そうじゃない。

　上う手まくやらなければならないんだ。

「じゃなきゃ一体、何のためにこっちに来たんだ」







「……すまないな」

「ん、え？　ど、どうしました？　俺、なんか謝られるようなことしました？」

「自分を恥じているだけだ。……俺は、部長失格だな」

　江坂は自嘲し、悠から目を逸そらす。その先に救いを求めるように言った。

「あのときの賭け。願いは、何がいいんだ？」

「……ああ。ありましたね、そんなこと」

　窓の外を向いている悠は、どんな顔をしているのか分からない。

「適当に考えときます。そのうち言いますよ、そのうちー」

　分かる。おそらくこの先、この男にねだられることは一切ないと。

　自じ業ごう自じ得とくだ。なのに甘えてくれないことが、江坂には寂しくて仕方なかった。
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　午前九時。練成会会場の体育館の扉が開くと、殺気立った大量の剣道部員たちが一斉に中へとなだれ込んだ。

「走らないで！　走らないでくださーい！」

　その言葉に早歩きだという詭き弁べんで対応する。早く荷物置き場を確保しなければ、着替えたり昼食を摂とったりする場所がなくて悲惨なことになるから仕方がないのだ。藤宮部員も、競歩選手顔負けの早歩きで二階観客席を駆け抜けていた。先陣を切って、纏まといが吠ほえる。

「おら急ぎなさい男ども！　八や代しろ、一年でしょ働け！」

「立たち花ばな先輩は人使いが荒え！　ちっ、入り口の反対側狙います。竹刀ください」

　先行しようとする八代に、あんまり急ぎたくない黒くろ瀬せが釘くぎをさした。

「八代、行儀悪ぃから竹刀で席取りはなしだぞ。防具かついでけ防具」

「藤ふじ野の防具、フォーユー。八代、がんば」

「うわっ、重てえ！　くそ、オレの中学じゃ竹刀オッケーだったのに！」

「口より足を動かせ、部長命令だ。城きの崎さきなどもうあんなところまで辿たどり着ついているぞ」

　江坂が歩きながら、遥はるか先を先行している城きの崎さきを指差す。円香まどかがおおっとどよめいた。

「最近、城きの崎さきくん元気だよねー？　ちょっとテンション高めな感じがするよ？」

「うちも！　うちも最近元気！　なんか最近モチベ高いんよー。今日は負けへん！」

「千ち紘ひろ先輩はいつでも元気だと思いますけど……」

　史し織おりは右の人差し指と親指で眼鏡をつまんで、くいっと上げて考える。

　最近、二人に限った話じゃなく、二年生の先輩はみんな士気が高い気がする。

　昨日の練習後、葉は月づきさんから居残りで引き小手の元立ち（受ける側）を頼まれた。ひたすら無表情で首を傾かしげて、『どうしたら、ああなる』とずっと試されたのが印象的だった。

　それだけじゃない。昨日はあの黒瀬さんまで残っていたんだからびっくりする。意外すぎて眼鏡が割れるかと思った。本人曰いわく、『どっかの馬鹿に竹刀をやっちまってよ』とのことで、終始椅子に座ってバラけた竹から新しい竹刀を生成していた。

『今のどうやって読みやがった？　……あぁ、右に一個噓うそ入れてんのか。それか』

　しかし史織は見ていた。膝の上で、一年に撮らせていた練習動画を再生していたのを。

「……みんな、先輩を見ちゃうのかな」

　どんな感覚なんだろう。同い年にあの人がいる感覚って。

　一個下の自分にはあまり良く分からない。むしろ、最近は不満しか感じていなかった。

「八代にばっか任せて。……もうちょっとくらい、構ってくれてもいいのに」

　引く手あまたなのは分かるし、そのほうが効率がいいのも分かる。……だけど。

「なんで、自分では触ろうとしないの。……いっつも先帰っちゃうし。ばか」

　お触り厳禁と確かにあの日に言ったけど。あんなの建前に決まってる。どうしてそれが分からないの？

　不満をぶつけたくて、犯人を探す。

　煙けむに巻まかれたように、またしても悠の姿は消えていた。





×　×　×






「人混み嫌いって時点で、もう致命的に都会向いてないよな俺……」

　わざとゆっくりトイレをすませて、悠は人がはけはじめた体育館をどんより歩く。開会式までの間、会場はウォーミングアップのために開放される。けれど練習場所は取った者勝ちだから、より広く、より良い場所を取って練習するためにどの学校も急ぐのだ。

　そんな状況だから、ろくに体操しないまま面をつけたり、面をつけてる最中に他校に場所を取られたり、それから取り合いが激しくて練習中周りの人間とぶつかったり。

「ああ。……試合、やっぱ嫌いだなあ」

　試合前の練習も、そして何よりたくさんある試合も。そういう風にしか思えない。

　曇天が心を包むようだが、それではいけないと振り払うように首を振る。

　悠は下を見ながら、着替えるために観客席への階段を上った。面と籠手を持った紺道着の二人とすれ違う。垂れネームが示す学校名は、秋水大付属。噂うわさのお兄ちゃんの学校だ。

　悠は、思わず振り返った。

「橋はし倉くらセンパイ。乾センパイはどこ行ってるんですか？」

「上でまだ体操やってんじゃねーの。……そっか、影かげ下したはまだ快かい晴せいのこと知らねーか。あいつ、昔っから試合だと不機嫌になんだよ。こういう人が多いのとか特にな」

「えっ、何でですか？　楽しいじゃないすか、試合。練習なんかの何倍も！」

「……さあな。人が嫌いなんじゃねーの？　分からなくはねーけどな」

　すれ違った悠に気付かず、二人は一階会場の扉の中に消えていった。

「他人から聞くと、すげー嫌な奴だな。……俺みたいだ」

　自嘲する。悠は止めていた足を動かして、ゆっくりと階段を上った。窓から差し込む陽が眩まぶしくて、踊り場で一度立ち止まる。その光と階段の果てに、誰かが立っていた。




「やっと、見つけた」

　眩まぶしくて、その正体が分からない。分かるのは声だけだ。少年のようなあどけなさが僅かに残った、低くて甘い色気のある声。おそらく、記憶のどこにもない声だった。

「もう、会えないと思ってたよ」

[image: ]

　竹刀袋を持ったまま、悠は日差しを隠してみる。紺の道着と、綿めん袴ばかまの上に胴垂れが見えた。その瑞みず々みずしい烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪には、既視感がある。最近似た子を見たからだろう。長い睫まつ毛げに二重の瞼まぶた、理性でグロスを塗ったような上品な唇。そして垂れネームに刻まれる、最強の名前。彼のどこか妹に似た顔は、笑おうとして、けれど唇を嚙かんでいて、なぜか感情の失敗作のように歪ゆがんでいる。悠にはそれが、泣き出しそうなのを堪えているように見えた。

「快晴くん、だよな？」







　快晴は息を吞のむ。信じられなかった。

　消えたはずの憧れが彼方かなたに立っているだけでも奇跡なのに、あろうことか、自分の名前を。

　勢い余って、快晴は踊り場まで二段飛ばしで下りる。

「ぼ、僕のこと……覚えてるの？」

「ん？　話は聞いてるよ。乾さんのお兄ちゃんだろ。強いって聞いてるよ」

　悠はまた無害な笑顔を向ける。それを受けて、快晴は数年ぶりに裏をかかれた気分になる。

　大きく目を見開いてから、息が抜けるように苦笑した。

「……そうだよね。まあ、それが当然か」

「お、自信家だな。やっぱ強い人はそうじゃないとな」

「え、ああ、違う！　それに対して言ったんじゃなくて！」

　わたわたと手を動かして、誤解と事情を話そうと考えた。けれど、悠が持つ防具と竹刀を見た途端、その考えは霧消する。

「……参ったな。こんなに言葉が下手だったっけ」

　でも別に、それでいい。むしろ、それがいいのかもしれない。快晴は竹刀袋を肩にかけ、悠より下の位置になるよう階段を下り、止まった。階段を下りきって、快晴は高みにいる悠を再び見上げる。

　少し、印象が変わった。優しい笑みで問われてしまう。

「俺のこと、知ってるのか？」

「……うん。似た人を知ってる気がする。ひょっとしたら、思い出すかもね」

　だから、と快晴は口の端を吊つり上あげる。生意気に、竹刀袋を悠に突きつけた。

「後で、たくさん話そうよ。……ずっと。ずっと、待ってた気がするから」

　それだけを言い残して、快晴は足取り軽やかに去っていく。




　悠はなぜか、その姿から目を離すことができなかった。

「どこの大会で会ったんだ？　挑戦的な、お兄ちゃん」

　快晴？　……地元でも全国でも蒼そう天てん旗きでも、そんな綺き麗れいでいい名前は聞いたことないぞ。

　悠は今日、初めて本心から笑みを漏らす。階段を上りきり、二階で呟つぶやいた。

「乾」

「は、はいっ！」

　消えたはずの人間から返事が返ってきて、悠は面めん喰くらう。よく見ると声も姿もかわいくなりすぎだし、道着も紺から真っ白になっている。垂れネームの学校名は、桐とう桜おう学院だ。

「あっ！　久しぶり！　覚えてるよ……吹雪ふぶき！」

　竹刀袋を持った手をぱんと叩たたいて、悠は右手で鉄砲を作って吹雪を指差した。

　どうだ俊しゆん介すけ、見たか！　俺だって頑張れば、かわいい子の名前の一つや二つ！

　そういう喜びから無意識に出た行動だったのだが、吹雪はそれに合わせ、薄い胸を押さえて悶もだえていた。

「あ、う……！　し、下のなまえ、いきなり……」

　苦しんでる感じもなかなか迫真だ。顔も赤いし。割とノリが良くて悠には意外だった。

「あ、悪い。つい引っ張られちゃった。失礼だったよな。今後は乾さんって」

「よ、呼ばなくていい！　吹雪がいいっ」

　両手で拳を作って、圧力強めに言い切られる。一歩引いて「お、おう」と答えた。

　多分、自分の名前を気に入ってるのだろう。気持ちは分かる。

「綺き麗れいだもんなー、吹雪って」

「き、きれい…………………」

　自分なんて、『遠い』だ。あんまり好きじゃない。

　まるで、名が体を表しているようだからだ。




　そんな悠の思いを全く知らず、容姿の賛辞と捉えた吹雪は瀕ひん死しの有頂天だった。

　お母さん、遺伝子ありがとう愛してる。でも産んだ順番だけは絶対に許さない。

「なあ吹雪。俺に、なんか用事？　ないなら、そろそろ」

「え。あ、ま、待って！　あの、その……。きょ、今日は、いい天気だね！」

　我ながら、ひどすぎる。愛あい莉りが傍そばにいたら秒ではたかれそうだ。

「ん、ああ。まさに快晴って感じだな。さっきさ、お兄ちゃんに会ったよ」

　しかも、間まで悪い。

　浮かれていた吹雪の体温が一気に下がった。極め付きに言われたのは、気になる異性に一番かけられたくないあの言葉。

「よく見ると似てるよな、二人。さすが兄妹きようだい」

「似てないっ！　あんなの、お兄じゃない！」

　食い気味に、そう返してしまう。

　我に返って悠を見ると、どこか遠さを感じる顔で苦笑していた。本当に小さく、彼が何かを呟つぶやく。気のせいではないとしたら、良すぎる自分の耳が捉えた言葉はひとつだ。

　うらやましい。

「ごめん、吹雪。俺、もう行くな。そろそろみんなに怒られちゃうから」

「……あ。……うん、分かった……。…………はっ、あの、あのね！　みなかみ、くん！」

　下の名で呼べない自分はヘタレ。ほんとばか。でもせめて、これだけは決めきる！

「きょ、今日、お昼一緒に食べてほしい！　あの、みんな昔の友だちに会ってて。だから」

「ああうん、いいよ！　じゃあまたな！」

　悠が走って去っていく。きっと急いでいたからなのだろう。

「っ…………、やっ……たっ……！」

　でも、勝ちは勝ち。吹雪はその場にしゃがみこんで、ガッツポーズをした。

　下から聞こえてくる切り返しの竹刀の音が、鼓動と一緒にどんどん大きくなっていく。

　武人練成会が、今、幕を上げた。
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『それでは、第一試合、始め！』

「お願いしまぁすッ！」

　広い広い体育館が、戦いを告げるブザーの音と声で満ちる。遅れて拍手の弾はじける音が追いかけた。今日は三校のリーグ戦をひたすら繰り返す。試合以外の余った一校は審判だ。

「始めっ！」

「らあああァァッ！」「しゃあぁあありゃっ！」

　体育館にいくつも作られた白い正方形のコートのうち、藤宮高校は一番端のＡコート。しかも第一試合からだ。先せん鋒ぽうに任命された八代が、切り込み隊長として戦いを始める。

　副将の悠の出番は少し後だ。面を置き、竹刀を左に置いてからあぐらをかいた。右隣に座る大将の左袖を、ひょいひょいとつまんでみる。

「江坂部長。組み合わせ表持ってます？」

「ああ、あるぞ。タスキ入れの中だ」

「悠ー。取るついでにさ、オレにタスキ着けてくんねえ？」

「ほい、了解俊しゆん介すけ。クロはタスキついてるか？」

「ああ、さっき八代にな。やっぱ後輩ってパシるために存在すんだよなぁ」

　悠は近くのタスキ入れから、すぐに組み合わせ表を取り出す。目当てを探した。

「当た……るか。最終リーグ、Ｅコートの第一試合で？　……お兄ちゃんは固定か。遠いな」

　秋水大付属はコートを移動しない。強い学校は優遇なのだ。片や藤宮高校はリーグごとに遊牧民の如ごとくコート移動を重ねなければならない。これが結構じゃまくさい。しかも、いずれのリーグも最後まで秋水のコートからは遠かった。

「お楽しみは最後に食べたい派だけど。……匂いもかげないのか」

　悠の声が、低くなる。

　城きの崎さきの背に手早くタスキを着けて、再びあぐらだ。試合時の座り方には色々あるが、基本的に先せん鋒ぽう戦せんと大将戦では正座で座るべきだ。

　それを、しない。悠は見えない秋水大付属に向かって、目を細めた。

　分かっている。どうせ件くだんのお兄ちゃんも、いつもの落ちであっけなく終わるのだろう。

　けれど少しの間くらいは。噓うそでも、夢を見せてくれても良くないか？

「……何を楽しみに、今日過ごせばいいんだろな」

　ああ、良くない。良くない。……良くない。

「おい悠、お前自分にタスキ着いてねーぞ？　オレが着けてやるよ」

「……俊しゆん介すけ」

　助かった、と背中を向けて息を吐く。知り合いと話せば、少しは気も紛れるだろう。

「悠、今日も頼むぜ！　ばったばったと斬り倒してってくれよな！　お前のいるポジションが、今日の二本勝ち確定ゾーンだ！」

　胴どう紐ひもにタスキを結んでいく城きの崎さきの言葉に、反応しない。

　胃が黒くなっていくのが分かった。

「今日さー、ガラにもなく楽しみだったんだよな。やっぱ試合、勝ちてえじゃん？

　勝てたら、面白いよな。……オレ、自分は大したことねえけどさ。お前となら」

「俊しゆん介すけ」

　背中を向いたまま、遮る。

「俊しゆん介すけってさ。もしかして俺のこと、強くて優しいヒーローか何かだと思ってない？」

「……え。ヒーロー？　まあ、部の救世主かなーとは」

「それ、違うからな。前も言ったけど、他人がそんなに都合いい訳ないだろ」

　再三言っているのに、そんな当然のことがどうして分からない。

「俺、性格悪いただのクソガキだぞ。どうも勘違いしてるみたいだな、俊しゆん介すけは」

「な、何言ってんだ？　お前が悪い奴だったら、オレなんかどうなんだよ」

　慌てて笑いかけてくるが、その目を見ることができなかった。

「ちゃんと見切りつけといたほうがいいぞ、俊しゆん介すけ。……記録でもしといたらどうだ？　じっくり見とかないと、俺の酷さは分かんないからな。……俺は、お前みたいに良いい奴じゃない」

　座礼して、面を着ける。もう誰にも顔を見られたくなかった。

「……前から行くか。今日は」

　ああ、良くない。良くない。良くない。……でももう、仕方ない。

　立ち方、着方、抜き方、それから歩き方。立ち合うまでもなく、それらで分かる。

「勝てたら、面白い、か？」

　こんな紙屑、どれだけ斬っても笑えやしない。

　立ち上がり、天井を見つめた。窮屈で、退屈な天井。

　どうして俺は今、剣を握っているんだろう。

『色んなものが見えてくるようになるの』

「……ごめん、幸ゆき村むら先輩。……自分しか、見えないよ」

　自分が弱くて、恥ずかしかった。
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「メぇんっ！」

　鈍器が破裂したような音。頭上に掲げた竹刀と同時に、文句なしに三つ旗が上がった。

　快晴が走って開始線に戻る。……遅い。遅い。遅い。早く戻ってくれ。

「勝負有り。……礼！」

「ありがとうございました！」

　当然のように二本で勝ち、快晴は整列を終えてすぐに面を取る。時計を見た。

「あっ、見られるかも！　すいません行ってきます！」

「お、おう乾、次は昼休憩じゃ。なにをそんなに急いで──」




　既にコートから消えていた。瀧たき本もとの手が空を切る。

「早いですねー。午前、全部二本勝ちだし。このまま午後も完封するんじゃ……!?」

「アホ。んなの快晴なら当たり前なんだよ。……早えってかな。いくらなんでも『早すぎ』だろ、今日のあいつは。……あーあー、つくづく容赦ねーな」

　影下の隣で乾いた笑いを浮かべながら、橋倉はスコアブックに記録をつけた。丸がついたメの字の右下に今の引き面でもう一個、快晴の欄にメを付け、最後に大きな丸で二つを囲む。ついでにストップウォッチを止めた。

　五十七秒だった。

「途中からまさかと思って計ってたんだけどな。どうも偶然じゃねーみたいだぞ。

　あいつ今日、全部一分以内に勝ってやがる」

　秋水大付属全員が、瞬時に凍りつく。

　意図的かどうかは、不在の魔王以外に誰も知る者はいないのだ。

「今のも、二回しか竹刀振ってねーしな。……毎回毎回、男の夢みてーなことしやがって」

　スコアブックの文字が全部二つ埋まるだけで異次元。なのに、それ以上がある。

　シンプルに一言贈って、橋倉は笑った。

「化物め」
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「ここまで来ると、いっそ清すが々すがしいわね」

　昼休憩の二階席。笑顔の纏まといは道着姿で足を組み、その上でスコアブックをめくる。

「で、霞かすみがちだけど、八代も中々やるじゃない。やっぱ中学の頃、全国手前まで行っただけはあるのね」

「……別に凄すごくねえすよ。こんなモン。……あいつに比べりゃな」

　纏まといの隣で、八代は憎々しげに舌を鳴らす。

「畜生。……鬼だ、あいつ」

　二階観客席で、悠は藤宮部員たちの塊から離れた所に立っている。だからこそ、聞こえない今、口にした。認めたくないのだ。全部二本勝ちなんて。

「あら、八代にしては大人しいじゃない。キレるとしたらあんただと思ってたのに」

「あ？　キレる？　なんで？　……そのスコアブック、なんかおかしいんスか？」

　含み笑いをしている纏まといの手から、八代は乱暴にスコアブックを奪い取る。

　何事かと、さっきまで黒瀬と話していた城きの崎さきが、二人のもとへやって来た。

「纏まといサン、どしたんですか？　また八代がなんかやったの？」

「さあね。これからやるんじゃない？　……スコアの字、全部あんたでしょ？」

「あ、はい！　そうっすよ！　中々綺き麗れいっしょ？　今日、付けてて気持ちよかったなあ」

　城きの崎さきもまた、遠くの悠を見る。

　第一試合前に意味深なことを言われてから、あまり上う手まく話せていなかった。あのとき、何か気に障ることを言ってしまったんだろうか。あれ以降、言葉を交わせたのは試合でタッチするときだけだ。悠が、自分の後ろの番にいるときに。

『やるな。続いて勝ってくるわ』

『惜しい。代わりに勝ち切っとくな』

『ドンマイ。じゃあ取り返しとくよ』

　笑顔で宣言された予告は、全部現実になった。

　分かりすぎていたことだが、やはり悠が後ろにいるとチームが負ける気がしない。

「そう。……あんた、自分で書いてたのに、気付かなかったのね」

「えっ？」

　瞬間、弾はじかれたように八代が立ち上がり、駆けて行く。叩きつけるように置かれたスコアブックが勢いでめくれた。纏まといはそれを手に取り、城きの崎さきに手渡す。

「決めるのなら、早めにすることね。あんたたち、もう二年でしょ？　時間、思ったよりないわよ。マジで。……はーあ。羨ましいわ、このバカどもめ」

　頑張んなさい男の子、と背を叩たたかれる。纏まといが席を立った。

「ま、待ってください纏まといサン。……決めるって、何を？」

「そりゃ決まってるじゃない」

　賭けにでも挑むように、纏まといはにやりと笑いかけた。

「このままがいいのか、このままでいいのか、よ」





×　×　×






「おい！」

　無表情で立ち尽くしている化物に向かって、八代は恐れることなく声をぶつける。

　スリープモードから立ち上がる機械のように、悠が表情を展開してきた。

「どうした、やしろん？　何か」

「わざとか？」

　食い気味に問う。真まっ直すぐに、恐れることなく悠の目を見て。

「狙ってやってんのか、って聞いてんだよ！」

「……ああ。そうだ」

　八代の臓ぞう腑ふが熱くなる。強く嚙かんだ歯が、今にも欠けてしまいそうだ。この感情はなんだ。怒りか？　屈辱か？　それともどれとも違うのか？

　馬鹿だから頭で考え切るよりも先に、言葉が出てしまった。

「あんたのそういう態度、大っ嫌いだ！」

　年上だとか関係ない。生意気言うなと、殴り合いになってもいいとさえ思った。

　なのに。

「うん。……俺もだ」

　なんで笑いやがるんだ、こいつは。本当に心底気に入らない。

「ちょっと八代、何やってるの。先輩も！」

　驚いた史織がこちらに駆けて来る。試合で面を着けるので、今はコンタクトだった。

「うるせえ。……なんでもねえよ。ほっといてくれ」

「何でも良くない。ずっと思ってたけど、八代ってどうしてそんなに生意気できるの？　私と同じ一年でしょ？　いっつも水上先輩にタメ口だし！　いくら先輩が怒らないからって、そういうの本当に──」

「いい、深瀬。俺が悪いから。やしろんのこと、悪く言うな」

　改めて、こいつはおかしい。どうして自分の味方をする？

「……ちっ」

　気勢を削そがれた。髪を乱暴に搔かいて、八代は悠たちから逃げ出した。







「先輩ってどうしてこう、いっつもいっつも私の……！　ああ、もうっ！　ああいうのは怒りましょうよ！　怒っていいの！　締めるとこ締めるの！　剣道部なんでしょ、先輩は！」

　背中から斬られて、今度は史織がキレる。不満ばかりだ。せっかく性格悪いの隠してカワイイ後輩やろうとしてるのに、この人ときたら本当になんなの！

「剣道部、なのかなぁ。……歳としなんか誰でも取れるし。こんな外と様ざまの二年、形だけ敬うのも馬鹿馬鹿しいだろ。深瀬も敬語使わなくていいんだぞ。おい悠、とか適当に」

「そ、そんなこと、私からは絶対しません！」

　そっちから、史織と呼んでくれたら。……そのときは、もう、しょうがないけど。

　うっすら頰を染めて、史織はまた建前で誘ってちらりと悠を見る。

　線引きでもするみたいに、寂しそうに笑っていた。

「そうだった。最初に会ったとき言ってたもんな。親しい人間以外無理って。……納得だ」

「ちがっ……、だから！　どうしていつもいつも先輩は！　額面通りに──」




「お邪魔する」




　じゃれる二人の間に割って入るように、吹雪が颯さつ爽そうと登場した。冷たい視線を絡からめた風が悠の背中をひやりと舐なめた後、今度は燃えさかる熱風として史織の正面に襲いかかる。全国にその名を轟とどろかせる『剣姫』の堂々たる殺気だ。

「……あの。乾さん、でしたっけ？」

　史織はそれを、真っ正面から浴びてしまう。が。

「言葉通り、邪魔なんですけど。今、私が先輩と話してるじゃないですか？　先約優先ですよ」

　涼しい、とばかりに笑っていた。その笑顔には有無を言わさぬ圧力がある。しかし。

「うん。だから、わたしの勝ち。……行こ、水上くん。おまたせしちゃった」

　ふふんと勝ち誇って、吹雪は手に提げたかわいいお弁当バッグをこれ見よがしに揺らした。史織の瞳が、動揺に揺れる。

「な、なんですかそれは？」

「ああ、言ってなかったっけ。朝、偶然吹雪と会ってさ。一緒に昼食べることになったんだ」

　史織が数秒で一本取られ、屈辱に顔を歪ゆがませた。分かる。偶然、それ絶対噓うそ。桐とう桜おう学院の席全然遠いし。この勝ち誇った目線。なんなの。しかも、吹雪。……吹雪呼びだとぉ！

「誰の許可を得てそんなっ……！」

「いや、他ならぬ吹雪だけど……」

　悠が首を傾かしげている。またズレた答えに辿たどり着ついていた。

「あー悪い。ひょっとして昼食べる相手、アテにされてたか？　そんな訳ないと思って完全に頭から抜けてたな。……んー、よし」

　一緒に食べるか？

　来たら死なせる。

　二つの雄弁な視線を向けられる。史織は唇を嚙かみ、すぐに選んだ。

「どうぞ、二人で行ってきてください。私、一人で大丈夫ですから」

　施しなんて死んでも受けない。

　それから、タダで引き下がることも絶対しない。プライドを捨てて攻撃に出ることにした。

「せーんぱい。今日、一緒に帰りましょうよ。防具、置きに帰るでしょ？　ついでに送ってくれたら、後輩はとても嬉うれしいんですけど」

　史織が小悪魔めいて、悠に甘える。

「はは。何だよ、珍しいな。……いいよ。初試合だもんな、今日。ついでにお疲れ様の飯くらいは奢おごってやるよ。どうせいっぱい負けるんだろうし」

　よし。取り返した。

　むくれて唇を嚙かんでいる吹雪の顔を見て、史織はご満悦だった。

「どうぞ、早くお昼へ。私は先輩と学校一緒だし、今後いつでも食べられるので？」

　煽あおりだけは一級品の史織。そして吹雪は、煽あおられ耐性皆無だ。歯ぎしりする。

　攻められてる。まずい。このままでは駄目。というより単純に、この女むかつく。

「わたしからも、奢おごってあげるよ。記念に。……一生、忘れられないの」

　だから吹雪は、自分の土俵へ上がってこいと挑発することにした。

「へえ。……頂きますよ。どこに行けば置いてありますか？」

「大将。ちゃんと、取りに来てね」

　ばちりと、二人の間に静電気のような何かが弾はじけた。







　傍そばで見ていた悠が戸惑う。とりあえず吹雪との約束を優先し、一緒に吹雪と歩いていく。

　しかし先行して進む彼女が不機嫌そうで、どんな話を振ればいいのか分からなかった。

「な、なあ吹雪。どうしたんだ？　さっきから──」

「わたし、たくさん勝った」

　振り返った彼女は、大福のように膨れている。

「こ、これからもたくさん勝つ。……だから、わたしだって、ご褒ほう美び欲しい」

　頰を紅あかくして、幼いおねだり。とても微笑ほほえましい。だから悠は、それを見て笑った。

「勝った、から？　勝つから？　……なんで？」

　乾いて。まるで、暗い井戸の底を覗のぞき込こむよう。石を落とす気持ちで、尋ねた。

「吹雪はさ。勝ったとき、嬉うれしいのか？」

「……え？　……う、うん。それは、そう。納得できないことも、たまにあるけど」

「剣道、好きなんだな」

　その言葉に、腕を組んで吹雪は悩んでいた。その時点で、もう、違う。

「……今さら、辞めようとか捨てようとかは、ない。それを、好きって言うのなら」

「そっ、か。……吹雪は、そっち側の子なんだな」

　最後に呟つぶやいたその言葉が、彼女に届いたかどうかは分からない。けれどもう、どうでもよかった。闇に落とした試金石は、砕けた音すら聞こえない。悠にはそれが全てだった。

「……ごめん、吹雪。……今度、必ず埋め合わせする。だから、昼飯一人で食べていいかな」

　言葉にした瞬間、ただでさえ白い吹雪の肌が更に蒼あお白じろくなっていく。

「ぇ……。……な、なんで？　わたし、何か、水上くんの……」

　美しい瞳からは、今にも透明な雫しずくが溢あふれそう。見ていて可か哀わい想そうになってくる。

「違う。……ちょっと、気持ち悪いんだ。……お願いだ。ひとりに、してくれ」

　けれど、だからこそ、まだ可か哀わい想そうだと思えるうちに。

「頼む、吹雪。……人に、当たりたくない」

「…………………………わかっ、た」

「ごめん」

　水中から地上へ酸素を求めるように、悠は走り出す。逃げて、逃げて、外に出た。もう、剣を見たくない。刀に映る己の姿が、お前はもはや人ではないと、どうしようもなく突きつけてくるからだ。両手で頭を搔かきむしり、まだ残った人性を振り絞るように言葉にする。

「早く、部活、辞めなきゃ……」

　抑えられない。早くしないとまた手遅れになる。こんなに上う手まくやりたいと思っているのに、もうどうにもできない。吹雪と自分が違うことを、寂しいとすら思えなかった。

「……おかしいだろ。……なんで女の子に、『つまんねえ早く消えろ』なんだ？」

　壊れてる。こんなに悩んでさえ、やがて時が来て竹刀を握れば、また自分は──。

「誰か、助けてくれ……」

　知っている。他人が自分を助けてくれるなんて、決してないこと。それでももがくように、悠は天に向かって手を伸ばす。

　晴れた空には、星になってしまった誰かは見えなかった。
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「……あーあ。なあ、ほんま腹立てへん？　はーちゃん」

　千ち紘ひろの問いかけに、正座の葉月が重々しく頷うなずく。

　言葉はなくとも、対岸の桐とう桜おう陣営を刺している呪いの人形めいた怨えん嗟さの目線が雄弁だ。同じ想おもいが静かに燃えていることを、千ち紘ひろは悟った。口から生まれたと言われる自分と真逆の葉月は、足して二で割ってまだ自分が多い。最初は絶対に合わないと思っていたが、そんな彼女とも出会ってもう一年経たつ。

「しょーもないな、うちらは。……ゆーくんが助けてくれんなった途端、これやん」

　いつの間にか葉月は、自分の一番正直な気持ちをさらけ出せる存在になっていた。中堅だった千ち紘ひろは、スコアブックにあえて自分の手で、自分の敗北を記した。これで先せん鋒ぽうから三連敗。またもや桐とう桜おうの勝利が決まってしまった。対岸の三み刀とう愛あい莉りを見ると、愉悦に暗く嗤わらっている。千ち紘ひろが敗北を嚙かみしめると、仄ほのかな血の味がした。……悔しい。

　中学同期だから。互いに『清きよ船ふね中三本刀』と呼ばれた人間だから。じゃ、ない。

「毎日、遊んでもらってんのに。……下手やなぁ、うちは」

　悠の価値を、自分が下げた。弱いから、友達を馬鹿にされてしまった。

　悔しい。違うんだと叫びたい。あんなに面白い男、絶対どこにもいないのに。

「……あんなぁ、はーちゃん。こんなん、はーちゃんにしか言わへんねんけどな。う、うち、いっつもゆーくんにいじられてるやん？　……あれな。実は、ちょっと、嬉うれしいんよ」

「雌豚」

「ちょっ！　ちゃうねん！　そーいうのとはちゃうねんで!?」

　静かな相方は隣でくすくす笑っている。きっと分かってやっているのだ。

「……あんときだけはちょっと、ゆーくんも楽しそうやもん。……ちょっとだけ、な」

「不満？」

「うん。まだ全然おもんないねん、うちは」

　悠は本気でいじってくれない。全力でツッコむ価値が、自分にはないからだ。

「……もっとおもろい女にならな。つまらん奴やなって思われんのだけは、しんどい」

「好きなの？」

「当たり前やん。友達やもん！」

　千ち紘ひろが、正座に置いた両手に力を込める。四本脚で走り出せそうなくらい。

　もっと遊んでほしい。もっと楽しんでほしい。澄ましていないで、一緒に走ってほしいのだ。遠慮なんて自分に食わせろ。首輪についたリードで、ぐいぐい前に引っ張ってやる。

「気合入れな。ほっといたらゆーくん、あいつに独り占めされてまう」

　千ち紘ひろはむくれ、いかにも初心者丸出しな所作で出番を待つ、我らが大将を睨にらんだ。

「ゆーくんって結構分かりやすいやんなー。しおりんばっか目で追ってんもん」

「ん。バレバレ。妬やける？」

「うん、ずるい！　うちにも構え……って、言いたいけど。ちょっと、納得もしてるんよ」

　むくれた頰から空気が抜ける。そして悔しさを滲にじませ、千ち紘ひろは小さく笑った。

　どうしてあの男が部活に入ってくれたのか。ミステリーの真相も、結構分かりやすいはず。

「あいつが犯人やねん、多分」

　剣姫に立ち向かうべく、目の前で後輩が剣を抜く。その様はやはりたどたどしい。

　けれどきっと将来敵になるなと思わせる、頼もしい未来がその剣先に光っていた。

「始めっ！」





×　×　×






　試合が終わる。史織は一人になりたくて、リーグの進行待ちの時間で外に出た。憎々しいくらい晴れている。そんな太陽に負けないほどの煮えたぎる熱を心に飼い、体育館外の自販機のベンチまで歩いて座った。試合後のボクサーのように頭を伏せて、唇を嚙かむ。

　たった二太刀。それが、吹雪との歴然たる実力差だった。

　当然だ。でも、認めたくない。憎しみに心を支配され、時間の感覚すら既になかった。自販機に飲み物を買いに来た男の存在にも気付けないほどだ。殺気を込めて、史織は呟つぶやく。

「乾ぃ……ッ」

「は、はいっ！」

　男がびくっと驚く。ようやく他人の存在に気付き、史織が顔を上げた。その男は胴垂れをつけていて、ネームには『乾』と書いてある。

　今、一番殺したい名前。しかも顔までそっくり。もう間違いない。

「貴様いつから男になった……乾ぃ……」

「ぼ、僕は生まれたときから男だよ！　……それ、妹と勘違いしてない？」

　快晴の言葉に、史織はゆっくりと正気を取り戻す。水が入ったペットボトルを警戒して剣みたいに身体の前に出すその男は、確かに乾吹雪とは別人だ。優しくて、人格者っぽい。

「……すみま、せん。今ちょっと冷静じゃないんです。お兄さん、いたんですね」

「あれ。僕のこと、知らないんだ。……そっか。ちょっと嬉うれしいな。兄妹きようだいで剣道やってると何かと悪目立ちしちゃうから」

　何がおかしいのか、その男は静かに笑って史織の隣のベンチに座った。僕は快晴、とか言って。知るか。こっちは土砂降りだ。せめて人に当たるのはやめようと思って外に来たのに、そっちから寄ってくるんならもう知らない。

「さっき、妹さんと試合したんです。……あんな奴に、負けちゃいました」

「あはは、あんな奴って。一応全国で優勝してるし、女子の中では強いほうだよ？」

「うるさいです。そういうの関係ないですから！」

　大体どんなに強くたって、悠よりは格段に弱いのだ。史織はぎりっと歯を嚙かみ締しめる。

「どうせ剣道しかできない女のくせに……！　しかも、簡っ単に人に甘えられて。めちゃくちゃ腹立つ！　あんな幸せそうな奴に、私はっ……」

　どれだけ思い上がりだと思われてもいい。心を占める気持ちはひとつだ。

「悔しくて、頭ヘンになりそう。……早く、強くならなきゃ。間に合わないっ……」







「どうして、強くなりたいの？」

　似ている、と思った。かつて『泣き虫快晴』と呼ばれ続けた昔の自分に。もっと早く強くなれたらと悔やむ、今の自分に。

「だって。……だって、ほっとけない人がいるんですもん」

　ぎゅっと、彼女は袴はかまを両手で握りしめている。それから唐突なことを言った。

「あの。私、結構美人じゃないですか。あ、これ言ってたの内緒ですよ。ヘイト生むので」

「……う、うん。まあ、文句なしにそうだけど……」

　機先を制されて、快晴がたじろぐ。

　自分が攻められるなんて、数年記憶になかった。

「でも、性格最悪なんです。終わってるんです！　しかも反省してないし！　人のせいだと思ってるんです！　歪ゆがんだのはうっすいペラペラした人ばっか寄ってくるせいだって本気で思ってるんですよ！　……こんな自分が、嫌いなんです。だから頑張って、隠そう直そうってしてるのに。なんなのあの人。寂しそうな顔ばっかりして！」

　その美女は顔を苛いら立だちで歪ゆがませ、両手で頭を抱えていた。

「みんな無責任です。目が悪いんです。強いとか綺き麗れいとか、表面ばっかり！　好きでこうなったわけじゃないのに！　……一人で大丈夫って言っちゃって、本当に一人でどうにかなっちゃう人の気持ちがみんなには分かんないんだ」

　誰のことを言っているのか、すぐに分かった。きっとそれは、彼方かなたに消えていった憧れだ。

「あのとき、約束したんです。私がどうにかしてやるって。……なのに私、情けないくらい、弱くて」

「いや。……強いよ、君は」

　打たれた、と思った。

　今日立ち合った誰よりも、彼女が一番、強く大きく尊く見えた。

　練成会がつまらないと、適当な刀を振り回していた自分が恥ずかしい。

「深瀬さんだね。覚えた。……君に、ひとつ技を教えてあげるよ。強くなりたいんでしょ？」

　だから快晴は、自分が一番大切にしている刀を、彼女に見せてやることにした。

「今度、引き面打ってみなよ。コツは『閉じ込めて消す』だよ」

「……とじこめて、けす？」

「他の技が来るんじゃないか、それはいつ打ってくるんだって思い込みに閉じ込める。そうやって、相手の頭から引き面を消す。そしたら、綺き麗れいに入るよ。試してみて。……できる。絶対、できるから。君は、才能あるよ。絶対だ」

　にこりと笑って、快晴は水の入ったペットボトルを持って立ち上がった。竹刀のように突きつけられたそれに、彼女は戸惑っている。

「……信じて、いいんですか？」

「うん。信じて。そのためだけに、僕は全部を賭けた」

　見知らぬ男にこんな言葉を貰もらっても、きっと信じるには足りないだろう。

「大丈夫。僕は、まあまあ強いよ」

　だから今から、行動で示す。それを見てくれたらいい。

　快晴は体育館へと歩き出す。次はいよいよ、藤宮との試合だ。歩きながら高揚を抑えられず、快晴は天を見上げた。

「どうせ、ユーくんなんだろ？　……相変わらず、人たらしだね」

　綺き麗れいな子だった。

　性格悪いなんて言っていたけど、別に大したものじゃない。妹には負けないでほしかった。

「僕も、負けてられないな。……譲りたくない」

　さあ、行こう。この日のために剣を手放さず生きてきた。

　だからお願いします、剣の神様。どうか心ゆくまで、彼と──。
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　嫌でーす！

　そう言わんばかりの張り出されたオーダー。快晴の目が点になる。

　秋水オーダー。先せん鋒ぽう、紺こん野の。次じ鋒ほう、影下。中堅、橋倉。副将、乾。大将、瀧たき本もと。

　対する藤宮。先せん鋒ぽう、城きの崎さき。次じ鋒ほう、水上。中堅、黒瀬。副将、八代。大将、江坂。

「……次、鋒………………？」

　勝敗に絡からみにくい、一番弱い人間を置きがちなポジション。信じられない。

「えええ……。どうしてそうなるの……。普通、最悪でも中堅か副将でしょ……」

　黒いオーラが快晴に満ちる。魂ごと出ていきそうな怨えん嗟さの声をひねり出して、悠を見る。

　熱く、本当に熱く、拳を握りしめていた。……そうか。君も、同じ気持ちか。

　がっくりと肩を落とす、快晴の対岸。悠が強く拳を作って、溢あふれる思いを口にした。

「ラーブアンドピース。喧けん嘩か良くない。やっぱ、平等な方法に限るよな」

　ただのじゃんけんのグーだった。

　乾とやりたい組の八代と江坂が揉もめて仕方ないから、勝ったやつ順で大将から埋めたのだ。

「おい。もう遅えからな。今さらナシだっつっても変わんねえぞ」

　一部の、ズルを除いて。

「いいよやしろん、好きにしろ。そのかわりバレんなよ。俺は誰が相手でもいいからさ。……どうせ、誰が出てきたって同じだ」

　八代は背筋が寒くなる。まるで人の温度を感じなかったからだ。

　けれど悠は、そんな八代にも気付かない。対岸を見て首を傾かしげた。

「さっきから例のお兄ちゃんは、何をがっくりしてるんだ？」




　秋水陣営で、橋倉が白い脚をしならせて快晴をキックした。

「おら快晴、何ぶつぶつ言ってんだよ。行くぞ。お待ちかねの相手だろー？」

「……ねえ、影下。今日だけ僕、影下になっちゃダメ？」

「何を言うとるんじゃこいつは……？」

「ダメっす！　オレだって超楽しみだったんだから！」

　ドン引きする瀧たき本もととウキウキの影下がいる一方で、橋倉の温度は下がっていく。

「楽しみ、ねえ。……今どんなもんかは知らねーけど、見たくねーもんがまた見れそうだな。おい影下。リトマス試験紙ならせめて、真っ青になるだけにしといてくれよな」

「え？　……どういう意味っすか？」

「破かれんなよ、って言ってんのさ。どーも人間のこと、紙かみにしか見えねーらしいからな」

　垂れの左右を両手で曲げながら、橋倉は整列に向かう。六大道場出身の彼は小さく呟つぶやいた。

「久しぶりだな、『剣鬼』。会いたくなかったぜ」







「お互いに──礼！」

「お願いしますッ！」

　今日の藤宮高校は調子がいい。この試合は十六試合目だが、現在八割以上勝っている。

　明らかにチームに流れが来ていた。並大抵の相手なら、今日は簡単に吞のみ込こめる。

「ッ────そぉぁあああッ！」「っ」

　だが、この試合ばかりはそうもいかない。

　相手は秋水大付属。男女ともに県内最強どころか、全国に名を馳はせる強豪だ。

　城きの崎さきは鍔つば迫ぜり合あいをしながら、ただ冷や汗をかく。一瞬たりとも気が抜けない。

　間合いを切ると、緩急織り交ぜた竹刀のフェイントが城きの崎さきを襲った。動きの質そのものが今までの相手とは格段に違う。同じ『剣道』という競技をしているようには思えなかった。

　何より、強い相手は気迫が違う。守勢に回れば絶対に取り返しが利きかなくなる。

「おおおッ」「さアっ！」

　城きの崎さきにはそれが分かっている。だから、攻める。攻めまくる。

　勝ちたい。勝たなきゃ。勝てなきゃ話にならないんだ。

　だってそうじゃなきゃ、オレはあいつの──。

　そんな思考の浮つきを逃すほど、県内最強は甘くない。

　気付けば、右手首に電気が走っていた。

「小手有り！」

「くっ……」

　くそ。くそくそくそ！　何でオレは、こんなにバカなんだよ！

　取り返そうと城きの崎さきは焦あせる。けれど焦あせったところで、時間が変わるわけではない。試合終了のブザーが、無情にも城きの崎さきの一本負けを告げた。

「勝負あり！」

　唇をぎゅっと嚙かんで、刀を納める。コートから出た。

　そこには入れ替えで、悠が待っている。情けなくて、本当なら目を見たくない。

「……くそ。悪い……っ」

　それでも、逃げずに見た。




「どンまい、気ニすンな。取リ返シてクるよ」




　機械のような繰り返しに、背筋が総毛立つ。真っ黒で、光のない目。昆虫の目を覗のぞき込こんだような、得体の知れなさ。城きの崎さきは静かに悟った。自分なんて眼中にない。悠の瞳には、誰も映っていないのだ。最初から、ただの友達ごっこにすぎなかった。

　なぜならこいつは、他人に一切期待していないから──。

「くそっ！」

　自陣に戻り、面を外して城きの崎さきは感情的に叫ぶ。江坂と黒瀬が、驚いて振り向いた。

「どうした、俊しゆん。らしくねぇぞ。今の試合は良かったじゃねぇか」

「ああ。秋水相手に一歩も引いていない。ここでの反省は公式戦で活いかせば」

「うるせぇ！　勝てなきゃ意味ないんだっ！」

　江坂は目を丸くする。普段の城きの崎さきではない、と感じた。いつもなら絶対に「秋水相手に一本負けなら、オレも捨てたもんじゃないっすねー」とか言うところだ。良く言えばムードメーカーで、悪く言えば薄い。そんな男が今、どうだ。

　明確に、自分への怒りを発している。

「ちくしょう。……オレは今まで、何見てたんだよ。何が仲良くだよ。笑かすなよ。こんなんじゃ。……こんなんじゃ、悠にっ」

　冷静になれよと黒瀬が諭すだろう、と江坂は思った。いつもの二人ならそうなる。

　けれど黒瀬もまた、そうしなかった。面を着けて、黙って遠くの悠を見つめている。

「あいつ、また勝っちまうな。……くそつまんなそうな顔して」

「つまんねえに決まってるさ！　取る技まで決まってんだからな！　あいつは次、胴を打つ。さっき抜き胴だったから今度は逆胴だ。そんで最後に突き打って終わりだよ！　みんなもう、分かってんだ！」

　城きの崎さきの叫びを受けて、八代が江坂の隣で舌打ちをする。

「クソ野郎が。秋水相手に、……やれちまうのかよ」

「どういうことだ、八代。何を言っている？」

　彼我を隔てるものは試合場の白線一本。それがどうしてこんなに遠いんだとずっと考えて、八代にはようやく分かった。……ズレていやがる。存在する位相がそもそも違うんだ。

　そうでなければこんな所業、まともな人間のやることか？




「あいつは今日、四種類の有効打突、全部順番に取ってってるんスよ」
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　絵画から出てきたみたいに、非の打ち所のない構えだった。

　己の鼓舞と威圧のために発する叫びを忘れ、若干一年にして名門秋水のレギュラーを射止める才能、影下彰あきらは敵の無欠さに打ちひしがれる。鍛錬を染しみ込こませた身体だけが、ただ愚直に中心を取ろうと試みた。

　しかし、取れない。一切動いてくれない。まるで針で岩を突き崩そうとしているようだ。これではいけないと影下は二足一刀に間合いを切る。そのとき、大気の揺らぎを感じた。

　今、手元がブレた気がする。それだけ──。「メえぇんッ！」

　咄とつ嗟さに竹刀を眼前に出せたのは、練習量が生んだ奇跡と呼んでよかった。音圧と剣が影下を襲う。紙一重で防いだと感じたのも束つかの間ま、鬼にはきっと慣性がなかった。まるで背後に落ちていくような疾はやさで、間かん隙げきなく引き小手が繰り出されている。

　その技は、真実引き小手ではない。もはや技ですらなかった。ただ乱暴に影下の刀の根本を、地下へと叩たたきつける暴力の発露。その力になんとか耐え、影下は元の位置へと刀を引き戻す。

「なっ──」

　どうなってる。滅め茶ちや苦く茶ちやだ。もう、次が飛んでくる──！

　影下は懸命に竹刀を上に引き上げる。防げ、防げ防げ防げ！　脳天が割られる！

　人外が取った面のモーションに、影下は全神経をもって反応する。けれど、それこそが悠の狙い。上がった影下の手元を嘲あざ笑わらうように、閃せん光こうが左腰を通り過ぎていった。

「どォ──────オおォッしゃァ────────あアアアッ！」

　体育館いっぱいに広がる快音に、誰もが振り返る。旗が三つ、文句なしに上がった。

「胴あり！」

　興味がない。旗を見ることさえしない。背を向ける彼の姿に、影下の身体が反応する。

　理解を超えたモノへの恐れか。それとも、逆胴という飛び道具を食らった羞恥か。

　いずれも違う。ただ細胞が熱くて、早く開始の号令をかけて欲しい。

「始めっ！」

　今度こそ、影下は前への一歩と共に咆ほう哮こうを放つ──ことは、最後までなかった。

　どぐっ、と。肉を抉えぐる鈍い音。内耳を揺らす己の声ではなく、聴覚はその音のみを捉えた。

　急にこみ上げる吐き気。これは、何だ。

　身体の自由が利きかず、瞳だけが動く。自分の喉から何かが生えていた。

「ッきィいい─────ッ！」

　掛け声を聞いて、ようやく影下は起こったことを理解する。

「つ……突きあり！」

　呼吸の能を失って、影下は床に倒れ伏した。むせてしまってしばし立ち上がれない。

　反射として景色が涙に滲にじんだ。そこへ、一本の手が差し出される。

「立てるか」

「……ぁ……。はい……」

　頷うなずき、彼は開始線に戻る。息を一つ吐いて、竹刀を納めた。

「勝負あり！」

　悠が雑に刀を納めて、コートを出る。事務的に黒瀬の胴をタッチして引き継いだ。

　そしていつもの癖で、天井を見て呟つぶやく。全国強豪、秋水大学付属高校……か。

「他のと何が違ったんだ？」

　もはや自分が正気を失っていることさえ、悠は気付いていなかった。
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　魂が抜かれたようにふらふらと影下は陣営に戻る。途中で橋倉とすれ違うとき、バトンタッチに拳で胴を叩たたいて貰もらったのだが、その感覚が全くない。今もびりびりと打たれた箇所が響いている。面を取ってもしばし呆ほうけて、やがて陳腐な一言が漏れてくる。

「すげえ……」

　恐怖ではない。畏怖。尊敬だ。人生五回分練習しても、勝てる気がまるでしなかった。

　剣道をしていて、そんな感覚を抱いたのは初めて。ではない。

　同じモノを感じさせる男が、この世にもう一人だけ存在する。

「あの人と乾センパイって、どっちが強いんですかね。……センパイ？」

　話しかけようとして、瀧たき本もとに肩を摑つかまれる。やめとけ、と首を振っていた。

「もう、入っとる。何も聞こえん」

「……くく」

　二人の間で、戦衣を纏まとったその男が立ち上がる。

　迸ほとばしる冷気で、影下は自分の汗が一瞬にして引いてしまったような錯覚に襲われた。

　対岸の悠も脊髄を刺されたように顔を上げ、異変の正体を捕まえる。そして目を見開いた。

　幻視だろうか。優男の面の中に、魔王が見える。

「ああ……。いいなあ。強いなあ。すっごく、強いなあ……」

　黒い憎ぞう悪おと甘い陶酔を融とかして混ぜて、つい零こぼれてしまいそうな哄こう笑しようの蓋にする。

　記録などでは分からない。記憶だけでは物足らない。

　自分を雨の世界に誘った本物の憧れが、ようやく目の前に現れた。

「やっぱり、最高だ。……百年待ってもお釣りが来るよ。こんなの、誰が譲れるんだ？」

　自分ももう、捻ねじれてしまって戻れない。彼と同じならそれがいい。

　……なのに。

「どうして、僕じゃなかったんだ？」

　これは悪夢の続きだろうか。幾度も見る昔の夢と、呟つぶやく言葉がおんなじだ。

　でも多分、これは現実なのだろう。こんなに醜い顔をするしかないほど、タチが悪くてつまらない。

「……僕が、斬りたかったのに」

　腹立たしい。腹立たしい腹立たしい腹立たしい。

　立ち方、着方、抜き方、それから歩き方。立ち合うまでもなく、それらで分かる。

　こんな紙屑代わりに寄越して、お前ら一体何のつもりだ？

「良くない。良くないな。……でももう、仕方ないよね」

　最後の良心が消える前、交わした言葉が脳裏に浮かぶ。

『大丈夫。僕は、まあまあ強いよ』

　全く噓うそは言っていない。だって彼を見てたら分かるだろ？　僕は全然強くない。

「君たちが、弱すぎるのが悪いんだ」

　最強の名前が、今、白線を越える。

　人から外れてしまったもうひとりのモノが、刀を抜いて、静か。

　しゃきん。

　対たい峙じする八代が、遅れてついてきた何かを耳にする。

「始め！」

　それが自分が斬られた音だということに、最後まで気付くことはなかった。




「殺ァ──────────あああアアアアアアッ!!」




　人の中に棲すむ、龍が鳴る。

　鳴動する体育館と一緒に、八代がいつも描く勝ちのイメージも揺れてなくなった。

　代わりに浮かぶものは、凄惨なイメージのみ。

　右手首から先がない。足が動かないと思っていたら、腰から下が繫つながっていない。

　自分が真っ二つになって、下へ下へと視界がズレていって、やがて──。

「おああああああッ！」

　払ふつ拭しよくするように、八代は声を上げた。銃を撃たれた獣がもがくように打ちかかる。

　何本も。何本も何本も何本も。悪夢から逃げるように、通じないと分かっていて。

「うあぁあああ!!」

　一番安全な間合いへと逃げ込む。鍔つば迫ぜり合あいの密着距離。八代は伏していた顔を上げた。

　金属走る面金の向こうで、彼の蒼あおく氷のように鋭い瞳と目が合った。

　背筋が粟あわ立だつ。両足が冷たい。自由を奪われ、まるで氷につけられたよう。

　お前は一体、何なんだ──!?

　八代は化物に問いかける。しかし、答えは返らなかった。

　いない。鍔つば迫ぜり合あいの相手が。……あ、いた。でもおかしい。

　なんで、あんな遠いところに──？

「めェ────────ぇんッしゃァああああッ！」

　頭で星が弾はじけて、視界が消えた。

　次に地面に隕いん石せきが落ちたような鈍い音が聞こえて、体育館ごと沈む重たい踏み込みがやって来る。今立っているのが奇跡だと思えるくらい、膝が笑った。

「面あり！」

　歪ゆがんだ視界の隅っこに、敵方の旗。ようやく事態が吞のみ込こめた。

　引き面だ。自分は斬られたのだ。魔王の宝刀で。

「……畜生」

　このままでは終われない。八代は開始線に戻って、もう一度相手方の瞳を見る。

　その眼めはもはや、自分を見てなどいなかった。




　快晴の視線の彼方かなた。悠は、副将戦なのにあぐらをやめ、正座をして背を伸ばす。

　鼓動が速くなっている。汗をかいた左手を見ると、小刻みに震えていた。

　きっと噓うそだと思っていた。どうせ人の尺度などあてにならないし、何より自分は期待に裏切られすぎた。だから自分の見たもの以外は基本的に信じない。……けれど。

「強い」

　何年ぶりだろう。その言葉を、心からの気持ちで口にしたのは。

　桁違いの速さの一刀を見れば、真しん贋がんのほどはすぐに分かる。本物だ。

　だがまだ分からない。測りきれない部分がある。二本目の最中、悠は腕を組んで考える。

　どうして打たない。自分なら、今過ぎた三十秒の中で五本は取れるのだが。

　手を抜いているにしても、隙を見逃すのはあまりに不自然──そのとき。

　悠の座る一直線上に試合中の二人が並ぶ。そして快晴は、その瞬間を待っていた。

　時が止まる。

　八代の身体が、固まって動かない。なのに、相手の唇だけが、動いて。




　──死ね。




　強固に中心を取った竹刀が、相手の喉に向かって光のごとく迸ほとばしる。

「っきィい─────ヤアアァッ!!」

　最短距離かつ最高速度の技、左片手突き。破滅的な速さで八代に突き刺さった。

　残心を取り、静止する快晴。対照的に八代は弾丸のごとく吹き飛ばされて悠のもとへ。重い衝撃を片手で支えた。大丈夫かの言葉はない。悠は、後輩を屠ほふった男を睨にらんでみる。

　試合中の快晴と目が合うはずもない。なのに、二人の視線は不思議と絡からまった。

　それはある意味当然のことだった。なぜなら快晴はずっと、最初から悠しか見ていない。

　穏やかで理知的な唇が今、悪魔のように歪ゆがんでいる。それは言葉なき言葉だ。

　人でないものにしか、分からない言葉──。

「……くく」

　藤宮高校の全員が、動けなくなる。それは快晴の強さにあてられたからではない。

「……くくくっ」

　いつもへにゃりと笑う、悠の人畜無害な笑顔が消えてなくなる。

　それが仮面だったのだと、今さら思い知らされて。

「意趣返しか。待ってやがったな。俺のほうに並ぶのを。……くく」

　鬼が、嗤わらっている。二年空けた無人の凍土に、ようやく客が来たのだと。

「いた。……やっと、見つけた。お前も、こっち側の人間か！」

　悠の声音が歓喜に弾む。喜色満面、低く笑って。

　礼が終わり、次の試合の入れ替えをしているときでさえ、ずっとその顔を歪ゆがませていた。

　それを見て、城きの崎さきは呟つぶやく。そうか、と。

「それがお前の、ホントの顔かよ」

　怖い。不気味だ。分からない。一体どうして笑えんだ。色んな気持ちが、逃げたい気持ちと一緒に入り交じる。……けれど、それ以上に。

「なあ、クロ。オレさ、馬鹿なことしていい？」

「……馬鹿は今さらだろ。何すんだ？」

「商売。売りつけたいもんがあってさ」

　黒縁眼鏡の奥の瞳が、丸くなる。そしていつものように、ニヒルに笑った。

「興味なさそうな顔してたぞ。お前の細腕で売れんのか？」

「そこが、腕の見せどころってやつじゃん？　まー、クロはお茶でも飲んで見てろって」

「ああ。おれは永世中立国だかんな。……借りの分、返すぐらいのことはしてやんよ」

　このままがいいのか。このままでいいのか。

「なあ、悠」

「……ん？」

「一回ちゃんと、オレと喧けん嘩かしねえ？」

　良くないよ、纏まといサン。

　だってオレ、こんなでもちゃんと、男の子なんすもん。
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「あの、江坂部長。……隣、面置いていいですか？」

　試合が終わり、全校生徒が学校ごとに正座する。最後の行事に向かってざわめく体育館で、悠が神妙な顔をして話しかけてきたから、江坂は破顔した。

「なぜ聞く、水上。拒む理由がないだろう。……早いものだな。もう、最後の地稽古か。今まで色々な練習試合を経験してきたが、今日ほど濃く、得るものがあった試合はないよ。……ありがとう。お前のお陰だ」

　深々と、ためらいなく頭を下げる。年下に向かって。

「ちょ、ちょっ。いつもいつもやめてくださいよ！　あのときも！　俺、何もしてない！　剣道は個人競技でしょ!?　勝てたのは単純にみんなの力だ！　俺の力は関係ない！」

「何を言ってるんだ、水上。……だからこそ、礼を言ってるんじゃないか」

　ああ、誰だ。こいつのことを化物と呼ぶ奴は。一体何を見ているんだ？

　こんなに間抜けで、かわいい後輩の顔をしているのに。

「お前が入ったことで、みんなが強くなっている。男子も女子も問わず、みんなだ。もっと周りを見てみたらどうだ。……お前は、みんなに好かれている。部長として誇らしいぞ」

「違う！　適当なことばっか言わないでくれ！」

　泣きそうな顔で食ってかかられる。江坂はそれが嬉うれしくて、黙って受け止めた。

「そんな訳ないんだ！　俺はいっつも地稽古、手ぇ抜いてるんだ！　江坂部長なら分かるでしょ!?　相手が十なら十一で、九十なら百で、五百なら六百でって、そんな風に！　そんな舐なめたことする奴、誰が好きになるんだ！」

「だからこそ、だろ。……お前は結構、馬鹿みたいだな。剣道部ってやつを分かってない。そんなことをしたら、意地でも振り向かせたくなるだけだ」

　喉を鳴らして、江坂は笑う。偉業のスコアブックを思い出した。

「今日も随分、遊んでいたな。午後の分含めて、面小手胴突き順繰りでパーフェクトだ」

「……まあ、バレますよね。……すみませんでした」

「ん？　だからなぜ謝る？　格好良くて、面白いじゃないか。どんどん遊んで試せと朝に言ったぞ、俺は」

　男の夢みたいなことをしやがって。できるなら、自分もやってみたい。

「俺が許す。もっとやれ。仮に文句を言われたら、俺がケツを持ってやる。もっと好き勝手やってみろよ。お前の剣を見てれば分かるぞ。一体、何を遠慮しているんだ？」

「……俺の、剣？」

「なんだ、それすら自分で分からないのか？　……困った奴だな。お前のような奴が、剣道をつまらなくするんだ。これを聞いたら、もう少し自由になれ。縛りすぎだ、お前は」

　出会ったとき、どこか摑つかみどころのない奴だと思っていた。けれど、今は違う。

　こんなに分かりやすい馬鹿は、他にいない。

「お前の、一番の望みはな──」




『それでは、三十分間の地稽古を行います。三分ごとに区切って太鼓を鳴らしますので、

　相手交代の目め処どとしてください。最後の相手と切り返しを行い、本日の全日程を終えます。

　……よろしいでしょうか。それでは、面を着けて始めてください！』




　号令も耳に入らない。それぐらい衝撃で、なのにしっくりと身体に馴な染じむ言葉だった。

「……何で纏まといさんがダメになっちゃったか、ようやく分かった。……こんなのズルいって」

「ん？　どうしてここで立花の名前が出てくる？」

「知りませんよ、バカ。……ついでにもう一個、教えてくれませんか」

　手拭いを巻きながら、悠は尋ねる。ひどく弱々しく、隣にいない二人を思って。

「俺、喧けん嘩か売られちゃったんですけど。……どうしたらいいんですか？」

「ははは。知らん、甘えるな。自分で考えろ」

「えっ、ちょっ、酷ひどくないですか!?　せっかく人が五億年ぶりに誰かに相談──」




「お願いします！」「お願いしますっ！」




　二対の嵐が、悠の言葉を遮る。紺と白、二つの道着が両手をついて座礼していた。

　垂れネームが示す学校名はそれぞれ違う。けれど、書いてある名前は同じだ。

　そっくりな顔が二つ、上がる。やっぱり揃そろって不機嫌だった。

「お兄、どいて。わたしが先」

「はあ？　どう見ても僕が先だったからね。冗談は性格だけにしとけば？」

「可か哀わい想そう。顔も悪いのに目も悪いなんて。誤審なんて致命的。今すぐ剣道辞めるべき」

「……は。素直に二番目にしときなよ、生まれた順番と一緒でさ」

「うるさいたかが十分早く生まれただけの癖に！」

「もうその時点で僕より遅いんだよお前は！」

「……ふ。キレた。やるの？」

「懲りない奴だな、お前も。……早く向こう行けよ。二度と舐なめた口利きけなくしてやる」

　目の前で、地上最強の兄妹きようだい喧げん嘩かが始まろうとしていた。慌てて悠は仲裁に入る。

「け、喧けん嘩かはやめよう。良くない。平和的に──」




「君は引っ込んでてくれ！」「あなたは黙ってて！」




　犬も食わないどころの話じゃなく、悠は弾はじき飛とばされる。隣で見ていた江坂が笑った。

「見ろ。少なくとも二人は、お前のことが好きでたまらんらしい。少しは自信を持て。卑屈な男は格好悪いぞ」

「……そうですね。……あの、江坂部長。賭けの、景品の話ですけど」

「おお、決まったのか？　何だ、言ってみろ」

　──部活、辞めさせてください。

　そう言うつもり、だった。

「……やっぱりまだ、保留で。でも、いつか必ず言いますね。とびっきり、贅ぜい沢たくなやつ」

　悠は面を着けて、立ち上がる。そして足早に快晴のもとへ。数言何かを交わして、すぐに江坂のところへ帰ってきた。

「じゃ、言われたことだし今日は遊んできます。もう、知らん」

「乾を待たなくていいのか？」

「お楽しみは最後に食べる派なんで。浮うわ気きしてきます。……あーあ。モテる男は、辛つらいなあ！」

　悠が、人混みの中に消えていく。顔は見えなかったが、その声音だけで十分だ。

　きっと、初めて『乾』と立ち合ったときと同じ顔をしているのだろう。

『楽しいデートになりそうですね。妬やけますか？』

「……妬やけるぞ、乾。お前が、羨ましい」





×　×　×






「悠坊ー♪　遊ぶぞー♪」

「げえっ、瞳ひとみ!?　いたの!?」

「いるよー。桐とう桜おうが来てるんだから姉ちゃんだっているよー」

　まあ、冷静に考えればそうだよなと、悠は籠手を外して頭を搔かく。

　地稽古も、中盤に差し掛かる。思えば、何人もの人間がやってきて休む暇がなかった。

「さっき、懐なつかしい人が来てさ。……俺のこと、覚えてたよ」

「あは。当たり前じゃーん。誰が手塩にかけたと思ってんのー？　あんたと関わると、もー普通じゃ満足できなくなっちゃうよー♪」

「……嫌な呪いだよな。つくづく」

　自分は普通じゃない。分かっている。

　だからこそ、今日、誰かと出会えたことに、心の底から感謝すべきなのだろうが。

　待望の相手に、視線を向ける。まだ羨ましいことをしていた。

「仲、いいなあ。あの兄妹きようだい……」

「こーら。姉ちゃんといるのに、よそ見すんなー？　ほら。早くやろうよ。立てなくなるくらい激しーの、してあげるから」

　下品な姉。俺が思春期だから？　苦笑して、悠は竹刀を向ける。

「嫁に行けなくしてやる。早く向こう行け」

「あは。元々だっつーのー。あたしの介護は頼んだぞー♪」

　待っている間、天井を見上げてみる。

「そっか。……俺もできたんだな。姉弟きようだい喧げん嘩か」

　前より少し、窮屈な感じが消えた気がした。





×　×　×






　どごん、と太鼓より遥はるかに鈍い音が快晴の右手首に鳴る。その場で立ち尽くし、疲労に満ちたため息をついた。この喧けん嘩かのパターン、一体何億回目だよと快晴は遠い目になる。

「ああ、いい引き小手。悪かった吹雪。僕の負けでいい。ごめんなさい」

「ふざけないで。そんな気の抜けたやり方で勝ったつもりなの」

「負けたって言ってるじゃないか。もう勘弁してくれよ……」

　勝ってもキレる。負けてもキレる。一体どうすればいいんだと兄は泣きたくなる。二人の兄妹きようだい喧げん嘩かは毎回こういう結末だ。快晴は、吹雪に勝ったことがない。

「そういうの、いらない！　ちゃんと本気でやってくれないと死んでやるから！」

　いつかと同じ言葉を口にしていたことに、吹雪は自分で気が付いた。思い出が汚れる。

　あのときは胸がかあっと熱くて、どうにかなっちゃいそうだと思ったくらい興奮したのに。よりにもよって、どうしてこいつに同じことを言わなきゃいけない。こいつは仇かたきだ。夢を奪った自分の敵だ！

「あと、一本。これがほんとに最後。いいでしょ」

「……分かったよ、あと一本だけだからな。絶対に文句言うな」

　離れ、構え直す。吹雪は殺してやる気で憎ぞう悪おを叫んだ。対する快晴は無言。水面を滑っていくように間合いを詰めていく。早く終わらせようと、一刀両断の太刀を狙って。

　鏡のような水面に、波紋──来る！

　吹雪は出小手に跳んだ。自分のよく知る兄を読み切った、絶対の小手が決まるはずだった。

「ッ──」「てぇめェんっ!!」

　けれど、水面に映った兄は幻。吹雪が選んだ技に対して、快晴は二本返してそれで終わった。

　相小手面。連続技という言葉が違っているのではないかと疑うくらい、同時の二本。

「よし、終わりね。もう行くからな。約束があるんだ」

「…………じゃない」

「ん、なに？　文句ナシって約束──」

「お前なんか、お兄ちゃんじゃない！　大っっっ嫌い！」

　地稽古で溢あふれる掛け声に隠して、吹雪は積年の思いを叫んで走り去った。

　取り残された快晴は、何なんだ一体と首を傾かしげる。が、次の瞬間にはどうでも良くなった。

　どうせ妹の不機嫌に理由はない。いつものことだ。そんなことよりも、だ。

「あああっ……!?」

　時計を見ると、もうラストセットの時間に突入していた。

　試験終了一分前に間違いを見つけた受験生の気持ちで辺りを見回す。

　いた！　一番奥！

　快晴は色んな障害を押しのけ、懸命に駆ける。その果てにようやく辿たどり着ついた。







「……遅いぞ、お兄ちゃん。どんだけ待たせるんだよ」

「ご、ごめん！　……でもそのセリフ、君が言うかなあ。

　ちょっと。……泣きそう、だよ」

　ぐっと、快晴は両目を閉じている。何かをこらえるように。

　その姿に、既視感があった。それでもどこか、摑つかみきれない。

「なあ、俺たち。……どこかで、会ったことあるよな？」

　問いかける。すると快晴は目を開き、静かに笑って首を振った。

「いや。……はじめましてだよ、水上悠。乾、快晴です。以後、忘れないでね」

「……くく。覚えさせてくれんのか？」

「君が生きてたらね」

　二人の位置が、交差する。体育館の奥の奥で、二人は今こそ剣を抜く。

　悠然と、一瞬。千の言葉を交わすより長く。悠の左手が、震えた。

　ああ。なんて久しぶりだろう。この呼吸、この闘気。脳が震えるこの感覚。

　嬉うれしいぞ。正真正銘、お前もこっち側らしい！

「我ァあああ───────────────ッ!!」

　悠の咆ほう哮こうで、硝子ガラスがびりびりと揺れる。それがどうしたと、快晴もまた吠ほえた。

「殺あああアアアあアア──────────っ!!」

　さあ、行くぞユーくん。この日のために生きてきた。昔のことを覚えてなくても構わない。たった今からこの名前──生涯覚えていてもらう！

「はあッ！」

　快晴の竹刀が揺らめく。刹那の中に三つの囮おとりを込め、綻びを追尾する。

　微量な光を感じるや否いなや、脊髄反射に乗って光の一刀を手首に──駄目だやめろ！

「タあぁあっ！」

　その光は、触れれば即死の魔鏡の輝き。悠の狂った速さの相小手面が襲いかかるのを、快晴はすんでのところで看破した。無理矢理腕を止め近づいて、元打ちにして一本を回避する。

　僅かな悠の舌打ちを耳にして、冷や汗が流れ落ちる。面の下で思わず笑った。

　信じられない。未来でも視みえているんじゃないのか。

　そう呆あきれるほどの、抜群の読みとタイミング。己が強者であるがゆえ、快晴はすぐに悟った。

　読みや閃ひらめきにおいて、水上悠は数段自分の上にいる。絶対獲とったと思ったのに、あやうく死ぬところだったのだ。こちらの手札は、全て透けてしまうと考えたほうがいいだろう。

　まるで冗談。悪夢。だから──最高だ！

　さあ行くぞ。分かってしまうというのなら──。

　快晴が、ゆっくりと息を吐く。鋭い両眼が、蒼く凍った。




　鍔つば迫ぜり合あいが、深海のように重く苦しくなったからだ。悠の呼吸が、止まる。

　初めての感覚だ。拳を合わせている相手が、ずっしり重いのに軽すぎる。

　気を抜けば鉄槌が頭に下る。気を張れば透かされ風のように消える。そんな気がする。

　悠は快晴の瞳を見る。そこから見透かすしかないと、浅く息を吸い──。

「メえぇエんッ、しゃぁアア!!」

　快晴は後ろへ消えた。

　不可視の宝刀を躊ちゆう躇ちよなく抜いて風を切る。重力ごとたたっ斬る衝撃に、ようやく音が追いついて。その音は、鈍くなく高かった。弾はじけるような竹の音だ。

　竹刀で受けた。受けられた。来ると分かっていたのに、避けられないところだった。

　なぜ避けられたのか分からないが──僥ぎよう倖こう！

　相手が下がったところは最高の隙。悠は残心を取る快晴に疾風の如ごとく追いすがり、最高精度の三連打を繰り返した。小手。裏避けされた。迂う回かいしてもう一本小手──右手を竹刀から外して曲芸のように快晴が逃げる。貰もらった死ね──面ッ！

　ありえないことに、避ける。首を左に捻ひねって。

　悠はもはや失笑し、再び鍔つば迫ぜり合あいに持ち込むしかなかった。

　意味不明だ。どうして今のが避けられる？　反射神経良すぎ──というよりは、眼めか。

　眼めが良すぎる。紙一重が紙一重にならない。確信を持って避けられている。

　悠はもはや、悟るしかない。乾快晴は身体能力において、数段自分の上にいる。

　先程完全に裏をかいたはずの小手面も、無理矢理潜って逃げていた。悪魔的なフィジカルが、この世ならざるスピードを可能にしているのだ。いくら裏をかこうと、大抵の技は見てから避けられるだろう。

　これが絶望。最凶か。いいぞ──なんて面白い！

　さあ行くぞ。見切られてしまうというの、な、ら……？

　鍔つば迫ぜり合あいから互いに間合いを切るとき、悠は見てしまった。道着を着たどこかの先生が、太鼓のバチを振りかぶっているのを。

　ふざけるな、まだ一分しか経たっていない。

　嫌だ。こんな中ちゆう途と半はん端ぱで終わりたくない。勝負を、つけたい──！

　時間にして一秒もない間。もはや思考ですらない走そう馬ま灯とうに、一つの技が煌きらめいた。




　来る。

　快晴は身構える。どんな技が来ても、ずっと君を見ていた僕なら避けられる！

　一足一刀の間合い。そこで悠の竹刀は、動き始めた。

「──え？」

　軌道は小さな円だった。実戦の剣道にはほぼ存在しない特殊軌道が、竜巻を生む。

　風が竹刀を舐なめた。……違う。生きている。この刀は命を持っている！

　快晴の人並み外れた眼めが、ついに竜巻の正体を見破った。

　蛇。己の剣に巻き付くモノの正体を見破ったとき、快晴の両手から感覚が消えた。

　空が見えるようだ。天井のない空。そこに、己の竹刀が舞っていた。

「めぇエエエ───んッ！」

　どん、どん、どぉん、と。最後の太鼓の音はゆっくりと。

　その中に、がしゃんという音が混ざる。快晴の竹刀が床に落ちる音だった。

　快晴はしばし呆ぼう然ぜんとする。十秒に満たないくらいだっただろうか。自分に起きたことを理解するのに、それぐらいかかった。

　しかし、呆ほうけていたのは彼だけではない。悠もまた、残心を取ってからようやく、快晴がしでかしたことを理解した。悠だけには聞こえたのだ。太鼓に混じった、鈍い金属音が。

　号令の後、最後の切り返しの音が聞こえる。まるで竹の雨が降りそそぐよう。そんな中、二人は同じ貌かおで嗤わらった。

　一本一本、名残を惜しむようにゆっくりと、悠と快晴は切り返しの竹刀を合わせる。そして全員と一緒に、悠と快晴は竹刀を納めた。隣同士で座り、悠が先に面を外す。

「……くそ。避けやがったな！　試合で使ったことない、取って置きだったのに」

　巻き技。

　相手の手から竹刀を搦からめ捕とり、吹き飛ばす。実戦ではまずお目にかかれない幻の技だ。しかし竹刀を飛ばすだけでは反則一つしか取れない。悠はその後のことを言っている。

　追撃の片手面を、快晴は今度、首を上に逸そらして面めん金がねに当てた。一本にならないように。

　悠はため息をつく。正真正銘の奥の手だった。加えてこの男には、試合で逆胴も見せてしまっている。つまりもう、快晴相手に奇襲の種は尽きてしまったのだ。

　やってしまったと苦笑する悠。そこで、ようやく快晴が面を外しきった。




「すっ……ごい！　格好いい！　あれ、どうやって打つの!?」




　悠が、息を吞のんでいる。そんなに間抜けなことを聞いただろうか。

「……お、おまえ。……もしかして、カイセー、か？」

　快晴の鼓動が、高鳴る。

　雨を降らさないように、両方の目をぎゅっと閉じた。

「錬れん心しん館かんの。泣き虫、カイセー、なのか……？」

「……遅いよ、馬鹿。一体いつまで待たせるつもりだったんだ」

　今度はもう、夢じゃない。

　会いたかった。言いたかった。手渡したかった。何年も大事にしまっていた、この言葉を。

「久しぶり、ユーくん。……ずっと、待ってたよ」







[image: 六合目：世界で一番綺麗な手]




　練成会の日の夜。

　吹雪ふぶきは、自室で枕に埋没して溶解していた。制服を脱ぐこともせず、うつ伏せの身体を一直線にしてベッドから動かない。ただ恨みの声で、枕だけが振動した。

「深ふか瀬せぇ……ッ」

　目の前で約束をかっさらわれてしまった。あんなの負けと同じだ。

　何度もそのシーンを思い出して吹雪は歯ぎしりする。今頃、二人は楽しくごはんを食べているのだ。自分が、断られたごはんを。

「……っ。あんな、剣道なくても生きていけるような女に、わたしっ……！」

　二太刀で斬ってやった。それでも全然満たされない。

　勝てて、当たり前だから。

　剣に全部を捧ささげた自分があんな相手を倒せたところで、今さら何が誇れるの？　……辛い。虚むなしい。初めて、剣を握るのが嫌になる。

「でも。……今さら、引けないんだもんっ……」

　だって、捨てたものが多すぎる。今さら拾いになんか行けない。自分がどんどん、取り返しのつかないダメ女になっていくのが分かっていても、どうにもできないのだ。

「ぶきよう、なんだもん……」

　一つしか、追えない。あんな器用でどこでも生きてけそうな女なんかに、こんな惨みじめな気持ちが分かるもんか。……しかも。しかも。全部捨てて、必死に追ってるのに。

『よし、終わりね。もう行くからな。約束があるんだ』

　本気になってもらうことすらできないし。

『……ごめん、吹雪』

　本気でがんばったのに、フラれちゃった──。

「……っ、……ぅ、うう──」

　なんで。どうして。剣道なんて大っ嫌い。そんな思いに連鎖して、脳裏に彼の顔が浮かんだ。

『吹雪はさ。勝ったとき、嬉うれしいのか？』

　理解ができないというような、その声。手遅れになって、ようやく分かった。

『剣道、好きなんだな』

「……そっ、か……。こんな、きもち、だったんだね……」

　なんてどんくさい女なんだろう。もう嫌、消えたい。

　真っ暗な部屋で一人泣なき濡ぬれる。そんなとき、埋没中の自分の隣でぴろりんと携帯が光った。ＬＩＮＥの通知だ。……誰から来たって知らないもん。もう一生部屋で埋まってるから！





［Yu.M］突然連絡してごめんなさい。水みな上かみ悠ゆうです。

［Yu.M］いきなりなんだけど、明日空いてたら一緒に出かけない？

［Yu.M］埋め合わせしたいから、吹雪に会いたい！






「行くぅ────────────────！」

　青せい天てんの霹へき靂れき。その声で隣室の快かい晴せいをびくりと震わせて、吹雪はすぐに戦の準備を始めた。
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　ところで、その舞台裏。

　悠は史し織おりと楽しいご飯を……食べずに、キッチンで鍋を混ぜていた。とてもいい香り。

「どっちにも悪いことしたな……。ああ、ほんと俺って終わってる……」

　隠し味に自じ己こ嫌けん悪おを混ぜて、カレーを作る。考えることがたくさんあるとき、時間がかかる料理を作るのは頭を整理するのに最適だから。……それから。




「悠坊、うだうだうるさーい。ねー、はやくごはーん！　悠坊のカレー、はやくー♪」




　このだらっしないジャージ姿の姉貴分こと藍あい原はら瞳ひとみが、酒缶片手に食べたい食べたいうるさくてしょうがないからだ。

　藍原は二十四歳で、独身。大学進学を機に御み剣つるぎを出たので、一人暮らし歴も長いはず。なのにこの生活力の低さは何だ？　今までどうやって生きていたのか謎すぎる。

「俺は瞳の奥さんじゃない！　何で当然のように家にいるんだ！」

「えー。だって姉ちゃん、地稽古出てお腹なかすいたんだもーん。あんなに激しくしちゃってー」

「俺なんかその上試合も出たわ！　……ほんと何なんだ。うちの大人どもは」

　いきなり料理をぶん投げてくる母も母だ。文句を言いたいが、電話で『瞳にはまだ作れない』『母のメンツが』と泣きつかれたらもう断れない。……もしかして自分、押しに弱い？

「初見学のときもそうだったような……。ってか、深瀬のこと本当にどうすっかなあ」

「んー？　あのかわいい一年ちゃんがどうしたのー？」

「約束断ったんだよ。瞳が来るから。……今度何かおごり直さないとダメだな」

　悠はため息をついてどんどん暗くなっていく。逆に藍原はどんどん明るくなっていった。

「ふーん。……ふーん♪　悠坊、あの子より姉ちゃんのほうが好きなんだー♪」

「う、うるっさいな！　家族最優先って決めてんだよ！　もうメシできたから早く座れ！」

「あは、照れんな照れんなー♪　やったー、悠坊のカレーだ！」

　二人は食卓につく。当然のように母はいないが、今日は自称姉がいる。悠は素直な子どもに戻って、一日のことを全部話していた。また剣で失敗したこと。明日は学校で大事な試合稽古があるのに、その前に喧けん嘩かを売られてしまったこと。快晴と出会ったこと。それから。

「俺、ほんと酷ひどいよな。……ああ、あのうるうるした目。心臓が痛い……」

　吹雪に、当たってしまったこと。せっかく自分なんかを誘ってくれたのに。

　そうやって沈んでいく悠を見て、藍原がまたテカテカ輝いていく。

「……ふふーん。そーだ♪」

　彼女は妖しく笑うと、魔女が古文書を捲めくるようにスマホをいじる。そして、悠を突いた。

「悠坊、携帯出しなー？　一宿一飯のお礼に、姉ちゃんが助けたげる」

「いいけど……何？　てか今、一宿って言った？　このうえ泊まる気か!?」

「細かいこと気にすんな。禿はげるよー。……ふふふ。あの子の連絡先、流出させたげるー」

　本当は、ちょーっと妬やけちゃうけど。いっぱい構ってくれたから、今日は許す。

　藍原はスプーンを突きつけて、御剣の女衆みんなで手塩にかけた弟分に、出陣を促した。

「悠坊。乾さんを、デートに誘ったげな♪」
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「もう、疲れた。東京やだ。意味分かんない……」

　お昼時の西武新宿駅前。悠は街灯にもたれて、休日の人混みに圧倒される。今から観みる映画の宣伝をしている巨大な電器店のスクリーンを見上げて、口から魂が抜けるようだった。

　東京、こわい。悠の身体が今一度、トラウマで震える。

「山手、人多すぎ。新宿駅人多すぎ。サザンテラス口って何？　ＬＵＭＩＮＥとＬＵＭＩＮＥ２の違いって何？　てか納得いかない、あんなのマルイじゃないだろ絶対オイオイだろ……!?」

　疲れたと、肩をがっくり落とす。しかし下見は、デートの基本だ。

　悠は午前をフルに使い切って、新宿をあらかた回ってきた。疲れはしたが、おかげで予習はバッチリだ。待ち合わせの場所にて携帯を取り出し、水先案内人にお礼を言うことにした。


［Yu.M］ありがとな。さすが都会の女の子。一人だったら間違いなく爆死してた

［深瀬　史織］別に構いませんよー。埋め合わせの予習なんて、いじらしいじゃないですか♪

［Yu.M］……まあ悪いことしたし、東京は初心者だからな

［深瀬　史織］で、いつにするんですか？　私はいつでもいいですよ！

［Yu.M］んん？　何が？　今日に決まってんじゃん

［Yu.M］休みもかぶったみたいだし、こんなチャンスめったにないから

［深瀬　史織］えっ!?　タイム！　今日ですか!?　ちょっといきなりすぎません!?

［深瀬　史織］こっちにも準備ってものがあるんですよ!?　休みならいつでもかぶるでしょ！






「……かぶらないだろ？　なんか、話がこんがらがってる？」

　こうなったら埋め合わせとかぼかしてないで、男らしく言い切ってしまったほうが自分好みだ。悠は力強く頷うなずいてから、ずばっと切り返した。


［Yu.M］かぶらないよ。いきなりじゃないし、ちゃんと昨日俺から誘った！

［Yu.M］改めて助かった。吹雪とのデート、しっかりエスコートしてきます



「よし。……にしても、ちょっと遅いな」

　悠は電器店のスクリーンを今一度見上げる。時計は、待ち合わせ時間二十分過ぎを示していた。ただの遅刻だったらいいのだが、疲れで熱が出たりとか、吹雪の身に何か起こっていないかと心配だ。

　連絡が来ていないかと、再び携帯を見る。

　史織が剣道部チャットを燃やしていた。





［深瀬　史織］（悠の発言スクショ貼り付け）

［深瀬　史織］報告でーす！　こいつ女とデートしてまーす！

［Yu.M］おい待てや!!!!!!　何してくれてんだお前っ!?

［ゆきむらまどか］きゃー！　きゃー！　水上くんったら男の子～♪

［江坂仁］いきなり剣姫とはな。さすが一流だ。

［葉月］神速。ウインディ？

［千紘］ゆーくんちゃらい！　えろい！　手ぇ早い！　こんなんきのっちやん！

［シュンスケ］おおい延焼ヤメレ！　オレ関係ねえだろ！

［Yu.M］呪ってやるからな深瀬

［深瀬　史織］うるさいですこのバカ！　いつか刺されろ！

［Yu.M］何でお前がキレてるんだ！　でも刺せそうなヤツ知ってたら興味あるから教えて

［ゆきむらまどか］あー。剣道星人、また惑星から受信しちゃったね

［八代］さすがに気の毒だ……

［Matoi］水上あんたマジ最高！　さすがあたしの後輩♡　ねえ、ちゃんと爪切った？

［千紘］爪？　なんでつめ？

［黒瀬］おいお客さん。ちょっとオモテ出ようか

　　　　ゆきむらまどか　が　Matoi　を退会させました

［江坂仁］容赦が無さすぎないか……？

［ゆきむらまどか］救いが無いからしょうがないよねえ

［千紘］よーわからんけど、ユキさんは相変わらずえぐい

［葉月］藤宮摂関政治。立花康徳帝。

［黒瀬］んなことより、休みにプレイするＦＰＳ最高なんだよなぁ。もう毎日休みで良くね？

［シュンスケ］それな。でもちょっとだけ付き合ってくれよー。じゃ、クロには後で個別送るな

［Yu.M］おい！　二人でなんか遊んでないで助太刀してくれよ!?

［黒瀬］残念ながらこっから先は課金コンテンツなんだよなぁ。断る

［シュンスケ］わりーけどオレもだ。自分で戦いなー。まだ、喧嘩中なんだしな






　悠は、刺されたように心臓を押さえる。予期される喪失に、唇を嚙かんだ。

「……何なんだよ。喧けん嘩かとかしたくないんだよ、やめて──」

「おっ、遅れてごめんなさいっ！」

　携帯を握りしめていると、お待ちかねの声が聞こえた。

　俯うつむいていた顔を上げてみる。

「あ、あの、本当は三十分前に着くつもりだったの！　でも、みんながっ」

　彼女のくりくりとした瞳に負けないくらい、悠は目を丸くする。唸うならないと失礼なほどかわいい子が、両手を動かしてわたわたしていたからだ。

「凄すごい。……かわいい。びっくりした！　もしかして髪切った？」

　胴着姿のイメージがある吹雪が、ワンピースにパステルカラーのカーディガンを羽織っていて新鮮だ。かわいい。よく見ると薄い化粧もしているようだ。意外だがよく似合う。そうやってじっと観察していると、吹雪がもじもじし始めた。

「………ぅん。……ぁりがと。うれ、しい」
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　ただ、やはり化粧には慣れていないのだろう。チークが少し濃くて顔が紅あかい。

　しばし見み惚ほれていたが、本題を思い出す。悠は背筋を綺き麗れいに曲げて、吹雪に頭を下げた。

「昨日は、ほんとにごめん」

「あ、謝らないで！　……今日は、誘ってくれてありがとう。本当にうれしい」

　心からの笑顔を向けられて、悠は安あん堵どする。瞳に「大丈夫だから」とお墨付きをもらっていたとはいえ、流石さすがに不安だった。思えば初めて出会ったときから印象は悪かったし、剣道がなければ自分なんてただの嫌な奴でしかない。あんなことしたのに来てくれるなんて、吹雪は何ていい子なんだろう。……もてなす。今日は。

　悠の瞳が燃えていた。腕時計に目をやると、もうすぐ上映時刻だ。

「行こう、吹雪。もう始まるから」

「うん。……とっても。とっても、楽しみ」

　悠は先を急ぐべく、吹雪の悩殺級の笑顔を見ずに進路を振り向く。さっき予習した道を頭でなぞった。歌舞伎町方面に向かって歩けば間違いない……が。

　その前に一度、悠が急に後ろを振り向いた。

「ど、どうしたの？」

「……人が多いからかな。気のせいか。ごめんなんでもない、早く行こう！」







　悠と吹雪が向こうに歩いていく。頃合いを見て、近くの柱の陰から愛あい莉りと林りん檎ごがにょきっと身体を出した。

「水上氏、鋭すぎ問題。もしかして気付かれたのではと林りん檎ご氏は若干心配している」

「それな。漫画かよ～。……てか、凄すごい周りを気にして歩いてんじゃん？　水上くん。歌舞伎町だからかな。あー、いいな～。吹雪マ～ジお姫様」

　愚痴る愛あい莉りの隣で、林りん檎ごはぐっと両手の拳を握っていた。

「ガンバッテ吹雪。今日は桐とう桜おう五人娘のレイドバトル！　水上氏をボコってゲットだぜ！」

「……そー上う手まくいくかぁ？　かなーり手て強ごわいよ、あれ」

　愛あい莉りが悠の背中を見つめる。ちゃんとおしゃれした吹雪を褒めていたし、桜さくら子この家で髪を切ったことにも気付いていた。この分では、自分が施してやったメイクにも、もしかしたら気が付いているかもしれない。ちょっとできすぎだ。見えないが、もしかして遊び人なのか？

「でもまあ、所詮男は男なんだよな～。ちょっとくらーいトコロで、手でも触らせればいけるっしょ。いけいけ吹雪、さくっと映画で決めちゃいな～！　あの恋愛映画なら絶対」

「待って欲しい愛あい莉り。ここで悲報です。吹雪が選んだの、アレじゃない」

「……えっ？　じゃあ、何選んだワケ？」

「ご、誤解しないでほしい！　林りん檎ご氏は止めた！　止めたんだ！　……止まらなかったの」

　電光掲示板が見えるところまで歩いていって、林りん檎ごはしょぼんと指差す。

　血と硝煙と爆発と筋肉のアクション映画を。愛あい莉りは肩にかけていたバッグを落とした。

「吹雪って、マジ吹雪だよね～……」

「そ、そこが効くこともまだワンチャンあるから！　……由ゆ季き先輩と桜子先輩は？」

「ピアノのお稽古。あとアネゴはもーちょい家の手伝いするってさ～」

「む、そっか。ところで愛あい莉り、映画の待ち時間で林りん檎ご氏はメイトに行きたい」

　きらんと林りん檎ごは顔を輝かせる。ふうと息を吐いて、愛あい莉りはバッグを改めて肩にかけた。

「い～ぜ～。その代わり、あたしも服見るから先に付き合いな～？　コーデしてやるからさ」

「いっ、イヤだッ！　愛あい莉りは林りん檎ご氏から黒色を奪う！　オタクは暖色系を着ると死ぬの！」

「はいはい行くよ～、根暗な心の闇属性～」

　猫の首根っこを引ひっ摑つかむように、愛あい莉りが林りん檎ごをぐいぐいキャリーする。

　高校生たちの、束つかの間まの休日が始まった。
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「……やるねェ」

　昼食中。悠の口から、さっきまで見ていた映画の吹き替えのような、渋い声が漏れた。

「え？　……ふぁに？　ふぃなふぁみふん、ふぉうかひた？」

　もっきゅもっきゅとご飯を頰張る、微笑ほほえましい吹雪を見て。

「はは、いや。なんでもない。飲み込んでからゆっくり喋しやべんな？」

　少し遅めの昼食に、二人はとあるオムライス屋に入っていた。巨大なオムライスを出すことで有名で、まさに吹雪のためにあるようなお店だ。ぺろりと最大サイズのオムライスを悠より早くたいらげて、目を輝かせた。

「おいしい……！」

　悠の心が、あたたかい気持ちで満たされる。普段料理を作る人間にとって、これほど見たい表情はなかった。店舗のスタッフさんが羨ましい。自分が作りたかったと心底思う。

「そっか。気に入ってくれたみたいで良かった」

　自分の目がちょっと信じられないが、嬉うれしいものは嬉うれしい。吹雪もにこっと笑って言った。

「うん。おかわり！」

「何言ってんの？」

　ついでに我が耳も信じられなくなった。この子、さっきポップコーン三個食べてなかった？

　悠が意識を宇宙に飛ばしていると、スプーンを口につけた吹雪の表情が曇っていった。

「ど、どうしたの？　わたしと食べてると、たのしくない……？」

「い、いや、そんなことない！　大丈夫、超楽しい！　俺注文するよ！」

　守りたい、この笑顔。

　悠は再び輝き出した笑顔を見ながら、メニューを手に取る。その最中にまた微笑ほほえましいものを目にした。紙ナプキンも同時に手に取り、吹雪の顔に手を伸ばす。

「吹雪。くち、付いてる」

　あやすように、拭いてやった。妹が欲しかった人としては快晴が羨ましくて仕方ない。穏やかにその顔を眺めていると、どんどん彼女は赤くなっていった。

「あ、あの、わたし、お手洗い行ってくる……っ」

　脱だつ兎との如ごとく、吹雪が席から立つ。

　このタイミングで席を立つ、ということは。

「お会計、払わせてくれるのか……！　吹雪はいいやつだなあ」

　スマートに手を挙げ、吹雪の追加オムライスと会計伝票を注文する。すぐに店員さんが黒いバインダーを裏向きに持ってきた。意を決して、ひっくり返す。

「……ぅおお。マジか。今日、足りるかな……」

　高校生にはなかなか厳しい金額がそこに躍っていた。映画はネット決済だったから、悠は今日初めて財布を開く。たしか昨日の夜、寝る前に確認した通りなら……。

　頭で電卓を叩たたきながら、財布のお札入れとご対面する。

　無数の諭吉さんが手狭な我が家でくつろいでいた。

「チートコードっ!?」

　まさに天文学的数字が入るその中に、悠はひとつの紙片を見つけ出す。母の字だった。

『とても助かりました。瞳のご飯と母のメンツ代です。これで足りますか？』

「高すぎだろ！　財布バグってんじゃねーか！　……ああもう、あのポンコツ。高校生の金銭感覚知らないのか！」

　でも、背に腹は代えられない。悠は仕方なく汚れた金を払ってその場をしのいだ。




　一方、同じ頃。

　桜子と由季もまた、同じ店でご飯を食べていた。気になる男の前でも平常運行で食べまくる吹雪の姿を、離れた席から見守りつつ。

「うちの姫様は飾らないなぁ……。せーっかく綺き麗れいにしてやったのに」

「まあ、飾れないものは仕方ないじゃありませんか。それでこそ吹雪です」

　紙ナプキンをつけ、ゆっくり行儀よく由季が食べている間に、桜子はがつっとオムライスを食べきってしまった。運動部特有の早食いを終えて、ソースがついた口を自分で拭う。

「しかし、水上くんにはいつかお礼言わないとなぁ。アタシらの救世主でもあるんだし。今日藍原せんせーが急に練習休みにしたの、絶対水上くんのおかげじゃん？」

「ええ、そうですね。……あの、桜子。救世主ついでにですね、お願いがありまして」

　由季の動作が停止する。やっちゃったぜ、みたいな笑顔で桜子を見ていた。

「もう、食べられません。助けて……」

「あぁっ!?」

　身体を小刻みに震わせている由季のお皿を見てみると、最小サイズなのに四分の一も減っていなかった。

「何も減ってねぇじゃん！　どんだけ燃費いいんだよオマエ！」

「い、良いいじゃないですか。静かでお淑しとやか、そして低燃費。私はプリウスの如ごとき女です」

「スピード三輪車じゃ意味ねぇんだよ！　そんなだから満腹中枢に追っつかれんの！　アタシ頼む前言ったよな!?　オマエ絶対残すから一個頼んで分けようって！　断ったの誰だよ!?」

「あ、当たり前です。承服致しかねます。女と一つのオムライスを分け合うなんて、屈辱じゃないですか。は、初めては殿方と一緒がいいんです！」

「永久に来ねーよそんな時！　メシと一緒に残されちまえ！」

　桜子は痛くなってきた頭を押さえて、悠と吹雪をちらりと見る。

　吹雪がお姫様のように、口を拭いてもらっているところが見えた。

「……………………………いいなぁ……」

　隠れ乙女の桜子が、自分を重ねて本気で羨む。自分も本当はあっちがいい。なのに。

「さくらこぉ……。あねごぉ……」

「……だーもうっ！　食えばいいんだろ食えば！　会計全部オマエが持てよな！」

　需要と供給は、常に不一致。帰ったら、絶対体重計に乗らないと決めた桜子だった。
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　昼食の後、二人はＬＵＭＩＮＥでウインドウショッピングを楽しんだ。途中、吹雪は剣道するのに最適な髪ゴムを見つけていたく気に入り、雑貨屋のレジに並びにいった。その間悠は手持ち無沙汰になる。ひとりで近くをうろついていると、気を引くお店を見つけた。

「お……？　眼鏡屋だ」

　ふらりと寄る。

　視力がいい自分には関係がない店だと思っていたが、最近はＰＣ眼鏡なるものもあるようだ。ひとつ手に取り、かけてみる。ついでに、思い出したように携帯を開いた。


［Yu.M］眼鏡屋に来た。オススメとかあるの？

［深瀬　史織］知りません。

［Yu.M］さっきから何怒ってるんだよ？　言ってくれなきゃわかんないぞ

［深瀬　史織］別に

［深瀬　史織］おいしいごはん食べてて羨ましいだけですー

［Yu.M］……昨日の晩飯ドタキャンのことだったか。本当にごめんって

［Yu.M］でも先約優先なんだから許してくれよ。先に吹雪に悪いことしちゃったんだ

［Yu.M］深瀬に奢おごるのはどうかその後で……

［深瀬　史織］え？　私にも、あるんですか？　きのう急用とか言ってぶっちしたの

［深瀬　史織］乾が捕まったから深瀬とかもういいやー、なんですよね？

［Yu.M］違うわ！　お前どんだけひねくれてるんだよ！　昨日は本当に急用だ！

［Yu.M］俺は約束絶対守るよ。なかったことになんかしないって。俺のほうからは

［深瀬　史織］………………じゃー許します。こんど休みフルに使って詫わび深瀬ですからね

［Yu.M］待て、晩飯奢おごるって話だっただろ！　なんで一日分まで増えてるんだ！

［深瀬　史織］女子には三倍返し、これ基本です。都合悪いならリボ払いで

［Yu.M］永久に元手減らねえ……。なんだよ、そんなに俺とデートしたいのか？

［深瀬　史織］はあっ!?　調子乗らないでくださいよ！　今度ほんとに叩たたきますからね！



　やれるもんならやってみろ、と打とうとしたら、肩を背後から叩たたかれた。

「何してるの？」

　何もやましいことをしていないのに、背後から声をかけられるとびくりとする。

　携帯を急いでポケットに入れて振り返ると、吹雪が悠の眼鏡姿を見て驚いた顔をしていた。「それ……」

「あ、これ？　度なしのやつ。どう、似合──」

　言い切る前に、一気に間合いを詰められた。

　吹雪の整った小顔が、目と鼻の先にある。それから眼鏡を親の仇かたきみたいに睨にらんでから片手で外し、もう片手を悠の頰に当ててきた。

「なんにもないほうが、絶対かっこいい」

　圧力のある笑顔に、どきどきして何も言えなくなる。赤くなって無言で頷うなずいた。

「まったく油断も隙もない。今日は出てくるな、生意気眼鏡。……行こ、水上くん」







　吹雪がずんずん向こうへ進んでいく。今日一番の戦果を上げたことに気付かずに。

　それが、離れたところで見守るアネゴにはもどかしくて仕方ない。

「バカ、ぶっきー！　そこだろ！　そこ攻めろよ！　なんで剣道以外だと見逃すんだよ！」

　見守り隊のまとめ役、桜子は天を仰いだ。せっかく勝てそうだったのに！

「オマエらも文句言えよ！　指導が足りねぇ……ぞ……」

　振り返ると、みんな服屋で『一番頭悪そうなコーデした奴が勝ち選手権』をして遊んでいた。

「あは、由季ちゃん先輩やば～。湘しよう南なんのラッパーじゃ～ん」

「林りん檎ご氏は即興ラップを所望する！」

「……やってみまＳＹＯ、住まいは松しよう濤とう、門限十時で十二時消灯、彼氏ができない焦あせるぜ焦燥、抑えられない心の衝動、ぶつける先は竹刀で剣道、Ｙｅａｈ……」

　こりゃダメだ。環境が悪い。

　桜子は心底同情する。しかし、かわいい後輩にはめげずに頑張ってほしい。

　見た感じ、脈はないではなさそうだし。それに、何より。

「頑張れ、ぶっきー。……剣道部だもんな。結局最後は、ひとりで決めなきゃ」

　剣姫が負けて終わるなんて。想像できない。桜子は今日一日に満足し、こくりと頷うなずいた。

「おら、帰んぞバカども！　状況終了！」
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　たまの休みというものは、過ぎていくのが早いもので。

　終わらないでと願っていても、憎らしい太陽は沈んでいくばかり。吹雪は泣きたいような気持ちで、宵空を見上げていた。

「吹雪、晩ご飯はどうする？」

「あ。……ごめんなさい。今日はお兄もいるから家で食べる」

　家族、めんどくさい。でもこればっかりは両親の頼みだから仕方がない。

　膨れていると、悠が自分の顔を見て笑った。とても、寂しそうに。

「羨ましいな。……仲、いいもんな。二人は」

「どこが!?　あんなの、大っ嫌い！　昨日だって殴り合いになったし！　それに、わたしは本気だったのにっ」

　吹雪はぐっと拳を握りしめる。憎しみを込めて。……失った、悲しみを込めて。




『行ってくるね、ふぶき。ぼく、ひとりでも、がんばってくるから』




「あんなの。……あんなの、お兄ちゃんじゃないっ」

　強く拳を握りしめる吹雪を見て、悠も自分の左手を見ていた。握りはせず、開いたまま。

「そっか。……でも、それでも羨ましいな」

「ど、どうして？　本当に、いいことない」

「だって、喧けん嘩かできるんだろ？　していいんだろ？　……家族なら、離れていかないもんな」

　悠の手が、震えている。

　一番強いはずの彼が、そのとき触れるだけで壊れてしまいそうに見えた。

「嫌なんだ、喧けん嘩か。終わったら誰もいなくなるから。一度やったら、もう、おしまいだ」

「……そんなことは」

「あるよ。もうそれで何度も壊してきた。学ばないよな。……自分のことしか見えなくなる自分が、嫌で。だから、喧けん嘩かは……」

　悠が、天を見上げている。星から降り注ぐ涙のような光を浴びて、彼は言った。

「いや、違うな。結局、俺は怖いんだ。……弱いだけなんだよ」

　線引きをするような儚はかない笑顔に、吹雪は何も言えなくなる。その様を、またしても気遣われてしまった。

「悪い。聞かれてもない泣き言言った。良くないよな」

「そ、そんなことない！　わたしで良ければ、ずっと聞く」

「……吹雪は、いい奴だな。でも快晴だっていい奴なんだぞ。あんまり嫌わないでやってくれ」

　まるで本当の兄みたいに、優しく悠は言う。何かを懐なつかしむような、そんな目だった。

「快晴は吹雪のこと、大好きだったぞ。昔会ったときは、ずっと吹雪のことを心配してた」

「……昔に、会ったことあるの？　お兄と？」

「うん。小学校低学年くらいの夏だったかな。快晴が錬れん心しん館かんから出稽古に来てさ。……そっか、吹雪は知らないんだよな。熱出して来られなくなったって、あいつ言ってたもんな」

　兄のことなら何でも知っていると思っていた。けれど、違った。彼は、自分の知らない兄を知っているのだ。

「そう、なんだ。……弱かったでしょ？　『泣き虫快晴』は」

「うん。笑えるくらいな。そのせいだか知らないけど、あいつめちゃくちゃいじめられてた。……でも、一歩も引かなかった。泣かなかったよ、あいつは」

　その言葉に、頷うなずく。兄のことは大嫌いだ。けれど、言ったことを必ず守る点だけは、唯一認めてやってもいいと思っていた。

「初めて他人のこと、カッコいいなと思った。……妹のためだ、って言ってたよ。人のためなら頑張れるんだって。それが、カッコよかった。俺にはできないことだったから。……どうしても、友達になりたかった。だから勇気を出して、一番得意なもので口説いたんだ」

　悠が、左手を広げる。剣を手放し、数年が経たったはずの手を。その手は依然と硬くぼろぼろで、まるで剣の呪いにかかっているようでさえある。

　けれど吹雪にはその手が、世界で一番綺き麗れいに思えた。

「上う手まくいった。君みたいに強くなりたいって言ってくれた。……嬉うれしかった。そんなことを言ってくれたのは、あいつが初めてだった。だから俺は、大事にしてた技を本気で教えて」

　宝物を見つけたように、悠が笑う。

「別れる前に最後、約束をした」

「……約束？」

「うん。……絶対守るって、あいつは言った。だからちゃんと待たなきゃダメだった。どんなことがあっても。……だって、あいつが破るわけないもんな。吹雪なら、分かるよな？　ずっと快晴のこと、見てたんだもんな」

　吹雪が、息を吞のむ。

　ずっと追い続けていた真実が今、雪のように降りてきて。

「なあ、吹雪。帰ってきたあいつはどうだった？　俺があげた剣、ちゃんと使ってくれたかな。ひとりでも、ちゃんと頑張れてたかな。……なんて、聞くまでも」

「教えて」

　言葉を遮り、問う。裏返る声を隠せない。口元を押さえる手が、思わず震えた。

「お願い、教えて。……どんな、約束をしたの？」

　あなたが、犯人だったの──？

　震えながら、その答えを待つ。しかし、返ってきたものは。

「教えない。だって、男同士の約束だからな」

　夜を背負った、愛いとしい人の笑顔だけだった。

　悠が、自分の左手を見ている。まるで気持ちを確かめるように、ゆっくりと握って。

「なあ、吹雪。……最後に、行きたい所があるんだ」
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「ありがとうございました。また、来ます」

　古ぼけた引き戸から悠が出たのを確認し、吹雪は店主に礼をして扉を閉めた。すすけた磨すりガラスには、武道具店の文字がある。二人の手には新品の竹刀があった。

「ごめんな。一応、デートで、最後にこんなところに付き合わせて」

「……むう。一応は余計。……ふふ。わたし、ばかだね。今日、一番落ち着いちゃった」

　吹雪は苦笑し、ビニールに包まれた新品の竹刀を両手でぎゅっと握る。

「うん。これで明日も、みんなと喧けん嘩かできる。生まれたことを後悔させられる」

「……吹雪は、強いな」

　最初、嫌味を言われたのかと思った。けれど、すぐに違うと分かる。人気のない路地で、薄暗い街灯が映し出す悠の顔を見れば、剣を握るぼろぼろになった手を見れば、分かる。

　この人は、強い人。けれど強くなりすぎてしまった人。だから誰も泣かせてあげられない。

　自分は幸せな女だったのだと、強く思う。

　完膚なきまでに負けることができた。勝っても虚むなしい気持ちを知ることができた。色んなものを捨てて強くなったつもりだったのに、まだまだ足りないものがあると知ることができた。

　自分は弱い。分かっている。




「うん。わたしは、強いよ」




　でも、言ってやらなきゃ。

　どこまでも幼く素直に、剣姫は引かずに堂々と。

「だからあなたが、そんな弱そうな顔してるのが許せない。何かを怖がってるのが許せない。もっと、かっこよくなって。誰より強いあなたでいて。剣から逃げるなんて、許さないもん」

　吹雪は悠から間合いを取って、ビニール袋から竹刀を抜いた。

　そして、正面で構える。

「悠、くん。大丈夫。怖くない。……竹刀じゃ、人は死なない。だから思いきりいけばいい。ちゃんと目を見て、自信を持って。あなたは、世界一かっこいい」

　つるぎのかなたを真まっ直すぐ見据えて、吹雪は笑いかける。だって、あなたは。

「わたしを、斬れた人だもん」

「……ああ。……ありがとう。俺のこと、斬ってくれて」

　吹雪が竹刀を納める。すると、すっきりした笑顔の悠が左手を差し出してきた。

「吹雪。お願いが……いや、違うな。負けたんだから、俺の言うこと聞け」

「……はい」

　ぞくぞくする。もっと、そうやって雑に扱ってほしい。

「握手してほしい。俺と、友達になってほしいんだ」

「……もう。……そんな当たり前のことに、使わないで。ばか」

　吹雪が恥じ入って、そっぽを向きながら手を出す。その手を、悠は宝物のように慈いつくしんだ。

「綺き麗れいな、手だ」

「……はっ！　ま、待って！　左手はなし！　わ、わたしの手、硬くて汚いからっ」

　引き抜こうとしたその手を、悠は離さない。大切に、大切に、お姫様を扱うように。

「いいんだ。この手がいい。……努力の手だ。こういう綺き麗れいな手が、一番好きだよ」

　ずるい。意地悪だ。そうやっていつもわたしのこと、丁寧に可か愛わいがって。

　悪い気しないから拒めない。このうえもっとダメになってしまったら、どうしたらいいの？

　困り果てた吹雪は夜空を眺める。そこに、一筋の流星が流れた。捨てた過去を纏まとって、星ほしは光り輝く。まだ、拾っていいんだよと言うように。

　吹雪は今、静かに決意する。

「ありがとう。しっかり握って、覚えててね。……この手で、いつか」

　あなたを、摑つかんでみせるから。

　いつか絶対、自分の口から好きって言う。吹雪は今一度、剣を握る手に想おもいを込めた。

「ねえ、悠くん。わたしね。小さい頃、夢があったの。知りたい？」

「お？　うん、教えてくれよ。どんな夢なんだ？」




　──およめさん、だよ。




　吹雪は、悪女のようにくすくす笑った。

「やだ。教えない。だって、女の子の秘密だもん」

「……かわいいお姫様だなあ、吹雪は」

　ねえ、お兄。憎いのはお互い様だと思うけれど、少し聞いて欲しいことがあるの。

　朗報かな。悲報かな。どっちでもいい。なんだか無性に顔が見たい。そんな気分だ。

　吹雪は言ったときの顔を楽しみに、家に帰る。玄関を開けて、一番いい顔をして言おう。

　きっと嫌な顔をされるけど、それもかわいい妹のご愛あい嬌きよう。

　だって、これを聞けるのは今のうちだよ。だから、我慢して、聞いてね。




「お兄ちゃん。わたしね。好きな人、できたよ」
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　早起きは三文の得だと言うが、今の貨幣価値に直すと大体六十円くらいだ。だったら寝てたほうが遥はるかにマシなんだよなぁ、と黒くろ瀬せ誠まことは早朝の部室でひとりあくびをする。

　時は金ならざりきだ。人生の貴重な時間を、どうでもいいことに捧ささげたくはない。

　道着姿に胴垂れを着け、黒瀬はいつものように壁にもたれて座る。手拭いで汗を拭いながら、今日の予定表のプリントを手に取った。

『全日練習（午前アップののち、午後試合稽古。インハイ個人の部、出場選手決定戦）』

　一番勝ったヤツ二人が出る。分かりやすくていい。嫌いな剣道の唯一かばえる点はこういうところだなと納得していると、部室の扉が開いた。……来たか。奴が。

「ク、クロ……？　ば、馬鹿な！　ありえない！　まだ一時間前だぞ！」

「うるせぇ奴だな。まあなに、三文得したくなってよ。おれは休みと金が大好きだからな」

　水上悠が目を剝むいている。まあ逆の立場なら自分もそうなる。

　汗で湿った髪を摑つかんでいると、それだけで相手には文脈が読めてしまったようだった。相も変わらず、見えすぎる奴だ。

「俺には助太刀、くれなかったのにな。……仲いいよな、二人は」

「おい勘違いすんな。おれはどっちの味方でもねぇよ。こりゃ借りの分を返してるだけだ」

「借り？」

「昔、ちょっとな。本当にそれだけだ。……おれは、貸し借りってのが嫌いなんだよ。お互い、こんな部活に血迷って来ちまった数少ないアホなんだ。余計なことは考えたくねぇだろ？」

　明朗会計がいい。損得勘定で人間を考えたい。ヌルくてべたつく関係は嫌だ。

　だから友達がいないんだとか言われても、それでいい。それがいいのだ、自分は。

「うん。そうだな。……だから俺も、クロとはそういうの抜きがいい」

　だというのに。

　斜に構えた自分に真まっ直すぐ突きつけてくる、この新しい竹刀はなんだ？

「なんだ、売ろうってのか？　買わねぇぞ、おれは」

「違うよ。そういうんじゃない。ただの清算だよ。……俺、初めてここに来たとき、クロの竹刀折っちゃっただろ。だから、これ、返させてくれ」

「……いらねぇよ。あのとき、やるって言っただろ」

「嫌だ。頼むよ、クロ。受け取ってくれ。俺も、お前とは貸し借りなしがいい」

　全く腹が立つ奴だと、黒瀬は心中で悪態を吐つく。

　本当は、自分なんかより遥はるかに冷めているくせに。誰にも期待しちゃいないくせに。

「明朗会計でいこう。俺とお前は、それでいいよな？」

　最悪だ、こいつは。

　せっかく人が冷めてるってのに、どうしてこういうことを言いやがる？

「……ああ。分かった。貰もらっとく。けどよ、こいつで良かったのか？」

　黒瀬が、ニヒルに笑う。決めた。

「ん？　な、なにが？」

「今日、お前が斬られる刀だよ」

　自分も、そろそろ売りに出す。一人だけ損をするのは趣味じゃないのだ。

　分かっている。自分たちは二束になっても、こいつには三文以下だろう。

「早起きしたのに残念だったな。あと三文あったら、三さん途ずくらいは渡れたのによ」

　それでも絶対、タダで終わってしまうよりはいい。

　しっかりと睨にらんでやると、ようやく言葉の意味を理解した悠がげらげら笑い始めた。初めて見る顔だった。その後に見せてくれた、凜りんとした顔と合わせて。

「揃そろいも揃そろって。寝言は寝て言えよな、このクソ雑ざ魚こどもが」

　いい顔だ。あのときのつまらなさそうな顔とは違う。ようやく、早起きした価値があった。

　黒瀬は商売上手の自分を誇りながら、部室の扉を開いて外に出る。なぜか駆け出したくなって、走りにくい袴はかまで道場に急いだ。全く、今日は似合わないことばかり。だから、道場の鏡の前で竹刀を構える一年付き合った同期には、すぐに異変を見抜かれてしまったようだった。




「クロ、どしたー？　オレが似合わないことしてっから、気持ち悪くなった？」

「……ああ。お前のせいでおれも今しがた、あいつに喧けん嘩か売っちまったよ」

　城きの崎さきは、笑った。黒瀬がまるで鏡のようで。

「な？　言ったろー？　実際今が売り時なんだって。早く売らないと紙かみきれになっちゃうぞ」

「そいつは、死んでもごめんだな」

「なあ。嫌だよなー。……それだけは、ありえねーよ。やっぱり」

　城きの崎さきは、もう一度鏡の前で竹刀を振った。

　分かる。下手だと。そしてそれが当然だと。

　鏡は噓うそをつかない。溜たまりに溜たまったツケを、たった数日で返しきれるはずがないのだ。

「あいつさー、めちゃくちゃ強えじゃん？　団体組むと呼吸するみたいに勝ってくるし、オレらが負けても『いいよいいよ』とかへらへら笑って、平然と二本取り返してくるし。正直、ちょっと怖え。人間じゃねえってたまに思う。でもさ。……でもさあ。

　それって、オレが挑まねえ理由にはならねえと思うんだよな」

　鏡に、噓うそ偽いつわりのない自分が映る。適当で、矮わい小しような自分。きっと誰にも誇れやしない。

　けれど、だからこそ。そんな自分だからこそ。

『どォ────オオおぉおっしャぁあああッ────ッ!!』

　あの一刀に、身を切られるが如ごとく、痺しびれてしまった。

「もう、カッコわりーままでいたくねえわ。……やれることくらい、やっとくよ」

　さあ、借金を返していこう。綺き麗れいな身の上になるんだ。

　振った竹刀が、ぴたりと止まる。

　少しだけ、友達を騙かたる権利が得られた気がした。

「みてろよクロ！　オレの付け焼き刃が、あいつの胴体を真っ二つだ！」

「……ああ。いいんじゃねぇか？　期待してんぜ」

　せっかく気恥ずかしいから茶化したのに。全くいつも、思い通りに動いてくれない。

「やめろよ気持ちわりーなー。いつもなら寝言言ってんじゃねぇとか言うとこじゃん」

「くく。いいじゃねぇか、たまには寝言も」

　もうひとりの馬鹿が、鏡の前で竹刀を構えた。

「おれも少しくらいは、夢が見たくなってきたらしい」
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　戦いが、始まる。

　ひりひりとした雰囲気が、道場の中に満ちた。

　審判道具を持った女子が打ち合わせる。纏まといが主審に、葉は月づきと千ち紘ひろが副審に。円香まどかが膝の上にスコアブックを置いて、史し織おりはホワイトボードの傍そばで時計を持った。

　男たちは、戦衣を纏まとって二つに分かれ。悠は、八や代しろがいる白側でそのときを待った。

　籠こ手てをはめる。左手を握る。

　硬く歪いびつな鬼の拳が、今か今かと滾たぎり出だす。

「……なあ、八代」

　今なら、名前を呼べる。かわさなくても向き合える。

「何だよ」

　あのとき、秋水大付属との試合前。じゃんけんで作った勝敗を、自分は譲った。

　それは平等で、喧けん嘩かのないやり方だ。……でもそんなの、本当は全く馬鹿らしい。

「このあたりで一回、締めとくか。どうも俺は、やっぱり剣道部みたいだ」

　平等なやり方なんて、虫むし酸ずが走る。あんなくだらない方法はもうやめだ。

「今度は、譲らないからな」

　必ず勝てないと気が済まない。

　百回やっても万回やっても、勝つのは絶対に自分がいい。

「あいつを斬れるのは、俺しかいない」

　年下に舐なめられる自分なんて、絶対にありえない。

　悠は立ち上がる。左手に、真新しい刀を持って。

「……は。やっとその気になったかよ」

　八代は嗤わらう。

　やっぱり、こうでないといけない。何のために生意気と剣道やってると思ってるんだ。こういう風に向かってくる奴の、鼻をあかすのが楽しくてしょうがないからだ。

「来いよ、水上先輩。二階席で応援がお似合いだぜ」

「……くく。誰に向かって生意気言ってんだよ、後輩」

　悠が歩いていく。一番初めの試合に向けて。

　白線の前で、いつでも戦えると剣を握った。……ただ、その前に。

「ごめん、纏まといさん。始めるのちょっと待って。ひとつ、わがまま言わせて欲しい」

「あら、なに？　竹刀でもささくれてた？」

「いや。……主審、代わってよ。華が足りない」

　時計を握って小さくなっているそいつを、悠はしっかりと睨にらみつける。

「深ふか瀬せ。お前がやれ。もう時計係は卒業でいいだろ？」

　来い。お前は、そんなとこにいていい女じゃない。

「え。……わ、私ですか!?　そ、そんな。やったことがっ」

「いつまで初心者でいるつもりなんだ？　お前、ほんとにそれでいいのか？」

　ぴしゃりと、頰を叩たたくように言い放つ。

　初めて、部内で誰かに厳しく当たった。そのことを、もはや悔いはしない。

　一瞬の沈黙が道場に満ちる。果たして彼女は、逃げなかった。

「いえ。やります。やらせてください」

「よし。……ごめんなさい。てことで、いいですか。纏まといさん」

　事後承諾。でも、それが面白くて仕方ないと言うように、優しい先輩は笑ってくれた。

「あたしをチェンジとは、なかなかいい度胸してるじゃない。……いいわよ。あんたのわがままなら、聞いてあげる」

　悠が、天井を見上げる。きちんと目を見る。彼女とそう誓った。拒絶は怖い。震えるほど怖い。もう、孤独な場所にはいたくない。

　けれど、それでもひとり戦い続けた、あの男と戦いたいと言うのなら。

　逃げたい自分は、ここで斬らなきゃ話にならない。

「俊しゆん介すけも、いいよな？」

　つるぎのかなたを、強く見据える。そこには。

「ああ、いいぜ。恨みっこなしだ」

　自分の目を見てそれでも笑わらう、紙かみ屑くずではない人がいた。




　──ああ。勝とう。本気で。




「前へ」

　一歩。二歩。三歩。勇気の剣を携えて、世界の中心で静かに抜いた。

　悠が閉じた両目を、今開く。

　行くぞ俊しゆん介すけ。恨みっこなしの手加減なしだ。本当の俺を見せてやる。

　……だからさあ。全部、終わってからでいいからさ。

「始めっ！」

　俺と、友達になってくれ──
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　夕刻。

　解散のあと、城きの崎さき俊しゆん介すけは防具を外して、しばし天井を見ていた。晴れやかな気分とは、また違う。悔しさでいっぱいなわけでもない。名前のつけがたい感情を胸中に持て余す。ただ、見上げていると、まださっきの光景が見えるような気がして。

　竹刀が、空を舞った。

　時が止まり、自分の身体が自分のものじゃなくなったような感覚が忘れられない。乾いぬい快かい晴せいも、きっと同じ感覚を味わったのだろう。そう思うと、なんだか。

「きのっち。汗くらい拭きよ。風邪ひくで」

「んー。馬鹿だから大丈夫じゃねー？」

「あほ。……今日な。男前やったで」

　防具を全て外し終わった千ち紘ひろが、笑んでいる。照れくさくなって、城きの崎さきは茶化した。

「おいおい、嫌味かー？　クロに調教されたのかよ」

「うち、噓うそは言わん。すぐ顔にでるもん」

「……さーんきゅ。ちっひー見たら、何か気ぃ抜けるわ。腹減ってきたもん」

「それはどういう意味やねん……。まあ、今日はおっちゃんがなんか奢おごったろ！　特別や！」

「マジ!?　うっわー、何苑の焼肉にしようかな」

　うちの財布を壊す気か！　と叫んで、千ち紘ひろは道場から去っていく。冗談のつもりで言ったのだが、本当に空腹であることに気付いてしまった。それだけ、夢中だったのだろう。けれど今日は奢おごられるわけにはいかない。ちゃんと朝から付き合ってくれた友達に、礼をせねば。

「クロ。ありがとな。今日は、オレがお前に──」

　左隣を振り向くと、もういない。いつもさっさと帰ってしまうのだ。そのせいで、二個隣の男と目が合ってしまう。負けたときの言葉を考えときゃ良かったな、と城きの崎さきは思う。

　せっかく、カッコつけるチャンスだったのに。




「まいった」




　こんな言葉しか出てこない。全く自分ときたらどこまでも三流で、カッコよくなれない奴。そう思って自嘲していると、珍しいものが見られた。悠の仕草に首を傾かしげる。

「……上う手まく、言えないん、だけど、さ」

　変な奴だ、と思う。どうして唇を嚙かんでいるんだろう。右手で目も覆っているし。そんなに汗をかくほど疲れたのだろうか、自分たちとの喧けん嘩かが。

「俺、お前に、勝てて。……嬉うれしいよ」

　そうだったら、こんなに嬉うれしいことはない。息が抜けるように、城きの崎さきは笑った。

「サンキュ。よっしゃ、対戦は終わりだ。次からは協力プレイだな」

「……俺と組んだら終われないぞ？　途中で飽きないでくれよな」

「飽きねーよ。お前となら。……負けても、面白かったんだ」

　城きの崎さきは防具を棚に持っていき、収納していく。顔を見ないまま、背中越しに言った。

「メシ、行くだろー？　肉食おうぜ。ちっひーの財布ぶっ壊し隊、結成だ」

「うわ、死ぬほど行きたい！　入隊したい！　……でも、今日だけはダメなんだ。ごめんな」

「なぬ、先約か？」

「うん。ある意味デートだ。何年も待たせたから、ちょっとはゆっくり話したくてさ」

「はぁん？　またー？　お前、見た目通りやるよなー。まあ、オレには及ばないけどさ」

「はは。言ってろ」

　全てを片付け終えて、城きの崎さきは先に道場に礼をする。出ていく前に悠に言った。

「おい、悠。あんま女ばっかと遊んでないで、たまには友達とも遊んでくれよな。じゃないとちっひー共々、スネて教室で暴れてやんぞ」

「……ああ。言われなくても誘うよ。今後、イヤってくらいさ。……また明日な」

「おう、また明日。じゃーなー」

「…………あ、俊しゆん介すけ。ちっひにも言っといて欲しいことが──」

　そこにはもう、城きの崎さきの姿はなかった。







「まあ、いっか。……言わなくても、きっと伝わるよな」

　部活、誘ってくれてありがとう。

　悠は誰もいない道場で、静かに礼をした。

　それからゆっくり、窓から差す西日を浴びながら防具を片付けていく。棚ではなく、防具袋へ。今日はまだ、行くところがあるのだ。

「あとは、竹刀袋、か」

　用具庫に置いてあるそれを取りに、ボロい引き戸をがらりと引いた。

「むむむ、分からない……。……あ。先輩!?　ちょっ、いたんですか!?」

　バラバラになった竹と、大量の弦つると、柄と剣先。それらにまみれた、仏ぶつ頂ちよう面づらの眼鏡美人。

　こんなにポンコツじみた惨状なのに絵になるのは、さすが剣道部の綺き麗れい所どころだ。

「竹刀、組みたかったのか？　俺に言えばいくらでも教えたのに」

「……だって。最近、他の人とばっかり喋しやべってるんですもん」

　じとっと、睨にらまれる。史織はそれから頰を膨らませて、そっぽを向いた。

「私、一人で大丈夫ですから」

「……あんまりかわいいこと言うなよ。またいじめたくなるだろ」

　悠が手を伸ばして、髪に触る。乗っていた竹刀の弦つるを、そっとどけた。

「っ……！」

「ほんとほっとけないなあ、お前は。……道具持って外に来いよ。教えてやるから」

　くすりと笑って、先に悠は用具庫から出ていく。

　史織は触れられた場所を両手で押さえ、ひとり、熱に浮かされたように呟つぶやいた。

「やっと、触ってくれた……」
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「今日、悪かったな。急に言われてびっくりしただろ？」

「ほんとですよ。……でも、謝らないでください」

　史織は、ばらばらの四本の竹を束ねる仕上げに、柄を通した弦つるをぐっと力一杯引っ張った。同時につい、奥底にしまっていた気持ちを漏らしてしまう。

「ほっとかれるより、ずっと嬉うれしかったんです」

　教わって作った竹刀が、命を帯びる。

　嬉うれしかった。この人が、ちゃんと自分に構ってくれたということが。

　いつも、誰にも触っちゃだめだと縛るみたいに一歩引いていて。そんな姿に、わがままな自分はずっとやきもきして、それから言いようのない寂しさを抱いていたものだった。

「……あっ。へ、変な意味に取らないでくださいよ！」

　つい素直になってしまった自分が恥ずかしくて、言い訳するみたいに竹刀組みに集中する。

「……お前は、魔性の女だ……」

　だからそのとき、悠がどんな表情をしていたのか、史織には分からなかった。

「……はい？　なんですかそれ、またからかってます？　…………よっと。こんな感じかな。よし、でーきた！」

　剣先から三分の一の位置で、中なか結ゆいを習った通りに結ぶ。最後に余りをハサミで切って完成だ。

　嬉うれしくなって立ち上がり、できたばかりの竹刀を振る。

　悠がぽかんとしていた。

「え？　もうできちゃったのか？　だってまだ一回、流しで手早く見せただけだぞ？」

「はい。何かおかしいですか？　一回見せてくれたんだから、できますよ？」

　首を傾かしげていると、何がおかしいのか悠が笑って立ち上がる。見本で作った竹刀を手に。

　史織はそれを見て、じゃれつくように悠の正面に回って構えた。

　もっと、構ってほしい。言えないけど。

　そんな気持ちを知ってか知らずか、悠も竹刀を構えてくれる。

　見惚れてしまうほど、綺き麗れいだと思った。

　ずるい。こんなの見たら、自分も、それからあの女も、二度と美人なんて言えなくなる。

　ほぞを嚙かみながら、史織はじとっと悠を睨にらんだ。剣先が触れ合う一足一刀で、窓から差し込む茜あかねの光が繫つながる二人の影を映し出す。その相手は、またしてもくすりと笑った。

「生意気というか、怖いもの知らずというか。深瀬は、強いよな」

「……そんな大層なものじゃないですよ。私は、笑っちゃうくらい弱いです」

「お前は、俺に勝ったのに？」

　じとっとした視線を、今度は悠のほうから返される。

「はい」

　その視線を浴びられる今を作った、あのときの自分を誇ろうと思った。

「私はただ、わがままなだけですから」







　それは今みたいな、夕暮れ時のことだった。

　桐とう桜おう学院との練習試合の日。吹雪ふぶきを倒し、江坂との賭けを終えた悠が、防具袋と竹刀袋を持って、校門から茜あかね差さす向こうへと去ろうとしている。

『部活、入らないんですか。先輩』

　その背に、声をかけた。そうしなければ、もう二度と会えないような気がしたから。

『ああ。今日で、本当に終わりだ。……言っただろ？　好きじゃないんだ、剣道』

『負けてみたいのに、負けられないから、ですか？』

　柔らかい悠の笑顔が、固まる。息を吞のむ音が聞こえた。

『顔にずっと出てますよ。不満なんですよね、先輩は』

『……そうかもな。でも、もう深瀬には関係ないだろ？　距離を置くって言ったよな』

　下手くそな笑顔では隠しきれない、彼の燃える瞳が言っている。

　近づくな。踏み込むな。寄れば必ず、斬ってやる。

　発される圧力に、史織の身体が恐怖で凍る。今すぐ逃げろと鼓動は脈打つ。……でも。

『関係あります。先輩には私と一緒に、部活に入ってもらうんです』

　剣姫だけが浴びられた熱い視線を、自分も浴びられた嬉うれしさが、恐怖に勝ってしまった。

『言ったでしょ。私、近づくなって言われると、絶対近づきたくなっちゃうんです』

　自分は、天邪鬼だから。何かから逃げたそうなこの人を、意地でも逃がしてやりたくない。

『私が、先輩を満足させてあげますよ』

『……お前が？』

『はい。私とも賭けをしましょう。一本勝負です。私に一本取られたなーって思ったら、先輩の負けです。私のお願い、叶かなえてくださいよ』

『はは、よく分かんないな。じゃあ、俺が何とも思わなかったら俺の勝ちか？　……いいよ、ついでだ。お前もここで斬っとくか』

　悠の貌かおが、変わる。紙かみ屑くずを屠ほふることに、何の容赦もないと自分を睨にらむ。

『ところで俺が勝ったら、お前は何をくれるんだ？』

『なんでもいいですよー？　ちょっとえっちなやつでも、なんでも』

『……そういう煽り方してると、いつか痛い目見るぞ』

『見ませんよ。先輩、なんかヘタレっぽいし。……あとですね』

　史織は色香を飛ばすように、髪を耳にかける。そして豊かな胸の前で腕を組んだ。

『私が負けるわけないでしょう？　こーんなかわいい後輩の誘い、断れる男がいますかね？』

　もう、猫を被かぶるのはおしまいだ。ひねくれた、一番強い自分を前に出す。

　ぐっと睨にらむ。すると悠は目を丸くして、

『確かに、深瀬はかわいい。最初は釣られて来ちゃったことも認める』

　それから自分を、鼻で笑った。

『でも、かわいいからって何なんだ？　悪いけど俺、そういうの、どうでもいいんだ。お前がかわいいのは、お前が頑張ったからじゃないだろ？　……薄いよ。それだけしかない奴のために、自分を捧ささげたいとは思わない』

　胸が、潰れるかと思った。図星だからだ。表だけ綺き麗れいで、自分の中身は薄くて汚い。

　そんな弱点を、この人が見逃してくれるはずがないのだ。

『……ふーん。分かりました。いいです。やらなくていいです、剣道』

　悔しかった。こんなに簡単に負けてしまう、弱い自分が。

『じゃあこれ、いらないですよね？　剣道部に入るついでに、私が捨てておきますね』

　自分には一切変えられなかった表情を、剣はいとも簡単に変えてしまえることが。

『お、おい』

　油断していた悠の手から、史織は鮮やかに竹刀袋を奪い取る。簡単だった。

　だって一度見ていたから。悠と吹雪が、楽しそうに防具を奪い合ってじゃれてるところを。

『私、要領いいんです。だから簡単に強くなっちゃいますよ。……あの、剣姫でしたっけ。あんな女、すぐに追い抜いちゃいますもん』

　史織は奪い取った竹刀袋を顔の横で持って、歪ゆがみ始はじめた悠の表情と対たい峙じした。

　剣を握る左手が震える。怖い。弱い。逃げ出したい。

『け、剣道なんて……。簡単、なんでしょ？』

　でもこのまま二度と会えなくなるほうが、もっと怖いと思えたから。だから戦うのだ。

　勇気の乾けん坤こん一いつ擲てきが、今、鬼の急所を捉えた。

『ふざけんなっ！』

　激高し、悠が詰め寄ってくる。その両目に、きちんと史織を映して。

『簡単だと……!?　何も知らないくせに、二度とそんなこと言うな！　……返せ。触るな！』

　剣を取り上げた自分の手の上に、硬くぼろぼろになった悠の手が重なる。

『勝手に捨てるな！　これは、俺のもんだ！』

　強く強く、壊さんばかりの力で握りしめられた。細い手が軋きしみ、史織は俯うつむく。

『ぃ……っ。先輩、いたい、ですっ……』

『……！　わ、悪いっ！』

　我に返った悠が、すぐに手を離す。飛とび退のくように。

『痛い……。ほんとに、先輩は……………………イタい人ですよねー！　ちょろすぎー！』

　勝った。俯うつむいた顔を上げ、史織はにやりと微笑ほほえむ。

『は……っ？』

『手、出しちゃいましたね。いけないんだー。丸腰の、しかも女の子相手に』

『……お、お前、わざと……っ』

『今後は、お触り厳禁なんですからね。許すのは今日だけです。特別、なんですよ？』

　結構かわいい人なんだな、と思う。今日の情けない顔を、一生覚えていてやりたい。

『返します、これ。……大事なもの、なんでしょ』

　だって今後は、そうそう見られなくなる。そう、期待したいから。

　問いかけるように、竹刀袋を手渡す。受け取った悠は、しばし天を見上げていた。

『……どんな理由があっても。……先に手ぇ出した奴は、負けだよな』

　ふっと息を吐き、悠は竹刀袋の先を自分の肩に当てる。それからこちらを見て、苦笑した。

『一本、取られちゃったな。好きにしろ』

　救われたような、爽やかな笑み。負けても格好良いいなんて、ずるいと思った。

『じゃあ』

　──決めた。この人は絶対、私のものにする。

『わがまま、言ってもいいですか？』







「でも、お前がわがまま言ってくれたから、今がある。……強いよ、お前は」

　あのときと同じような笑みをたたえて、つるぎのかなたで悠は剣を構えている。

　やっぱり、剣が一番似合う。そんなことを考えていると、悠は構えた剣先を下げて、そして頭を下げてきた。

「ありがとう。……それから、ごめんな」

　史織の意識が、一瞬空白になる。そんな隙を、悠が逃してくれるはずがなかった。

「頑張ったな。痛かったよな。……ごめんな。キツいこと、たくさん言って」

「…………な、に。言ってるん、ですか。私は、全然、大丈夫で」

「全然は噓うそだな。お前は結構、分かりやすい。俺と一緒だ。……人に打たれたら、痛いんだ。それが分からない奴は、いつまで経たっても本物になれない」

　史織は優しい笑顔を前にして、ぐっと唇に力を込める。そうしないと堪えられない。

「分かるよ。ひとりでだって、別に大丈夫なんだよな。強くなれないわけじゃない」

　けれどせっかくそうやって頑張っているのに、この人は、簡単に。

「でも、ひとりでだと、強くなることだけしかできないから。……楽なほうに、逃げんなよ。目の前に便利な奴がいるんだ。好きなだけ使え。その代わり、絶対言い訳できないぞ。俺が傍そばにいてお前が弱かったら、それはお前のせいなんだ」

「……キツいこと、言いますね」

「そうだな。でもお前なら、信じられるから」

　心を、打たれる。一番欲しかった言葉で。

「深瀬は、かわいいだけじゃないもんな。強い子なんだ。俺に勝てるくらい。……俺も見る目がなかったよなあ。いっそのこと、俺も──」

「えい」

「んっ？　うわっ、何だ!?　何も見えねえ！　よ、酔うっ……」

「先輩の目が、良すぎるのが悪いんです」

　目を瞑つぶって油断してくれてて助かった。それにしても、眼鏡まで似合うなんてずるいひと。

「わたしなんて。……ぼやけて、なにも、みえないん、ですよ？」

　眼鏡をかけてて良かった。目と性格が悪くて、それからちょっと頭が回る自分で良かった。

　──私は、こんな私で良かったんだ。

　温かくなった頰を触ると、心の雫しずくで濡ぬれている。静かに笑って、今のうちだと袖で拭った。

「それは深瀬の目が悪すぎるんだろ。……はあ。いきなり何だったんだ？　ほら、返すよ」

「はーい。……あの、先輩」

　自分自身を取り戻してかけて、もう一度悠に向かって竹刀を構える。鼓動が、早くなる。

「ん？　何だ？」

「史織って、呼んで下さい。……史織が、いいです」

　勇気を振り絞った。やっと好きになれた自分の名前を、一番好きな人に呼んで欲しいから。

「分かった。……ありがとう。友達に昇格できたって、思い上がっていいのかな」

「お願いがあります。今すぐここで死ね！　勘違いしすぎ！」

「し、死ねは言い過ぎだろ！　何だよ違うの!?」

「違いますよ！　ほんっとさいてーです！」

　まあでも、この人らしいか。

　ため息をついてから、今度は悠でも分かるように、その理由を言った。

「乾には、負けたくないんです。……だから私のことも、下で呼ばないと怒ります」

　史織はつるぎのかなたを鋭く睨にらむ。愛憎入り交じった視線を浴びて、悠はくすぐったそうに笑っていた。

「分かったよ、このひねくれ負けず嫌い。……俺も約束は守る。だからお前も、言ったことは本当にしろよな」

「そりゃあもう。見ててくださいよ、一年後には乾なんて瞬殺ですよ？」

「現状ただの寝言だけど、なっ」

　握っていたはずの史織の竹刀が、くるくるっと彼方かなたに吹っ飛んだ。凶悪な巻き技だ。

「ちょっ、て、手加減して下さいよ！　後輩ですよ！　初心者ですよ！」

　ぎゃあぎゃあ騒いで抵抗するが、瞬きほどの時間で間合いが詰まっていて抗あらがえない。竹刀を吹き飛ばされて空になった左手を、無理矢理開かれた。

「やかましいな。……綺き麗れいな手、しやがって。この馬鹿が」

　見られた。小指と薬指と中指の根本にできた、破れたまめを。未熟者の証あかしを。

「こ、これからカッコよくなっていくんですよ、私の手は！」

　恥ずかしくて、引っ込めようとする。しかし、それを悠に強く握りしめられた。

「痛ててて！　ちょっ、強い！　ばかばか変態、痛いです！　お、お触り厳禁ってあのとき」

「うるさい。もう知るか。……そっちが煽あおったんだ。これぐらい、覚悟はできてんだろ？」

　史織の頰が、陶酔に染まる。

「逃がさないぞ、史織」

「……はい。しっかり握って、捕まえててくださいね。……この手で、いつか」

　あなたを、転がしてみせるから。

　いつか絶対、相手の口から好きって言わせる。史織が、その手に力を込めようとした。




　その瞬間、剣道場の扉が控えめに開く。すごく苦々しい顔をした男が、その姿を覗のぞかせる。

「……あの。絶賛ラブコメ中のところごめんなさい。……僕です」

　史織と吹雪、一番の恋敵。

　乾快晴は髪を搔かき、竹刀袋と防具袋を持って立っていた。

「うわっ、悪い快晴！　時間見てなかった！　すぐ着替えてくる！」

　子どもが飽きたおもちゃを投げ捨てるように、悠は史織の手をほいっと離した。そして疾風の如ごとく、一瞬で道場からいなくなってしまう。

　悠の気配が完全に消えると、快晴は両手で頭を抱え、膝から崩れ落ちた。

「あああ、ごめんよ……。邪魔するつもりはなかったんだ。僕は君に、心底勝ってほしいと思ってるから！　お願い、本当に頼む！　何でもするから、吹雪にだけは負けないでくれ！」

「……い、言われるまでもないですけど。普通、妹の応援しませんか？」

「するわけないだろ！　万が一吹雪が勝ったら、僕は彼に、おに、お義に兄いさんとか、呼ばれるかもしれないんでしょ!?　ひいぃ……！　無理無理無理無理！　ありえないって！」

　史織の傍そばで、快晴は頭を抱えて悶もだえ苦くるしむ。座り込んだままじたばたしていた。

　しばらくすると、落ち着いたのだろう。快晴は三角座りをして、深く息を吐き頷うなずいた。

「でも、別に心配しなくていっか。今のところ、一位はぶっち切りで僕っぽいし」

「……腹立ちますけど。実際、その通りすぎるみたいです」

「まあね。年季が違うよ、年季が」

　史織は振られた左手を忌いま々いましく振りながら、快晴の左手を見てみる。

　世界で一番、綺き麗れいな手だと思った。

「空気読んでくださいよ。えーと、快晴さん。負けてくれないとみんな困ります」

「……うーん。それさあ、みんなに言われるんだよね。乾快晴空気読め、早くいい加減負けとけよって」

　その言葉の先が、史織は言われるまでもなくすぐに分かった。

「でも僕、みんなに負けろ負けろって言われると、何が何でも勝ちたくなっちゃうんだよねー」

　自分もそうだ。

　だからきっと、才能がある。強くなれる。いつかは夢を叶かなえられる。

　辛苦に満ちた剣の道が、そのとき少しだけ、明るく見えた気がした。





×　×　×






　ため息が出そうなくらい、綺き麗れいな星月夜だった。

　錬れん心しん館かんのある場所は都会の外れ。練習を終えて外に出ると、街灯の少ない空が眩まぶしい。

　都会にも、こんな場所がある。悠が竹刀と防具を地面に置いてしばし立ち尽くしていると、帰り支度を終えた快晴が後ろから声をかけてきた。

「どうだった？　錬れん心しん館かんの、稽古は」

「御み剣つるぎと違って、荒くて真面目だな。ガキどもも元気よくていい。……それから」

　いつでも繫つながっていた空を見上げてから、悠は振り返った。

「御剣と同じくらい、練習キツかった。久々に臨死体験したよ」

「それだね。何年やっても、死ぬかと思うよ。学校の練習と合わせ技で来られるとさあ……」

　こんなことを毎日やって来た奴がいる。馬鹿だなあ、と悠は笑った。

「そういえば館長さん、まだまだ元気そうで安心した。久々にじいちゃんの話ができたよ」

「……幽ゆう玄げんさんは？」

「死んだ。病気だ。中学二年の冬に、な」

　快晴が、息を吞のむ。全ての謎が繫つながった気がした。

「……ごめん」

「いや、いいんだ。……もう、いいんだ。今があれば、別にいいよ」

　そんなことより、と快晴をじっくり見る。空から降り注ぐ過去からの光を受けて、面影が顔に伸びている。印象は変わった。身長も伸びた。自分より五センチは大きい。そして、何より。

「強くなったな。……快晴」

　認めよう。お前は正真正銘、俺の生涯の仇きゆう敵てきだ。そうやってせっかく正面から見てやったのに、快晴はふいと目を逸そらしてしまう。

　目が外れるんじゃないかというくらい、ぎゅっと力を込めて閉じていた。

「ダメだ。絶対、破らないんだ僕は。……約束が、あったからね。たとえ君が覚えてなくても、僕にはそれだけで十分だったよ」

「おい、失礼なこと言うな。お前が変わりすぎてただけで、きちっと俺は覚えてるよ。それを何だお前は。さっき、地稽古で俺のところに来やがって。断るに決まってるだろ。

　……あの約束は、場所も込みだっただろ？」

　不敵に笑って。今は見えない、遠い空を想おもって。




『約束だ、カイセー。おれと同じくらい、強くなれ。今日教えた技、いつか持ってこいよ。

　おれ、ずっと待ってるから。……泣くな。笑えよ、カイセー。

　せっかくいい名前、してるんだからさ。いつか、太陽みたいに笑ってみろよ。そしたらさあ。約束が、全部かなった、そのときは──』




　悠が、天を指差す。そこは、約束の頂だ。

「遊ぼう、快晴。どっちかが死ぬまで」

「……うん。遊ぼう、悠。一番綺き麗れいな、あの場所で」

　約束が叶かなうまであと少し。もう後顧の憂いは何もない。そんな風に笑い合っていると、二人の前に車が停とまった。窓がゆっくりスライドしていき、快晴そっくりの男の顔が覗のぞく。

「快晴ー。それから、悠くん。防具載っけな。家に帰るぞ！」





×　×　×






　後部座席の車窓から、悠は外を見る。後ろに過ぎ去っていく夜景が、どこか新鮮だった。

「悠くん。寝てていいのよ？」

「そうだぞ。着いたら起こしてあげるから。隣のバカとか見てみ？」

　運転席から快晴の父が、振り向かず親指だけで自分の隣を差す。ちょうど同じタイミングで左肩が重くなった。そのあどけない寝顔に、悠は笑ってしまった。

「ずっと、こんな生活なんですよね。快晴は」

「そうねえ。ずっと剣道。最近はもう、朝出るときと夜寝る前しか顔見てないわ」

「俺なんて一ヶ月話してないときとかあるよなー」

「……恨みませんか、剣を」

　一度、機会があれば聞いてみたかったのだ。自分にはない、両親というものに。

「こんなものがなければ、家族はバラバラにならずに済んだのにとか。……そういうことは、思いませんか？」

「思わないよな」「思わないわね。……君は、見えすぎる子なのね」

　即答と共に、快晴の母は振り返ってくれる。優しい笑みだと思った。

「悠くん。この子と友達になってくれて、ありがとうね」

「……人を打ち込む競技に引き込んだ俺ですよ。恨むべきだと思います」

「そんなことないわ。打ち込めるものがあるというのは、贈りものなの。それだけは、私たちからはあげられないから。……だから、君がいてくれて良かった」

「悠くんは賢すぎなんだ。もーちょっとそこの単細胞を見習ってアホになれ」

　大体だな、と父は笑った。

「こんなもんごときで切れるかよ、家族の縁が。……そう思わないか？　悠くん」

　脳裏に、たった一人の女性が浮かぶ。

「……はい。全く、その通りですね。……帰ったら、甘えてみます」

　目を、車窓から流れる星空へと移す。本当に、いい一日だった。

　きっと、今まで生きてきた中で、一番。……だから。

「少し、話を聞いてくれませんか。今まで色んなことがあったから。……それから」

　あどけない寝顔に、今一度向き直る。

「話を、たくさん聞かせて欲しいです。快晴の、話を」

　宿敵は、笑っていた。きっと壮絶な人生。ボロボロになった身体が、それを語っている。

　それでも笑える彼の強さに、心からの敬意を込めて。

「なあ、快晴。……どんな夢を、見てるんだ？」







[image: 八合目：雨上がり、悠か]




　いつも、雨だった。

　何かがあるたび、一人になるたび、すぐ泣いて。

　だから強くなれと、人と殴り合いをする競技に自分を押し込んだ両親を、ひどく呪った。

　好きだったのは、先に剣道を習っていた吹雪ふぶきだけだった。

　その妹が、御み剣つるぎ館かんへの出稽古前日、熱を出した。戦いに行くのは自分ひとりきり。

『行ってくるね、ふぶき。ぼく、ひとりでも、がんばってくるから』

　けれど、心配させないように。ゆっくり治せるように。怖かったけれど、約束をした。

　ひとりでも、泣かないと。

　自分のためには頑張れないけれど。人のためなら、頑張れる気がしたから。

　そう覚悟して出稽古に臨んだが、やはり思い一つで現実は変わらなかった。

　いじめられた。すぐ泣くからとよくいじめられていたが、吹雪がいないとその比でなかった。

　もう、堪えきれなかった。それでもせめてと、道場では泣かずに一日耐えて。

『……あそこなら』

　目の前には、人が登らないような、高く高く険しい山。

　あそこの頂上なら、きっと誰も来ない。だからそこで、思いっきり泣いてやろう。

　登頂は厳しかった。吐きそうだった。何回も何回も、途中でやめようと思った。

　それでも約束を破るよりは、ぜったいにこっちのほうがいい──。

　そういう思いで辿たどり着ついた、頂き。そこには。

『……うわあ』

　曇りのない完璧な蒼そう穹きゆうと。

『お、おまえは……。きのうの！』

　生涯憧れることになる、彼が待っていた。

　そんなバカな、と思った。どうしてこんなところに、自分と同じくらいの子が？

　そしてよく分からないことに、その子は。

『きのうの、カッコいいやつだ……』

『……ふえ？』

　人生で一度も言われたことのない、褒め言葉をくれた。

『な、なあ。カイセーって言うんだろ？　妹いるんだろ！　かわった名前だな！　なあ、どんな意味なの？　おれ、悠！　意味は……。とおい、って意味だ……』

　矢継ぎ早に。なんだか彼のほうが泣きたそうだったから、泣きたいのを我慢して、笑った。

『うん。ぼく……快晴。意味はね、よく、はれてるって意味。こんな、感じに』

　てっぺんに二人、隣り合わせて座り、空を指差した。

『……うわあ。いいなあ。……きれいだ。カッコいい、名前だな』

　嬉うれしかった。そんな風に褒められたのは、初めてだったから。

『よ、よし……！　じゃあおれが、お前をもっとカッコよくしてやるよ！　あんなやつら、けちらしてやれ！　おれが技を教えてやる！　手本だって見せてやるよ！　……だ、だからな？　…………おれと、ともだちになってくれ』

　そんなことを言ってくれた人は、初めてだったから。

　そして、更に嬉うれしいことに。

『すごーい！　かっこいい！　あれ、どうやってやるの!?』

　その初めての友達は、世界で一番格好良かった──。




　すぐに仲良くなった。家にも泊まった。

　剣道が大嫌いなのに、一緒に技を教えてもらっていると、時が過ぎるのは一瞬で。

『一本取れたな、カイセー！　おまえ、ほんっとに才能あるよ！　すげーじゃん！　……だからさ。……東京かえっても、がんばれよ。……おれのこと、忘れないでな』

『……っ、……う、ぅ。……くっ、……っ、う──』

『え。お、おい、カイセー!?』

　簡単に、泣いてしまった。せっかく頑張ったのに。

　いじめられたときも、山を登ったときも、どんなに辛つらくても泣かなかったのに。もう会えなくなる。それだけで、もうダメだった。

　こんなはずじゃないんだと、みっともなく言い訳をした。自分のこと。妹のこと。ひとりで頑張ると約束したこと。それさえあれば、大丈夫なはずなんだということ。

　泣きべそかきながら、支離滅裂に話した。そんな自分を、見かねたのだと思う。

　悠は自分の両肩を持って、笑って言った。

『じゃあさ、カイセー。……おれとも、約束しようよ。それなら、頑張れるだろ？』

『ぼくと……、ユーくんが？』

『うん。約束だ、カイセー』

　目を見てくれた。それが嬉うれしい。

『おれと同じくらい、強くなれ。今日教えた技、いつか持ってこいよ。おれ、ずっと待ってるから。……泣くな。笑えよ、カイセー』

　情けないから。お前は、お兄ちゃんなんだから。ずっとそう言われて傷ついてきた。

　けれど、彼だけは違った。

『せっかくいい名前、してるんだからさ。いつか、太陽みたいに笑ってみろよ』

　彼だけが、初めて自分を男として見てくれた。

『そしたらさあ。約束が、全部かなった、そのときは。……おれとまた、あそこで遊ぼう。二人っきりの、てっぺんで！』

　だから今度こそ、絶対に守ってみせる。生涯誰にも言わず、心に秘めて。

　それが、男同士の約束だから。

『うん、まってて。必ずまっててね！　ぼく、どんなに時間かかっても……必ず行くから！』




　生まれ変わった。それまで持ってた全てを捨てて、剣を握った。

　厳しいけど優しい両親。ずっと守ってくれる妹。みんなで囲む温かいごはん。

　大好きなゲーム、散歩、たとえ虐いじめられても喧けん嘩かはしない、……晴れてる、平和な日々。

『いるもんか。僕は絶対、あそこに行くんだ！』

　ずっと雨でもいい。最後にあの景色が見られるなら。その思い一つで修羅になれた。

　だが思うだけで、修羅になるだけで、すぐに会うことができればどれほど良かっただろう。

　自分は、弱かった。彼のように才能がなかった。

　だからただ這はうように、一歩一歩、時間をかけて登っていくしかなかった。

　その結果、何が待っていたか。

『……やめてよ』

　目を覆っても、悲哀が鳴るような咆ほう哮こうが耳をつんざく。そこには、地獄があった。

　自分があまりにも弱く、遅く、待たせすぎたから。

　生涯憧れ続けたものは、あまりに強く悲しく、人でないものに変わり果ててしまっていた。

『僕に泣くなと言ったのは、君だったんじゃないのか！』

　太陽は消え、蒼そう穹きゆうは灰に。凍える氷ひ雨さめが化物の頰に降り注ぐ。

　やがて彼は、涙が凍ったような刀の破片だけを残して、約束の場所から消えてしまった。

『……泣くものか』

　泣く資格も笑う資格も、自分にはない。あるのはただ、約束を抜け殻にした罰だけだ。

『行こう』

　人を辞め、独り登る。そして、己への憎しみを込めた血刀の彼方かなたには。

『僕が、頂点、ですか。……すみません。喜ぶことが、できません』

　知っていた。そこにはもう、何も残ってなどいないこと。

　光の消えた頂上で、刀に映った己を見る。とうに、人ではなかった。

　眼めを閉ざし、石像のように独り佇たたずむ。誰一人、斬る相手が残っていない。もう、疲れた。

　だから最後に、たった一つの賭けをする。

　もしも自分が、憧れのあの技を決めることができたなら。そのときは、自分も──。

　夢の残ざん滓しを籠こ手てに乗せ、曇天を見上げる。積年の孤独を泣き叫ぶ準備はできていた。

　なのに──そのとき、吹雪が吹いて。

　雲間を切り裂く過去からの一刀。

　お前は泣くなと、声がした。
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「……あ、れ。…………ここ、どこ？」

　心地よい揺れで目を覚ます。いつもは目覚めるとすぐに頭が冴さえるが、よほど深く眠っていたらしい。信号待ちで父が振り向いてくれるまで、まだ車内にいるのだと気付かなかった。

「起きたのか。あ、動くなよ快晴。そのまま寝かせてやれ」

「……うん」

　右肩が、少し重い。振り向くと、悠が綺き麗れいな顔で眠っていた。

　この重さはもう、夢じゃない。こんなに幸せなことはないと思えた。

「ずっと悠くんと話してたんだ。それでさっき、ようやく寝た。母さんと一緒にな」

「そっか。母さんも朝、弁当とかで早いもんね」

「なー。……快晴。お前、毎日家族のために早起きしてご飯作って掃除できるか？　剣道で一番取りながらそれができるか？　……俺らが、吹雪がいなくても、生きていけるか？」

「無理、だね。……僕には絶対、できないよ」

「なあ。普通、できないよな。そんなこと。俺にだって無理だよ」

　父が、バックミラーを通して悠を見る。その目が少し、潤んでいた。

「凄すごいな、この子は。……強いよ。多分、世界で一番だ」

「うん。僕の、憧れだ」

　傍かたわらで眠る憧れに、今一度振り向いた。

　鬼が、笑っている。

　もう、儚はかなく美しくはないのかもしれない。けれど眠りから覚めた彼は、きっと今までで一番強いのだろう。そう確信できた。

「いつも、迷惑かけてごめん。……でも、もっと練習するよ。僕は、剣に生きたい」

「ああ。親のことなんか気にすんなよ。お前の人生だろ」

　だからと父は、背中で語った。

「生き急げよ、快晴。くだらない人生にだけは、するな」

「うん。……父さん。僕にも聞かせて欲しい。悠の話を」

　全てをくれた親友に、心の底からの敬意を向けるため。自分には、知る義務がある。

「ねえ、悠。……どんな夢を、見てるんだい？」
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　生まれたときから、剣しかなかった。

　普通の家庭にあってしかるべきものが、自分にはなかった。

　父は既に亡なくて、母は家にいなかった。ずっと、働いてばかりだった。

『……かーさん』

　泣かなくなった。泣いても、誰も見てくれないことに気付いてしまったから。

　父の死で育児放棄気味となった母は、ほとんどの時間、父方の祖父に自分を預けた。

　祖父──御剣館館長、御み剣つるぎ幽ゆう玄げん。それが自分の、唯一の家族の名前だった。

　歪ゆがんだ関係だった。不器用な人だった。剣以外で、触れることを許してくれなかった。

　けれど、それでも良かった。自分に触れてくれるなら、他には何もいらなかった。

　誰もいない家には、帰りたくないから。寂しくて死んでしまうから。剣に、この地獄から唯一抜け出せる救いの道具に、ただ必死にしがみついた。

　その先に待つものが、別の地獄だと知っていても。それでも、ひとりは嫌だった。

『悠坊が来たぞー』『おらこっち来い、上段教えたる』『二刀流なら俺に任せろって！』

『今から逆胴教えたらスターになれるんちゃう？』『よっしゃ、じゃああたしは突きー！』

　道場にだけ、家族はいた。

　剣道なんか大嫌い。でも、道場のみんなは大好きだから、一日も休まず稽古に行った。強くなればなるだけ、みんなは構ってくれるから。……そして、何より。

『おい、じいちゃん！　おれとしょうぶしろ！』

『おお、良いいぞ。来い。どうせ勝てんが』

『そんなもん、やってみないとわかんないだろ！』

　唯一の家族に遊んでもらえるこの時間が、自分にとっての生きる意味だった。

　毎朝四時に起きて山の頂上まで走り、木刀を振った。学校から帰ってきたら真っ先に道場に駆けていって稽古した。自分と母の食事を作るために一瞬抜け、食べたらすぐに稽古に戻った。何度途中で吐いても、夜遅く、身体の電池が切れるまで剣を振った。

『くっそー！　本気でやれっ！　そういうのいらねぇんだよじじい！』

『ふん、十億年早いわ』

　それでも、勝てなかった。背が伸び、声が変わってきても、それだけは同じ。悔しかった。

　自分が弱いから、勝てない。そう納得しようとしたのに、悲劇が起きた。

『……何だよ。それ、本気でやってるのか？　……冗談だろ？』

　周りが、あまりにも弱すぎる。紙かみ屑くずみたいに簡単に斬れてしまう。自分と同年代だけではなく、大人さえ。雑ざ魚こは構えた瞬間に腹が立つ。そんな化物の身体になってしまった。

『う、うわぁああ！　化物！』『近寄らないでくれ！』『もう、お前と剣道、したくないよ』

　だが、強くなれたのは身体だけだった。

『な、何だよ。……お前らが弱いから、悪いんじゃないか！』

　置いて行かれた心を鍛える手立てはなく、ただ、化物と呼ばれるたびに心が軋きしむ。

　なんとか救われようと部活に入ってみたり、全国各地の道場に出稽古に行ったりもした。しかし、いずれも満足は得られない。辛つらくて虚むなしくて、何度も泣きそうになった。……けれど。

『悠坊ー。ほら、こっちおいでー。姉ちゃんたちが、遊んだげる♪』

『……うん。今行くよ。今日こそ、アイツも倒す！』

　ここには、強い家族がいる。

　だから、もう、いい。他人なんて必要ない。

　そもそも他人に救いを求めること自体が、間違っているんだ。

　友達なんていらない。剣以外いらない。……たったひとりの家族以外、いらない。

　願いはただ、ひとつだけ。

『行くぞ！　じじい！』

　いつか絶対、祖父を倒す。……それだけだったのに。




『おい、じじい！　大丈夫なのか!?』

『病室で騒ぐな。お前、試合はどうした』

『んなこと言ってる場合じゃないだろ！　身体は!?　どうなってんだよ！』

『逃げたな』

　殺意といえるほど、鋭い眼光を病床から投げられる。当分は死なないと、信じたかった。

『未熟め。お前がここに来て、俺の身が何か変わるのか。俺を案じたければ、全員屠ほふってからここに来い。今後一切、人の名を逃げの口実に使うんじゃない。いいな』

『……分かったよ。心配して飛んできた孫になんて言い草だ。言われなくても、冬の蒼そう天てん旗きは優勝するから。それ、さっさと治して俺とやれよな』

『……くく。いいだろう。お前に、できたらな』

『言げん質ち取ったからな！　よし、この隙に巻き技を完成させといてやる……』

　ぎらぎらと鋭く、鬼のように。自分が遠慮なく笑ったことを、よく覚えている。

　いつもは自分そっくりに笑う祖父が、あのときだけは穏やかに笑っていたから。

『お前は、俺と同じ人でなしだ。そう育てた。だが、一つだけ忘れるな』

『……なんだよ？』

『捨てられても、捨てるな。人生は長い。雨は必ず降るが、いつか快晴が待っている』

『……じじいの言うことは、いつも何言ってるか分からない』

『分からんでいい。忘れなければ、それでな。……悠』

　皺しわの多い左拳が、突き出される。

『お前が、母さんを守っていけ』

　どうして、そんなことを言うんだ。どうして最後に、俺の話じゃないんだ。

　あいつは俺を捨てたのに！　今さらそんなこと、どうして！

『……わか、った』

　それでも、応えた。家族の頼みだったから。皺しわの多い左拳に、鬼の拳をぶつけて。……なのに。奴の手が剣を握ることは、二度となかったのだ。

　剣と抜け殻になった約束だけが自分に残る。だからせめてそれだけは守ろうと、頂きを目指した。すると、悲しいくらいに簡単に、片方の約束は果たされてしまった。

　貰もらえた見返りは、勝者を称たたえる虚むなしいトロフィーと、薄っぺらい一位の賞状。

　誰かに捧ささげようと、暗い道場で振り返る。そこには、誰もいなかった。

『……くそ、ちくしょう！　こんなものっ！』

　乱雑に床に投げ捨てて、壊す。蔵から持ってきた刀も使って、粉々に。

　それでも、誰も止めてくれない。つるぎのかなたには、何も見えない。

　祖父はいない。可か愛わいがってくれた御剣のみんなも、気づけば進学や就職で誰もいない。

　紙かみ屑くずだと斬り捨てた、友達は、もう、誰も──。

『う、ああ。……あぁ、うあああああ───────！』

　独りで哭ないて、剣を捨てた。

　もう誰も斬りたくない。喧けん嘩かしたくない。化物だと呼ばれるのは、もう嫌だ。

　俺は人間に戻りたい。だから、誰か、助けてくれ──。




　剣を捨てて、二年間努力する。

　笑う顔を練習してみた。普通に生きられるよう、みんなの真ま似ねをしてみた。

　それでも、どこかズレていく。壊してしまう。

　悲しかった。悲しいくらい、自分は人としてガラクタだった。

『なあ、悠。私の栄転についてこないか。……新しいところへ、一緒に行かないか』

『……え？』

　そんなガラクタを最初に拾おうとしてくれたのは、最初に捨てた人だった。

『今さら、おそすぎるけど。やり直す機会を、私にくれないか……？』

　母は唇を嚙かみ、片手で頰を押さえている。悔いを浮かべた顔だった。

『お義と父うさんが、亡なくなる前に。……叩たたかれてしまったよ。あの、弱々しい手で。強いなあ、あの人は。わたし、と、ちがって。…………出て行け、って。御剣の家は、今のお前らがいていいほど、広くないって。……一緒に、出て行け。広い世界を、あいつに見せてやれって。……あの人は、最後まで、お前のことを』

　ああ。……まだ、残ってた。一つだけ、約束が残ってた。

『悠、頼む。……私を、拾ってくれないか？』

『行くよ。……行くに決まってるじゃん。だって、約束したんだ。……頑張るよ。俺、凄すごく強いから。どこに行っても絶対、かーさんを守るよ！』

　まだ自分には、賭けるものが残ってる。他人じゃないものが残ってる！

　神様、どうかお願いします。もう絶対、剣なんて手に取らないから。人を斬る道具なんて、金輪際捨ててしまうから。

　だから、神様。

　俺にもう一度だけ、人間に戻るチャンスをください──
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「かーさん。遅くなってごめん」

　風ふ呂ろから上がり、リビングの扉を開く。時刻はもう深夜。それでも母は、食卓について自分を待ってくれていた。

「この程度で遅いと言っているようではまだまだだな。……おかえり、悠」

　優しい笑顔で自分を迎え、それから母は、またあのときのように頭を下げた。

「私のほうこそ、ごめん。最近ずっと遅くて。忙しいのと、……それから、後ろめたいのと。また、逃げていたな」

「ううん。いい。……遅いのは、お互い様だった」

　いつだってその手は差し伸べられていた。己の罪科と向き合って、今度こそやり直すのだと何度も差し伸べられた、震える手。それが見えなかったのは、自分で自分を呪っていたから。

「遅くなって、ごめん。甘えさせてよ、かーさん」

「……うん。約束、だものな。ずっと、待っていたよ。……今、お茶菓子を出すからな」

　けれど呪いは、もう解けた。

　温かいミルクのカップを両手で持って食卓につき、自分とよく似た顔と向き合う。

　この人こそが全ての元凶で、魔王だ。自分には、断罪する権利がある。

「かーさん。今までのこと、全部赦ゆるすよ」

「……うん」

　だけど、見逃す。この人は家族だから。取り戻したいものだから。捨てられない『だいじなもの』だから。見逃して、世界の半分になってもらうのだ。

「だからこれからのこと、全部許してほしい！」

「……ぅんっ……」

　泣いてくれた。ずっとその顔が見たかった。でも、自分はそれだけじゃ満足できない。

　もっともっと強い裏の魔王が、きっと自分の復活を待っている。

「また、剣に生きるよ。家のことは、全部任せた！」

「……よし。任された！　望みは私に全部言え。完璧に支えてやる！」

　仲間もできた。理由もできた。鎧よろいにかかった呪いは解けて、あとは剣を握るだけ。

　自らの意志で握れば最後、この賭けは自分の敗北。二度と普通には戻れない。

「よし。遠慮しない。一番の望みを言ってやる！」

　けれど、それでいい。普通じゃなくていい。特別でいいのだ。

　戦うために生まれてきたから。勇者には、剣が一番似合うから！

「俺の、一番の望みは」

　人に教えて貰もらわなくたって、今なら言える。

　さあ、唱えろ。復活の呪文だ！




「本気になりたい！」







[image: 九合目：勇者の挑戦]




　一ヶ月の、時が過ぎた。

　抜けるように澄んだ晴天。快かい晴せいはひとり、会場の体育館の外で佇たたずむ。

　今日は、インターハイ予選。個人戦の部だ。各校の代表二人が、全国出場を賭けて戦う。

　トップ二人が全国に行けるが、今となっては悠ゆうと戦えたら何でも良かった。

「そんなことより。……晴れて、良かった」

　快晴は伸びをし、太陽に、運命の試合表を透かしてみる。ブロックは四つに分かれていた。

　水みな上かみ悠。Ａブロックの一番左上。

　乾いぬい快晴。Ｄブロックの一番右下。

　挑むものと、挑まれるもの。運命が対角線を描いていた。

「愛されてるね。剣の神様に」

　苦笑と共に、爽やかな風が吹く。その中に少しの違和感を感じ取り、振り向いた。

「……なんだ、やっぱりお前か。よくここが分かったね」

「別に。十七年くらい不本意な妹をやってれば、これくらい分かる」

　ふん、と鼻を鳴らして、吹雪ふぶきはいつもどおり尊大に胴の前で腕を組む。

　全く、いつもいつも生意気だ。昔はかわいかったのに。……まあでも、仕方ない。

「それで、何のお願いだ？」

「……なんで分かるの」

「僕も剣道より長いからな、兄やってるほうが」

　抜けるように息を吐いて、両腰に手を当てた。

　生意気だけど、大嫌いだけど、家族だ。……全部許す。

　お姫様を扱うように右手を出すと、頰を膨らませて吹雪は言った。

「わがまま、言ってもいい？」
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　たとえ今日が雨でも吹雪でも、悠には構わなかった。面の中。ひとりで笑う。

　今日の天気は決まっている。面めん金がねから空を覗のぞけなくても、満足だ。

　幸せに浸りかけていると、肩をとんとん叩たたかれた。振り返ると、制服姿の二人の同期。

「オレがタスキ着けてやるよ」

「俊しゆん介すけ。……クロも」

「よう。お前もついてねぇ奴だよな。一番小さい山からスタートとはよ」

　トーナメント表を開きながら黒くろ瀬せが愚痴る。試合数の多寡は単純に抽選時の運だ。

　だからこそ、自分は運がいいのだと悠は笑ってみせる。

「いいんだ。山登んの、得意だから。ワクワクしてきた！」

　タスキを着け終わった城きの崎さきが、悠の背中をぽんと叩たたく。

　準備完了。悠がジャンプして、足を開いて着地した。身体に衝撃が伝わり、左手の拳に握るものが今震え。それで理解した。

「見とけよ。十七年生きてる中で、間違いなく今の俺が一番強いから」

「……くく。分かるもんなのか？」

「生まれたときから一緒にいたからな。こいつが教えてくれるよ」

「はは。まあお前が言うなら、オレらはどんな夢でも信じるけどな」

「ああ。ありがとう。……俊しゆん介すけ。クロ。頼みがある」

　背中を向けながら、返事を聞く前に言ってやる。応えてくれることは、分かっているから。

「決勝、二人で時計やってくれ。一番近くで、俺が勝つとこ見ててくれ！」

　言われるまでもない。二人がばしんと背中を叩たたいた。

「行ってこい、悠。オレらに夢を見せてくれ」

「……ああ！」

　頷うなずき、悠は振り返らず白線上に沿って歩き出す。肌がひりつく、灼しやく熱ねつの戦場へ。

　ああ。これだ。この感覚だ。やっぱりこの熱がないと、生きてる感じがしないのだ。

　立ち止まり、審判の号令を待つ。さあ早くしろ。遊ばせろ！

　そう気を滾たぎらせていると、からかうような視線を感じる。真まっ直すぐ相手に向けていた目を、少しだけ上に上げた。

　二階席で、自分を負かしたわがままなお姫様が、尊大に腕を組んで笑っていた。

「……くく。丁度いい場所にいやがって」




『わがまま、言ってもいいですか？』

『ああ。何だって叶かなえてやる』

『部活に入ってください。ちゃんと強いところ、見せてください。私に負ける弱い先輩なんて、もう二度と見たくない』

　約束は、守る。必ず守る！

『格好良いいところ、見せてください！』




「今見せてやる。これが、俺だ！」




　審判が挑戦者を、前へと誘いざなう。

　さあ行くぞ。全身全霊で登るのだ。この道を駆け抜けた先に──あの男が待っている！

「行くぞ、快晴！」

　立ち上がって、数秒。歓喜の猛たけりを震わせ叫ぶ。最初に振るう刀は、これしかない！

「どォ────オオおぉおっしャぁあああッ────ッ!!」

　畏おそれろ、塵芥ども。水上悠はここにいる！





×　×　×






「……ふふ。ありえないでしょ。馬鹿だ。馬鹿がいる」

　自分と、全く同じの。快晴は面の中、悠が引き起こしたでたらめを思い出し、笑った。

　まさに、極光の一太刀。おおよそ剣道には存在しない破裂音だった。その衝撃で時間ごと切り裂いたかのように、全ての試合の進行すら止めてみせていた。

　未いまだに信じられない。打たれた相手の防具が割れた、なんて。

「……ああ。早くしろ。早く僕にも、遊ばせろ」

　白線の上で立ち止まり、審判の号令を待つ。すると真横のコートで小さな雷が鳴った。

「っ、タぁああああ──────ッ！」

　痺しびれるような視線に振り向く。人の胴をさらった剣姫が、振り返らずにこちらを見ていた。殺意を込めて、爛らん々らんと。

「……分かってるよ。全く、少しは兄を敬えよ」




『わがまま、言ってもいい？』

『僕にできることなら』

『うん。……勝って、お兄ちゃん』

　どんな気持ちでそれを言ったのか、自分には分からない。知りたいとも思わない。

　けれど、自分は兄貴だ。妹の願いは、問答無用で叶かなえてやる！




「頼んだ相手を悔やめよ吹雪。お前のお兄ちゃんは、世界で一番強いんだ！」




　審判が王者を、前へと誘いざなう。

　さあ行こう。何度も登ったあの場所へ。そこで座して──あの男を待ち受ける！

「来い、悠！」

　全てを見切って数秒。変わらず無慈悲に両断するのは、彼から貰もらったこの刀！

「めェ────────ぇんッしゃァああッ────ッ!!」

　魔王。化物。好きに呼べ。この首、取れるものなら取ってみろ！

　乾快晴は、ここにいる！





×　×　×






　鈍く、頭蓋ごと沈めるような風が、地鳴りを伴い体育館を走り抜ける。鮮血のような紅が三本、疾風と化した快晴の後ろに咲いた。それを見もせず、静かな残心を取って振り返る。

　開始線に戻る際、彼は一度首をひねった。

　一体何が不満なのだろうと、二階席に溢あふれる観客たちはそれこそ首をひねるのだが、一階会場に残り、腕を組んで見ていた悠だけは別だった。

　首を引いて、おかしくて仕方ないという風に笑った。

「あいつ、アレ狙ってんのか？　……馬鹿だなあ。ほんと」

　自分に似て。悠は、始まった快晴の二本目から目を切り、辺りを見回す。

　一階から随分と人が減り、二階がどんどん騒がしくなっていた。公式戦には付き物の光景だ。

　そして八面あったコートも、目前の二つの戦いが終わり次第、数が半分になるだろう。

　準決勝。時は近い。低く禍まが々まがしく、喉を鳴らした。

　まさに化物。闘気を纏まとう悠に、誰も寄りつくことはない。




「楽しそうだな、水上」

　悠をよく知る、先輩以外は。江え坂さかは物もの怖おじせず、正面から話しかけた。

「ええ。……この前は邪魔が入りましたから。ようやく目一杯、本命と楽しめるんで」

「いや。残念ながら、お前は袖にされるらしい」

　そうだ。真正面から。強引結構、無骨で結構だ。後輩相手に引く男などいない。気だけ惹ひけたらそれでいい。

「冥土の土産とやらを聞きに来た。生あい憎にく、気が短いらしくてな。残念ながら、ここで願いは失効だ。……だが、最後に聞くだけ聞いてやる。もう、待ったはなしだ」

　お前といると俺は、立場を忘れてしまう。だから貸し借りなしにしたいんだ。

「賭けの望みは、何がいいんだ？」

　さあ、言ってみろ。空気を読めない俺が、お前を斬って捨ててやる！




「……くく。だから俺は言ったんだ、あのとき。……決まりましたよ、たった今！」

　大きな男が、目の前に立ちはだかっている。

　その男は年上。けど、言えないことなど今はない！

「そこをどけ。俺が通るんだ！」

　宣言通り、きっちり後悔させてやる──！

　火花が散る。その真横でもうひとつ、空気が弾はじけた。

　飛び込んでくる全力を受け止めることもせず、華麗に避けて刀が胴体を真っ二つにする。

　美しい抜き胴だ。二階席で唸うなるような歓声が巻き起こるほどの。

　しかし彼は、会心の一撃を誇らず、ただ冷静に刀を納める。秋水大付属の垂れネームを着けた彼は、正座をついて面めん紐ひもをほどいた。

　その男に、快晴は話しかける。

「相変わらず、綺き麗れいな胴技ですね。さすが、一番好きな技だけはある」

「……あー？　かわいい奴だなあ、おめーは。あんなウソ律りち儀ぎに信じてやがったのか？」

　面と手拭いを取ると、橋はし倉くら崇たか仁ひとの綺き麗れいな茶の髪と白い肌が覗のぞいた。

　揃そろえた籠こ手ての上に面を置き、その上にグレーで揃そろえた高校の手拭いをかけ、息を吐く。

「大っ嫌いさ、こんな技。……憎さ余って、一番得意になっちまったけどな」




　一番苦手な技だった。

　その中でも、一番派手でかっこいいアレを喰くらってしまった。許せなかった。だから人生が狂った。ずっと辞めてやると思い続けた剣なのに、そのせいで故郷を捨てて、推薦まで使って。

　──剣鬼め。高校で会ったら、絶対にぶっ殺してやる。

　地獄のような練習に耐えられたのは、ただ、その想おもいがあったから。

　そして、そんな執念がついに実ったのは、一ヶ月前。春の練成会でのことだ。

　会えた。会いたくなかった。会えば自分の三年間の価値が、裁かれてしまう気がして。

『お願いします』

　それでも、剣に捧ささげた自分の身体は、自動的に奴に頭を下げていた。

　三分間の地稽古。死力を尽くした。どんな内容だったかは、もう覚えていない。

『ありがとよ。御み剣つるぎ。吹っ切れたぜ』

『……変わったな、橋倉くん。強くなった。あのときとは、比べもんになんないよ』

　ただ、その瞬間。取られた一本より強い衝撃が走ったことを覚えている。

『……俺っちのこと、覚えてやがったのか』

『覚えてるよ。全中の、決勝だろ？　石いす動るぎ出身の橋倉くん。……あの試合は、嫌だった。しつこくて仕方なかったからな。中学の公式戦だから突きも打てなくて、余計イライラして。……初めて、人を殺してやるって思って逆胴打った。おかげさまで、今俺の一番得意な技だ』

『……そうか』

『でも、一番覚えてるのは終わった後だな。面取ったらすっごいイケメン出てきてさ。お前その顔なのにこの剣かって面白くて。……それから、ずっと、こっちを睨にらんでたよな』

　当たり前だ。決勝で逆胴なんか打ちやがって。

　初めて、人を殺してやるって思ったんだ。

『あれがさぁ。……俺は、凄すごく嬉うれしくて。逃げないどころか、向き合ってくれて。助かった気持ちになったよ。だから話しに行ったのに。そっから目も合わせてくれなかったよな』

『あたりめーだこの馬鹿。おめー歪ゆがみすぎだろ。病気だ病気。近寄ったらうつっちまうわ』

　ひでえ、と奴は笑う。それを見て、奴は少し変わったなと思った。

『俺っちもよ。……おめーを追ってた。いつか、絶対見返してやるって剣続けてたんだ。その答え合わせが、今、できたみてーだ』

『どうだった？』

『ああ。どうも俺っち、もうおめーなんてどうでもいいみてーだわ』

　そして自分も、随分変わった。根暗だったはずの、闇に落ちたはずの自分の瞳に映るもの。

『逃げた奴には興味ねえ。俺が斬りてーのは、一番強え奴だけさ』

　それは、たった一つの太陽だ。

『一番強えって何か分かるか、御剣。……決まってんだよ。一番続けた奴だ。一番泥臭い奴だ。今、一番カッコいい奴だ！　おめーなんかに、あいつの相手は譲るかよ！』

　挑発してやる。戻ってこい。そのときこそちゃんと殺してやる。だからお前も登って来い！

　俺は絶対、一番強い奴を斬って、その場所でお前を待っている！







「おめーはかわいい後輩だ、快晴。……かわいすぎて、殺したくなってきたぜ」

　橋倉崇仁は太陽を睨にらむ。たとえこの目が灼やけても。分不相応だと翼をもがれても。

「よう、お義に兄いさま。挨拶が遅れたな。妹は俺っちが攫さらってく。血涙流す準備はできたか？」

　この異邦の身体に流れる血潮が、透けて見えるまで手を伸ばせ！




「……くく。こんなセリフ、生きてて一度も言うとは思わなかったけどね」

　快晴が、心の灼しやく熱ねつを纏まとって睨にらむ。年上だろうが知るものか。邪魔する奴は、全員殺す。

「そこをどきなよ。お前なんかに、かわいい妹はやれないな」

　陽のあたる場所へと続く八合目。最後の関門が、二人を待ち受けていた。





×　×　×






「始めっ！」

　江坂の構えが、形を変える。右足前、左足後ろの中段構えから、更に一歩左足を前へ。

　残像を従えるようにゆっくりと、彼は剣を頭上に掲げた。両肘が、美しい菱ひし形がたを描く。

　どこまでも不器用な男は、闘争心に身を委ねるため、ついには守りさえ捨ててしまった。

「おおおおおおおおおおッ！」

　超攻撃型──上段構え。火の位とまで称されるその構えの概念は、シンプルだ。

　振り下ろし、殺す。がら空きになった胴を抜かれるより速く。大胆に晒さらした首が貫かれるより速く。一歩も逃げずに、ただ前へと進んで叩たたき斬きる。それだけだ。

　力強く、江坂は左足を前へと進める。

　その勇姿に応えるように、悠もまた構えを変えた。

　真まっ直すぐ、正中線に構えていた竹刀が斜めに起きる。自分の右籠手が、相手の振り下ろし先から隠れるように。剣先の延長線が、相手の掲げた左籠手に付くように。

　対上段の構え──平ひら正せい眼がん。

　刺すような気迫が、江坂の全身を粟あわ立だたせる。

　微み塵じんでも隙や後退を見せたその瞬間、右斜めに構えた悠の竹刀は小手に、突きに、果てには必殺の逆胴へと変化して、江坂の積み上げてきた六年間を容赦なく奪うだろう。

　見事だ。寒気がするほど美しく、隙がない。

　一体どれほどの鍛錬を積めば、特殊な対上段をここまで練り上げることができるのか。

　江坂は畏れ、怖おそれ、唇を嚙かむ。動いていないのに噴き出す汗を、ぺろりと舐なめた。幾度も突かれた記憶が甦よみがえる。あの喉の圧迫。吐き出しそうになって肚はらが震える。

　恐怖が今、靄もやとなって身体を包む。固まる身体。だから──前へ！

「メぇええんッ！」

　右手をカタパルトに打ち出した片手面が弾はじかれる。しかし乱暴に片手一本の力で頭上に戻し、虎のように獰どう猛もうに吠ほえた。

　ああ、怖い。だからこそ、たまらないのだ。この恐怖を征服して一歩前に出られたとき、はじめて強くなった実感が湧いてくる。ここでなければ、生きている気がしない。死んだところで悔やむまい。

　生あい憎にく──下がり方など忘れてしまったからな！

「雄ォおおおおおッ！」「我ぁアぁ────────あああッ!!」




　熱と熱がぶつかり合う攻防が繰り広げられる一方で、隣の戦いは対照的だった。

　まるで時し化けの海のよう。冷たく、荒く、しかし打ち合うことなく竹刀は絡からみ合あう。

　かちかちと竹刀が擦れ合う音の中に、微小な橋倉の舌打ちが混じった。都合放った牽けん制せいは数十。そのどれもの狙いをことごとく外してくる。嫌なのは外し方だ。こう来るだろうと読んでいない。全て、相手を見てから自分の動きを決めている。

　人並み外れた眼めと自分への自信があってはじめて、そんな荒唐無稽が成り立つ。

　全く嫌な奴だ。だから自分も、遠慮なく嫌な奴になれる。橋倉はまた竹刀で釣りを始めた。

　ほら、来いよ快晴。俺っちはここにいるんだぜ？

　見え見えの挑発に快晴は曇り、目を細めた。舌をべっと出したい気分だ。

　よくもまあこんなに二重三重にカウンターを張れる。痺しびれを切らして跳び込めば、抜き技からすり上げ技まで、バリエーションに富んだ練達の罠わなが飛んでくるのだろう。

　赤外線を搔かい潜くぐる気持ちで、牽けん制せいを打ち消し攻めていく。神経を要する仕事だ。

　だが、罠わなを仕掛ける橋倉の摩耗は、こちらの比ではないだろう。

　それでも、仕掛けてくる。見た目と真逆の彼の泥臭さを味わい、快晴の唇は弧を描いた。

　速度を上げよう。容赦はしない。誰も彼も置き去りにして、あの場所へ行くために。

　疾風となった快晴に対し、更に橋倉は倍の罠わなを張る。

　逃がさねえ喰くらいつけ苛いら立だてミスれ！　年下なんかに負けてたまるか。覚悟しろよ快晴、俺っちはしつけぇぞ！

　橋倉が突きのフェイントに、空の踏み込みで地を鳴らす。同時、隣の振動も重なった。




「ッきィ───ヤぁっ！」

　首元に突き刺さるまで、髪一本ほどの差。見極め、間に合い、江坂の竹刀を持った左拳が刺突を叩たたき落おとして、そのまま乾けん坤こん一いつ擲てきの左片手面を振り下ろす。「めェ────ンッ！」

　鈍い音がするが、肩口。

　首を捻ひねって回避した悠が、痛覚と生の実感に牙を剝むく。

　早く。速く。もっと疾はやく！　俺は今──強くなってる！

　脱殻の歓喜のうちに、悠は最速の逆小手を放った。頭上に掲げた奥側の手に向かい放つ変則軌道はしかし、防具を外れて肘の少し上を叩たたいた。骨身に響く痛みを嚙かみ締しめ、江坂は悟る。

　この期に及んでまだ成長している。しかも、桁違いに。

　追える最後の境界がもはや目前であることに、今の二刀で気付いてしまった。

　これ以上奴が疾はやくなれば、元から微小に過ぎぬ己の勝機は完全に消きえ失うせてしまうだろう。

　次が、正真正銘最後の一本。肚はらを決めて、前へ。

　剣より先に人柄に惹ひかれた。最後の戦いに征く仲間として、強つわ者ものを前に笑える奴が欲しかった。秋水に勝ちたい。みんなで勝ちたい。しかし何より先に、俺はお前に勝ちたくなった。

　強い。だからこそ、俺も笑おう。お前にそう求めたのは、何より俺なのだから。

　一歩。……行くぞ。

　まだ。一歩。

　まだだ。……一歩！

「メェええええええ──────ンッ！！！」

　己の全てを賭けた一刀。

　引き伸ばされた時の中、江坂は両目が捉えたものと竹刀の手応えを胸に、薄く笑う。

　──ああ。良かった。今度はちゃんと、二つとも見えた。

「どォ──────オおォッしゃァ────────あアアアッ！」

　自分を追い抜いていく面返し胴。無粋に追いすがることをやめ、背中で語ることにした。

　行ってこい、水上。俺にも夢を見せてくれ。

「胴あり！」

　試合終了のブザーが二つ重なる。しかし、主審の声は重ならなかった。

「勝負あり！」




「延長──始めっ！」

　個人戦は四分間で決着がつかなかった場合、どちらかが一本を決めるまで延長を行う。再試合も休憩もない。その重く苦しい戦いの中で、先に精神を緩ませたほうが負けだ。

　二階席はざわめく。乾の延長なんて初めて見たと騒ぐ声を、戦の中、橋倉は耳にする。

　それでも、笑わない。肩で息をし、歯を食いしばり、人ならざる形相で仇きゆう敵てきを睨にらみ吠ほえる。

　──負けねえ。負けたくねえ！　ここで死んだって構うかよ！　あそこに行くのは、この俺だ！

　依然と放たれる罠わなの数々に、快晴は尊敬の念すら抱く。

　ただ、感謝したい。自分が強くあろうと選んだ場所に、この人がいてくれたことを。

　瑪め瑙のうの瞳が橋倉を睨にらむ。その背後で、宿願の相手がこちらを見ていたことさえ意識せず。

　快晴はまたしても、誰かへの想おもいを強さに変え、脱殻の時を迎えようとしていた。

　──ここで仕留めねぇと死ぬ。

　消耗の果て、忘我の境地。鍛錬を染しみ込こませた橋倉の体たい軀くが警鐘を鳴らす。最後の気力を搔かき集あつめ、面返し胴狙いのフェイントを、橋倉は歯を食いしばって最強の力でかけた。

　快晴の竹刀が瞬時、警戒に揺れる。その隙を橋倉の脊髄は逃さなかった。

　左足指と拇ぼ指し球きゆうで床を抉えぐり、一つの弾丸となる。

　断つか断たれるか二つに一つ。戻る路みちはもう、ない。

　狂乱の咆ほう哮こうを引き連れて、橋倉は最後の一刀に一番基本の飛び込み面を選んだ。

　快晴もまた、鏡映しの弾丸。勝負が決着する一瞬、背後で悠が大きく目を見開いた。

　快晴のほうが僅かに遅い。美しい相面が今、交差する。

　時にしてみれば、刹那もない。しかし真っ白な無我の境地で、橋倉は確かにゆっくりと笑ったのだと思う。辛つらく苦しい白黒の道に、色が付く。

　ああ、まだこんな感情が残ってた。

　笑っていい。笑うしかない。そんな場面に出会えた自分は、やはり幸せだ。

「面あり！　──勝負あり！」

　橋倉は自分を肯定する。

　刀を納め、その側に上がるのが、たとえ自分の色でなくても。

　礼をし、コートを去ると拍手が場内を包む。心地よい音を耳にしながら武装を外した。




『決勝進出選手は、藤宮高校、水上選手。秋水大学付属高校、乾選手に決定致しました。

　十五分間の休憩の後、女子の決勝を行い、続いて男子の決勝を行います』




　橋倉は防具と竹刀を持って立ち上がる。そんな自分を追いかけて、後輩は頭を下げてきた。

　勝っても一切誇らない、その憎らしい顔を引っさげて。それが気に入らなかった。

「おい、快晴。てめーの負けだ」

「……はあ？」

　だから、歪ゆがませてやる。

「逆胴、打てなかっただろ。だから賭けは、俺っちの勝ちさ」

「………………………あっ」

　本気で忘れていた顔だ。三年かけて、どうやらそれぐらいの代価は得られたらしい。

　本当は悔しい。口も聞きたくない。根暗だから、今すぐ唾吐いて帰りたい。

「な？　所詮おめーはその程度さ。……だから、辞めるの、やめろよ」

　けれど自分は、先輩だから。

　頑張って頑張って、それでも背中に届かないような、憎くて仕方ない相手だけれど。

　自分より頑張った誰かで、それが後輩だったなら、餞せん別べつくらいはくれてやるのだ。

「おめーは才能ねーんだ。だから、続けろ。それが負けたおめーの、一生続く罰ゲームだ」

「……はい。先輩も、付き合ってくださいね」

「へ。どうせなら、もう一人ゲームに連れてきな。ちっとはクソゲーも面白くなるだろ」

　橋倉は、左の拳を快晴に突き出す。生涯を賭けた、己の拳を。

「行ってこい、快晴。おめーに一番以外は似合わねえ！」

「……はい！」

　快晴は熱くなる目頭を、気力で冷ます。その約束だけは破れない。火種のような拳がぶつかって、最後の炎が今点ついた。




　そして同じ時、悠もまた、江坂と最後の言葉を交わす。

　二人は目を合わせることなく、隣に並んで、快晴の試合を見届けていた。

「水上。最後の一瞬、何が起きた？」

「切り落としでしょうね。……一刀流の極意。巻き技と並ぶ、幻の技ってやつ」

「できるか？」

「今の俺には無理かな。あれはやっぱり、快晴くらい眼めが良くないと」

　相面で竹刀が交錯する刹那、剣の腹で相手の竹刀を軌道から打ち落とし、面を打つ。

　ほぼ無に近い僅かな時間で迫り来る剣を見切り、自分の勢いを一切落とさず一連の動作を行わねばならない。超繊細な身体感覚と動体視力、そして常軌を逸した練習量。

　それらが全て揃そろって初めて、夢物語は姿を現す。

「あいつ、やっぱすげーな。寒気するくらい強いもん」

「……くく。そんなときでも、笑うのか？」

「だってここで笑わなきゃ、いつ笑うんですか？」

　互いに、隣を見る。鏡のように同じ顔つきをした馬鹿がいた。

「何度もフラれた気分はどうですか？　なかなか高たか嶺ねの花でしょ、俺は」

「ああ。高い、遠い、最悪だ。……だが、手を伸ばさないよりはずっといい」

　一番初めに、口説いて良かった。他と同じに見られたくなかった。だから熱意を隠さず、駆け引き抜きでただ伝えた。逃げる自分は一番嫌いだから、せめて一番好きな自分でぶつかった。

　結果、粉々に砕けた。

「部長」

「……何だ？」

「強かった。ありがとう」

　だが、きっと何度でも組み直すだろう。生涯憧れるものが、この目の前にある限り。

「礼はいらん。行動で示せ。……勝て。証明してみせろ。この俺に勝った、お前が一番だ！」

「……はい！」




　胴を拳で叩たたいて、江坂は去る。静かに、一階会場から出た。手洗いへ向かう。戦いを終えた者は、ひとりの時間が欲しくなる。

「後悔してる？」

　だからこそあんたには、そんな気遣いしてやんない。立たち花ばな纏まといは壁にもたれて、江坂に問う。

「水上を、部活に入れたこと」

「……そうだな。あんな奴がいるせいで」

　駄目な女に引っかかってしまった男のように、諦めて彼は笑ってみせる。

「一生剣道、辞められないよ」

　まさに、馬鹿は死んでも治らない。同じく諦めの息を、纏まといは漏らした。

「……ま、それでこそあんたか。心配して損しちゃったわ」

「なんだ、心配してくれたのか？　意外とかわいい所もあるんだな」

「あたしはいつでもかわいいわ。そんな節穴だから、あんたは負けんのよ」

　光差す外への出口を見るばかりで、纏まといは江坂を見ようとしない。しかし長く連れ添った彼には、それだけでどうしてか分かったようだ。

「……そうか。何をもらった？」

「お姫様の宝刀。綺き麗れいに抜かれちゃった。……あんまり綺き麗れいだったから。あたし、自分のことなのに全く悔しくないし泣けなかった。……ヘンでしょ？」

「……そうか」

「そう。……変なの。あたし、泣けなかったのに」

　光を背負って、纏まといは振り向く。笑っているのに、その頰は輝いていた。

「あんたが負けたとこ見たら、なんか、こうなっちゃったじゃない。……どうしてくれんのよ、馬鹿。あんた、ほんと、きらい。……しね。なに、負けてんのよ」

　初めて見る彼女の涙を前に、江坂は少しの間息を吞のむ。けれど、少しの間だけだった。彼はいつも即断即決。無骨に親指で、相棒の涙を拭った。

「ば、ばか、触んな変態。別料金よ！」

「構わん、安いものだ。こんなに珍しいもの、いくら払ってもお釣りが来るぞ。……飽きん奴だな、お前は。何年一緒にいても、口も自信も減ることを知らん。一体どうしてお前が泣く？」

「……知るか馬鹿。武器使って、何が悪いってのよ」

　あんたが、他の奴ばっか見てるからでしょうが──。

　そんな言葉を、ぐっと吞のみ込こむ。なんで言えないんだ、このあたしが。……ああもう、ほんと最低。死ねばいい。どうして吹雪に負けたのか、ようやく分かる。こんな奴ばっかり見てたからに違いない。やきもきして俯うつむいていると、肩を叩たたかれた。

「まだ団体がある。次は自分で、勝って笑え。やはりお前に涙は似合わん」

　そこは黙って抱きしめろよ。ほんと馬鹿。女の操縦法ってやつが分かってない。

「……はーあ。まあいいわ。あんたにしては頑張ったほう。仮免くらいはあげてもいい」

　でもまあ、これが一番嬉うれしい自分も自分だ。今日のところは、これで許してやる。団体もあるし。

「……よく分からんが、そろそろ卒業させてくれないか？」

「ダメよ。あんたなんか一人で公道に出せるか。隣にあたしがいなきゃ、犯罪なんだからね」

「……口うるさい教官だな。脇見も寄り道もできん」

　江坂は、力が抜けて笑ってしまう。

　泣きそこねてしまった。だが、これでいい。自分は部長だ。来週に向けて、まだまだ仕事が残っている。……それに。

「よし、行くか。負けてしまったが、高揚が抑えられん。早く見たい。お前も、そうだろう？」

「ええ。不本意ながらね。見逃しちゃったら自殺もんよ？　……はーあ。剣道を選ばなかった奴って、不幸ね」

　これから行われる世紀の一戦の意味を、一生知らずに死んでいくのだから。

　纏まといと江坂は、一生飽きない玩具を与えられた子どものように、扉の中へと駆けていった。
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　誰よりも強くなりたかった。だって、守りたいものがあったから。

　よく泣く兄だった。気弱で人を叩たたくことさえできず、いつも誰かにいじめられて。そのくせ目を離したら、ふらっとどこかに消えていってしまう。心配で心配で仕方なかった。

『ふぶきー、かえろう？　……いつも、ありがとうね。だいすきだよ』

　だから、剣を手に取った。強くなって、一番大好きなものを守るために。

『お兄ちゃん、もっとしっかりして。男の子なんだから、泣かないの』

『う、うん。……ご、めん、なさい』

　噓うそだった。本当はそんなこと求めてなかった。ただ、優しい兄でいてくれれば。

　なのにそんな妹の気も知らず、またしても兄はふらっと消えて。

『お兄ちゃん。……はやく、帰ってきて。……置いて、いかないで』

　とある夏の日。ひとり高熱にうなされ、悪夢を見た。きっと治ったはずなのに。




『ただいま、吹雪ふぶき。早く、よくなってね。……僕はもう、一人で大丈夫だから』




　そこからずっと、悪夢が覚めない。こんなものを望んではいなかった。

　帰ってきた兄は、兄ではなかった。泣かなくなった。気丈で、ためらいなく棒で人を叩たたいて、いじめてくる奴はみんな自分で斬った。まるでいつも雨が降ってるみたいに、外を歩かず道場に棲すんで。

　──化物め。わたしの大好きな、お兄ちゃんを返せ！

『おまえなんか、お兄ちゃんじゃない！』

　きっと本物のお兄ちゃんは、あの日殺されてしまったのだ。今のお兄ちゃんは偽にせ者ものだ。鬼が化けてるに違いない。……許せない。絶対に絶対に許せない。

　お兄ちゃんを殺した奴は誰だ。お兄ちゃんの形をしたお前は誰だ。

　全員見つけて、仇かたきを取る。たとえお嫁さんの夢を捨てたって、いつかお前らを斬ってやる。

　その想おもいを一つに、やがて剣姫と呼ばれる少女は、氷の戦場をただ駆けた。

　無間地獄だった。斬っても斬っても終わりはないし、続ければ続けるほど、奴は強くなっていく。春は、永久に来ないと思っていた。

　なのに、運命は皮肉──。




『教えない。だって、男同士の約束だからな』

　ようやく訪れた愛いとしい春は、長年探し求めた仇かたきでもあったのだから。

　悲劇のヒロイン、お姫様。あまりにも自分に合わなさすぎて、吹雪はなんだか笑うしかない。

「胴あり。──勝負あり！」

　だってこんなに女の子が夢見る状況なのに、自分ときたら剣を振ることしか頭にないのだ。




『女子個人の部。優勝は白、桐桜学院高等学校二年、乾いぬい　吹雪ふぶき選手に決定致しました』




　吹雪は刀を納めて、天を見上げる愛いとしい人の姿を見つめた。面の中身を見なくても、あやしがりて寄りて見なくても分かる。きっと輝いて笑っているはずだ。一番大好きな、あの笑顔で。

「大好き」

　自分でも引くくらい、好き。優しいところ。放っておけないところ。強いところ。それから、冬の中をさまよっていた自分に、春をくれたところ。全部全部、大好きだ。今すぐにでも伝えたい。この刀と鎧よろいを投げ捨てて、心を捧ささげるように抱きつきたい。

「でも、ごめんね。……やっぱりまだ、おあずけ。絶対言ってあげないもん」




『わがまま、言ってもいい？』

『僕にできることなら』

『うん。……勝って、お兄ちゃん』

　どうして無理難題を言ったのか。そんなの、言うまでもないことだ。

『まだわたし、お嫁に行けない。やらなきゃいけないことが、たくさんあるから！』

　人から貰もらえる幸せなんていらない。男の景品になる人生なんて死んでもごめんだ。だって、夢はこの手で叶かなえなきゃ意味がない。この手で斬らなきゃ意味がない！

　春なんて、一生来なくて構わない。こっちから迎えに行くからだ！







「二人でばっかり遊んで。ずるい。こんな春より、そっちがいいもん」

　吹雪は、いつも燃えている。灰になりたいから。一番高いところで燃え尽きたいから。そこで物語を終わらせたいから。だから悠はるかな太陽よ、強く激しく燃えて欲しい。空に浮かんだ氷の故郷が、一層夜に輝くように！

「もう少しだけ頂点そこで待ってて。すぐに行くから！」

　少し遅れて現れる。主役はそれぐらいがちょうどいい。だからせいぜい盛り上げろ。

　だってこれは、わたしのための物語。剣姫わたしが主役の物語。

　竹を手に取る、物語！





×　×　×






『男子個人の部、決勝戦。選手の紹介を致します』

　いつも、窮屈な天を見上げていた。どうしてここにいるのかと、己に問うて。

『赤。藤宮高等学校二年、水みな上かみ　悠ゆう選手』

　生まれたとき、剣しかなかった。親も空も太陽も、何もなかった。けれど懸命に生きた。

　没頭したこともあった。生まれた時代を呪ったこともあった。果てには剣から逃げさえしたが、逃げた先でまた剣と出会ってしまった。全く、業の深い人生。……それでも、捨てなくて良かった。

　悠は、天井から少し視線を下ろして、二階席の辺りを見た。拾ってくれた母親と、拾わせてくれた姉が、優しい顔でこっちを見ていた。次に見るのは一階席。決勝戦のために開放されたコート。そこで一番大事な宝物たちは、正座をついて、拳を突き出して、笑っていた。

　一番強いと思っていた。斬れないものなどないと思っていた。この断ち切る道具を持った自分は無敵で、それは未来永えい劫ごう永久不変。そう思っていた。だからこそ春、必殺の技でなお断ち切れなかったものを見たときに、この手に握る得物が悪いせいだと決めつけた。

「違うよな。……竹刀これで、よかったんだ」

　この刀では、人は斬れない。断ち切るために生まれたものじゃないからだ。

　人と人を繫つなぐために、孤独を斬るために、この刀は生まれてきた。「……ありがとう」

　今、初めて感謝を捧ささげる。一生を連れ添った相棒へと。剣の神様へと。そして何より求めた、自分の正面にいる宿敵へと──。




「……ああ」

　声が漏れる。気が付けば、剣以外の全てもここにある。

　きっともうこの手を放したって、自分は満足して生きていけるだろう。

「そういうこと、だったんだな」

　なのに自分の左手は、剣を強く摑つかんで離さない。どくんどくんと相棒は脈打つ。

　満足するな。飢えて死ね。ただひたすらに求めて生きろ。お前の望みを言ってみろ！

「悪い、快晴。気が変わった」

　どうして剣を握るのか。そんなの、言うまでもないことだ。

「頂点ここは俺だけの特等席だ。今すぐどいてもらおうか」

　たとえ時代がいつだって、男は剣に狂いたい。俺が最強だと叫びたい！

「行くぞ快晴。一番強いのは、この俺だ！」

　焦がれ続けたつるぎのかなた。そこに今、奴がいる！





×　×　×






　いつも、悠はるかな蒼そう穹きゆうを夢見ていた。いつかあそこに行くのだと、己に誓って。

『白。秋水大学付属高等学校二年、乾いぬい　快かい晴せい選手』

　生まれたとき、剣はなかった。代わりに家族も空も太陽も、全部があった。

　色んなものが選べたのだと思う。大好きな陽光を浴びる陸上でも、脚光を浴びる球技でも。

　勉強を選ぶのも悪くないし、部活に入らず、かわいい彼女と放課後、夕暮れの街を一緒に歩いて帰れたらどんなにいいか。そんな青春を過ごす選択も、きっとどこかにあったのかも。




「……ああ」




　それでも、剣を選んだ。

　もしもタイムマシンが目の前にあったら、自分は笑顔で斬り捨てる。そんな自信がある。

「僕の人生は、ここでいい」

　求めるものはたったひとつ。求めた者はたったひとり。そんな寂しく狂った剣の道を、どうして選ぶと誰もが問うが、それでも自分はこれでいい。これでいいのだ、最高に。

「ごめん、悠。もう約束とか、どうでもいいや」

　どうしてここで待ったのか。そんなの、言うまでもないことだ。

「頂点ここはもう、僕だけの場所だ。絶対誰にも譲らない」

　一番上は気持ちがいいから。お前を見下ろしたくて仕方がないから。

　会いたかったぞ水上悠。だってお前が──邪魔だから。

　一番上は、二人もいらない。ようやくハッキリ決められる。

「行くぞ悠。お前を斬るのは、この僕だ！」

「正面に、礼──」

　一歩、二歩、三歩。歓喜の剣を携えて、世界の中心で静かに抜いて。

　立ち上がる前の一瞬、快晴は喜びに目を開く。さあ、全てを解き放て。

　憧れ続けた、つるぎのかなた。

　そこに、今──。







　君がいる！







「始めっ！」




「我ァあああ───────────────ッ!!」

「殺あああアアアあアア──────────っ!!」
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　間かん隙げきのない三合、星が瞬く。

　音と地鳴りが遅れて世界を揺らし、剣の交差で生まれた星々が重力で両者を引き寄せた。

　がちりとぶつかり合う面めん金がねの中で、二人は嗤わらい、牙を剝むく。

　さあいくぞ。この間合いだけは、誰にも譲らない──。

　快晴が鍔つば迫ぜり合あいに支配をかける。重く、軽く、動きを許さぬ矛盾の狭はざ間まへと誘いざなって。

　しかし、煙けむに巻まいてくる悪女のように、悠の変幻自在の足さばきが捕らえることを許さない。不規則な体重移動が、快晴の呼吸と瞬またたきに応じて織り交ざる。その独特の動きが、不可思議な消失と残像の生成を可能にする。

　幻惑の果て、支配を握っているのは悠だった。

　狙うは次なる呼吸の音。それに合わせて最短最速──今！

「ッ手ぇ───らあッ！」

　びりびりと引き小手の感触が伝わる。だが、これは……違う！

　下がり逃れる後方への残心の途中、鍔つばを叩たたかされたことに気付くのと、脊髄がサイレンを鳴らすのは同時だった。

　深しん淵えんの向こう、化物の目が光って睨にらむ。逃しはしないとやって来る！

「ったあ─────しゃあっ！」

　間が消えたコマ送りのように、快晴が悠の前へと現れる。二連撃、小手面──同じものが返って相打ち。ぬるい。右足で後ろへ蹴って乱暴な引き胴へ繫つなげる。骨を叩たたき折おるような強烈な衝撃が、またしても鏡映し。まだだ、四本目！　面に飛ぶ──のはダメだ。返される！

　罠わなが前髪を掠かすめた。それでも止まらず、面へと飛ぶ力を無理矢理曲げて力いっぱいの諸もろ手て突づきを放つ。押し飛ばすような乾けん坤こん一いつ擲てき。それを悠は、僅かに軌道をずらすだけで回避する。

　そんなものが俺に当たるとでも思ったのか──死ね！

　反撃の狼煙のろし代わりに、快晴の右手が戻る場所を読んで小手を放つ。快晴が上回って読んだ。左手一本で突きを引き抜き、悠の小手を空振らせる。だが、それだけで終わるわけがない。

　もはや未来予知の域にまで達した経験由来の読みを発揮し、怒ど濤とうの八連撃を放った。

　最も予想を裏切る位置へ。最も奴を断ち切る箇所へ！　超速の思考に脳神経が焼き切れていくような感覚が、もはや心地よいと両の歯を嚙かみ合あわせる。躱かわせるか──快晴！

　挑む悠の思考を受け止める。右手を戻す暇はない。戻したら死ぬ。止まっても死ぬ。

　だったらこのまま──躱かわしてやるさ、全部！

　破壊の権ごん化げじみた腕力と悠の全思考を乗せた暗闇の雷雨が、快晴を包む。

　剣の雨が降り出した。

　そこへと、左手一本と眼めだけで挑む。探せ、僅かな光路を。この手で切きり拓ひらけ！

　紙一重を見極め舞い踊る。避けて受けて弾いて躱かわして、流して落としてずらして避けて。

　もはや美しささえ感じるその姿に、場内の誰もが息を吞のむ。攻め行く悠もそのひとり。

　ああ、だからこそ──この手で斬りたい！　史上最高の一刀で！

　八本打って、まだ悠は止まらない。九本目に、透明な一撃を選んだ。

　右みぎ踵かかとが地を鳴らす。衝撃の波紋が同心円に。しかし動いたのは微小な剣先のみ。

　空撃──フェイント。快晴が見破り、離れた右手を今こそ剣に戻す。

　その瞬間を、悠は待っていた。十本目、半歩もないほどのステップイン。

　竹刀が突きの軌道から面へと起き、頂点に到達。

　そこから──何より美しい弧を描いて右へと捻ひねる！




　来る──逆胴だ！

　快晴の背筋が凍る。刹那先の未来、無数に作られた骸むくろの中に打ち捨てられる自分を幻視する。

　目を閉ざせ。守れ。これは嵐だ。災厄が過ぎ去らぬ限り、反撃することは叶かなわない。

　内なる人間が泣き叫ぶ。だけど。──だけど。忘れるな。何のために強くなった？

　逃げないためだ。戦うためだ！　同格の相手に閉ざす目なんてない！

　ちゃんと見開いて相手を見ろ！　化物の皮を被かぶった人間が、繰り出す刀を追ってみろ！

　瑪め瑙のうの眼めは閉じることなく、暗雲から逃れる極小の光を、今見つけだす！

　──違う！　小手だ！

「りゃああ───しゃアアっ！」

　見破られた悠が瞠どう目もくする。確かに殺とったはずの右手首の位置に、太い感触。

　竹刀の根本──勢いを受けて快晴の剣先がくるりと回転。小手返し面が飛んでくる！

　くそ──間に合えっ！

　神経を引き剝がすように、前へ潜りながら首を右へと捻ひねる。

　ちっ、と風の音が左耳を鳴らした。

　岩が落ちたような衝撃と轟ごう音おんが、続いて悠の肩口を襲った。奇跡的な回避の代償に、片方の聴覚がしばし狂う。そしてそれは、彼の世界の復権には十分すぎた。

　──捕まえた。

　鈍った悠の態勢が戻るのを待たない。重く、首を締めるように鍔つば迫ぜりの支配をかける。

　悠は、もはや息ができない。呼吸を行ったその瞬間、快晴は視界から消え、自分の正中線は真っ二つに割かれてしまうだろう。一秒が、数時間のように思えた。

　それでもただ耐え、落ちた五感を振り絞って隙を見せない。粘り強さに快晴は感嘆する。

　ああ、だからこそ──今を惜おいて斬るときはない。君から授かった、この刀で！

　快晴は自分の身体をあえてコートの狭い側に動かし、たった一箇所、穴を創った。

　青空へと呼吸が抜ける僅かな隙間。強つわ者ものにしか分からぬ唯一の抜け道だ。

　悠が、脊髄で見つけた。反射的にそこへと滑り込む、が──息を吸わない。

　今さらそんなモノに興味はない。酸素がなくても構わない。今知りたいのはただ一つ。お前の狙い！

　その場所へ滑り込んだと同時、快晴が視界から消える。頭上へと引いた刀が、悠の得意技とは逆軌道へ。視界を振られた悠は、右へと身体を逃がしながらそれを手がかりに特定する。

　引き胴──。

　逃がした身体と同方向の腰を隠しながら、悠はそのときを待つ。待って──。

「めェ─────ンりゃあァあああ─────ッ!!」

　快晴の垂直に落とした雷が、悠の頭上目掛けて襲いかかる。

　消えんばかりの速度で、狭い後方へ会心の残心。びりびりと、痺しびれた。

「なっ──」「しゃああああッ！」

　快晴の、手が。

　悪夢のように現れた悠から、たったひとつ視みえた場所へと快晴は滑り込む。

　快晴だから視みえた場所。だからこそ、悠はそこにいる。剣を握った両手をへその辺りに付け、大地を力強く蹴って全身全霊で快晴にぶつかった。ただの力技──体当たり！

「止やめっ！」

　世界へ降ってきた第三者の声で、快晴は正気を取り戻す。足元を見て、肝が冷えた。

　白線を割っている。やられた、と唇を嚙かんだ。

　しかし、それよりも何故が勝つ。快晴は開始線に戻りながら、自分に魔法をかけた相手を見る。大回りに主審の後ろをゆっくり歩いて、こちらを見て舌を出していた。

　剣を持った右片手で頭を隠し、放した左手を右腰の辺りで握ったり開いたりしている。

　種を理解して、快晴は失笑と共に天を仰いだ。よくそんな悪魔みたいな真ま似ねができるなと。

　両手と体重を右腰に回したように見せて、本当は軸手の左を抜いていた。奇術師のように剣を握っていると見せかけ、空の左手を体重と共に右腰へ。

　その動きで快晴を欺き、本当に刀を持っている右片手で、悠は引き面をガードした。

　自分が快晴なら、絶対引き面を選ぶ。だからただ、信じたのだ。

「反則、一回！」

　快晴が主審に頭を下げる。時間は二分過ぎ。この反則の意味は、とてつもなく重い。

　反則は何があっても途中で消えない。このまま延長に突入してしまったら、一度でも反則を犯すとその場でゲームオーバーとなる。相手が悠である以上、延長になる可能性は高い。

　そう、相手は悠なのだ。だからこそ反則が、もう一つの絶大な意味を持つ。

　──いつ打ってくるんだ。アレを。

　快晴の脳裏に巻き技がちらつく。それが吐き出しそうなくらい怖い。

　竹刀を飛ばされたら、反則二本でその場で一本だ。この男相手に、常にそれを警戒して挑まねばならない。心胆震える、白しら刃はの上での綱渡り。歓迎するように、快晴は嗤わらった。

「始めっ！」

　空の踏み込みと、火の粉のように躍る竹刀。

　燃やした竹がぱちりと弾はじけるように時に刀が交差するが、また戻る。静かな展開だ。しかし水面下では、幾多の牽けん制せいが飛び交っていた。

　間違い即すなわち死の選択肢。三つ。五つ。七つ。それらを全て見破り、攻めてみせる。

　逆境が、快晴の集中力を限界まで研ぎ澄ます。引き伸ばされた時間の中、快晴は考える。

　でたらめを通す速さや力、相手の剣を見切る動体視力で彼を上回ることはできる。だが、一本をもぎ取る閃ひらめきのセンスや、未来視じみた読みの精度では完全に悠が上なのだ。

　このままでは、討てない。

　連撃は読まれた。最速の突きも躱かわされた。鍔つば迫ぜり合あいの支配は破られたし、得意の宝刀も錆さび落おちた。あまつさえ、崖っぷちに追い込まれて絶体絶命。……だけど。

　こんなとき君が僕なら、きっと──。

「おおおおおッ！」

　閃ひらめきが頭に到達するより早く、快晴の足が光のように忍び寄る。もはや踏んだかどうか、誰にも分からない。悠以外には。その空撃をきっと見破ると信じて、快晴の一刀が面へ飛ぶ。

　──無敵の君を打つためには。僕の全てを見破る、鬼を討つには。

　悠の刀が防御に回る。返す刀で仕留めるために、右斜め前へ裏避けに。それを見届けて。

　──最初から、これしかなかったんだ！

　快晴の竹刀が頂点で止まる。再始動へと右曲線。弧を描くのは、憧憬の軌道！

　──届け。

『必ずまっててね！　ぼく、どんなに時間かかっても……必ず行くから！』

　──届け！

『……ああ。待ってる。ずっと、待ってる』

　──届けぇッ！

『期待して、待ってるからな！』




「どォ────オオおぉおっしャぁあア、りャあああッ────ッ!!」




　頭が真っ白になるくらい、力強く右手を引いた。打った後、顔を上げることさえ忘れて。

　弾はじかれたように正気を取り戻し、快晴は追撃に備えて前を見る。

「……ああ。……やっと、届いた……」

「胴あり！」

　割れるように、場内が沸いた。

　快晴が排気のように熱気を吐き出し、静かに開始線へと戻っていく。

　悠は、天を見上げた。

「くっ……！」

　たった一つの隙を嚙かみしめた。自分がよく使う技だからこそ。それだけではない。相あい面めんも狙えた。それなら、取っていたのは確実に自分のほうだった。

　なのに受けに回ってしまったのは、橋倉に放った切り落としが頭にちらついたから。

　まさに、全てを乗せた一刀。彼が過去を積み上げてきたからこそ、自分は斬られた。

　──くそ。負けたくない。負けたくない負けたくない負けたくない！

　時間が分かる。身体が知ってる。残り、一分だ。

　この全てを見切る無敵の男に、一分しかない。静かな絶望がこの身を侵す。

　諦めるな。探すんだ、活路を！　こいつも同じ人間だ！　倒す手立ては絶対にあるはず！

　悠が心の中を、必死に探す。……そのとき、一番に浮かんできたのは。

『決勝、二人で時計やってくれ。一番近くで、俺が勝つとこ見ててくれ！』

　仲間との、約束だった。

　宝箱を開くように、藤宮高校の陣営を振り向く。

「………………ああ」

　みんなが、人差し指を一本立てていた。

　城きの崎さきと黒くろ瀬せだけじゃない。葉は月づきも千ち紘ひろも八や代しろも史し織おりも、江え坂さかも纏まといも円香まどかも、佐さ々さ木き先生も。

　みんなが、てっぺんを指している。

　言葉が分かる。剣を交わさなくたって、分かる。残り一分なんかじゃない。




　──負けるな、悠。お前が絶対、一番だ！




「見えてなかった。……とっておきが、残ってるじゃないか」

　開始線に、お互い戻る。快晴が目を見き、そして──。

　ぞくりと、震えた。

　まだだ、構えろ。これからだ！　……この化物は、まだ死んでない！

「二本目、始めっ！」

　手負いの魔王が竜へと貌かたちを変えるよう、悠が禍まが々まがしく殺意を腹から放つ。暖かく沸いた世界が瞬時に凍る。しかし、挑む彼の剣への灼しやく熱ねつは途絶えない。一歩も引かずに吠ほえた。

　──来い！　全てを見切って、僕が勝つ！

　落ちる砂時計の中、限界を超えて速ささえ快晴に追いついた悠が、暴れるように自分の全てを解き放つ。本能に任せた暴力。なのに、あまりに美しかった。

　修練と共に生まれた身体が、遺伝子に染しみ付ついた戦闘の合理を辿たどっていく。質量を伴った空撃、どちらも真の矛盾二択、六感を揺さぶり、回避を許さぬ目にも留まらぬ連続攻撃──。

　それでも快晴は、目を閉ざさない。時には守りを捨て、攻めという名の守りに転じる。予想を裏切られ続け、だが身体は動く。頭が追いつかない。いい！　本能が知ってる！

「はぁ────しゃあッ！」「らああああッ!!」

　砂時計が滑り落ちる。あと数粒。世界が遅くなる。

　あと何秒だ。何十秒だ！　何時間だって取らせてやるものか！

　ここで殺して、お前は終わりだ！

　快晴の想おもいが、魔物を今一度、自分の最強の間合いへと誘いざなう。

　狭く、悠が二歩も下がれない白線側での鍔つば迫ぜり合あい。膠こう着ちやく──。そこから。共に竹刀を伸ばしながら、二人は間合いを取る。試合が終わろうとしている。

　あと何秒!?　時計係が視線を切って、手に汗握る秒読みの刹那。

　──来る！

　悠の竹刀が命を帯びる。命を手放せと巻きに来る！

　抗あらがいがたい魔の誘惑に、快晴は唇を強く嚙かみしめる。舌は、燃える鉄の味を知っている。もはや腕が千切れたって構わない。想おもいを全て力に変えて、快晴は強く手を握り、叫んだ。

　──手放すもんか。君がくれたこれが、僕の全てなのだから！

　魔に、打ち勝った。光が勝った。邪悪にまとわりつく力が、全て消える。

　悠を目の前から消した、その光の正体は。




「めェ─────ンしゃあああああゃあァあああ、らあッ!!」




　引き面──。

　いつか自分を殺してみろとあの日鬼から授かった、本家の魔王の宝刀だ。

　白線を割って綺き麗れいな残心。反則などとうに関係ない。衝撃に、快晴がくらりと片膝をつく。

「……ああ。……くそ。……閉じ込めて、消す、か」

　全く、どんな心臓してるんだ。相手は、僕だぞ？

「面ありっ！」

　自分ならできる、と悠は信じた。吹雪と戦ったときのように、最後の秒読みを狙って。

　快晴に逆胴の軌道を見破られたとき、平時ではどんなフェイントも通じないのだと悟った。

　だから狂ったふりをして、全てを信じて、ただこの時に賭けた──。

　割れるように歓声が飛び交う場内。二人は呼吸もままならず、肩で息をする。

　それでも、すれ違う途中、悠は。

「どうした、快晴」

　荒々しく禍まが々まがしく、誰より強く。

「まだまだ遊び足んねえぞ！」

　面白くて仕方がないというように、目を見て嗤わらった。

　だから快晴も、同じ顔で応える。

　二人揃そろって、牙を剝むいて、幼いあの頃のように！

「ああ、僕もだ。どこまでだって行ってやる！」

　開始線へと戻る最中、二人はたったそれだけ言葉を交わす。脳裏に今まで歩んできた剣の人生を蘇よみがえらせて、開始線の到達と同時に振り返り、声の届かない面の中、心で揃そろって呟つぶやいた。

　──辞められないな。死ぬまで。

　難しいことは、もういい。あとは剣さえ交えれば良いのだ。

　茶番を終わらせるブザーを聞いたあと、二人は泥まみれになって遊ぶことにした。

「延長──始めっ！」





×　×　×






　肩で息をし、目の前が白に染まる死闘の果て。

　なぜか、布ふ団とんに寝転んでふたり話した、昔せき日じつの光景が二人に浮かんだ。

『ねえ、ユーくん。聞いてもいいかな？』

『んー？　どうした、カイセー』

『……ユーくんは剣道、たのしい？　ぼく、じつはあんまり好きじゃないんだ……』

　本当のことを言ったら、剣を愛する彼には嫌われてしまうかもしれない。

　それが分かっていて、言わずにはいられなかった。だって、本当の意味で友達になりたかったから。

『いやー、大っきらいだよ。たのしいって思ったこと、ないかもしれない』

『えっ？　あ、あんなにつよいのに？』

『まだまだだよ。じいちゃんとか勝てるきしないし。……剣道、楽しくない。キライだ』

　でも、と前置きして、悠は笑った。

　幼い時代はもうおしまい。面影を残した、今の笑顔で。

『もっと強くなったら、少しは楽しくなるかもしれない。そんな夢が、捨てられないんだ』

『……うん。僕もだ。だからその夢、一緒に見ていいかな』

『一緒に？　……そんなことが、できるのかな』

『できるよ。だって、剣道だから。相手がいないと、叶かなえられない』

　この剣の彼方かなたに、誰かがいてくれるのなら。どんな呪いの道だって、祝福へと肯定できる。

　そういう風にただ、この道を歩きたい。

『分かった。じゃあまた、約束だな。今度は待たなくていいんだろ？』

『うん。だってもう、退屈は飽きただろ？』

　光が消え。言葉が消え。世界の中心に残ったのは、ただの人間がふたりきり。

　静寂の世界、広大な天井に、剣先が触れ合う音だけが響く。

　その音は、何かがひび割れていくようで。

　二人も、見守る者たちも、ただそのときを待っている。

　一歩。

『ああ。……そろそろ、飽きてきたな』

　一歩。

『そうだね。……また、次のために』

　剣が交差。ひび割れる音が、高く。




　──終わらせよう！




　地を蹴った。雨が止やんだ水たまりに、飛び交う二人の姿が映し出される。

　全ての力を振り絞り、叫んだ。愚直な修練の果て、最後に収しゆう斂れんしていく技は、同じ。

　あらゆる剣は、基本のここより始まった。

「めェェえェ────────ンっ!!」

　相面が、人生と共に交差する。

　人事の全てを尽くした二人は、神の裁定に全てを委ねた。同時、心を残して振り返る。

　乾快晴の傍そば。副審は、赤。

　水上悠の傍そば。副審は、白。

　そして、最後──。己の運命を定めた旗の色を見て、その男は笑った。

「面あり！」

　言おう。かつて自分に挑んだ、誰かのように。




「まいった」




　その旗の色は、幸福に包まれた心のように、己の降伏を示していたのだから。




「勝負ありっ！」

　万雷の拍手の中、刀を納め。悠は、心服するように深々と頭を下げた。

　これは剣道。剣の理法の修練による、人間形成の道だから。

　心の底から遥はるかな感謝を、つるぎのかなたへ捧ささげよう。

　頭を上げる。ゆっくりと歩いていって、自分の竹刀袋の横へと座る。

　正座をついて面を外し、手拭いを取った。

　悠は、遥はるか天を見上げる。剣で裂いた、天井の果てを。




「……ああ」




　そこには、晴れ渡る青空が広がっていた。

「やっぱカッコいいなあ、あいつ……」

　極みがなく、どこまでも自由で、どこまでも行ける。それは捨てなかった者だけが得る報酬だ。

　最高の憧れと最低の悔しさを胸に、悠は笑った。

「じいちゃん、見てるか？　……ちゃんと、晴れたよ」

　立ち上がる。剣を放した人の手で、自分を倒した、同じ人の手を摑つかむため。

　反対側へと歩いて行く。するとそこには、もうひとつ綺き麗れいなものがあった。




「……っ、……う、ぅ。……くっ、……っ、う──」




　そこだけ、雨が降っていた。

　愚直に約束を守り続けた男は、最後の最後、とうとう己に仮面を取ることを赦ゆるした。

　滂ぼう沱だと、心の雫しずくが頰を流れ落ちる。嗚お咽えつに詰まって、立ち上がることができなかった。

　積年の想おもいを雪解けのように綺き麗れいに溶かして、彼は休みなく歩き続けた膝をようやく折った。

　けれど、ふたりはまだ、極みのない道の途中。

「笑えよ、快晴」

　だから、ここで感極まってしまった愛すべき宿敵に、悠は右手を差し出した。

「せっかくいい名前、してるんだからさ」

「……ぅん。うんっ」

　温かな右手を握りしめ、その名のように快晴は笑う。




『男子個人の部。優勝は白、秋水大学付属高等学校二年、乾　快晴選手に決定致しました！』




　拍手と歓声と祝福の中。心地良い晴天の名が、空一面に広がっていった。
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　二階屋外のベンチに座って、悠は夕闇に染まりつつある体育館を見ていた。

　頭の中は空っぽ。身体も電池が切れたように動かない。平たい話が、呆ほうけていた。

「……はあ」

　どうしよう。負けたときのこと、考えてなかった。

　だからさっき、某剣道雑誌の取材を受けたときは最高に死にたかった。ずけずけ聞いてくるし、写真も撮るし。ほんと御み剣つるぎにいた頃からメディアって超嫌い。貰もらった写真は、帰ったら絶対焼却する。特に、快かい晴せいに見つかる前に、絶対に。

「……潰れちまえ、あんな雑誌」

　悠ゆうは出版不況に全ての希望を託して、深い深いため息をついた。

「まあ、でも。……これが、今の俺、か」

　目を瞑つぶり、悠は試合後のことを思い出す。







『悠、先輩』

　びくりと身体が震える。取材が長引き、会場から人がはけ始めていたせいで完全に油断していた。一階競技場の両開きの扉を出たところで、目ざとい後輩に胴着の袖を摑つかまれる。

『……史し織おり』

『逃がしませんよ、先輩。……なーんて』

　悪いた戯ずらっぽく、くすくす笑っている。正直、一番会いたくない顔だった。袖から手を払ったはいいものの、何を言っていいか分からない。髪を搔かき、所在のなさに立ち尽くしていると、史織は自分に向かって礼をくれた。凜りんとした、綺き麗れいな礼を。

　この子はやっぱり、剣道に向いている。将来が楽しみで仕方なかった。

『お疲れ様でした。約束、守ってくれましたね』

『どこがだよ。……負けたんだぞ、俺は』

　遮るように、首を振られる。そして笑っていた。

『それでも、です。今日の先輩が、私には一番格好良かった』

　そのとき、悠は初めて史織の本当の笑みを見た気がした。

『じゃあ、これからすぐに更新してやる。……だから、一番近いところで、しっかり見てろ』

　肩を叩たたいて、隣を通り抜けた。さあ、制服に着替えよう。

『先輩』

『ん。何だ？』

　振り返る。史織はまじまじと自分の姿を見たあと、深く一度頷うなずき、また笑った。

『胴着姿、やっぱり似合ってますよ。一番』

　敗北の報酬。それは、自分の全てを評す言葉。

『ああ。……俺も、そう思う』

　こんなに嬉うれしい褒め言葉はないと、今度は心の底からそう思えた。







「……でもなぁ。負けた…………んだよな。…………………………はぁ」

　悠はまた、夕暮れの中、ベンチで肩を落とす。簡単に吹っ切れるようなものではなかった。全神経をもって落ち込む。だから、後ろから忍び寄られていることに気付けなかった。

「だーれ、だ！」

　誰でも嫌だ。

　八や代しろとか一年だったら、もうかっこ悪くて死にたくなるし。二年同期とか絶対いじられる。そのとき自分はどんな顔すりゃいいのか。せめて三年。江え坂さか部長……絶対無理。纏まといさん……いや一番無理だわ。死ぬ。

「えっ？　幸ゆき村むら、先輩？」

「おおっ、すご！　大正解ー！　……すごいねえ、ちょっと嬉うれしいな。ザコキャラのわたしなんて、水みな上かみくんのアウトオブ眼中かと思ってたから」

　そんな訳ない。この人は、剣道部で最初に強いと思った人なのだ。

　にこにこ笑いの副部長は、石せつ鹼けんの匂いを漂わせて、悠の隣に座った。

「えへへ、ごめんねー。史織ちゃんや吹雪ちゃんじゃなくて、わたしで」

「……どうしてそこで、その二人の名前が出てくるんですか？」

「…………そっかぁ。君も改めて、江坂くんと同じ剣道星人だったね。あーめん」

　謎に十字を切られる。

　失礼な感じがしたが、失礼な感じをしてくれることが自分は嬉うれしい。悠が苦笑した。

「もう今日は、誰にも会いたくないんですよ。そっとしといてくれません？」

「あはは、やだー。ちょっとだけ我慢してよ。君には今日、話相手が要るかなって思うからさ。……ただ、江坂くんと纏まといは、今日はダメ」

「……両方会いたくないけど、なんで？」

「あの子たちは、今日、戦ったから。今日くらい、部長はお休みさせてあげたいの。……だからほら。こーいうときは、わたしの出番でしょう？」

　制服姿の円香まどかが、柔らかく笑う。汗の匂いを、全く漂わせず。

　今日、彼女は試合に出ていない。選手決定の総当たり戦に、負けたからだ。

　それなのに。……それなのに、彼女は。




「負けちゃったね、水上くん！　かっこわるー！」




「……最悪だ、先輩。笑うなよ！　そんな笑顔で！　男はナイーブなんですよ！　想像の五百倍！　俺だって普通の人間なのに！　普通に傷つくわ！」

「うん。知ってる。……だからわたし、ちょっと嬉うれしいんだ。性格悪いでしょう？」

　けらけら笑っていた。前から思っていたけど、この人は結構腹黒ドＳな畜生だ。そんな風に悠が唸うなっていると、きれいな手で、頭を撫なでられた。

　汗臭い髪を。いいこいいこと、ゆっくりと。

「君も、人間だったんだねえ。それがちょっと、わたしは嬉うれしい。……かわいいなあ。君もやっぱり、わたしのかわいい後輩なんだねえ」

　悠が、唇をぐっと嚙かむ。撫なでてくる手を、わざと強めに払った。

「……泣かないからな！　俺は絶対、泣かないの！」

「あはは。……うん、君はそれでいいよ。だって、男の子だもんね？」

　くそ、母親みたいに。なんだこの人は。俺のかーさんと代えてくれ。

　ぶすっと悠は拗すねる。その横で、円香まどかは絵本でも読み聞かせるように言った。

「わたし、いっつも負けてるからさ。君の気持ちは少し分かるの。……だから、言うね。

　負けて悔しいって思えるのは、いいことだって思ってるんだ。わたし」

　なんで、と問うように円香まどかを見る。そして聞くまでもなかったなと、自分を恥じた。だってこの人は、副部長。剣道部の、副部長だ。

「勝って気持ちよく終わるより、負けて悔しく続けたほうが、強くなれる気がするもんね。団体予選まで、あと二週間だけど。結局今も弱いままだけど。それでもわたし、夢がある。……みんなに、幸ゆき村むらがいて良かったって思わせたい。あのとき、負け続けて良かったと思いたい。最後にここで勝つために、あのときの負けがあったんだって、みんなに思って欲しいから」

　ばしっと背中を叩たたかれる。しゃんとしろと、気持ち良く。

「お話、してきなよ。水上くん。じゃないと後悔するよ？　今の君にしか言えない言葉が、きっと、いーっぱいあるから！」

「……はい」

　悠は、立ち上がる。覚悟を決めて。

　そして走り出す前。悠は夕日を背負って振り返り、円香まどかに言った。

「先輩。前、部活入ったときに言われた言葉、返してなかった。……だから言います。

　俺、部活楽しくない。負けちゃったから、楽しくない！」

　一番の笑顔で、彼女がきっと安心できるように。

「だから終わったとき、楽しくてしょうがなかったって言えるような部活に……、俺がする！

　快晴にも必ず勝つ！　全国では俺が一番になる！　団体だって、俺が入れば絶対優勝だ！

　信頼してください。期待しててください。きっと全部、本当にしてみせる。……だって俺は。俺は天才、水上悠だから！」

　強い想おもいは、誓ってこそ。恥ずかしいくらいがちょうどいい。

　だって叶かなえたとき、最高に気持ちがいいからだ！

「……うん。それでこそ、君だね。……よーし、それじゃあ改めて」

　こほんと咳せきをひとつして。円香まどかは、祝いの言葉を悠に与えた。




「剣道部へようこそ、水上くん。

　ここは、最高の部活だよ。……たっくさん汗、かいてってね」




　悠は、夕ゆう陽ひが差す彼方かなたへと走り出す。

　約束の相手のもとへ。約束がなくても繫つながれる、誰より焦がれた親友のもとへ。

　さて、どんな顔をしよう。どんな言葉を選んでやろう。怒ってやるべきか泣くべきか、一瞬だけ考えたが、迷う必要はなかった。親友に向ける顔は、あの日に既に決めてあるのだ。

　さあ。最後の約束を、果たそう。

　悠は力いっぱい、憧れの名前を叫んだ。




「おい、快晴！」




　これは報酬だ。特別に、ほんの一瞬だけ、今はここからの景色を譲ってやる。だから教えてくれ、快晴。ここまで登った、気分はどうだ？

　悠は、遥はるか天を見上げるように、約束の空模様を彼方かなたに問うた。





×　×　×






　快晴は、まだ曇っている。

　二階屋外の壁の手すりに両手を置いて、そしてその上に頭を置いて、沈みゆく夕ゆう陽ひを見つめていた。頭は空っぽ。口から何かが出そう。身体もだるくて、動く気が全くしない。

「……はあ」

　一気に老ふけ込こんだおじさんみたいにため息をついて、快晴は両手を開いてただ見つめる。

「勝った………………のか？」

　おかしい。記憶がない。こんなことってある？　割と人生で一番大切な瞬間だった気がするのに、どうやって勝ったか全く覚えていない。もしかして、夢を見ていただけなのか？

「……まあ。それはない、か」

　快晴は、剣道記者から貰もらった写真をポケットから取り出した。夕ゆう陽ひに透かしてじっくり見てみる。よく、撮れていた。よく撮れすぎて恥ずかしいくらい。きっとこれは雑誌に載らないだろう。ダメな要素が多すぎるその写真を、すぐにポケットに戻した。

「取材、嫌いだったんだけどね。……今後は、もうちょっと笑ってあげるか」

　今は出版不況だと聞く。せめて今日の結果が載るくらいまでは生き延びてほしい。客観的な事実になれば、少しは実感できると思うから。しかし、そいつを一体誰に見せよう。

　両親は慣れすぎてて良い反応が貰もらえそうにない。後輩や同期は気恥ずかしくて嫌だ。先輩に自慢しようものなら戦った手前絶対に殴られてしまうし、女子剣道部の友人はそもそも自分のことをそこまで気にしていないはず。……あれ。交友関係、終了？

「友達、少なすぎる。誰にも自慢できないじゃないか……」

　快晴はまたため息をつく。そもそも、人に自慢するためにやっていたわけじゃない。けれどあえて、自分が強くなったことを報告したい人を選ぶとしたら、それは一体誰になる？

「…………悠ぅ」

　痛恨の極みだ。勝ったときのことを、何も考えていなかった。

　一体自分は、これからどんな顔をして彼と会えばいいのだろう。快晴はまたまたため息をつく。剣道をしているときの覇気はどこへやら。完全に油断していた。

　そしてそんな隙を晒さらすのは、一番憎まれてる奴に斬ってくれと言っているようなものだ。

　竹刀が三本フルセットで入った真紅の竹刀袋で、後頭部をがつんと殴られた。

「っ……いっってえええ！」

「……むう。殺せなかった。今ならいけると思ってたのに」

　夕ゆう陽ひを浴びて腕を組み、仁王立ちしているのは憎き妹だった。頰を膨らませているが、全くかわいくない。

「おまえぇ……、僕を殺す気かっ！」

「うん。死ね、お兄。毎日そう言ってるじゃない。……今日はわたしの勝ちでいい？」

「この、ワケ分かんないことをっ……。認めるか！　こんなやり方で勝って嬉うれしいか!?」

「じゃあお兄はどんな勝ち方だったら嬉うれしいの」

「決まってるだろ！　正々堂々、正面から戦ってだよ！」

　快晴が怒る。妹相手だから包み隠さず。けれど正対する妹は、もっと怒っていた。

「じゃあもうちょっと、かっこいい顔をしたらどうなの！」

　苛烈に、真紅の竹刀袋を突きつけて。雲ごと吹き飛ばす吹雪みたいに。

「わたしたちは、勝ったの！　一番上になった人には責任があるの！　三流が二度と寄り付かなくなるくらい、圧倒的に強くなきゃダメ！　二流でくすぶってる人の気持ちを、燃やせるくらい熱くなきゃダメ！　おんなじ気持ちで向かってきた一流が、こいつに負けたなら納得だって思えるくらいにならなきゃダメなの！　次は絶対負けないって睨にらまれたとき、いつでもかかってこいって言い切れるくらい！　自信満々で、一番かっこよくなる義務があるの！」

　曇っていた快晴の視界が、今綺き麗れいになる。正面から妹の気持ちを受け止めた。

「勝ちから、逃げるな。お兄は絶対、わたしが斬るの！」

「……ああ。分かったよ。……期待しててやるから、早くしてくれよ」

　全く、ほっとけない妹だ。

　快晴がそう言って笑うと、吹雪の膨れた頰から空気が抜けた。

「…………悠、くん」

　その色は、夕ゆう陽ひに染まっている。どこか、物もの憂うげそうに見えた。

「…………かっこよかったぁ……………」

「……はぁ？」

　気のせいだった。ただ、紅あかく染まっているだけだった。

「あの引き面、腰砕けちゃうかと思っちゃった。お兄なんかと全然違う。……かっこいい。むり。しんじゃう。今すぐ、お嫁さんにいきたい……」

　快晴の額に、青筋が浮かぶ。

「……おい。何を言ってるんだお前は!?」

「は。何キレてるの、お兄。うざ。……ほんと、何で勝っちゃったの？　空気読んでほしい」

「お前が！　勝てって！　言ったんだろ！　……いい加減にしろこの脳筋！　よく聞け！」

　快晴は拳で心臓を叩たたいて、一切の容赦なく妹にその言葉を叩たたきつけた。

「勝ったのは、僕だ！　正真正銘、僕が一番強いんだ！　誰にも文句は言わせないぞ！」

「うん。今は、言わない。きっと、あの人もそうだよ」

　吹雪はさらりと返す。

　ただの、フェイントだったのだ。お得意の抜き胴を決めたように、悪いた戯ずらっぽく笑っていた。

「会って、きたら？　……きっと、お話はなししたいこと、たくさんあるよ」

　妹は、少しだけ。兄の知らないところで、大人になっていたようだった。

「行ってらっしゃい。お兄ちゃん」

「……ああ。行ってくるよ、吹雪」

　苦笑して、快晴は走り出す。でもその途中、足を動かしながら後ろを振り返った。

「夕飯は、家で食べる！　ちゃんと帰る！　だから、待ってろ！」

　もう、置いて行かない。吹雪の笑顔を見届けて、快晴は今度こそ夕ゆう陽ひが差す彼方かなたへと駆けていく。約束の相手のもとへ。約束がなくても繫つながれる、誰より憧れた親友のもとへ。

　さて、どんな顔をしよう。どんな言葉を選んでやろう。謙遜してやるべきか泣くべきか、一瞬だけ考えたが迷う必要はないと気付いた。答えは、既にポケットの中に入っているのだ。

「……よし。あのときより、もっと！　今よりもっとだ！」

　快晴が、その写真を取り出す。ツーショットだった。

　そこには苦笑して片目を瞑つぶる水上悠と、満面の笑みで肩を組む乾快晴が写っている。自分の左手には優勝杯。そして右手には、武道に厳禁のピースサインが輝いていた。

　これからもずっと、こんな顔で笑いたい。だから今日も、選んだ剣の道を歩くのみ。

　さあ、親友。最後の約束を果たしたい。早く僕の名前を呼んでくれ！




「おい、快晴！」




　今こそ蒼そう穹きゆうに轟とどろくように、快晴は、未来に向かって期待に応える。

　出会ってくれてありがとう。ここからの景色は、最高だ！




「何だい、悠！」




　快晴は、もう晴れ渡っている。


了
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　心の動きに乏しい人間で、記憶にある限り一度も嬉うれしくて泣いたことがありません。

　だから初めて泣けるときはきっと、大きな目標を達成できたそのときだと思っていました。




「大変申し上げにくいんですが………………………………金賞です！」




　担当編集さんからの電話を受け取った瞬間、色んな言葉が脳裏を駆け巡りました。

「良かったです。とりあえず最終では落ちなかったんですね」とか、「そのドッキリ本当に必要ですか？」とか「俺の人生で遊ぶなよ！」とか、あとは「ありがとうございます。嬉うれしいです！」とか。本当に色々ありました。

　けれど口をついて出た言葉は、そのどれでもありませんでした。




「そうですか。悔しいです。僕の上に立った人間は誰ですか？」




　結局どこまで行っても、自分は自分でしかないんだなと悟った瞬間でした。

　本作『つるぎのかなた』は第二十五回電撃小説大賞にて、金賞を頂くことができました。

　金賞です。ひとつ上には、空位の大賞があります。

　率直に言います。悔しいです。初めて嬉うれしくて泣けるはずだと信じていた日だったのに、この日は人生で初めて、悔しくて眠ることができなかった日になりました。

　応募原稿を読み返すと、今でもこの悔しさを思い出します。あまりにも問題がありすぎました。なのに自分で気づけなかった。気づく力がなかった。もっと自分に腕前があれば、大賞にだって絶対に手が届いた。そう思うと、満足なんて到底できませんでした。

　ですから、自分の全てを尽くして改稿しました。

　その結果、読者の皆さまにどんなものを残すことができたのか、私には分かりませんが、この一冊を読んだ未来の自分がどう言うのかだけは、なんとなく分かった気がします。

「面白いけど、まだまだ出来たことあったよね？」

　もっともっと上う手まくなりたい。もっともっと上う手まくなれる。そう思います。

　これからも書き続けて、次は絶対、嬉うれしくて泣ける日にたどり着いてみせます。

『つるぎのかなた』は続きます。キャラクターたちの成長とともに、ぜひ皆さまに私の成長も見守って頂ければ、これ以上の幸せはありません。本作を手に取って頂き、誠にありがとうございました。

　そして最後に、本作の制作に携わって頂いたイラストの伊藤宗一先生、担当編集の清瀬さま、舩津さまに心より御礼申し上げます。皆さまと私で、チーム『つるぎのかなた』だと思っています。これからもぜひ地獄にお付き合いください。みんなで良い仕事しましょう！

　それでは、また二巻で！


渋しぶ谷や　瑞みず也なり
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「渋谷瑞也先生」係

「伊藤宗一先生」係











初出



本書は第25回電撃小説大賞で《金賞》を受賞した『つるぎのかなた』に加筆・修正したものです。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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